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序
　安中市の南部に位置する鷺宮地区は、群馬県の名産であるコンニャクを中心とし

た畑地が広がり、妙義山を正面に望む景観豊かな農業地帯にあります。本地区のあ

る横野台地の地中には、これまでの土地改良事業、工業団地造成、道路建設といっ

た大規模開発に伴う発掘調査によって、旧石器時代から平安時代に至るまでの遺跡

が多数眠っていることが分かりました。

　今回の発掘調査は、安中市土地開発公社によって群馬県養蚕試験場跡地を工業団

地とする計画に伴うもので、落合Ⅱ遺跡、三本木Ⅱ遺跡、三本木Ⅲ遺跡、平塚遺跡

の４遺跡が対象となりました。同一区域は平成６年度に安中市教育委員会による本

調査が実施され、縄文時代前期、奈良・平安時代の遺構、遺物を多数確認し、集落

の存在が明らかとなりました。また、古墳等が発見され、露出したものを含め古墳

群が形成されていたことも明らかとなりました。

　平成25年度の発掘調査では、前回の開発区域の10ha全てが対象となり、これま

でにない大規模な調査面積となりました。発掘調査では、縄文時代前期前半、奈良・

平安時代のムラの姿とともに新たな直線道路が発見され、西横野地区に引き続き、

この地域にも道路が通過していた可能性が明らかとなりました。

　本書は、これらの発掘調査の成果をまとめた報告書です。本報告が、学術分野に

寄与するだけではなく、地域を学ぶ郷土資料として活用されることを願ってやみま

せん。

　最後に、調査にご協力いただいた方々、過酷な気象条件の下で発掘調査に従事し

ていただいた方々をはじめとする各関係機関の皆様には感謝申し上げる次第です。

   平成2８年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安中市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　桑原　幸正



例　　言

１　本書は、安中市土地開発公社が計画した鷺宮物流団地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書で

　　ある。また、平成24年度に実施した市道拡幅工事に伴う確認調査の成果を掲載した。

　　なお、報告書名は、平成７年度に刊行された報告書と区別するため、遺跡名にそれぞれ「２」を付

　　した。

２　本書は、本編（遺構・遺物本文編）とデータ編（添付ＤＶＤ、付図・遺物観察表・写真図版）で構

　　成される。

３　調査した遺跡の略称と所在地は下記のとおりである。

　　　落合Ⅱ遺跡（遺跡略称Ｇ－23Ａ）　安中市鷺宮字三本木・落合　地内

　　　三本木Ⅱ遺跡Ｄ・Ｅ区（遺跡略称Ｇ－23Ｇ）　安中市鷺宮字三本木　地内

　　　三本木Ⅲ遺跡（遺跡略称Ｇ－23Ｈ）　安中市鷺宮字三本木　地内

　　　平塚遺跡（遺跡略称Ｇ－23Ｉ）　　　安中市鷺宮字平塚　地内

４　発掘調査並びに資料整理・報告書作成は、安中市土地開発公社からの委託金により実施した。

５　確認調査は平成24年度（平成25年３月11日～３月29日）に実施した。また、市道拡幅に伴う確認

　　調査は平成25年２月14・20日に実施した。発掘調査は、平成25年度（平成25年４月１日～９月

　　27日）に実施した。

６　資料整理は、平成25年度（発掘調査終了後平成25年10月１日～平成26年３月31日）、平成26年度

　　（平成26年４月１日～平成27年３月31日）に実施した。報告書作成は平成27年度（平成27年４

　　月１日～平成28年３月31日）に実施した。

７　確認調査及び発掘調査は、安中市教育委員会が直営で実施し、文化財保護課埋蔵文化財係（平成2

　　4年度：学習の森文化財係、平成25年度：学習の森発掘調査係）主査（文化財保護主事）井上慎也

　　が担当し、有限会社毛野考古学研究所との調査管理委託業務に基づき、髙橋清文が調査員として従

　　事した。資料整理及び報告書作成については、井上が担当し、報告書作成・編集の一部については

　　有限会社毛野考古学研究所へ委託した。

８　資料整理全般の総括は井上が行い、髙橋が補佐した。作業分担は以下のとおりである。

　　　図面整理及び版下作成、データ編集：大月圭子、町田千明、大手啓子

　　　遺物整理：井上、大手、田川真知、高澤はつ江、多胡茂子、髙橋清文（縄文土器）

　　　遺物実測・観察表他：有限会社毛野考古学研究所（縄文土器）、株式会社甲セオリツ（古代土器）、

　　　　井上（縄文石器・石製品、鉄製品他）、田川、大手、多胡（縄文土器）

　　　遺物写真撮影：有限会社毛野考古学研究所（委託分）、井上（土器、石器等の補遺分）

　　　写真整理：髙橋、大手、町田、田川（遺構写真図版、データ編集）

　　　報告書作成：井上、大月、町田、大手、有限会社毛野考古学研究所

９　本書の編集は、井上・髙橋が行った。本文執筆は、担当部分の文末に執筆者を記載した。

10　遺構写真の撮影は、髙橋、井上が行った。遺跡の航空写真撮影は株式会社測研、遺構実測用写真　

　　撮影は、株式会社大成測量にそれぞれ委託した。遺物写真は、縄文時代の大形石器（石皿、台石、

　　多孔石）を除き、有限会社毛野考古学研究所に委託して行った。

11　基準杭測量、グリッドの設定、調査区平面図作成は、よしだに委託して行った。



12　自然科学分析（炭化材樹種及び年代測定、黒曜石産地推定）は、株式会社パレオ・ラボに委託し　

　　て行った。

13　発掘調査の記録、出土遺物は安中市教育委員会が保管している。

14　発掘調査及び遺物整理の期間中に次の方々からご指導、ご協力をいただいた。記して感謝の意を　

　　表します（敬称略・順不同）。

　　谷藤保彦　倉石広太　斉藤　準　澁谷昌彦　鈴木徳雄　関根愼二　片野雄介　水田雅美　坂爪久純

　　木下雅康　高島英之　笹森健一　早田　勉　日沖剛史　長井正欣　有山経世　井上　太　建石　徹

　　津金澤吉茂　佐野亨介　清水　司　

　　

凡　　例

１　遺構の実測図は、住居址・土坑・他遺構1/80、遺構微細図・断面図の一部1/40、掘立柱建物址1/

　　80、道路状遺構1/200（平面）・1/100（断面）、溝1/200（平面）・1/100（断面）を基本とした。

　　なお、全体図、遺構配置図等の図面については、遺構の大きさにあわせて任意のスケールとした。

２　遺構図中の北マークは座標北である。なお、座標は世界測地系を使用した。

　　本文中で使用した地図は国土地理院発行の地形図「富岡」（1/50000）、安中市都市計画地図（1　

　　/5000）、工事用設計図、平成６年度調査図面である。

３　遺物実測図の縮尺は次のとおりである。

　　　土器：１／３（縄文）、１／４（縄文・古代）、１／６（古代）

　　　土製品：２／３、１／２

　　　縄文石器：１／２・２／３（Ａ・Ｂ・Ｆ類）、１／４（Ａ～Ｅ類）、１／８（Ｃ・Ｄ類大形）

　　　鉄製品・金銅製品：２／３、１／２

　　　古代石器・石製品：１／２、１／３、１／４　

４　遺物実測図にあるマークの凡例は次のとおりである。

　　石器のトーンは、被熱範囲（Ｂ類）、使用痕範囲（Ｃ類）を示す。破線は使用痕範囲を示す。

　　縄文土器断面図にある●印は、繊維混入を示す。

　　古代土器の●印は、還元焔の須恵器を示す。

５　土層説明中での記号、略称は次のとおりである。

　　　土層名称及び量の基準：『新版標準土色帖』」（農林水産技術会議事務局監修）による。

　　　色調＜：より明るい方向を示す（暗＜明）　

　　　しまり、粘性　◎：あり　○：ややあり　△：あまりない　×：なし

　　　混入物の量　　◎：大量（30～50％）　○：多量（15～25％）　△：少量（５～10％）　

　　　　　　　　　　※：若干（１～３％）

　　　混入物　　　ＲＰ：ローム粒子（溶け込んだ状態）　ＲＢ：ロームブロック（固まりの状態）　            

　　　　　　　　　ＹＰ：板鼻黄色軽石（Ａｓ－ＹＰ）　

６　本文・図面で示す火山灰の名称は、以下の記号を用いた。

　　浅間Ａ軽石＝Ａｓ－Ａ　浅間Ｂ軽石＝Ａｓ－Ｂ　浅間Ｃ軽石＝Ａｓ－Ｃ



７　本事業区域は、平成６年度に群馬県教育委員会及び安中市教育委員会が群馬県人工飼料センター建

　　設に伴って確認調査を実施し、その成果をもとに安中市教育委員会が主体となって発掘調査を行っ

　　ている。したがって、遺跡名については、平成６年度に調査された遺跡との整合性を図るため同一

　　名称とし、調査区、遺構番号等は、前回の続き番号を付けた。

８　遺構略称

　　Ｊ：縄文住居　Ｈ：古代住居　Ｄ：土坑　Ｓ：集石・配石　Ｍ：溝　Ｐ：ピット　Ｔ：竪穴状遺構

　　ＨＴ：掘立柱建物　Ｋ：古墳　ＳＦ：不明遺構　ＳＵ：トンネル状（巣穴状）遺構

９　遺物写真（写真図版及び写真データ画像）の縮尺は任意の大きさである。

10　住居主軸は、住居址の長辺方向を基本としたが、竃、炉の位置によって短辺方向としたものもあ　

　　る。主軸方位は北を基準として方位を示した。

11　時代・時期区分

　　縄文時代：集落、遺構等の時期として前半・後半に大別し、土器型式では、前葉、中葉、後葉に３

　　細分した。

　　奈良・平安時代：両時代を一括する場合、遺構時期が判然としない場合は、「古代」の用語を使用　

　　した。土器の型式年代については、25年（四半世紀）を単位基本とした。

12　遺構実測図のマーク、トーンは次のとおりである。

底部（点数）

土器 石器

礫

10g 100g 1,000g

10g 100g 1,000g

１個 １個

１個 ５個 10個

10個

礫
１個 10個

＜縄文時代　遺物重量分布図・遺物分布図マーク＞

＜古代　遺物重量分布図・遺物分布図マーク＞

　　　 二ツ木式

　　 　 　関山Ⅰ

　　 　 　関山Ⅱ

 　 　 有尾・黒浜

　 　　 　諸磯ｂ

　　　 　その他

  その他
（中越・神ノ木・上ノ坊）

　　　 　信州系

  縄文Ａ（繊維含）

  縄文Ｂ（繊維無）

　 　　　　不明

　　　  五領ケ台

　　  加曽利Ｅ３

  　　   その他他

　　　 　 石器Ａ類

石核Ａ類・ＦＬＡ類

　　　 　 石器Ｂ類

　　　　  ＦＬＢ類

　　　  石器Ｃ１類

　　　  石器Ｃ２類

　　　　  石器Ｄ類

　　　　  ＦＬＤ類

　　　　  石器Ｅ類

　　　　  ＦＬＥ類

　　　　  石器Ｆ類

　　　　  ＦＬＦ類

　　　須恵器　坏系

　　　須恵器　甕系

その他の土器（古代）

　　　土師器　坏系

　　　土師器　甕系

紡錘車

編物石

　台石

　砥石

　磨石

火打石

　軽石

　　鉄

搬入礫

１個 ５個 10個土器 石器

＜ピットの深さ＞

０～ 19cm

20 ～ 39cm

40 ～ 59cm

60cm以上

焼土

粘土

硬化面塗り

炭化材

断面図硬化塗り

Ⅱb層塗り

＜遺構塗りの凡例＞
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Ⅰ　調査の経緯

１　調査に至る経緯

　

　平成25年２月25日、安中市土地開発公社（以下市公社）が工業団地を予定している安中市鷺宮地区

に所在する群馬県人工飼料センター跡地の埋蔵文化財の状況について安中市教育委員会（以下市教委）

へ照会があった。また、同日付で必要書類（文化財保護法第94条通知、必要書類）が提出され、同年

２月26日、市教委から市公社へ、その取り扱いについて意見書を提出した。該当地は、平成６年度に

建物部分の確認調査と道路部分の発掘調査による記録保存を実施し、工事によって影響を被る部分以外

は、現状保存の措置が講じられていた。しかし、今回計画された工業団地は、協議を重ねた結果、計画

を変更することは現実的には困難な状況であり、工事方法の見直し等によっても、これまで保存された

遺構への影響が避けられないことになった。そのため、工事区域内の埋蔵文化財の取り扱いについては、

敷地全体の埋蔵文化財の状況を把握する目的とした遺跡の範囲確認調査を実施し、その状況に応じて発

掘調査による記録保存の措置を講じることで市公社と調整を進めることになった。同年３月１日、群馬

県教育委員会から、法94条に対する「発掘調査」の勧告があり、市公社へ通知した。同日付で、市公

社から市教委へ発掘調査の依頼が提出された。同年25年３月４日、市教委から市公社へ発掘調査計画

書を提出し、３月11日から29日の間に敷地全体を対象とした確認調査を実施して、平成25年度に本調

査、平成26・27年度に資料整理、報告書作成の計画で実施することになった。そして、４月１日付け

で市公社と市教委の間で発掘調査委託契約を締結し、市教委の直営で９月27日まで発掘調査を実施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上）

１ 落合Ⅱ遺跡
２ 三本木Ⅱ遺跡
３ 三本木Ⅲ遺跡
４ 平塚遺跡 ( 古墳群 )

１

２

３
４

第 1図　位置図（1/50000　国土地理院「富岡」）
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２　調査の経過

　本事業に伴う発掘調査は、平成24年度予備調査（確認調査）、平成25年発掘調査及び資料整理、平成

26年度資料整理、平成27年度報告作成の４ヶ年計画で実施した。

　なお、確認調査・発掘調査では、民間発掘調査会社から調査員の派遣を受けて二人体制で担当し、資

料整理・報告書作成の一部については、業務を委託して実施した。

平成24年度の確認調査（予備調査：平成25年３月11日～29日、市道調査：２月14・20日）

　確認調査は、約10ｈａの開発面積に対して、平成６年度の確認調査並びに発掘調査の結果をもとに、

調査が実施されていない範囲と切り土が中心となる範囲（南側半分）を対象に遺跡の有無とその範囲を

把握するためのトレンチ調査を実施した。確認調査の結果、前回調査した範囲よりさらに敷地南東側で

新たに縄文時代前期の遺構、遺物が濃密に分布する範囲を確認した。敷地西側の道路に接する斜面部で

は、現道路下に存在する古墳（落合Ⅱ遺跡の一部、Ｋ－１号墳）等の遺構の続きは確認されなかったが、

敷地内で新たに竃をもつ古代の住居址が１軒確認された。この遺構以外には、遺構、遺物が確認されな

かったため、確認された住居址を三本木Ⅱ遺跡の遺構として含めることにした。

　三本木Ⅱ遺跡では、トレンチ調査による調査区の設定後、確認調査と並行して本調査区の一部の表土

除去を実施し、作業員による遺構確認を行った。三本木Ⅲ遺跡については、前回の調査で古代集落が存

在することが予想されていたため、開発区域内における遺構、遺物の広がりを把握するためのトレンチ

調査を実施し、本調査の範囲を設定した。平塚遺跡については、古墳の存在を予想した範囲を調査対象

としたが、調査期間の関係で、平成25年度に確認調査と古墳の本調査を行うことにした。３月に行っ

た予備調査の段階では、落合Ⅱ遺跡、三本木Ⅱ遺跡、三本木Ⅲ遺跡、平塚遺跡を対象とした調査予定面

積は当初約13,000㎡であった（平成25年度本調査で変更）。

　なお、予備調査に先行して２月には、市道の拡幅に伴う確認調査を実施した。その結果、平成６年度

の落合Ⅱ遺跡で発見されたＫ－１号古墳の一部を確認したが、古墳以外の遺構と遺物は検出されなかっ

た。

平成25年度の本調査（発掘調査：平成25年４月１日～９月27日）

　発掘調査は、三本木Ⅱ遺跡、三本木Ⅲ遺跡、平塚遺跡の順で進める計画とした。

　三本木Ⅱ遺跡の発掘調査は、建物部分及びその西側部分をＤ区、東側部分をＥ区とし、Ｄ区の一部か

ら発掘調査を開始したが、工事計画との関係から、途中、東側の調査区（Ｅ区）から西側の調査区（Ｄ

区）へと進めることになった。本調査は、４月１日から表土掘削と遺構精査を開始し、８月末日まで行っ

た。Ｄ区では縄文時代前中期の遺構、遺物を中心とした分布であったが、Ｅ区では縄文時代前期の遺構、

遺物及び古代道路状遺構等を確認した。両区とも確認調査を並行して行い、新たな遺構が発見された場

合、遺跡全体が把握できるために可能な限り調査区を拡大し、その結果、当初予定した調査面積を大幅

に上回ることになった。

　三本木Ⅲ遺跡の発掘調査は、当初から古代の集落が予想されていたため、集落範囲を把握するための

面的調査とトレンチ調査を併用して行った。本調査は、三本木Ⅱ遺跡の調査と並行して表土掘削から開

始し、遺構精査は７月から９月までの間実施した。

　平塚遺跡では、三本木Ⅱ遺跡と隣接する部分で確認された古墳に対しては同時並行で調査を行った。
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遺跡全体を対象とした古墳の有無を調べるためのトレンチ調査は、８月から開始し、露出していた古墳

を含め前回確認された２基の古墳以外に、新たな３基の古墳の存在を確認した。三本木Ⅲ遺跡と隣接す

る部分（敷地北西部と道路に隣接するところ）では、中世の溝が１条確認された。本調査は８月から開

始し９月に終了した。

　なお、三本木Ⅲ遺跡と平塚遺跡の一部（工事区域の北半分）は、工事による影響は少なく、盛土によっ

て遺構の保護層が保てる見通しとなったため、調査を実施した範囲を除き、現状保存の措置とした。

　資料整理は、発掘調査と並行及び発掘調査終了後に行い、遺物注記・選別・台帳作成、土器接合・復

元等の遺物整理、図面の整理、写真整理等を３月の間まで実施した。

平成26年度の資料整理（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

　資料整理は、報告書作成と並行して２ヶ年の計画で実施した。本年度は平成26年４月１日から平成

27年３月31日まで遺構図及び出土遺物の基礎整理作業の継続と、遺構挿図・遺物実測図の作成及び報

告書版下作成の一部までを行った。遺構図関係の作業は、直営方式としたが、遺物整理のうち、縄文土

器の分類・台帳作成、実測・トレースと縄文・古代の土器実測・トレースは専門業者へ委託して実施し

た。

平成27年度の資料整理・報告書作成 （平成27年４月１日～平成28年３月31日）

　報告書作成は、前年度から継続し、11月までに遺構図修正、版下作成、レイアウト、各データの編集、

遺物実測・トレースの一部、遺物観察表作成、遺物写真撮影、原稿執筆等を中心に行った。12月以降は、

報告書全体の編集を中心に入稿準備を行った。なお、報告書の編集・校正、原稿執筆等の一部については、

有限会社毛野考古学研究所に委託して行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上）

Ⅱ　調査の方法

１　発掘調査の方法

（１）調査の基本的な流れ

　安中市では、発掘調査の効率性を考えた独自の調査方法が確立されており、これによって発掘調査が

マニュアル化されている。詳細は、市内で刊行した発掘調査報告書を参照されたい。

　発掘調査は、調査対象区域に２ｍ幅のトレンチを設定し、遺跡の有無と遺跡の広がりの確認を行った。

その結果をもとに調査区を確定した後、本調査区域に対してバックホー（0.6m3及び0.7m3）で遺構確

認面（Ⅲ層下部からⅣ層上面）まで掘削し、人力でジョレンを用いて遺構確認を行った。発見した遺構は、

遺構毎に遺構略称と前回調査の続きから各遺跡で遺構毎に通し番号を付けた。構遺については、それぞ

れの精査の手順で進め、「ビニール転写法」を用いて土層堆積図及び微細図作成を行った。土層断面状況

及び完掘した遺構は、リバーサルフィルム及び白黒フィルム（各35mm）で写真撮影を行い、記録用に

はデジタルカメラによる撮影を行った。遺構の測量は、随時、デジタル機器によって図化し、図面の出力・

校正をして完成させた。各遺跡精査終了後、無線操縦ヘリコプターで全景写真、俯瞰写真撮影を行った。
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　グリッドについては、事業区域全域に対して100ｍ×100ｍの大グリッドと４ｍ×４ｍ小グリッドを

併用して設定した。小グリッドは、２ｍ×２ｍの４分割（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）とした。グリッドの呼称は、

北西隅を起点とし、北から南へアルファベットでＡ、Ｂ、Ｃ・・・Ｙ、西から東へ算用数字で１、２、３・・・

と４ｍ進法で呼ぶことにした。また、このグリッドの座標値には、国家座標（世界測地系）を取り付けた。

　　

（２）遺構調査の方法

住居址の調査

　住居址の調査は、安中市で採用している「分層16分割法」を採用した。住居の時期に関係なく、範

囲確認後、住居の南北方向に幅50㎝のサブトレンチを設定し、土層の堆積状況及び深さを確認しなが

ら床面、壁面の検出を行った。サブトレンチ調査によって範囲が確定した後、東西南北の幅20㎝のベ

ルト、16分割ポイントの設定を行った。セクションポイントは「赤」、分割ポイントは「黄」の各標識

ポイントを使用した。土層断面は、常に陰となるように北面、西日が当たらないよう東面とした。住居

址の掘削は、土層の厚さを基準（概ね１～３層に分層）にして、上層から全体を下層及び床面付近の遺

物は残して床面まで掘り下げた。上層遺物については、層と区を記録して取り上げ、下層遺物とは区別

した。下層の遺物及びベルトとして残した土層堆積（セクション）状況については、写真撮影後、区毎

に記録して遺物の取り上げた。土層については、農業用ビニールを使用して原寸大で記録する「ビニー

ル転写法」で行った。その後、層位毎にベルトを崩し、床面を精査し、柱穴、貯蔵穴等のピット及び土坑、

周溝、炉といった住居付帯遺構の確認作業を行った。検出された遺構（炉、竃、貯蔵穴等）については、

半裁（半分にして東側あるいは北側を掘削）により土層堆積を確認し、遺物を残しての精査、写真撮影

を基本とした。遺物は層位毎に16分割で記録して取り上げ、遺構と関連のある遺物（埋設土器、土坑内、

台石・礫等）または重要遺物等については、平面図に位置を記録して取り上げた。柱穴については、底

面まで完掘した。竃については、残存部まで掘り下げ、半裁して精査した。各遺構の土層断面及び遺構・

遺物微細図については、その都度、デジタルカメラで垂直撮影あるいは「ビニール転写法」を用いて記

録した。床面精査、完掘後、全体写真及び各遺構の写真撮影を行った。遺構表記については、縄文時代

の住居址は「Ｊ」、古墳時代～古代の住居址は「Ｈ」等の遺構略称を使用した。遺構と判断したものには、

遺構略称と通し番号を付けて遺構の登録・管理を行った。なお、ピットの番号は、遺物が出土した場合

に限って番号を付けた。

道路状遺構の調査

　三本木Ⅱ遺跡Ｅ区の調査では、調査区全域で確認された２本の平行する古代の溝（北側Ｍ－４号溝、

南側Ｍ－５号溝）について道路状遺構として認識した。すでに確認作業によって調査区内に存在するこ

とが予想されたため、北東隅から、約10ｍの間隔で調査区を設定した（１～17区）。各調査区境では、

土層断面図を作成した。また、各溝の底面状態及び縦断図作成のため必要に応じてレベルを記録した。

遺構の状況は前回の造成工事によりⅣ層まで削平されていたため、道路面は確認できず、２本の溝も検

出できた範囲は限られていた。
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竪穴状遺構、土坑、集石、溝、埋設土器、その他遺構の調査

　竪穴状遺構は、大形の土坑で炉のない遺構とした。竪穴住居址との区別が判然としない遺構も含め

た。調査は、２分割あるいは４分割し、土層観察用のベルトを残しながら掘り下げた。土坑は、掘り込

みのある遺構で、大きさ50㎝を目安とした（50㎝以下はピット）。名称は、特定の機能を示さないで用

いる「土坑」の用語で統一した。土坑は、半裁して北側もしくは東側を精査し、土層断面図を作成した

後、残りを完掘した。遺物は出土状況によって覆土一括で取り上げた遺物とそのままの状態にして残す

遺物に分けた。集石は、礫の出土状況と掘り込み（堀方）の有無を確認しながら精査した。集石は、「ビ

ニール転写法」によって微細図を作成し、構成される礫については、礫番号を付すものと一括して取り

上げるものと分け、石材、重量、破損、被熱等の属性を台帳に記録した。溝は、任意（小規模）または

調査区単位で土層観察表のベルトを設定し、精査した。埋設土器は、地面に土器が埋め込まれた遺構とし、

縄文時代の「埋甕」を含む。半裁して土器の内側を精査し、外側の堀方、土坑の有無を確認した。平面・

断面図ともに「ビニール転写法」を用いた。

　その他、性格不明の遺構が検出された場合、範囲確認後、半裁して遺構の状況を精査して、完掘する

方法を採った。ピットの番号は、遺物が出土した場合に限って番号を付けた。

古墳の調査

　対象区域内の古墳については、前回の調査で落合Ⅱ遺跡で１基、平塚遺跡で２基確認されている。また、

周知の古墳として２基（№1174・1175）が登録されていたが、トレンチ調査では存在を確認できなかっ

た。平塚遺跡では、前回調査のＫ－２号古墳の西側に位置して現況で墳丘と確認できる未登録の古墳（後

のＫ－4号古墳）が存在し、トレンチ調査では、この古墳と新たに２基（Ｋ－３、５号古墳）の古墳を

確認した。しかし、事業区域内では確認した古墳以外の存在は認められなかった。落合Ⅱ遺跡で確認さ

れた古墳（Ｋ－１号古墳）の周溝が、一部、接すると予想される部分について遺構は確認されなかった。

なお、市道の拡幅工事に伴う確認調査では、古墳東側部分の一部を確認した。平塚遺跡で確認されたＫ

－３号古墳は、外周道路に接しているが、前回の調査では確認できていないため未調査である。また、

未登録の古墳（Ｋ－４号古墳）については、範囲確認調査を実施したところ、周溝に接してさらに１基

（Ｋ－５号古墳）が存在することを確認した。３基の古墳は、表土を除去したところ、調査以前で墳丘

の大部分が削平され、壊れた石室が露出した状態を確認した。Ｋ－４号古墳の周溝部分には浅間Ｂ軽石

の堆積による筋状の範囲を確認できたが、他の２基は削平により確認できなかった。調査は、まず、古

墳の主軸を石室方向から設定し、古墳を４分割した。周溝に対してはベルトを設定し、土層堆積状況を

記録した。周溝については、堀方上面と堀方面の二段階で調査し、周溝内の遺物は石室の転石を含めて

出土状況を記録した。また、Ｋ－４号古墳の周溝内出土の遺物は、微細図を作成し、番号を付けて記録

した。撹乱などにより現位置ではないものは、遺物の種類に関係なくその場で記録して取り上げた。石

室の調査は、遺構として原位置にあるもの以外は全て除去し、遺存状態を記録した。

旧石器時代の確認調査

　対象区域内では、黒曜石製のナイフ形石器（三本木Ⅱ遺跡）や荒屋型彫器（落合遺跡）等の旧石器が

発掘調査で出土していたため、旧石器の存在を意識しながら、ローム層を掘り込む遺構を注意していた。

三本木Ⅱ遺跡では、縄文時代の住居址床面がⅦ層まで達するものが多く確認され、一部でピット内から

風化した石器が数点出土した。当初、旧石器の可能性を考え、出土した遺構を中心に旧石器時代の確認

調査をＢＰ層上部（Ⅷ層上面）まで行ったが、遺物の出土はみられなかった。発掘調査終了後、出土し
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た石器を再度鑑定した結果、縄文時代の可能性もあると判断し、旧石器の存在を明らかにするまでに至

らなかった。なお、旧石器の確認調査では、ローム層内で堆積が乱れる落ち込み状の範囲を断面で確認

したが、人為的あるいは自然によるものかは判断がつかず、今後の検討材料としてセクション図と写真

で記録した。

遺構測量、遺物記録の方法

遺構平面図：現地での遺構平面図は、デジタル測量によって作成した。各遺構の縮尺は1/40を基本とした。

平面図には、レベル値を記録し、ベンチマークとレベルの眼高から遺構の標高を算出できるようにした。

遺構の断面図を作成するために必要に応じてレベルを記録し、数値から断面図が復元できるようにした。

集石、土坑、埋設土器、竃等の複雑で遺物を伴う遺構については、通常の遺構測量とは別に、デジタル

カメラによる垂直（真上）写真撮影で補足測量し、詳細な図面あるいは微細図を作成した。

全体図：デジタル遺構測量をもとに各遺構図をグリッドで貼り合わせて、全体図を作成した。

土層断面図・遺構微細図・遺物分布図：幅２ｍの農業用ビニールを遺構の断面及び平面にあて、マジッ

クで原寸大に転写する方法で行った（「ビニール転写法」）。転写した図面は、図面台帳を作成し、遺構

単位でデジタルカメラによる写真撮影を行い、画像をパソコンに取り込み1/40を基本とした図面デー

タに変換した。

遺物の出土記録：遺構出土の遺物は、遺構単位、層別、分割区毎に取り上げた。遺構外の遺物は、４ｍ

グリッドを４再分割（ａ～ｄ）して取り上げた。また、小規模な遺構の遺物は「覆土一括」として取り

上げた。遺物出土量は、収納袋の大きさで相対的量（大量：◎、多量：○、少量：△、若干：※）に置

き換え、遺物分布状況カードに記録した。

自然科学分析 ：本遺跡群周辺では、台地上でテフラ・ローム層分析、低地部でプラントオパール分析が

多く行われており、周辺の環境復元の参考となっている。また、平成6年度の調査では、平塚遺跡にお

ける畠遺構を覆う土層のテフラ分析、三本木Ⅱ遺跡の縄文時代住居構築材に利用されたイネ科植物の検

討及び平塚遺跡の畠遺構のイネ科栽培植物の検討を目的としたプラントオパール分析が行われているた

め、分析は行わなかった。今回の調査では、縄文時代の住居構築材の同定、土器年代を把握するための

炭化物放射性炭素年代測定、黒曜石の産地分析を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　（井上）

                                                                                  　　

２　資料整理の方法　

（１）整理全体の流れ

　今回調査した範囲では、縄文時代前期と古代を主体とする集落、古墳群が確認された。各遺跡は、遺

跡毎に主体となる時期、遺構・遺物が分かれていることから、整理作業では、遺構関係は遺跡単位、遺

物関係は、時代を単位としてそれぞれの作業を分担して行うことにした。

（２）遺構図面整理の方法

　各遺跡の遺構配置全体図を作成し、複合遺跡の場合は時代別遺構配置全体図（付図）を作成した。遺



－ 9 －

跡単位で、縄文時代・弥生時代（住居址、集石、竪穴状遺構、土坑、埋設土器）、古墳時代（住居址、

竪穴状遺構、古墳、土坑）、古代以降（住居址、土坑、溝）、道路状遺構に分けて遺構挿図、各遺構観察

表を作成した。

遺構図：縄文時代以降は各遺構の平面図（住居址の場合、柱穴等ピットの深さをトーンで表現）、土層

断面図、遺構断面図（土層断面図が無いものを含む）、遺物分布図（廃棄・遺棄の状況、層位毎の遺物

質量を把握するため）、遺構付帯施設（炉、竃、埋設土器等）平面微細図、土層説明表、遺構観察表を

作成した。特徴ある遺構（炉・竃内、埋設土器等）については、出土状況の参考に遺物実測を付けた。

住居址：時期は、覆土下層遺物または床面遺構（炉・竃内土器、埋設土器、土坑内等）の遺物によって

決定した。覆土遺物の分布図は、層位毎（堆積の変わり目を基準、層厚は目安）に16分割したもので、

重量分布（土器）、点数分布（石器、礫、その他遺物）、床面または炉・竃、貯蔵穴等の遺構内遺物出土

状況（微細・ドット）のそれぞれを作成した。各遺跡同一基準で縄文時代中期後半、古墳時代の住居分

類を行った。

土坑：各遺跡同一基準で平面、断面、覆土から形態分類を行った。上人見遺跡の土坑は、出土遺物の平

面・垂直分布図を作成した。

集石：遺構図の他に礫集計を行い、重量グラフを作成した。一部、検出状況と堀方の図面を付けた。

埋設土器：検出状況（平面微細図）と埋設状況（堀方図、土器実測図）を示した。

道路状遺構：２本の溝（Ｍ－４・５号溝）で構成される遺構で、３つの挿図に分割した。道路に直交す

る断面図と各溝の縦断図を作成し、各溝の底面凹凸またはピットが集中する範囲を示した。

（３）遺物整理の方法

　出土遺物の整理は、洗浄、選別した後、インクジェットプリンター（ただし、黒曜石及び追加遺物は

手書き）を使用して出土位置を注記し、器種分類及び計測・計量を行い、各種遺物観察表及び台帳を作

成した。その後、遺物の実測・トレース、遺物写真撮影を行った。土器の復元は、完形個体を優先して

行い、樹脂系の材料で修復した。

土器：土器は縄文土器と土師器・須恵器（古墳時代、古代）に大別し、器種毎に分類した。土器は「量」

を把握するために重量を区、層毎に記録し、16分割を基本とした分布図のデータとした。

　遺構出土のものは、覆土中（１、２層出土遺物）と時期の決め手となる床面直上・下層に区別して、

それぞれの一括性のある土器群として捉え、組成を検討した。土器の分類は、破片と復元できる個体に

分け、破片については器種毎に重量を記録した。復元できる個体については重量を記録した後、復元率

によってランク付け（Ａ～Ｄ）を行い、個体台帳を作成し、器種、接合状態、重量を記録した。これに

よって遺物の出土量を記録することで、破片の情報も活用でき、遺構全体での遺物の出土傾向が把握で

きる点で有効性をもつと判断した。土器の実測は、遺構を優先し、遺構の時期が判断でき、一括性のあ

る型式を中心に選別した。遺構外出土の遺物については、遺構出土重複が少ない土器、時期に限定した。

実測した土器は、観察表を作成し、本文では、土器群特徴について所見を掲載した。なお、縄文時代前

期、古代の土器群については、専門家による考察を掲載した。

石器：縄文時代の石器は、安中市の分類基準に準じ、石器系列、器種系列、石材系列に分けて分類した

（第１・２表）。器種が特定できないもの、転用石器等は、別の器種名を備考に並記した。
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　石材分類は、肉眼観察によって、石材の特徴、石器と石材の関係によって考古学分類を行い、岩石学

的細分は行わなかった。なお、本来、学術用語として呼称されるべき「黒曜岩」については、これまで

の慣例に従って「黒曜石」とした。

その他遺物：鉄製品は、農具と工具、その他器種に大別した。クリーニングしても錆が除去できず、原

型、形態が判別できないものは、器種を特定せずに「鉄製品」として一括した。

（４）写真整理の方法

　現地で撮影した写真については、リバーサル（カラー）、白黒、ネガ（カラー）別にフィルムをファ

イルし、アルバムを作成した。また、デジタルカメラで撮影した遺構写真画像（現地調査及び航空写真）

データは、再編集して遺構毎のフォルダを作成した。写真図版は全て画像データとし、保管（保存）・

活用を目的として、使用カットは遺構全景、遺構土層堆積状況（セクション）、遺物出土状況のそれぞ

れのカットを選別して保存した。デジタル画像は全てカラーとした。遺物写真は、全てデジタルカメラ

によって撮影（委託）し、遺構写真と同様、画像をデジタル化した。遺物写真図版は、単体及び集合写

真とし、土器については実測した個体は全て単体で撮影し、一括遺物は集合写真とした。石器について

は器種別の集合写真とした。

（５）報告の方法
　報告書の体裁は、４遺跡を一括しての報告であるため、報告遺構については、各遺跡における発掘調

査での確認状況を中心に掲載し、各遺構の属性は表にまとめた。報告遺物については、各時代、遺物の

種類毎に遺跡全体を一括して、遺物の特徴を掲載し、土器については本文中に遺物観察表を付けた。

　なお、各遺跡及び遺跡全体図、遺構配置図等については付図として、また、データの情報量と活用性

の観点から、土器以外の遺物観察表及び各種台帳、遺構・遺物の写真図版については、データ編として

ＤＶＤに収録した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上）
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系列 器種系列(類) 技術的特徴
押圧剥離系列 石器 石槍
（Ａ類） 石鏃

打 石錐
石匙Ａ類
スクレイパ－Ａ類(ＳcＡ)

製 リタッチド・フレイクＡ類(ＲＦＡ）

楔形石器
剥片類 剥片Ａ類

系 石核Ａ類・原石Ａ類
直接打撃系列 石器 打製石斧 調整に直列打撃を多用

(Ｂ類) 石匙Ｂ類
列 スクレイパ－Ｂ類(ＳcＢ)

リタッチド・フレイクＢ類(ＲＦＢ)

剥片類 剥片Ｂ類
石核Ｂ類・原石Ｂ類

形状選択系列 石器 凹石 研磨痕・敲打痕により

使 （Ｃ１類） 磨石 石器と認識できるもの

用 石皿
痕 球石
系 磨き石（部分研磨石器）・球石
列 形状非選択 石器 敲石
(Ｃ２類) 台石

砥石
非機能系列 石器 石棒
(Ｄ類) 棒状礫

複 多孔石・丸石
合 機能系列 石器 磨製石斧
技 (Ｅ類) 剥片類 剥片Ｅ類
術 石核Ｅ類・原石Ｅ類
系 装身系列 石器 垂飾類
列 (Ｆ類) 玉類（玦状耳飾等）

各種石製品
剥片類 剥片Ｆ類

原石Ｆ類

器種

調整に押圧剥離を多用

直接打撃・敲打・研磨
を複合的に用いる

種別 器種 形態 分類基準・特徴
Ａ類 石槍

石鏃 Ⅰ 凹基無茎(細部の違いによりａ～ｇ形態に細分）
Ⅱ 平基無茎(細部の違いによりａ・ｂ形態に細分）
Ⅲ 凸基有茎

石錐 Ⅰ 摘み無し
Ⅱ 摘み有り

ａ：小形　ｂ：大形
石匙Ａ類 Ⅰ 縦形

Ⅱ 横形
ａ：押圧剝離による精緻な調整
ｂ：押圧剝離・直接打撃併用の調整
ｃ：摘み部分のみを調整

スクレイパ－Ａ類 Ⅰ ａ：押圧剥離による精緻な調整
ｂ：押圧剥離と直接打撃による調整

Ⅱ 直接打撃による粗雑な調整
Ⅲ 緑辺微細剥離(一辺の１／２以上)

リタッチドフレイクＡ類 緑辺微細剥離(一辺の１／２以下)
楔形石器 両極技法により両端部が潰れている

Ｂ類 打製石斧 Ⅰ 撥形・急角度調整・断面蒲鉾形・片刃
　(細部の違いによりａ～ｊ形態に細分)

Ⅱ 撥形～短冊形・両面調整・断面レンズ状・両刃
スクレイパ－Ｂ類 Ⅰ ａ：押圧剥離を主体とした精緻な調整

ｂ：粗雑な押圧剥離と細かい直接打撃による調整
Ⅱ 直接打撃による調整
Ⅲ 緑辺微細剥離(一辺の１／２以上)

石匙Ｂ類 Ⅰ 縦形
Ⅱ 横形

ａ：押圧剝離による精緻な調整
ｂ：押圧剝離・直接打撃併用の調整
ｃ：摘み部分のみを調整

リタッチドフレイクＢ類 緑辺微細剥離(一辺の１／２以下)
Ｃ１類 磨石 Ⅰ 円形

Ⅱ 楕円形
Ⅲ 棒状
Ⅳ 四角形
Ⅴ 不定形

石皿 Ⅰａ 円形・作業面は凹面
Ⅰｂ 円形・作業面は平面
Ⅱａ 楕円形・作業面は凹面
Ⅱｂ 楕円形・作業面は平坦
Ⅲｂ 不定形・作業面は平坦

種別 器種 形態 分類基準・特徴
Ｃ１類 凹石 Ⅰｂ 円形・切り合い関係は凹→磨

凹石Ｂ Ⅰｃ 円形・凹のみ
Ⅱａ 惰円形・切り合い関係は磨→凹
Ⅱｂ 惰円形・切り合い関係は凹→磨
Ⅱｃ 惰円形・凹のみ
Ⅲａ 棒状・切り合い関係は磨→凹
Ⅲｂ 棒状・切り合い関係は凹→磨
Ⅲｃ 棒状・凹のみ
Ⅳａ 四角形・切り合い関係は磨→凹
Ⅳｂ 四角形・切り合い関係は凹→磨
Ⅴa 不定形・切り合い関係は磨→凹
Ⅴｂ 不定形・切り合い関係は凹→磨
Ⅴｃ 不定形・凹のみ

Ｃ２類 台石
敲石 Ⅰ 円形

Ⅱ 楕円形
Ⅲ 棒状
Ⅳ 四角形
Ⅴ 不定形

砥石 Ⅰ 荒砥
Ⅱ 中砥
Ⅲ 仕上砥

Ｄ類 石棒 加工痕有り
棒状礫 加工痕無し
多孔石 凹有り
丸石 凹無し

Ｅ類 磨製石斧 Ⅰ 小形
Ⅱ 中形
Ⅲ 大形

ａ：断面楕円形
ｂ：定角式

石材系列 石材 略称 石材の特徴
Ⅰ類　 黒曜石 Ob 硬質で粘度が少ない
 剥離最適系列 チャ－ト Ch 剥片剥離に最も適する

硬質頁岩 HSh 剥離面は極めて平滑で、エッジは鋭利
珪質頁岩 Ksh
黒色安山岩 BAn
メノウ・碧玉
鉄石英・碧玉 Ja

Ⅱ類　 頁岩類 Sh 多少軟質でやや粘度がある
 剥離適合系列 黒色頁岩 Bsh 剥離に適する

剥離面はやや平滑で、エッジはやや鋭利

Ⅲａ類　 安山岩類 An やや軟質で粘度がある
 剥離不適系列 流紋岩（粗） Ryu 剥離に不適である

ﾋﾝ岩・礫岩 割れ面は粗面でエッジは鋭利でない
耐火性に富む

Ⅲｂ類　 砂岩(牛状砂岩) SS 軟質で粘度がない
 剥離不能系列 凝灰岩 Tuff 剥離は極めて不適である

割れ面は極めて粗面で、エッジは鋭い
Ⅳ類　 結晶片岩類 Sc 硬質、軟質な部分があり、粘度はややある
 節理系列 節理で剥離に方向性があり、やや不適である

剥離面の鋭利さは方向に左右され一定でない
Ⅴ類　 緑色岩類 GrR 緻密質で比較的硬質で、粘度もある
 緻密質系列 蛇紋岩 剥離にあまり適さない

剥離面は粗面で、エッジはやや鋭利
Ⅵ類 滑石 比較的稀少な多種多様な石材
 その他 軽石

石英　等

第１表　縄文時代　石器・石材分類表

第２表　縄文時代　石器器種分類表
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Ⅲ　遺跡の地理的・歴史的環境

１　地理的環境

　本遺跡群（落合遺跡、落合Ⅱ遺跡、三本木Ⅱ遺跡、三本木Ⅲ遺跡、平塚遺跡で構成される）は、碓氷

川南岸の上位段丘に立地し、猫沢川と砂押川が合流する地点の沖積地を望む台地に存在する。この台地は、

妙義山から東西に細長く延びる起伏が緩い地形で「横野台地」とも呼ばれている。また、横野台地を中

心とした地域では、東西で地区が分かれており、西側は西横野地区（旧松井田町）、東側は東横野地区（旧

安中市）となっている。　平成25年度の発掘調査は、平成6年度に対象とした範囲と同一地点であるた

め、各遺跡の地理的環境についての詳細は、平成7年度に刊行した発掘調査報告書を参照されたい（市

教委1996）。ここでは、報告書の記載に一部加筆して各遺跡について述べることにする。

　落合Ⅱ遺跡は、猫沢川沿いに形成された沖積地部分と、南東に隣接する台地にかけての部分にあたる。

標高は223～225ｍであり、沖積地との比高は１～３ｍである。落合遺跡（昭和63年度調査）は、本遺

跡の西側に隣接する。

　三本木Ⅱ遺跡は、落合Ⅱ遺跡の東側に存在する南北に延びる「馬の背」状の台地の稜線上に位置する。

本遺跡群では最高所にあたり、標高は229～232ｍである。沖積地との比高は７～10ｍである。三本木

遺跡（総和63年度調査）は、本遺跡の北西約200～300ｍである。

　三本木Ⅲ遺跡は三本木遺跡の北東約100～150ｍの場所に位置する。微地形をみると、台地の中央に

存在する小支谷の北西に位置する。この小支谷は、現在埋没谷となっているが、遺跡が形成された事典

では、湧水点が存在していたとみられる。標高は225～228ｍである。

　平塚遺跡台地の南縁部に位置し、標高は228～229ｍである。遺跡の南側には猫沢川により形成され

た沖積地が存在し、比高は16ｍである。        　　　　　　　　　　                                  　　　（井上）
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第 4図　安中市地形図
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２　歴史的環境

　本遺跡群が所在する鷺宮地区の「鷺宮」の地名の由来は、白鳳年間に創建したと伝えられる咲前神社

の旧名「先宮明神」と言われている。神社周辺では古代の遺物が多数採集されることから、遺跡が濃密

に分布する可能性のある地域として知られている。また、鷺宮地区に隣接する中野谷地区では、これま

での土地改良事業、工業団地造成等による大規模発掘調査によって多数の遺跡が発見されている。

　今回の発掘調査では、前回の調査に引き続き、縄文時代前期前葉～中葉の集落、平安時代の集落、古

墳時代終末の古墳群の一部を確認し、新たに縄文時代前期後葉・中期初頭・中期後半の集落、奈良時代

の集落、律令期～奈良時代の道路跡等が発見された。ここでは、本遺跡群周辺の遺跡について概観する。

旧石器時代の遺跡

　三本木Ⅱ遺跡（黒曜石製ナイフ形石器）、注連引原Ⅱ遺跡（黒曜石製槍先形尖頭器）、落合遺跡（荒屋

型彫器）、中野谷松原遺跡（ＡＴ下部のナイフ形石器等）では、単独で石器が出土している。

縄文時代の遺跡

　横野台地の東部では、前期の遺跡が多数分布する特徴をもつ地域である。三本木Ⅱ遺跡と同時期であ

る前期前半の関山式期は、下塚田遺跡、東畑遺跡、谷を挟んで中原遺跡、北下原遺跡、落合原遺跡、さ

らに南側台地に位置する注連引原Ⅱ遺跡、吉田原遺跡で小規模集落が確認され、一つの遺跡群を形成し

ている。有尾・黒浜式期から諸磯式期にかけての遺跡は、本台地で最も多く、本地域における拠点的集

落の性格をもつ中野谷松原遺跡をはじめとして、大下原遺跡、西向原遺跡、細田遺跡、長谷津遺跡、道

前久保遺跡等の大小規模の集落が広範囲で多数分布する。中期では、中期初頭（五領ヶ台式期）で大下

原遺跡、加賀塚遺跡等で遺構が確認されている。中期後半（加曽利Ｅ式期）では、大下原遺跡、西原遺跡、

大道南Ⅱ遺跡、中野谷松原遺跡等が存在する。中期前半の阿玉台・勝坂式期から後半の加曽利Ｅ式期ま

で継続する砂押遺跡、西原遺跡では、拠点的な環状集落の一部が確認されている。中期後半では、加曽

利Ｅ式期で大下原遺跡、中野谷松原遺跡等で小規模集落、砂押遺跡に隣接する大道南Ⅱ遺跡では同規模

の集落が存在する。中期末から後期初頭、前半にかけてでは、中島遺跡を中心として天神原遺跡、道前

久保Ⅱ遺跡、中野谷松原遺跡、下宿東遺跡等で柄鏡形住居址をもつ集落あるいは列石等の配石遺構が存

在する。後期後半以降になると遺跡数は減少し、天神原遺跡で環状列石、配石墓等で構成された墓域が

存在する。

弥生時代の遺跡

  本遺跡群では確認されなかったが、本遺跡群の南側台地縁辺部では、前期末から中期前半にかけての

遺跡が多数存在し、注連引原遺跡群を形成している。注連引原・同Ⅱ遺跡、大上遺跡では、この時期で

は数少ない住居址が確認されている。また、落合遺跡、中原遺跡、下原遺跡等では、遺物が出土している。

注連引原遺跡群の西方には、前半を主体とする集落が確認された原遺跡、遺物が出土した長谷津遺跡等

が存在する。中期後半以降は、低地を望む高台あるいは台地縁辺部に立地する傾向が認められ、長谷津

遺跡、加賀塚遺跡で小規模集落が存在するが、台地奥部には遺跡が形成されていない。後期では、中野

谷地区では、遺跡が減少するものの、鷺宮・間仁田地区を中心に遺跡数は増加し、上北原遺跡、長谷津

遺跡、荒神平・吹上遺跡、諏訪ノ木遺跡等が存在する。
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第 3 表　周辺遺跡一覧表

番号 遺跡名 旧
縄文 弥生 古墳

奈良 平安 中世 近世 備考／文献
草 早 前 中 後 晩 中 後 前 中 後 終

1 落合・落合Ⅱ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ △ ◎ ◎ ◎ 古代溜井遺構／市教委 1990･1996
2 三本木Ⅱ ＊ △ ◎ △ ◎ ○ △ 縄文前期集落、古代道路／市教委 1996
3 三本木Ⅲ ＊ ○ ◎ △ △ 古代集落／市教委 1996
4 平塚 ＊ ◎ ○ △ 平塚古墳群（終末期）／市教委 1996
5 三本木 ＊ ＊ ＊ 市教委 1990
6 下塚田 △ ＊ △ △ △ 古墳～古代鍛治遺構／市教委 1990
7 北東・堤下 ◎ △ ◎ ○ 古墳後期集落／市教委 1991･1993
8 落合原 ○ 縄文前期集落／市教委 1990

9 北下原 ○ ◎ ◎ 縄文前期集落、古代牧区画溝／市教委
1990

10 中原 △ ◎ ＊ △ ◎ ◎ 縄文前期集落、古代牧区画溝／市教委
1991･1994

11 金井谷戸 ◎ ○ 縄 文 押 型 文 系 土 器 群 ／ 市 教 委
1991･1994

12 下宿東 ＊ ◎ △ ○ ◎ ◎ ◎ 古墳前期集落、古代牧区画溝／市教委
1991･1993

13 東畑 ◎ △ 縄文前期集落／市教委 1991･1994

14 細田 ◎ △ △ ○ ◎ ◎ 縄文前期集落、古代牧区画溝／市教委
1993

15 和久田 ＊ ＊ △ ◎ ◎ 古代牧区画溝、古代集落／市教委 1993
16 東向原 ＊ ＊ ○ 市教委 1993
17 荒神平・吹上 △ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 古墳～古代集落／市教委 1995

第 5図　周辺遺跡分布図
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番号 遺跡名 旧
縄文 弥生 古墳

奈良 平安 中世 近世 備考／文献
草 早 前 中 後 晩 中 後 前 中 後 終

18 上ノ久保 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 古墳～古代集落、中世館址・和鏡出土
／市教委 1998

19 五ケ ○ △ 古代集落／市教委 1998
20 桜林・桜林Ⅱ ○ ◎ 古代集落／市教委 1998
21 注連引原 ◎ △ ◎ 弥生前～中期集落／市教委 1987

22 注連引原Ⅱ ＊ ◎ ＊ △ △ ◎ △ ◎ ◎ ◎ △ 弥生前～中期集落、古代牧区画溝／市
教委 1988･2003

23 大下原 ◎ △ ○ △ 縄文前期集落／市教委 1993
24 吉田原 ◎ 市教委 1993
25 大上 ○ ◎ △ △ 弥生中期集落／市教委 2003
26 日影 △ △ 市教委 2003
27 西原 △ ◎ △ 縄文中期集落／市教委 2010

28 経塚古墳 ◎ 円墳、竪穴式石室、石製模造品／市史
2001

29 道前久保・同Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 市史 2001･ 市教委 2009
30 日向後原 ◎ ○ 古墳前期古墳周堀／市教委 1998
31 野毛良 ＊ ○ ○ ○ ○ 古墳集落／市教委 1998
32 山峰 △ 市教委 1998
33 下原・賽神 ◎ ○ ○ ◎ 弥生～古代集落／市教委 2005･2011
34 蔵畑 ◎ ◎ 古墳集落、石製模造品／市教委 2005

35 蔵畑Ⅱ ◎ 古代集落、石製帯金具、墨書土器（「奉」）
／市教委 2006

36 諏訪ノ木 ◎ ○ ◎ 弥生・古墳集落／市教委 2005
37 松原 △ ＊ ◎ ◎ ○ ◎ △ △ 縄文前期集落／市教委 1996･1998

38 長谷津 ＊ ＊ ○ ＊ ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ 弥生中後期集落、方形周溝墓、弥生銅鏡・
鉄斧出土／群埋文 2012

39 加賀塚 ◎ ○ ＊ ＊ ◎ ◎ △ 古墳集落、石製模造品（琴柱形他）／
市教委 2007･2011

40 加賀塚古墳 ◎ 円墳（東横野６号墳）／市教委 2007

41 原 △ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 弥生中期集落、古代牧区各溝／市教委
2001･2004

42 天神原 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 縄文後晩期配石、古代鍛治工房、牧関連
施設／市教委 1992･1992･2000･2004

43 中島Ⅰ・Ⅱ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 縄文・古墳集落／市教委 2000･2004

44 砂押Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ◎ ○ ○ ◎ 縄文中期環状集落、古代牧区画溝／市
教委 1999･2000･2004

45 大道南・大道南Ⅱ ◎ ◎ 縄文中・後期集落、配石、大形石棒採
集／市教委 2001･2004

46 上原 ○ 古代牧区画溝／市教委 2001･2004
47 上宿南 △ ◎ ◎ 古代牧区画溝／市教委 2000･2004

48 向原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 古 代 集 落・ 牧 区 画 溝 ／ 市 教 委
2002･2004･2007

49 真光寺原 ○ ◎ ◎ 古代牧区画溝／市教委 2002・2004

50 西向原 ◎ ◎ ◎ 縄文前期集落・古代牧区画溝／市教委
2002・2004

51 人見大谷津 ＊ ◎ ○ ◎ △ △ 古墳前期集落、古代道路／旧町教委
2002

52 南中島 △ 炭焼窯／市教委 2002･2004

53 砂押原 ○ △ 縄文弧状列石・古墳滑石／市教委
2002･2004

54 西砂押 △ 市教委 2004

55 上北原 ◎ ○ ◎ ◎ 弥生磨製石鏃、古代牧区画溝／市教委
2002･2004

56 天神林 ○ ＊ 市教委 2004
57 向山 ◎ ◎ 古代牧区画溝／市教委 2012
58 磯部３号墳 ◎ 前方後円墳？／市史 2001
59 磯部２号墳 ◎ 円墳・石製模造品／市史 2001
60 注連引原南 ＊ 市史 2001
61 座光寺館址 ◎ 方形館、土居・二重堀残存／市史 2001

62 尾崎館址 ◎ 方形館、土居・二重堀残存、「尾崎氏」
居館／市史 2001

63 田中田・久保田 ○ ○ 古墳方形周溝遺構、平安水田／市教委
1992

64 大王寺地区遺跡群 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
（松井田工業団地遺跡、新寺地区遺跡
群、人見北原遺跡他）、古代磯部郷中
心集落、近世妙義道／町教委 1990・
2001･2005、市教委 1991・2005

65 塚原古墳群 ◎ ◎ 十数基の小円墳群／旧町誌 1985･ 市教
委 2011

66 塩ノ久保 ◎ 円墳 ･ 円筒埴輪／市教委 1991

67 簗瀬二子塚古墳 ＊ ◎
縄文有舌尖頭器、後期初頭の前方後円
墳、横穴式石室、石製模造品、ガラス玉、
馬具他／市教委 2001･2003

＜遺跡凡例＞　◎：大規模な遺跡（集落跡・古墳等）　　○：中規模な遺跡（住居址・牧関連等）
　　　　　　　△：小規模な遺跡（土坑・溝等）　　　　＊：遺物が出土した遺跡

※文献は発掘調査報告書、市史等の刊
行年。町教委は旧松井田町。
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古墳時代の遺跡

　弥生時代終末～古墳時代初頭及び前期では、Ｓ字口縁台付甕が出土した荒神平・吹上遺跡、下宿東遺

跡が存在する。中期では滑石製模造品の工房址を含む本地域の拠点的集落の性格をもつ加賀塚遺跡が存

在する。後期では、原遺跡、長谷津遺跡、北東・堤下遺跡等が存在するが、遺跡数は減少し、規模も小

さい。終末期では、今回調査対象となった平塚遺跡に古墳群が分布する（平塚古墳群）。同時期の古墳は、

中野谷松原遺跡、加賀塚遺跡で発掘調査により確認されている。東向原遺跡周辺では、現在消滅した古

墳を含め少数の古墳が存在する。

奈良・平安時代の遺跡

　横野台地には、大溝による「牧」の放牧施設が広範囲に存在するため、集落占地に適した場所であっ

ても、放牧施設内に相当する範囲内には、集落の分布は非常に少ない。集落は放牧施設の外側にまとまっ

て点在する傾向がある。牧に関連する施設（遺構）は、台地を区画する大溝が特徴で、注連引原Ⅱ遺跡、

中原遺跡、下塚田遺跡、下宿東遺跡、上宿南遺跡、砂押遺跡、向原Ⅲ遺跡、原遺跡等で確認されている。

また、区画内あるいはその周辺部には、北東・堤下遺跡（７～８世紀代）、下塚田遺跡（７世紀後半代）、

向原Ⅱ・Ⅲ遺跡（８世紀代）、天神原遺跡（８～９世紀代）の鍛冶工房を含む小規模集落が点在する。

台地南側にある区画溝の外側では、富岡市下高田上原遺跡、上高田熊野上遺跡等で牧に携わったと考え

られる大規模集落（７～９世紀代）が存在する。咲前神社周辺では、７～10世紀代の集落が確認され

た鷺宮地区遺跡群（上ノ久保遺跡、荒神平・吹上遺跡、桜林・五ヶ遺跡等）が存在する。また、和久田

遺跡（9世紀代）、上原遺跡（９～10世紀代）等では、小規模集落が存在する。荒神平・吹上遺跡では、

咲前神社との関係をもつ５間以上の大形掘立柱建物址、礎石と考えられる礫列が確認されている。三本

木Ⅱ遺跡で確認された道路状遺構は、周辺遺跡では今のところ確認されていない。中野谷・鷺宮地区の

低地部分については、広範囲でプラントオパール分析が行われており、中原遺跡等において水田跡の存

在が確認されている。また、落合遺跡では、農業用水の貯水を目的とする溜井と推定される遺構が存在

する。

中世の遺跡

　鷺宮地区には、咲前神社やこの地域を支配した人物との関係が深い上ノ久保館址（上ノ久保遺跡）、

尾崎館址、座光寺館址が存在する。上ノ久保館址は、堀で囲まれた１町歩四方（約100ｍの方形区画）

の規模で、堀の法面からは、突き刺さった状態で松鶴鏡（鎌倉時代）が出土した。また、本遺跡周辺で

は、板碑や五輪塔等が分布する。中原遺跡では、掘立柱建物址、沼地の縁に埋葬された馬の墓坑等が確

認されている。

近世の遺跡

　三本木Ⅲ遺跡と平塚遺跡では、浅間Ａ軽石に覆われた稲作とムギ類の栽培の可能性がある畠址が遺構

として確認されている。また、本地区では、浅間Ａ軽石を埋めた溝状の土坑、あるいはマウンド状の灰

掻き山といった天明３年の浅間山噴火による復旧関係の遺構が分布する。　　　　　　　　　（井上）
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３　層序

　本遺跡群の基本層序については、平成6年度の調査段階のものを使用した。本遺跡群の立地場所は、

天神川に面した南に張り出した台地にあり、南東部が急峻な崖、南西部が緩く傾斜する地形となってい

る。また、三本木Ⅲ遺跡と平塚遺跡との間には、三本木Ⅱ遺跡で立ち上がる埋没谷が存在する。三本木

Ⅱ遺跡が最も標高（約232ｍ）が高く、全体が北東部へ向かって傾斜している。

　工事対象区域の土層の堆積状態は、三本木Ⅱ遺跡付近では、前回の工事の影響によって、南側斜面部

及びその縁辺部はⅣ～Ⅴ層までが広範囲で削平されており、黒色土（Ⅲ層）の自然堆積は一部のみの確

認であった。三本木Ⅲ遺跡及び平塚遺跡付近では、表土層の撹乱、工事の影響も認められたが、谷地部

分を中心に浅間Ｂ軽石（Ⅱｂ層）の堆積を確認し、遺構が確認できるⅢ層以下の堆積は良好であった。

  なお、市道拡幅部分では、黒色土が厚く堆積する埋没谷を確認し、落合Ⅱ遺跡の古墳西側では、砂質

の土層の堆積を確認した。

　遺構確認面は、浅間Ｂ軽石に覆われたⅢ層上面を古代の確認面とし、縄文時代の確認面は、遺物包含

層の時期により、Ⅳ層下部を中期以降、Ⅴ層を前期とした。平塚遺跡では、古墳を覆うⅠａ層を除去し

た面を古墳確認面とした。                                                   　　　　　　　　　　　　　　　　（井上）

層　名 色　調 混　　入　　物
しまり 粘性 RP RB YP As－A As－B

備　考

Ⅰa層
Ⅰb層

Ⅱa層
Ⅱb層
Ⅲ層
Ⅲ’ 層

Ⅳa’ 層
Ⅳb’ 層
Ⅴ層
Ⅴ’ 層
Ⅵ層
Ⅶa層
Ⅶb層

黒褐色土層
灰白色軽石層

黒色土層
灰褐色土層
暗褐色土層
暗褐色土層
暗褐色土層
暗褐色土層
暗褐色土層
暗褐色土層

Ⅳa層
Ⅳ層

黄褐色粘質土層
灰黄褐色土層
黄色軽石層
明褐色粘質土層
明褐色粘質土層

Ⅰa＜Ⅰb
Ⅰb＞Ⅱa
Ⅱa＜Ⅱb

Ⅱa＜Ⅲ

Ⅲ’＜Ⅱb
Ⅵa＜Ⅵ
Ⅲ＜Ⅳ
Ⅵa’＜Ⅲ’
Ⅵb’＜Ⅳa’
Ⅵ＜Ⅴ
Ⅴ’＞Ⅳb’

Ⅴ＜Ⅵ
Ⅵ＜Ⅶa
Ⅶa≒Ⅶb

○
○ ○

○ ○
○

○

○

○ ○

○

△ △

△

△

○△

△

◎ ◎ ◎

◎

◎
◎

◎
◎

◎ ◎
◎ ◎

◎

× ×

× ×

× ×

※
※

※
※

※

As－A純層

As－B純層

低地堆積

低地堆積

低地堆積

低地堆積
YP純層

As－OP１

第 4 表　基本土層説明
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第 6図　基本土層柱状図
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Ⅳ　遺跡群の概要

昭和63年度の発掘調査

　市道建設工事に伴う発掘調査で、道路部分が対象となった。三本木遺跡（Ｇ－７）では、時期不明の

ピットを少数確認し、縄文時代前期前半から後期にかけての遺物が出土した。落合遺跡（Ｇ－６Ｂ）では、

台地の縁辺部で2か所の沼地を中心とするA区で、古墳１基（市№1174）、古墳時代から平安時代にか

けての溜井（湧水坑）７基を確認し、旧石器・縄文・弥生時代の遺物（土器、石器）が出土した。この

溜井からは土師器片、須恵器片が出土した。低地部のＢ区では、平安時代以前の溝が２条確認された（市

教委1990）。

平成６年度の発掘調査

　群馬県人工飼料センター建設に伴う発掘調査で、敷地内の建物部分と敷地外周道路が対象となった。

昭和63年度に調査した落合遺跡に隣接した落合Ⅱ遺跡（Ｇ－23Ａ・Ｃ低地）では、縄文時代の陥穴２基、

土坑３基、古墳１基（市№1367）平安時代以前の溝２条を確認し、縄文時代前中期の遺物が出土した。

三本木Ⅱ遺跡（Ｇ－23Ｂ・Ｃ台地）では、Ｂ区で竪穴状遺構２基、陥穴１基、集石土坑１基、土坑16

基、Ｃ区で縄文時代前期前半の住居址５軒、土坑２基、集石土坑１基、平安時代の住居址１軒、掘立柱

建物址１棟、柱穴群、溝２条を確認し、縄文時代前期前半（関山式期、有尾・黒浜式期）の土器・石器、

平安時代の土師器・須恵器が出土した。三本木Ⅲ遺跡（Ｇ－23Ｄ）では、平安時代の住居址４軒、柱

穴群１か所、中世の溝１条、近世の畠址を確認し、９世紀代の土器・鉄滓が出土した。平塚遺跡（Ｇ－

23Ｅ・Ｆ）では、Ｅ・Ｆ区で古墳各１基（市№1440・1441）、近世の畠址を確認し、縄文時代前期前

半から後半（関山式期、諸磯ｂ式期）の土器・石器、８世紀前半の土師器・須恵器・鉄釘、時期不明の

砥石が出土した。なお、両古墳は近世までに削平されていたため『上毛古墳綜覧』には記載がない（市

教委1997）。

平成24年度の発掘調査

　市道拡幅工事に伴う範囲確認調査で、市道片側部分の畑地が対象となった。三本木遺跡内では、遺構、

遺物は確認されなかった。落合遺跡内では、落合Ⅱ遺跡Ｋ－１号古墳の一部を確認した。また、黒色土

が厚く堆積する埋没谷を確認した。落合遺跡Ｋ－１号古墳の遺構については、両古墳は図面上では重複

するものの、関連する遺構は確認されなかった。

平成25年度の発掘調査

　鷺宮物流団地造成工事に伴う発掘調査で、平成７年度の事業区域が再度対象となった。今回の発掘調

査で、敷地内のほぼ全域の遺跡群の様子が明らかとなった。

　落合Ⅱ遺跡の対象範囲は僅かであったため、遺構、遺物は確認されなかった。三本木Ⅱ遺跡では、縄

文時代前期から中期（関山式期、有尾・黒浜式期、諸磯ｂ式期、五領ヶ台式期、加曽利Ｅ式期）かけて

の集落、律令期から奈良時代の直線道路等を確認した。三本木Ⅲ遺跡では、平安時代（８～９世紀）主

体とする大形掘立柱建物群を含む集落を確認した。平塚遺跡では、敷地内で新たに３基の古墳を確認し、

古墳群の範囲が明らかとなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上）



－ 20 －

230.0ｍ

215.0m

215.0m

220.0m

220.0m

225.0m

225.0m

225.0m

225.0m

225.0m

230.0ｍ

220.0m

平塚遺跡

三本木Ⅱ遺跡

落合Ⅱ遺跡

落合遺跡

猫 沢 川

窪地

落合Ⅱ遺跡

三本木Ⅱ遺跡

三本木Ⅲ遺跡

100ｍ０

第 7図　落合遺跡・落合Ⅱ遺跡・三本木Ⅱ遺跡・三本木Ⅲ遺跡・平塚遺跡全体図
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Ⅴ　遺跡各説

１　落合Ⅱ遺跡

（１）平成24年度確認調査

　物流団地区域の西側で外周道路の取り付け部分及び市道拡幅部分を対象とした確認調査を実施した。

調査の結果、平成６年度に発見されたＫ－１号古墳の西側部分を検出した。本調査区（６トレンチ）で

は、墳丘は確認されず、古墳に相当する範囲が、砂質層（浅間Ｂ軽石か）で覆われた状態であった。周

溝と推定される範囲では、明確な落ち込みは確認できず、石室の礫が散乱する状態であった。土層の堆

積状態から、12世紀以前には、古墳は削平された可能性が考えられる。

　確認された古墳は、市№1367古墳（落合Ⅱ遺跡Ｋ－１号墳）として市の遺跡台帳に登録されている。

また、この古墳の南側に隣接して発掘調査で確認された市№1174古墳（落合遺跡Ｋ－１号墳）が存在

する。両古墳の位置は、図面上では互いに近接して存在するが、昭和63年度と平成６年度の調査では、

それぞれの古墳に関連する遺構は確認されなかった。本年度の調査では、５トレンチが落合遺跡Ｋ－１

号古墳の推定される周溝部分に相当するが、Ⅲ層が厚く堆積する自然層の堆積であり、遺構は確認され

なかった。また、Ⅲ層を覆うようにして砂質層が広範囲に堆積していたことを確認した。平成22年度

に作成した市遺跡台帳では、両古墳が近接することから同一古墳として登録したが、今回の発掘調査に

よって再度位置を図面、写真等で確認したところ、互いの遺構は別々である可能性があると判断した

が、落合遺跡Ｋ－１号墳で検出された周溝等の遺構は、古墳の遺構ではない可能性が考えられる（低地

に沿っているので溜井に関連する掘削途中の遺構の可能性が考えられる）。

　なお、６、７トレンチ以外では、自然地形を確認したのみで、遺構、遺物は確認されなかった。

（２）平成25年度調査

　平成６年度に調査を実施した調査区は、当初、落合Ⅱ遺跡に相当していたが、字境の変更によって三

本木Ⅱ遺跡の一部に相当する。この部部の確認調査では、５本のトレンチを設定し、平安時代の住居址

１軒を確認した。

　なお、落合遺跡Ｂ区の調査で確認された東西方向に延びる溝は、三本木Ⅱ遺跡で確認された道路状遺

構の側溝と方向が一致しており、同一遺構であった可能性が考えられる。   　　　　　　　　　（井上）
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第 8図　落合Ⅱ遺跡　遺構実測図
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２　三本木Ⅱ遺跡

（１）概要

　前回調査のＢ区で縄文時代の竪穴状遺構や土坑が、Ｃ区で縄文時代前期前葉から中葉および平安時代

の住居址が確認されていることから、今回の事業区域内における集落跡の範囲を把握する必要が生じ、

トレンチによる確認調査を行った。すでに、平成６年度には10本のトレンチ調査が実施され、台地の

平坦面を中心に広く遺構が分布する状況が明らかとなっていた。今回は平成６年度の確認調査がなさ

れていない範囲において16本のトレンチ調査を実施している（１～13・21～23トレンチ）。その結果、

１～４トレンチ南側や平成６年度トレンチ南西側からＢ区に限られる縄文時代前期・中期に帰属する遺

構の分布が確かめられ、北西－南東方向に延びる細尾根状台地の頂部から南東側にわたる集落跡の範

囲を考慮して調査区の設定を行った。埋没谷に向かって緩く傾斜する北西側斜面地の１～４トレンチ北

半分と10～13トレンチでは、少量の縄文土器が見受けられたものの、遺構は確認されなかった。また、

急傾斜の西斜面に設けた５～９トレンチも希薄で、５トレンチの北端で遺物が散在する程度であった。

ただし、6トレンチの南側で古代の住居址が検出され、その部分は拡幅することによって対応している。

調査区名は、前回の調査区から引き継ぎ、Ｃ区を境として北側をＤ区、南側をＥ区とした。なお、Ｅ区

の2・3トレンチ間では旧石器時代の調査を実施したが、発見には至らなかった。今回の調査による検

出遺構は、縄文時代の住居址47軒・竪穴状遺構１基・集石８基・土坑106基・埋甕１基・巣穴１ヵ所・

遺物包含層、古代の住居址１軒・集石２基、土坑９基・溝２条、中世以降の溝１条である。

　縄文時代は前期前葉から後葉、中期初頭・後葉の集落跡が検出された。時期ごとに住居址がまとまり、

細尾根上を遷移していく経過が見て取れた。当該期の居住形態を検討していく上で必須の事例となり得

よう。また、群馬県域に多いコの字形石敷炉をもつ関山Ⅰ・Ⅱ式期や諸磯ｂ式期の住居址例が充実して

おり、検証を難しくする重複事例が少ないこともあり、西毛地域の様相を示す基礎資料となる。住居址

の周囲には貯蔵穴・土坑墓・陥穴などに比定される土坑や集石遺構・集石土坑・埋甕が散在する。Ｄ区

北半の東側には緩やかな傾斜に沿った遺物包含層が広がる。珍しい事例としては、小動物によるSU－

１号巣穴跡が縄文時代前期後葉の住居址と重複して見付かり、生態考古学的な近接が可能となっている。

　古代では、西側斜面においてＨ－６号住居址が単独で検出されている。帰属時期などは不明だが、平

面の長軸方向が突出して長い独特の形状がＣ区のＨ－１号住居址と似ており、その関係性が窺われる。

Ｈ－１号住居址の時期は奈良時代後半であり、Ｈ－６号住居址と同様に単独で検出されている。三本木

Ⅱ遺跡で見付かった住居址の形態と分散的な分布状況は、群集した集落が現出した三本木Ⅲ遺跡の様相

とは対比的である。その他の成果として、小石郭礫床墓であるＳ－12号集石があげられる。台地縁辺

のＤ区西端に築かれており、斜面下に臨む落合遺跡の古墳群と関係することが想像される。奈良時代後

半のＳ－３号集石は土坑墓に比定される。Ｅ区東端に位置しており、隣接する平塚遺跡の古墳群と係わ

りをもつことが予想される。出土した上野型短頸壺蓋がＫ－4号古墳からも検出されていることは示唆

的である。同じＥ区では、古代では稀な大型土坑（Ｄ－75号土坑）が注目される。また、10ｍ間隔で

併走するＭ－4・5号溝は古代律令期（７世紀後半から８世紀初頭）の官道に比定され、Ｅ区を北西―

南東方向に横切る。近年調査が進められてきた西横野東部地区遺跡群の道路遺構などを含め、中野谷地
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区における律令社会の浸透を検証する有益な素材となろう。なお、遺構の希薄な分布状況にもかかわら

ず、道路跡に沿って先述のＨ－１・６号住居址、Ｓ－３号集石、Ｄ－75号土坑が並ぶことから、道路

跡が奈良時代後半の集落をも規定していた可能性が推し量られる。

　遺物は、縄文土器・土製品・石器・土師器・須恵器のほか、焼失住居から炭化材や炭化種子が出土し

た。特記される遺物は、関山式に伴って出土する多様な甲信地方・東海地方の土器群があげられる。特

に、Ｈ－18号住居址で出土した中越式は残存状態が良好であった。　　　　　　　　　　　　（髙橋）

（２）縄文時代の遺構

住居址（第13～86図）

＜住居址の帰属時期＞

　住居址は47軒（建て替え・拡張などを含めて64軒）が検出され、二ツ木式・関山Ⅰ式・関山Ⅱ式・

有尾式・諸磯ｂ式・五領ケ台Ⅰ式・加曽利ＥⅢ式期に比定される。その帰属時期は以下の通りである。

　１ａ期（前期初頭～前葉 二ツ木式期～関山Ⅰ式期）：3軒（Ｊ－10・19・25号住居址）

　１ｂ期（前期前葉 関山Ⅰ式期）：９軒（Ｊ－９・11・12・13・16・18・21・33・34号住居址）

　２ａ期（前期前葉 関山Ⅱ式期古段階）：３軒（Ｊ－15・17・20号住居址）

　２ｂ期（前期前葉 関山Ⅱ式期新段階）： 16軒（Ｊ－14・22・23・24・26・27・30・31・35・38・

40・41・42・43・45・49号住居址）

　２ｃ期（前期前葉～中葉 関山Ⅱ式末～有尾式期古段階）：１軒（Ｊ－６号住居址）

　３期（前期中葉 有尾式期中段階）：３軒（Ｊ－28・29・32号住居址）

　４期（前期後葉 諸磯ｂ式期）：９軒（Ｊ－36・37・39・44・46・47・48・50・51号住居址）

　５期（中期初頭 五領ケ台Ⅰ式期）：１軒（Ｊ－７号住居址）　

　６期（中期後葉 加曽利ＥⅢ式期）：１軒（Ｊ－８号住居址）

＜平成６年度調査で検出された住居址の帰属時期＞

　２ｂ期（前期前葉 関山Ⅱ式期新段階）：４軒（Ｊ－１・２・４・５号住居址）

　３期（前期中葉 有尾式期中段階）：１軒（Ｊ－３号住居址）

＜住居址の特徴＞ 

概要：住居址の構造を検討するに当たって、主軸は平面形・主柱穴配置・炉や出入口施設の位置などを

考慮して決定した。平面形は炉が住居址の中心より主軸に沿った奥側に設けられ、出入口施設は炉と逆

の壁寄りに位置する傾向がある。なお、充実した資料である関山Ⅰ・Ⅱ式期の住居址はⅦ章で詳述する。

重複：住居址同士の重複が見受けられ、旧住居を元にして拡張される場合（J－12-16・27ＡＢ・29ＡＢ・

33-34・37ＡＢ・40ＡＢ・41ＡＢ・44ＡＢ・46ＡＢ号住居址）や埋没した旧住居に重複して新住居が

造られる場合（J－11-17・28-31-32号住居址）が想定される。壁周溝・壁周穴列の一部が修正されて

いるもの（J－6・16・28号住居址）や主柱穴の組み合わせを複数もつが竪穴の大幅な拡張が見られな

いもの（J－７・21・29Ａ・29Ｂ・32・48・50号住居址）は上屋などの建て替えと見做した。

規模：面積23㎡を平均とし、群を抜く大型（J－6・12・14・31・44Ａ・45号住居址）や小型のもの（J

－32・38・41・48）が組成する。関山Ⅱ式期の大型住居は平面が正方形や台形のものが多い。有尾式

期や諸磯ｂ式期は拡張に伴って大型化したものが見られる（J－29・44号住居址）。小型の住居址は関
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山Ⅱ式・有尾式期・諸磯ｂ式期に帰属するが、後述する関山Ⅰ式期のＴ－3号竪穴状遺構が住居として

の機能を担っていた可能性がある。平成６年度調査のＴ－１・２号竪穴状遺構なども踏まえて、その組

成や機能差を検証する必要があろう。

平面形：関山Ⅰ式期は主軸方向に長い長方形が多く、とくにＪ－19号住居址は隅が正確に直角を呈する。

関山Ⅱ式期になると台形や正方形が加わって多様化する。また、隅が丸くなるもの（Ｊ－20・35・

41・42号住居址）や辺に丸みを帯びるもの（Ｊ－14号住居址南壁・43号住居址）が目に付く。長方形

の１角は直角を呈するが、対角の位置がずれる不整な長方形のもの（Ｊ－15・18・21・22・23・49

号住居址）は関山式期に通有である。J－18・23 号住居址では長軸の二辺がやや弓なり状を呈している。

これらは壁柱穴や壁周溝を見ると建て替えなどの影響ではなく、意図して造営されていたことが窺われ

る。J－21号住居址ではその歪んだ平面形状に対応するようなピットが主柱穴配置の北東側に認められ

た。一方、J－41号住居址の場合は拡張に伴って不整な形状に至ったものと思われる。有尾式期は方形

が多く、Ｊ－29Ａ号住居址は拡張した末に長方形となる。諸磯ｂ式期は関山式期よりも角が丸い隅丸

方形ないし隅丸長方形を呈する。辺に丸みを帯びる傾向もあり（Ｊ－39号住居址が例外）、小型のＪ－

48・51号住居址は円形に近くなる。中期の五領ケ台Ⅰ式期は円形に近い隅丸方形、加曽利ＥⅢ式期は

円形を呈していた。

深度：竪穴の深さは土壌の削平によって左右される。そこで、床面の位置と地山の基本層序を目安にし

て見比べることにした。本調査の遺構確認面は暗褐色土層であるⅣ層の上～中位で、床が構築される面

はⅤ層のハードローム層、Ⅵ層の浅間－板鼻黄色軽石（As－YP）一次堆積層、Ⅶ層の明褐色粘質土層

が認められる。Ⅶ層のものになると深さ１ｍに達することもある。

　関山Ⅰ式期は一概に深く、Ⅶ層中ないし上面のものがほとんどを占める。一方、関山Ⅱ式期はⅤ～Ⅶ

層など様々で、Ⅶ層のものはかえって少ない（25％）。中～大型で平面長方形のもの（Ｊ－27・30・

43号住居址）や方形のもの（Ｊ－45号住居址）がⅦ層に達していた。Ｊ－35号住居址は急斜面地での

立地に起因してⅦ層にまで至るものと思われる。

　関山Ⅱ式期末～有尾式期中段階は一様に浅く、Ⅴ層上端に留まる。しかし、諸磯ｂ式期になると再び

Ⅶ層に至るとともに、小型の住居址はⅤ層およびⅥ層中と浅く造り分けられていた。中期は五領ケ台Ⅰ

式期と加曽利ＥⅢ式期のいずれもV層上端を床面としている。

断面形：典型的なものは壁面が直線的に立ち上がり、上端の傾斜が緩やかになる。ただし、竪穴の壁際

にはⅣ層土を主体とする覆土が一次堆積化する傾向にあるため、Ⅳ層中の壁面は竪穴覆土との区別が判

然としない場合がある。Ⅴ層上端を床面にしている有尾式・五領ケ台Ⅰ式・加曽利ＥⅢ式期や小型住居

は壁面のすべてがⅣ層に相当することから遺構プランの把握すら覚束ない。この場合、壁周溝、出土遺

物、炭化物粒・焼土粒の混入などによる識別に努めた。なお、一般的な埋蔵文化財発掘調査において遺

構確認はローム層上面（本遺跡の場合はⅤ層上面に相当）でなされる趨勢にあるが、これら浅い遺構の

検出は非常に難しくなる。とくに、壁周溝や明確な炉跡をあまり持たない五領ケ台Ⅰ式期の住居址をⅤ

層で確認すると遺構そのものが消失しかねないことから、当該期資料の希少性を招く原因となっている

可能性がある。

　竪穴が深い住居址には壁面の上端にテラス状の掘り込みが見られる。これは地表の削平を免れた周堤

脇の残存部分に相当するとともに、壁面上端は覆土と地山の区別が難しいⅣ層に相当することから、こ

こでも形状の把握に支障をきたしている。そこで住居址の形態・規模の把握には構築意図の反映を期し
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てテラス部分を除いている。ところで、深い住居址では壁面に露出する浅間－板鼻黄色軽石一次堆積層

が崩れてオーバーハングしたものが散見された。Ｊ－９号住居址では北壁際に崩れたロームブロックが

帯状となって出土している。日が当たり続けた北壁が影響を受けたものと考えられ、上屋が無い状態で

竪穴が開口していたことも類推される。対照的に、Ｊ－30号住居址の壁面には抉れが少ない。これは、

壁面・床面が著しく被熱する焼失住居で、前者よりも早く埋没が進んだことに起因すると思われる。使

用時における壁面の崩れはあるものの、大きな抉れには廃絶後の過程が影響しているようである。

床面：前期の床面は、ほぼ平坦なものに加えて、中央部を中心に5～10cmほど窪むものが半数ほどに

見られた。関山式期は浅い住居址が窪む傾向にあり（例外、Ｊ－９・12・43・45号住居址）、深いも

ので占められる関山Ⅰ式古段階の床面はすべて平坦であった。諸磯ｂ式期のＪ－50号住居址では壁際

側の四方が窪む少数の事例である。中期の住居址はいずれも平坦であった。Ｊ－７号住居址の床面はⅤ

層上面に設けられるが、台地頂部の立地に起因してⅤ層の発達が弱く、Ⅵ層上面に形成される浅間－板

鼻黄色軽石硬化ブロック（俗称、スリッコ）が散在していた。

埋没状況：凹状（レンズ状）に堆積し、下層にⅣ層に由来する暗褐色土、上層に黒褐色土が埋没する傾

向にある。掘り込みがⅦ層に達する深い住居址では、その褐色を呈するⅦ層土が一次堆積化している場

合が散見された。また、Ⅴ・Ⅵ層を掘り抜く住居址では大径のロームブロックや浅間－板鼻黄色軽石が

中～下層に多く混入する。Ｊ－９号住居址では中層（2層）に互層状のロームブロックが堆積し、硬化

していた。Ｊ－10・23号住居址ではロームブロックや軽石を大量に含む層が北側の中層で顕著に見と

められた。これは住居址が斜面地に設置されていることから、周堤帯が傾斜に沿って竪穴側に流入した

と考えられる。一方、Ｊ－18・20・21号住居址では南側からの一次堆積が著しく、上記とは異なる埋

没過程が想定される。Ｊ－23・26号住居址は上～下層まで黒褐色土で占められていた。Ｊ－11号住居

址には上～中層（2・3層）にロームブロックを大量に含む層が介在し、西から東へ流入しているよう

な状況が見て取れた。これは西側に接するＪ－17号住居址が構築された際に、埋没途中のＪ－11号住

居址へ廃土が投棄されたことが予想される（5層はＪ－10号住居址と同様の周堤帯起源）。廃土下には

残存状態の良好な多量の遺物が遺棄されており、埋め戻される前は生活に伴う廃棄場所として機能して

いたものと思われる。Ｊ－27号住居址では住居址の廃絶後に壁面が崩落し、軽石の大塊が北西壁側に

見とめられた。諸磯ｂ式期にあたるＪ－39・44・46号住居址の床面上ではⅦ層土が凸状に堆積しており、

上屋構造との関連を検証する必要がある。Ｊ－50号住居址では、大径のロームブロックを多量に含む

層が中～下層にかけて複数認められ、複雑な埋没過程が窺われた。Ｊ－47号住居址では竪穴が開口し

ている時期に後述するSU－１号巣穴が営まれ、竪穴内に営巣活動によって生じた大径のロームブロッ

クを含む特徴的な黒色土が複雑に堆積していた。なお、Ｊ－14・27・36・46号住居址では、重複など

の先入観で掘り直しの体裁に準じる埋没過程を想定したが、整理作業時の見直しで凹状に堆積している

ことを確かめている。

主柱穴：４本主柱穴が多く（58％）、6本主柱穴（35％）を合わせると配置が判明しているもののほと

んどは両者で占められる。その構造は、４本主柱穴が桁行１間×梁行１間、６本主柱穴が桁行１間×梁

行２間で構成される。

　関山式期は６本主柱穴・４本主柱穴の両者が用いられるなかで、関山Ⅰ式期は６本主柱穴を主体とす

る。関山Ⅱ式期になると４本主柱穴がやや多くなり、小型住居には梁行１列で構成される２本主柱穴が

見られる（Ｊ－41ＡＢ号住居址）。Ｊ－49号住居址では４本主柱穴のほかに、奥・前壁の中央に対にな
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る補助ピットをもつ。J－18号住居址ではテラス部分に規模の大きい対のピットが長軸壁の中央に穿た

れていた。なお、有尾式期では４本主柱穴のものしか検出されなかった。

　諸磯ｂ式期も４本主柱穴が大多数を占める。住居址の平面形に関係なく台形状の主柱穴配置を嗜好す

る（Ｊ－37ＡＢ・44ＡＢ・46Ｂ・47号住居址）。大型住居であるＪ－44Ａ号住居址は桁行２間・梁行

２間の配置を採る８本主柱穴で、各主柱穴に添うように補助的な柱穴が見受けられる。この８本主柱穴

は４本主柱穴をもつＪ－44Ｂ号住居址の拡張に伴って形成されたと推測される。小型のＪ－51号住居

址は、精査を実施したものの、主柱穴が検出されなかった。

　中期は五領ヶ台Ⅰ式期・加曽利EⅢ式期ともに４本主柱穴である。五領ヶ台Ⅰ式期にあたるＪ－７号

住居址の主柱穴配置は竪穴の四隅に近づく。また、各主柱穴は深いが、非常に細かった。

壁周施設： 関山Ⅰ式期は壁柱穴列を施すものが大多数を占める。深い竪穴をもつ住居址の床面はⅦ層

に設けられるが、壁柱穴の埋没土もⅦ層土を主体とする場合があり、一見すると区別が難しかった。壁

柱穴の覆土は色調がやや暗く、わずかに混入するⅥ層の軽石によってその判別ができる。古相のＪ－

10・19号住居址では壁柱穴間が比較的広いことから、一様ではないものの、経過とともに密接化して

いく傾向が窺える。ただし、壁柱穴が非常に密接するもの（Ｊ－９・13・16号住居址）は、建て替え

が予想されるＪ－16号住居址などの事例を鑑みると、長期的な利用も考慮する必要がある。また、J－

19号住居址では奥壁・前壁の壁柱穴が少なすぎることから、壁際の壁柱穴列に配される主柱穴が壁柱

穴を兼用していた可能性が想起される。深い柱穴が左右の壁柱穴列で対応しているように見える場合も

あるが厳密ではない。各壁柱穴列の合間にしっかりとした柱穴を配していくものと推測され、中央の柱

穴が深い傾向にある。関山Ⅱ式期は壁周溝中に壁柱穴列を施すものが隆盛する。Ｊ－22・23・38・41

号住居址など壁周溝だけのものも散見され（Ｊ－23・41号住居址の平面図に見られる壁周溝内の小ピッ

ト列は工具痕である）、次時期への過渡的な様相が垣間見られる。

　有尾式期はすべて壁周溝であった。諸磯ｂ式期は壁柱穴列・壁周溝・壁柱穴列＋壁周溝および壁周施

設を持たないものに分散する。一概に壁周溝は不明瞭な部分があり、壁柱穴も規則的ではない。中期で

は五領ヶ台Ⅰ式期・加曽利EⅢ式期ともに検出されなかった。

炉の位置：関山式期の炉は竪穴の中央および奥壁側に設けられ、主柱穴を結ぶ範囲より内側に位置する。

一方、有尾式期の炉は奥壁側に近づき、主柱穴の範囲より外側に出る。

　諸磯ｂ式期は主柱穴を結ぶ線に近接して付設され、異なる主柱穴間に複数見られる場合がある（Ｊ－

36号住居址）。Ｊ－39・46号住居址では炉が認められなかった。これはＪ－37号住居址などで被熱痕

があまり残らない地床炉が見られることから、存在を判別できなかった可能性がある。Ｊ－39号住居

址の主柱穴間にある皿状の窪みなどが疑わしい。

　中期の五領ヶ台Ⅰ式期に炉は認められなかった。加曽利EⅢ式期のＪ－８号住居址には中央からやや

奥壁寄りに付設されていた。

炉の形態：群馬県域の縄紋前期初頭から前葉に隆盛するコの字形石敷炉（コの字状石囲炉）の豊富な事

例が検出された。下に扁平な礫を敷き、三方を立石で囲む特異な形態で、その派生的な変化から様々な

形状が見られる（詳細はⅦ章に後述）。その他に地床炉も組成するが、構築材が抜きとられた可能性も

ある。関山式期には「Ｃピット」と呼称される小穴が炉の脇に付随することが多い。Ｃピットには土器

が埋設される趨勢にあるが、本調査では確認されなかった。諸磯ｂ式期は浅い掘り込みをもつ地床炉が

使用される。また、埋甕炉（埋設土器）を有するが、相応の被熱痕や焼土が無く、同居する地床炉と構
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磨石
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炉遺物番号

Ｍ
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４ｍ０

１ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

Ｊ－６号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ◎ △ × △
2 暗褐色土層10YR ◎ ◎ ○ × ○
3 暗褐色土層10YR ◎ ◎ ○ ※ × ※
4 褐色土層10YR ◎ ◎ × △ × ※
5 褐色土層10YR ◎ ◎ △ ○ △
6 暗褐色土層10YR ◎ ◎ ◎ × × ※ 炉
7 褐色土層10YR ◎ ◎ ○ × × 溝
① 黒色土層10YR △ ◎ △ × × ピット

混 入 物

第 13 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－６号住居址実測図（１）
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４ｍ０

４ｍ０

Ｊ－６号住

土器分布

　１層

礫分布

　１層

石器分布

　１層

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

一括

土器出土量

　１層　　　840g

　その他　　106g

　計　　　　946g

    　　　　  炉
                 一括
15 区床直 No.1

１層：30～ 40cm

住居柱穴配置図

第 14 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－６号住居址実測図（２）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－７号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × × ※ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ○ × ※ ※ ※
3 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ※ ※ ※

Ｄ－33 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ※

混 入 物
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　１層

礫分布

１層
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１層：30cm

土器出土量
　１層　　　937g
　その他　　142g
　計　　　 1,079g

９区床直No.1
　　　　 一括
        カクラン

住居柱穴配置図

←→

第 15 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－７号住居址実測図
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 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－８号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○ ※
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ○
3 褐色土層10YR ◎ ○ △ ◎ △ △

炉 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ △

Ｐ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ × ※

混 入 物

第 16 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－８号住居址実測図（１）
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第 17 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－８号住居址実測図（２）
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第 18 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－９号住居址実測図（１）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｊ－９号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※ ○
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※ ＲＢが一部互層状
3 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※
4 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○ ○ 礫を大量
5 褐灰色土層10YR ○ ○ △ ○ ※ Ⅶ層を含む
6 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎
7 暗褐色土層10YR ３＜６ ○ ○ ※ ○ × ※ RB＝YR下RB　　炉
周溝 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ○
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ○ △
3 褐色土層10YR △ ○ △ ○ △
4 暗褐色土層10YR ※ ○ △ △ ※ 根カクランか

混 入 物

Ｊ－９号住

土器分布

　１層 ２層

石器分布

　１層 ２層

礫分布

　１層 ２層

１層：10～ 20cm
２層：30～ 40cm

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

　     炉
  Ｐ－１
  Ｐ－２
  Ｐ－３
  Ｐ－５
  Ｐ－６
  Ｐ－７
   11 区

Ｐ－４

土器出土量

　１層　　　3,068g

　２層        11,827g

　その他　　　　5g

計　　　　 14,900g

炉

４ｍ０

第 19 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－９号住居址実測図（２）
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8 8

４ｍ０
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４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－10号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※ ※
3 暗灰黄色土層2.5YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※
4 黒褐色土層10YR ◎ ○ ◎ △ ◎ ※
5 褐色土層10YR ○ ○ ◎ ○ ◎ ※ ＲＢはＹＰ下
6 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ 　　　〃
7 褐色土層10YR ○ ○ △ ◎ △ 　　　〃
8 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ○

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ ○ ※
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ △ ×

混 入 物

第 20 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 10 号住居址実測図（１）
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土器分布

1層

1層

２層 ３層

石器分布

２層 ３層

1層

礫分布

２層 ３層

１ ２ ３
４

５
６ ７ ８

９ 10 11 12
13 14 15 16

３区サブトレ１層

３区サブトレ３層

11区サブトレ３層

11区サブトレ１層

11区サブトレ２層

７区サブトレ１層

７区サブトレ１層

15区サブトレ２層

15区サブトレ３層

15区サブトレ１層

Ｐ－2
Ｐ－3

3区サブトレ１層

11区サブトレ１層

15区サブトレ１層

11区サブトレ２層

11区サブトレ３層

７区サブトレ２層

11区３層No.1

炉
炉内

Ｐ－１

Ｐ－4

Ｊ－10号住

７区サブトレ１層

３区サブトレ１層

７区サブトレ２層

11区サブトレ 3層

15区サブトレ１層

15区サブトレ 2層

11区サブトレ２層

11区サブトレ１層

10区炉
10区炉内

Ｐ－１

Ｐ－３

ピット

１層

２層
３層
その他

8,607g

6,902g
1,715g

1,767g

計 18,991g

土器出土量

１層：30～ 40cm
2 層：30～ 40cm

3 層：30～ 40cm

４ｍ０
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－11号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ◎ ○ ※
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※
4 黒褐色土層10YR ◎ ○ ◎ × ◎ ○ 土器等　多
5 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎ △ 　　〃
6 暗褐色土層10YR ６＜５ ◎ ○ ◎ △ ◎ ※
7 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ ※ ○ △ ＲＢはＹＰ下
8 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ○
9 暗褐色土層10YR × ○ △ × × 壁ピット
10 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ × △ ※ 土坑(重複）

炉 1 黄褐色土層10YR ◎ ○ × ◎ ×
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × ※ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ △ ※

混 入 物

４ｍ０

４ｍ０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

Ｊ－11号住

土器分布

　１層 ２層 ３層

石器分布

　１層 ２層 ３層

礫分布

　１層 ２層 ３層

１層：10～ 30cm
２層：10～ 30cm
３層：30～ 50cm

     1 区 No.1
　　  ８区棚
12区１層棚
　　　13区
　４区No.4
　４区 No.5
               炉
    掘方 No.1

 Ｐ－１
 Ｐ－３
 Ｐ－６
 Ｐ－８
Ｐ－10
Ｐ－11
Ｐ－12

          8 区棚
 12 区１層棚
　　　　  炉

          Ｐ－５
 14 区Ｐ－６
   　　Ｐ－７

土器出土量
　１層　　  2,514g
　２層　　  6,076g
　３層　　10,968g
　その他　     461g
計　　　   20,019g

12 区ベルト１層棚
　　　　　　　  炉
                       掘方

Ｐ－１
Ｐ－３
Ｐ－４
Ｐ－６
Ｐ－７
Ｐ－９

住居柱穴配置図

貯蔵穴
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Ｓ
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７
８

１ ２
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炉 2
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Ｍ

Ｎ
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Ｅ
Ｆ
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Ｈ

Ｊ－12・16 号住

Ｊ－12住

Ｊ－16住

Ｏ

Ｐ
Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ Ｄ－60

１

２

226.6ｍ
Ｅ ＦＳ

P-1

P-2

P-1

P-2

１

２
石皿

ｶｸﾗﾝ

住居柱穴配置図

Ｊ－16住

Ｊ－12住

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－12号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ◎ ○ ◎
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ ◎ × ◎ ※
4 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※
5 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※
6 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ △ × ※
7 暗褐色土層10YR ７＜６ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ＲＢはＹＰ下
8 褐色土層10YR ○ ○ ◎ ◎ ◎

炉１ 1 褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △ ※ △
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △

炉２ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
2 褐色土層10YR ○ ○ △ × △
3 暗褐色土層10YR １＜３＜２ ◎ ○ △ ○ △
4 褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※
5 褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ △ ○ △

混 入 物

第 24 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 12・16 号住居址実測図（１）
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228.0ｍ
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Ｊ－12・16号住

Ｊ－16住
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１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

Ｊ－12・16 号住

石器分布
1層

礫分布
1層

土器分布
1層

5区サブトレ２層サブトレ１層 15区サブトレ１層11区サブトレ１層 炉２　No.2Ｐ－１4区脇土坑

５区サブトレ２層 ８区サブトレ２層 11区サブトレ１層 No.１ No.２・No.３ Ｊ－12　Ｐ－２

３区サブトレ１層 ７区サブトレ１層5区サブトレ２層 ８区サブトレ２層 11区サブトレ２層

15区サブトレ２層 Ｐ－２ ４区脇土坑

１層
2層

３層
その他

2,120g
1,335g

2,022g
1,297g

計 6,774g

１層　20~30cm

２層　20~40cm

３層　30~50cm

土器出土量

４ｍ０

2層 3層

2層 3層

2層 3層
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－13号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ × ◎ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ◎ × ◎ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ ◎ × ◎ ※
4 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※ ×
5 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ピット
6 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ × ○ 土坑

炉 1 黒褐色土層10YR △ ○ ○ △ △ ※ ※
2 黄褐色土層10YR △ ○ △ ◎ ×
3 黄褐色土層11YR ２＜３ △ ○ ○ ◎ × ※

混 入 物
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Ｊ－13号住

土器分布

　１層 ２層 ３層

石器分布

　１層 ２層 ３層

礫分布

　１層 ２層 ３層

１層：20～ 30cm
２層：20～ 30cm
３層：20～ 30cm

１ ２ ３ ４

５ ６
７ ８

９10
11 12

13 14 15 16

  ２区サブトレ２層
  ３区サブトレ２層
  ３区サブトレ３層
  　  15 区サブトレ
15区サブトレ２層
　  　　       Ｐ－１
　　  　　　Ｐ－２
　　　  　　Ｐ－５
　　　　  　Ｐ－６
　　　　　  Ｐ－７
　　　　　  Ｐ－８

２区サブトレ２層
３区サブトレ３層
　  15 区サブトレ
               　　  炉
　　　       Ｐ－１
　　　　　Ｐ－３
　　　　　Ｐ－４

土器出土量
　１層　　　1,243g
　２層　　　   339g
　３層　　　   624g
　その他　　   387g
計　　　　　2,593g

２区サブトレ２層
３区サブトレ３層
　　サブトレ２層
　　　　　　　炉
　　　　　Ｐ－８

４ｍ０
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炉
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１ ２ ３ ４

５
６

７ ８

９
10

11 12

13
14 15

16

17

18

19

20

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 黒褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｊ－14号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × ○
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ◎ ○ ◎
5 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○ ※ △ ピット
6 暗褐色土層10YR ５＜６ △ ○ ○ ○ ○ ※ 　〃
7 黄褐色土層10YR △ ○ ○ ◎ ○ 　〃
8 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※ 　〃
9 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ○ ※ ※ 炉
10 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎
11 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎
12 暗褐色土層10YR 12＜４・11 ◎ ○ × × ×
13 褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ 周溝
14 褐色土層10YR △ ○ ◎ ○ ◎ ピット脇

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※ 土坑
2 褐色土層10YR ◎ ○ △ ◎ △  〃
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ × ◎ ※ ピット
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 　〃
5 褐色土層10YR ◎ ○ △ ◎ △ 　〃
6 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △ 炉
7 暗褐色土層10YR ６＜７ ◎ ○ △ × △ ○ 〃

混 入 物
Ｊ－14号住

土器分布

　１層 ２層 ３層

石器分布

　１層 ２層 ３層

礫分布

　１層 ２層 ３層

１層：10～ 20cm
２層：約 20cm
３層：約 20cm

Ｐ－３
Ｐ－１

Ｐ－２

Ｐ－４

炉
Ｄ－１

Ｐ－５

Ｄ－１

土器出土量
　１層　　　652g
　２層　　　287g
　３層　　　811g
　その他　　499g
計　　　　 2,249g

第 30 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 14 号住居址実測図（２）
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炉
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Ｊ－15号住

Ｐ－２

2区 No.3

P-1

P-2

Ｐ－１

Ｐ－１

礫分布
1層 2層

炉

１層

２層
その他

561g
774g
3g

計 1,338g

1 層　5~10cm
2 層　約 20cm

土器出土量

炉微細図

住居柱穴配置図

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－15号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ○ × ○ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ○ ○ ○
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ○ × ○
5 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ 炉

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
2 暗褐色土層10YR １＝２ ◎ ○ ◎ × × ※
3 暗褐色土層10YR ３＜１ ◎ ○ △ × × ※

混 入 物

４ｍ０

4ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

第 31 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 15 号住居址実測図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－17号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ◎ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ◎ ※ ◎
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※
4 褐色土層10YR ○ ○ ◎ ◎ ◎
5 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ○

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ △ △ ※
3 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○

混 入 物

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ

Ｋ
Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｉ

Ｊ

Ｉ Ｊ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｇ Ｈ

Ｇ
Ｈ

22
7.
2ｍ

227.2ｍ

227.2ｍ

22
7.
2ｍ

22
7.
2ｍ 22
7.
2ｍ

227.2ｍ
Ｓ

Ｓ

１ ２
３

３

４

４

５

１ １

１

２

２

２

３ ３

３

４

４

５５

５

Ｋ
Ｌ

Ｍ
Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｏ
Ｐ

Ｊ－17 号住

Ｊ－11住

Ｅ Ｆ
226.5m

Ｓ
Ｓ

Ｓ

１

２

３

Ｅ Ｆ

炉掘方微細図

Ｅ Ｆ

炉微細図

P-1

P-3

P-2

石皿

石皿

炉

石皿

礫 礫

Ｅ Ｆ

（Ｐ１～Ｐ５同一個体）

Ｐ１
Ｐ２Ｐ３
Ｐ４
Ｐ５
２
３

４炉内１ （凹石）
１

（石皿）

炉遺物番号
住居柱穴配置図

69

炉内土器破片接合状況

1
2

3 4
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４ｍ０

Ｊ－17号住

土器分布

　１層 ２層 ３層

石器分布

　１層 ２層 ３層

礫分布

　１層 ２層 ３層

１層：10～ 20cm
２層：20～ 25cm
３層：10～ 20cm

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８
９ 10 11 12
13 14 15 16

　　 炉
 Ｐ－２
 Ｐ－３

炉

土器出土量

　１層　　　674g

　２層　　 1,055g

　３層　　　985g

　その他　　540g

計　　　　 3,254g

　　炉
Ｐ－１

第 33 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 17 号住居址実測図（２）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－１8号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ × × ※ 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ 多
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※ Ｄ－70
4 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※ 　〃
5 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ◎ 　〃
6 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ○ ※
7 黒褐色土層10YR ６＜７ ◎ ○ ◎ △ ◎ ※ 遺物包含層
8 暗褐色土層10YR △ ○ ◎ ○ ◎ ※ ※
9 黄褐色土層10YR △ ○ △ ◎ ◎ ※ ※
10 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ × ◎ ※
11 暗褐色土層10YR 10＝11 ◎ ○ ◎ △ ◎ ※
12 黄褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎

炉 1 暗褐色土層10YR △ ○ ○ △ ○ ※ ※
2 褐色土層10YR △ ○ △ ◎ △
3 暗褐色土層10YR ３＜１ △ ○ ○ ※ ○

混 入 物

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ
227.8ｍ

22
7.
8ｍ

１

１

３

３

４

４

５

５

６ ７７

８

９ ９

Ｓ

ＳＳＤ－70

Ｃ
Ｄ

１ ６
７

７

８
９

10

11
12

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

2
2

2

2

2

炉

Ｅ
Ｆ

Ｏ
Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｉ Ｊ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

１

１

２
３

Ｅ Ｆ

炉微細図

炉掘方微細図

226.9m
Ｓ

Ｊ－18号住

Ｄ－70

P-1P-4

P-6

P-2

P-3

P-5

磨石

石皿

石皿

石皿

石皿

炉

Ｅ Ｆ

２１ ３ ４
８
（石皿）

①
② （凹石）
（凹石） ５ ６

７

４ｍ０

１ｍ０

炉遺物番号
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Ｉ Ｊ

Ｇ Ｈ

Ｋ Ｌ

Ｍ Ｎ

Ｏ Ｐ

Ｑ Ｒ

Ｓ Ｔ

227.8ｍ

227.8ｍ

227.8ｍ

227.8ｍ

227.8ｍ

227.8ｍ

227.8ｍ

Ｊ－18号住

４ｍ０
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４ｍ０

４ｍ０

１ ２ ３ ４

５ ６
７ ８

９
10

11 12

13
14

15
16

17
18

19
20

土器分布
　１層 ２層 ３層

石器分布
２層 ３層

礫分布
　１層 ２層 ３層

１層：約 20cm
２層：約 30cm
３層：約 30cm

Ｊ－18号住

3区  No.１・2

     17 区  No.3

  サブトレ一括

　         　一括

                   炉 

             Ｐ－５

             Ｐ－６

　　　  ５区１層壁
13区ベルト北１層

13区ベルト北２層
13区ベルト南１層
　　 サブトレ一括

　　　　　  Ｐ－１

　　　　　  Ｐ－３
                    Ｐ－４

土器出土量
　１層　　　4,439g
　２層　　　9,067g
　３層　　　4,390g
　その他　　2,765g
計　　　　 20,661g

  サブトレ一括

13区ベルト北
　  　　　　炉
　　  　Ｐ－２

１層

住居柱穴配置図

貯蔵穴

第 36 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 18 号住居址実測図（３）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－１9号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ※ △ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ △ △ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※
4 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ △ △
5 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※
6 暗褐色土層10YR ６＜５ ◎ ○ ◎ ○ ○ ※
7 暗褐色土層10YR ７＜６ ◎ ○ ○ △ ○
8 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ △ △ △
9 黄褐色土層10YR ◎ ○ △ ◎ △ ※

炉 1 暗褐色土層10YR △ ○ ○ × ○
2 暗褐色土層10YR ２＜１ △ ○ △ × △ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜１･２ △ ○ ※ × ※

混 入 物

１
２

２

３
４

４
５

６
６

８
８

９
９

ｶｸ
ﾗﾝ

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｐ

Ｐ
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク

22
8.
6m

228.6m

１ ２

３
４

５
５
６ ６

７ ８９ ９

Ｓ

Ｐ

Ｐ

Ａ
Ｂ

Ｃ Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｆ
Ｅ

22
8.
6m

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｋ
Ｌ

Ｍ Ｎ

Ｋ
Ｌ

22
8.
6m

22
8.
6m

228.6m

228.6m

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｍ Ｎ

１

２
３

Ｓ

Ｓ

22
7.
8ｍ

１

炉掘方微細図

Ｏ Ｐ

Ｏ Ｐ

焼土

P-1

P-2P-4

P-3

P-5

P-6

礫

炉

炉微細図

Ｊ－19号住

１

２

３

４

５

炉遺物番号

石皿

Ｅ

Ｅ

Ｅ

ＦＦ
Ｆ

１

２

住居柱穴配置図

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０
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石器分布

1層

1層

2層

2層

3層

3層

礫分布

1層 2層 3層

土器分布

Ｐ－５

Ｐ－１
Ｐ－２

Ｐ－４

Ｐ－６

ベルト一括
サブトレ１層

炉

Ｐ－３

No.2

No.1

サブトレ１層
ベルト一括

サブトレ１

ベルト一括
炉石No.１

炉石 No.２

炉石 No.４

炉石 No.３

炉石 No.５

Ｊ－19号住

１層
２層

３層

2,356g
7,809g
263g
87gその他

計 10,515g１層　約 25cm

２層　約 20cm

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

土器出土量

４ｍ０
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－20号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ △ ※ ※
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ △ ○ × ※
4 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ○ ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ △
6 黄褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※
7 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ ※ ○

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ○ △ ※ ※
2 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○
3 褐色土層10YR △ ○ ※ ◎ ※

混 入 物

①
（凹石）

（石皿）
１

２３４

５
６

７

22
7.
6ｍ

22
7.
6ｍ

22
7.
6ｍ

227.6ｍ

227.6ｍ

227.6ｍ

１

１
１

２

２

３

３

４
５

５
６

１
２

４ ５５

７
(炉
)

Ａ
Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｃ
Ｄ

Ｋ

Ｌ

Ｍ
Ｎ

Ｉ
Ｊ

Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｋ Ｌ

Ｍ Ｎ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

226.8ｍ

炉微細図

炉掘方微細図

Ｊ－20号住

P-3P-4

P-5 P-2

P-1

炉
１

Ｅ Ｆ

炉遺物番号

２
石皿

住居柱穴配置図

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０
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４ｍ０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

土器分布

　１層

２層 ３層

２層 ３層

２層 ３層

石器分布

　１層

礫分布

　１層

１層：約 20cm
２層：約 20cm
３層：約 20cm

Ｊ－20号住

      炉
Ｐ－１
Ｐ－４

　　炉
Ｐ－３

土器出土量
　１層　　　3,151g
　２層　　　1,715g
　３層　　　1,513g
　その他　　　  27g
計                  6,406g

　　炉
Ｐ－２
Ｐ－３
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－21号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △ ※
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※ ※
4 黄褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
5 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※ ※

炉 1 暗褐色土層10YR △ ○ △ ○ △
2 黒褐色土層10YR △ ○ △ △ △
3 褐色土層10YR △ ○ △ ◎ △ ピット

混 入 物

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13
14

15

16

Ｐ２
Ｐ１

①

（石皿）

（凹石）

（凹石）

（凹石）（磨石）

（磨石）

１

１

２
３

４ ５

Ｐ３

Ｃ
Ｄ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｅ
Ｆ

Ｇ Ｇ

Ｈ Ｈ

Ｋ Ｌ

Ｍ Ｎ

226.6m

Ｓ

Ｓ
１

２
３３

Ｅ Ｆ

１

１

２

２

３４

５Ｓ Ｓ

Ｐ

炉

１
２

３
４

５
５

Ｓ

227.3m

227.3m

227.3m

22
7.
3m

22
7.
3m

22
7.
3m

Ｊ－21 号住

P-1

炉

石皿

石皿

１層：20～ 30cm
２層：20～ 30cm

土器分布

　１層 ２層

石器分布

　１層 ２層

礫分布

　１層 ２層

                  炉
サブトレ１層
　　　Ｐ－１

サブトレ１層
　　　　　炉

土器出土量
　１層　　 1,247g
　２層　 　   267g
　その他    　211g
計　　　 　1,725g

炉

11 区 No.1
12 区 No.2

Ｐ

炉微細図

Ｅ Ｆ

炉遺物番号

炉掘方微細図

住居柱穴配置図

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０４ｍ０ 112ａ

2

3

1
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－22号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※ ※
炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ × △ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ △ ○ △ ※ ※

混 入 物

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

Ｃ

Ｄ

炉微細図
Ｓ

Ｋ

Ｌ

Ｉ Ｉ

Ｊ Ｊ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｅ
Ｆ

Ｇ Ｇ

Ｈ Ｈ

Ｃ Ｄ

Ｋ Ｌ

228.4ｍ

１

１

２

２

３

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ
228.7ｍ

228.7ｍ

22
8.
7ｍ

22
8.
7ｍ

22
8.
7ｍ

１

１

２

２
２

２ Ｓ

Ｓ

ｶｸﾗﾝ

Ｊ－22 号住

P-1

P-2

土器分布

　１層

石器分布

　１層

礫分布

　１層

石皿

礫

　　　炉

上面一括

炉

　 Ｐ－１
　 Ｐ－２
　　上面

上面一括

土器出土量
　１層　　3,205g
　その他　   555g
計　　　　3,760g

　　　炉
　Ｐ－１
上面一括

１層：10～ 15cm

住居柱穴配置図

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－23号住 1 暗褐色土層10YR △ ○ △ △ △ ※
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ × ※
4 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ○
5 暗褐色土層10YR ５＜３ ◎ ○ ○ △ ○ ※
6 暗褐色土層10YR ５＜６ ◎ ○ ○ ○ ○
7 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △

炉・Ｕ－１
1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※ ※
2 暗褐色土層7.5YR ◎ ○ ※ × × ※
3 黒褐色土層10YR ◎ × × × ◎ ※ 埋戻し
4 褐色土層10YR ◎ ○ △ × ※ 　〃
5 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × ※ 　〃

混 入 物

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｋ
Ｌ

Ｍ
Ｎ

Ｏ
Ｐ

Ｉ Ｊ

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｇ Ｈ

Ｉ Ｊ

Ｇ
Ｈ

Ｋ
Ｌ

Ｍ
Ｎ

Ｏ
Ｐ

228.4m

22
8.
4m

22
8.
4m

22
8.
4m

22
8.
4m

228.4m

228.4m

１

１

２

２

３

３

４

４

５

５

６

６

３

３

４
５

６

６

Ⅳ

Ｓ

ＳＳ

Ｓ
Ｓ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

７

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

１

炉・Ｕ－１微細図①

炉掘方微細図

227.8ｍ

焼土

Ｊ－23号住

P-1

P-2

P-3
炉

Ｅ Ｆ

Ｅ Ｆ

１２３ ４

５６

７

Ｐ
Ｐ

ＰＰ
Ｐ

Ｐ
Ｐ
Ｐ

U-1

8

9
10

11

12

13

14

15
16
（磨石）

（磨石）（磨石）

（凹石）
（凹石）

炉遺物番号

住居柱穴配置図 Ｓ

４
５

３

３

５

２

U-1

１

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０
122

Ｕ－１
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４ｍ０

Ｊ－23号住

土器分布

　１層 ２層

石器分布

　１層 ２層

礫分布

　１層 ２層

１層：10～ 20cm
２層：20～ 40cm

１２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

６区ベルト
   ３区周溝
   ４区周溝
              炉
       Ｐ－１
       Ｐ－２
   上面一括

１区周溝
　　　炉
　　炉内
炉Ｕ－１
　Ｐ－３
上面一括

土器出土量
　１層　　2,201g
　２層　　3,649g
　その他　   480g
計　　　　6,330g

　ベルト
　　　炉
上面一括
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炉微細図 炉掘方微細図

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ａ

Ｂ

Ｅ

Ｏ

Ｏ

Ｐ Ｐ

Ａ Ｂ

１2 2

Ｓ

Ｐ

229.4ｍ

Ｃ
Ｄ

３
ｶｸ
ﾗﾝ

２
１

２
３

22
9.
4ｍ

Ｇ Ｈ

229.4m

229.4m

Ｉ Ｊ

22
9.
4ｍ

22
9.
4ｍ

Ｋ
Ｌ

Ｍ
Ｎ

22
9.
4ｍ

229.0m

Ｓ

Ｓ１

１( 石皿）

2 ( 石皿）

Ｅ ＦＥ Ｆ

Ｅ Ｆ

P-4

P-3

P-1

P-2

土器分布
1層

石器分布
1層

礫分布
1層

１ ２ ３ ４

５
６ ７

８

９
10 11

12

13
14 15

16

磨石

炉

12区周溝 14区周溝 Ｐ－１
Ｐ－２ Ｐ－４ 炉No.２

２

Ｐ－３ Ｐ－４ 14区周溝 周溝北 Ｐ－１

Ｊ－24号住

１層

その他

1,491g

42g

計 1,533g

１層　15～ 40cm

土器出土量

住居柱穴配置図

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－24号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ △ ○ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ○ ○ ○

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ △ △ ※

混 入 物
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４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

22
8.
3m

228.3m

１ ２ ３
５

６

４
Ｓ

Ｓ

Ｓ

２
３ ４５
６

２ ｶｸﾗﾝ

Ｓ

１

２

２ Ｓ

Ｓ

P

227.5m

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｅ Ｆ

Ｅ

Ｅ

炉微細図

炉掘り方微細図

Ｅ

Ｇ Ｈ

Ｇ

Ｈ

228.3m

Ｉ Ｊ

Ｉ
Ｊ

228.3m

22
8.
3m

Ｋ
Ｌ

Ｋ
Ｌ

22
8.
3m

Ｎ
Ｍ

Ｎ
Ｍ

P-3

P-2

P-1

P-4 P-5

Ｊ－25号住

炉

ｶｸﾗﾝ

調査区外
( 市道 )

ﾄﾚﾝﾁ

Ｓ

抜取り

P-1

P-2

１

２

３

４

５ ６

７

８

炉遺物番号

Ｆ

Ｆ

Ｆ

住居柱穴配置図

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－25号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ※ △ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ △ ○ ※
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ ※ ○ ※
4 黒褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※ ※
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ◎ ○ ○ ※ ○
6 褐色土層10YR △ ○ △ ○ △ ※

炉 1 褐色土層10YR △ ○ △ × △ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ △ ○ △ △ △ ※ ※

混 入 物
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４ｍ０

Ｊ－25号住

１２３
４

５６７８

土器分布
1層 2層 3層

石器分布
1層 2層 3層

礫分布
1層 2層 3層

2層 No.1

Ｐ－２

Ｐ－３

Ｐ－４

Ｐ－１

上面

６・７区ベルト３層
上面

上面一括

炉

炉

上面

上面一括

Ｐ－５

１層

２層

３層
その他

192g

1,707g
471g

554g

計 2,924g

土器出土量
１層：30～ 40cm
２層：30～ 40cm
３層：20～ 30cm

第 47 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 25 号住居址実測図（２）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－26号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ○ ○ ○ ※
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※
4 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ ○ ◎ ○
6 黒褐色土層10YR ○ ○ △ △ △
7 褐色土層10YR ○ ○ △ ○ △ 周溝

炉 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ ※ △ ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ ※ ○ ※ ※

混 入 物

１

１

２

１

２

３４ ４
５

６
７

１ ２
３

４

７

７

Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ

Ｍ
Ｎ

Ｏ
Ｐ

Ｉ Ｊ

Ａ

Ｂ

Ｇ

Ｈ

Ｋ

Ｌ

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｅ Ｆ

Ｅ Ｆ

Ｇ Ｈ

Ｋ Ｌ

Ｍ
Ｎ

Ｏ
Ｐ

炉微細図
　（土器）

炉掘方微細図

231.2m

23
1.
2m

231.2m

23
1.
2m

23
1.
2m

231.2m

Ｉ Ｊ
231.2m

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

230.7ｍ

焼土

Ｊ－26号住

P-6

P-4

P-5

P-3
P-2

P-1
炉

住居柱穴配置図

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０
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４ｍ０

Ｊ－26号住

土器分布

　１層 ２層

石器分布

　１層 ２層
礫分布

　１層 ２層

１層：10～ 20cm
２層：20～ 40cm

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 1112

13 14 1516

　　　　  ５区一括
15区サブトレ一括
　　　　　  Ｐ－１
　　　　　  Ｐ－３
　　　　　  Ｐ－４

  2 区サブトレ一括
15区サブトレ一括

                          炉

                   炉上面
                炉内一括
         炉掘方ピット
                    Ｐ－６

土器出土量
　１層　　 3,098g
　２層　　 3,662g
　その他　 2,115g
計　　　　 8,875g

  2 区サブトレ一括
15区サブトレ一括
                  炉 No.7
                    Ｐ－２
                    Ｐ－５

９

Ｅ Ｆ

１

２３
４５

６

７
８

９

10

1112

13
14

15

16

19

1817

礫

炉遺物番号

炉内土器破片接合状況

※ 炉 No.13 は 1･4･8 と同一個体、炉No.1 は別個体少片。

148

150

153

10 区 1 層

3 1215

2

45
6

7

8

9

10

11

16
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覆土に大量の

ＹＰブロック

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

１
２

３
４

８
９

P

23
1.
7ｍ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

１

２

３４
５６

７ ８

９

10

Ｐ

231.7m

Ｅ
Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ
Ｎ

Ｋ Ｌ

23
1.
7m

炉掘方微細図

Ｅ

Ｅ

Ｆ

ＦＥ

Ｆ

231.7m

Ｇ Ｈ

231.7m
Ｉ Ｊ

231.7m

Ｍ
Ｎ

23
1.
7m

230.6ｍ

Ｓ

炉微細図

Ｏ
Ｐ

Ｏ
Ｐ

P-3

P-1
P-2

倒木

Ｓ

炉

ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ

Ｊ－27号住

凹石

２

１
Ｊ－27ｂ

７

Ｐ

Ｐ １

２

Ｊ－27ａ

住居柱穴配置図

Ｊ－27Ａ

Ｊ－27Ｂ

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－27号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※
3 暗褐色土層10YR ○ ○ ◎ ◎ ◎ ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ○ △ ○ ※
5 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※ ※
6 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ○ ※
7 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ◎ ○
8 暗褐色土層10YR ８＜４ ◎ ○ ◎ ◎ ○
9 暗褐色土層10YR ８＝９＜４ ◎ ○ ○ × ○
10 褐色土層10YR ９＜10 ◎ ○ △ ○ △ 周穴

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○ ※ ※
2 褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※ ※

混 入 物
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１

２
３

４

５
６７８９

10

11

12 13

14

15

土器分布
1層 2層 3層

石器分布
1層 2層

礫分布
1層 2層

３層床直No.１
床直 No.2

炉 No.3
炉

炉

炉掘方

Ｐ－３
Ｐ－２
Ｐ－１

東側拡張

Ｊ－27号住

１層

２層

３層
その他

846g

359g
54g

2,934g

計 4,193g

2 層：30~40cm
１層：30~40cm

3 層：10~20cm

土器出土量

Ｅ Ｆ

（凹石）
（凹石）

（凹石）

（石皿）

炉遺物番号

炉内出土土器破片接合関係

１
２
３ ４

５
６
７
８

９ 10

４ｍ０

※ 炉 No.10･12 は 159 と同一個体。

160

159

13

1a
1b

7

8

911

14

2
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１
１

１

２
２

３
３

４
４

５ ６

６
９

１ １
２

３４

４

５
６

７

８
９

Ｃ
Ｄ

Ｇ ＨＡ Ｂ
230.1ｍ

23
0.
1ｍ

230.0ｍ

炉微細図

Ｓ

Ｓ
Ｐ

Ｓ

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ⅳ試掘ﾄﾚﾝﾁ

ｶｸ
ﾗﾝ

ｶｸ
ﾗﾝ

１

１

11

11

ｶｸﾗﾝ

焼土ﾌﾞﾛｯｸ

２
２ ２２

３

４

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

229.5ｍ

焼土 掘方

大型礫南北セクション

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｊ－28・31・32 号住

Ｊ－31

Ｊ－28

Ｊ－32
炉 P-1

P-2

P-3

P-4

P-5
P-6

P-7

被熱

12
12

13

10
10

12

12

13
13

J-
32

住居柱穴配置図

Ｊ－31

Ｊ－28

Ｊ－32

J-28J-31 →← J-28 J-32→←
J-
28

J-
31

→
←

１ｍ０

４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－28・31・32号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ Ｊ－28号住
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ △ △ ※ ※ 　　　〃
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ ○ × ○ △ ※ 　　　〃
4 暗褐色土層10YR ４＜２ ◎ ○ ◎ △ ◎ ※ ※ 　　　〃
5 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎ 　　　〃
6 褐色土層10YR ５＜６ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 　　　〃
7 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※ ※ Ｊ－32号住
8 暗褐色土層10YR ８＜７ ◎ ○ ○ ○ ○ ※ 　　　〃
9 暗褐色土層10YR ９＜８ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※ ※ 　　　〃
10 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※ ※ Ｊ－31号住
11 暗褐色土層10YR ８＜７ ◎ ○ ○ ○ ○ ※ 　　　〃
12 暗褐色土層10YR ９＜10 ◎ ○ ○ ○ ○ 　　　〃
13 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎ Ｊ－31号住　ピット

炉 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ △ × △
4 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ △ ◎

混 入 物
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Ｊ－31

Ｊ－32

Ｊ－28

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

Ｊ－28・31・32号住

Ｊ－31号住

土器分布

　１層

土器分布

　２層

石器分布

　２層

２層

石器分布

　１層 ２層

礫分布

　１層 ２層

礫分布

　２層

１層：30～ 40cm

２層：20～ 30cm

５区サブトレ１層

６区サブトレ１層

６区サブトレ２層

７区サブトレ２層
８区サブトレ１層
８区サブトレ２層
　　　　　Ｐ－７
　　　　　　上面

土器出土量
　２層　　2,759g

土器出土量
　1層　　6,766g
　2層　　8,122g
　その他　  985g
  計 　　 15,873g

５区サブトレ１層
７区サブトレ２層
８区サブトレ１層
８区サブトレ２層
　　　　　　　炉
　　　　　Ｐ－４
　　　　　　上面

 Ｊ－28・31・32
 Ｊ－28・31・32　Ｐ－３
 Ｊ－28・31・32　Ｐ－５
 Ｊ－28・31・32　Ｐ－６

６区サブトレ２層
７区サブトレ２層
　　　　　　上面

Ｊ－28・31・32　Ｐ－６

Ｐ－１
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0.
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炉１掘方　微細図 炉２掘方　微細図

P-1

P-2

炉1

炉2

Ｊ－29号住

ｶｸﾗﾝ

周溝

調査区外

Ｊ－29ａ

Ｊ－29ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
ＦＧ

Ｈ

Ｏ
Ｐ

Ｑ
Ｒ

Ｉ

Ｊ

Ｂ
Ｋ

Ｌ

Ｍ Ｎ

P-4

ﾋﾟｯﾄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－29号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ × △ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ○ △ △ ※ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ○ ○ △ ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ △ ◎ △ 周溝

炉１ 1 黄褐色土層10YR ◎ ○ △ ◎ △ ※ △
炉２ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※ カクランピット

2 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○
3 褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ △ ○ △ ※ ※ 周溝

混 入 物
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13 14 15 16
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Ｐ－１

Ｐ－２

Ｐ－４

14区床直No.1
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78g

10 区床直 No.1
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3T-41サブトレ
3U-42サブトレ
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3V-41

Ｐ－３

土器出土量

土器出土量

１層：40～ 50cm

Ⅳ層　　3,903g

Ｊ－29Ａ

住居柱穴配置図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－30号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ ※ ○ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ ◎ ※ ◎ △ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ◎ △ ○ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ △ ※ ※
6 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎ △ △
7 褐色土層10YR ６＜７ △ ○ △ ◎ △ △ △

炉 1 暗褐色土層10YR △ ○ ○ △ ○ ※ 住居覆土
2 暗褐色土層10YR １＜２ △ ○ △ ○ △ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ △ ○ △ △ △ ※ ※
4 褐色土層10YR △ ○ △ ○ × ※

混 入 物
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　１層

礫分布

　１層

  ７区サブトレ１層
11区サブトレ１層
                    Ｐ－３
                    Ｐ－６

土器出土量
　１層　　　520g
    2 層　　　799g
　３層　　　588g   
    その他　　395g
　計　　　 2,302g

 ７区サブトレ１層
11区サブトレ１層
 　　　ベルト３層

11区サブトレ１層
　　　　　　　 炉
　　　　　 Ｐ－１
　　　　　 Ｐ－２

   　炉
Ｐ－４
Ｐ－５

１層：20～ 30cm

２層：30～ 40cm

３層：20～ 30cm

      ５区床直 No.1
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      ９区床直 No.3
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Ｊ－33・34号住

土器分布

石器分布

礫分布

1層 2層 3層

1層 2層 3層

1層 2層 3層

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９
10 11 12

13 14 15 16

６区サブトレ２層
６区サブトレ３層

３区サブトレ１層

11区サブトレ１層

７区サブトレ１層

15区サブトレ１層

Ｐ－６

Ｐ－１
Ｐ－２

Ｐ－７
Ｐ－９

3区サブトレ 1層

7区サブトレ 1層

11区サブトレ 1層

15区サブトレ 1層

Ｐ－８

１層　30~40cm
2 層　約 20cm

3 層　約 20cm

１層
2層

3層

3,557g

5,645g

3,938g

1,494gその他

計 14,634g

炉

３区サブトレ１層

炉

Ｐ－３
Ｐ－４

Ｐ－５

Ｐ－１

土器出土量

J－33住

J－34住

住居柱穴配置図
遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ
Ｊ－33・34号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※ ※ ○

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ◎ △ ◎ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ △ ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ◎ ○ ◎ △ ※
5 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ △ ※
6 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ △ ※ ◎
7 暗褐色土層10YR ７＜６ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※
8 暗褐色土層10YR ８＜７ ◎ ○ ○ △ ○ ※ 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ
9 暗褐色土層10YR ７＜９ ○ ○ ○ ○ ○ △ ※
10 褐色土層10YR △ ○ △ ◎ △ 一部硬化層　貼床

炉 1 暗褐色土層10YR △ ○ ○ × ○ ※
2 褐色土層10YR ○ ○ ○ △ △ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ ○ ○

混 入 物

4ｍ０

４ｍ０
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－ 80 －

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

230.7m

Ａ

E F

M

23
0.
7m

Ｓ
１

２
３

４
５

ｶｸ
ﾗﾝ

６
７

８

９
10

11

P

Ｓ P

P
５６

７

８

３４
４ｶｸﾗﾝ

Ⅴ

Ａ

23
0.
7m

23
0.
7m

230.7m

230.7m

230.0m

１Ｓ

炉微細図

P-4 P-1

P-3

P-5
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５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

石器分布

土器分布

1層

1層

3区トレンチ

4区トレンチ
トレンチ

カクラン

Ｐ－４

床直No.1

11 区トレンチ

８区カクラン

Ｐ－３

Ｐ－５

Ｐ－６

Ｊ－35号住

炉

1層

その他 15,070g
3,867g

炉石

9・10・13・14 区

一括

1 層

カクラン

9・10・13・14 区
カクラン

9・10・13・14 区カクラン

土器出土量

１

ＪＪ

ＧＧ

ＩＩ

ＢＢ

計 18,937g

Ｈ Ｈ

Ｃ

Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｍ Ｎ

Ｄ

Ｌ

Ｎ

1層：20～ 40cm

トレンチ
Ｐ－１

住居柱穴配置図

石皿

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－35号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ ○ × ※
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × × ※ ※
4 黒褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ※ × × ※
5 黒褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ △ × ※ △ ○
6 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ ※ ※
7 暗褐色土層10YR ６＜７ ◎ ○ ○ △ ○
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※
9 褐色土層10YR ◎ ○ ※ ◎ ※ ※
10 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ △ ※ ※ ※
11 暗褐色土層10YR 10＜11 ◎ ○ ※ ○ ※ ※

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ ※ ※ ※

混 入 物
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焼土
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9.
6m １ ２

３
４

４

Ｐ

住居柱穴配置図

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｊ－36号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ △ △ ○
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ × △ △ △ ◎
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ △ × △ △ △ △
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ △ ○ × △ △
5 暗褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ △ × △ △ ※ ○
6 褐色土層10YR △ ○ × ◎ × ※
7 暗褐色土層10YR ７＝４ ◎ ○ △ ○ △ △ △
8 赤褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ◎
9 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※
10 褐色土層10YR ９＜10 △ ○ ※ ◎ ※ ※

炉１ 1 褐色土層10YR △ ○ △ ○ △
2 黄褐色土層10YR △ ○ ※ × × ※ ○
3 暗褐色土層10YR △ ○ ○ × △ ※

炉２ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △ △ ○
Ｄ－１ 1 黒色土層10YR ○ ○ △ × △ △ △
Ｕ－１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※

2 黄褐色土層10YR △ ○ × ◎ × ※
3 褐色土層10YR △ ○ ※ ○ ※ ○
4 褐色土層10YR ３＜４ △ ○ ※ ○ ※ ×

混 入 物
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３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

４ｍ０

Ｊ－36号住

土器分布

　１層 ２層

石器分布

　１層 ２層

３層

３層

礫分布

　１層 ２層 ３層

１層：20～ 25cm
２層：20～ 25cm
３層：20～ 25cm

    炉１
Ｐ－２
ピット
Ｕ－１

土器出土量
　１層        4,303g
　２層        3,120g
　３層           803g
その他        1,510g
       計        9,736g

　炉１
Ｐ－１
Ｐ－２
Ｐ－３

Ｐ－１
Ｐ－２
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－37号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ ○ ※ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ △ △ ※
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ ※ ○ ※ ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※
5 褐色土層10YR ◎ ○ △ ◎ △ ※
6 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※ ※
7 褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ※ ※
8 褐色土層10YR ７＜８ △ ○ ※ ◎ ※ ※

炉 1 褐色土層10YR △ ○ ○ × ※ △ △

混 入 物

23
1.
9ｍ

231.9ｍ

23
1.
9ｍ

23
1.
9ｍ

１ ２
３

４
５

６
７

８
８

９

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

ＣＣ

ＤＤ

ＧＧ

ＨＨ

ＩＩ

ＪＪ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

１
ｶｸﾗﾝ

ｶｸ
ﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ

ｶｸ
ﾗﾝ

ｶｸ
ﾗﾝ

ｶｸ
ﾗﾝ

P-3

P-4

P-2
P-1

Ｊ－42住

Ｊ－37号住

ｶｸﾗﾝ

炉

炉
230.9ｍ

１
石皿

住居柱穴配置図

Ｊ－37Ａ

Ｊ－37Ｂ

４ｍ０

４ｍ０

第 64 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 37 号住居址実測図（１）



－ 84 －

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８
９
10 11 12

13 14 15 16

土器分布

　１層 ２層 ３層

石器分布

　１層 ２層 ３層

１層：20～ 30cm
２層：20～ 30cm
３層：20～ 30cm

       炉
Ｐ－１
Ｐ－２

土器出土量
    １層     1,130g
    ２層        390g
    ３層     1,960g
その他        630g
       計     4,110g

16 区床直 No.1
              Ｐ－１
              Ｐ－３
　　　　Ｐ－４

礫分布

　１層 ２層 ３層

　　炉
Ｐ－４

Ｊ－37号住

４ｍ０

第 65 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 37 号住居址実測図（２）
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Ｂ

Ｅ
Ｆ

Ｇ
Ｈ

ＩＪ

23
2.
0ｍ

Ａ
Ｂ

１２ ２

Ｐ

232.0ｍ

ＣＤ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

23
2.
0m

Ｇ
Ｈ

232.0m
ＩＪ

１
231.7m

Ｊ－38号住

土器分布

1層
石器分布
1層

礫分布
1層

1

２ ４

３

炉

１層
その他

10,264g
402g

２

３

４

サブトレ 1層

炉内

土器出土量

Ⅴ

炉微細図

計 10,666g

住居柱穴配置図

１層：15～ 20cm

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－38号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※ ※
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※ △

混 入 物

第 66 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 38 号住居址実測図
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４ｍ０

４ｍ０

Ｓ１
２

３
４

５

ｶｸ
ﾗﾝ

６

３
４

232.2m
Ａ

23
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P １
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ｶｸﾗﾝ

６

３
４

ｶｸﾗﾝ

３ ４

Ａ

232.2m

23
2.
2m

23
2.
2m

P-1

P-2

Ｐ

Ｐ

Ｊ－39号住

石皿

石皿

磨石
台石

3

4

6

5

２

１

Ｉ Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｃ

Ｃ

Ｄ Ｄ

Ｇ Ｇ

Ｈ Ｈ

Ｂ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

住居柱穴配置図

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｊ－39号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ ○ ○ ※
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※
5 褐色土層10YR △ ○ ○ ◎ ○ ※
6 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○ 周溝　ピット

混 入 物

第 67 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 39 号住居址実測図（１）
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４ｍ０

１ ２ ３ ４５ ６ ７ ８９ 10 11
12

13 14
15 16

土器分布

1層 2層 3層

1層 2層 3層

石器分布

サブトレ１層
サブトレ２層

サブトレ１層

サブトレ２層

サブトレ２層

６区床直No.3
11 区床直 No.4

12 区床直 No.5

12 区床直 No.6

No.2

Ｐ－２

Ｐ－１

1 層 2層 3層
礫分布

１層：10~20cm

2 層：20~30cm
３層：20~35cm

1 層
2層

3層

687ｇ
292ｇ

2,214g

その他 92ｇ

計 3,285g

土器出土量

Ｊ－39号住

第 68 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 39 号住居址実測図（２）
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２３４

５６７８

９101112

131415
16

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－40号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ ※ ○ ※ ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ○ △ ○ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ※ ※
6 褐色土層10YR △ ○ △ ○ △

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○ ※ ※
2 褐色土層10YR ○ ○ ※ ○ ×

混 入 物
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Ｓ
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Ｐ
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231.6ｍ
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1.
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23
1.
6ｍ

炉掘方微細図

炉

Ｊ－40号住

２層

土器分布

　１層 ２層

２層

石器分布

　１層
礫分布

　１層

１層：20～ 30cm
２層：30cm

土器出土量
　1層　　　743g
　2層　　　795g
　その他　1,291g
  計 　　　 2,829g

サブトレ１層
サブトレ２層
　　　　　炉

サブトレ１層
サブトレ２層
　　　　　炉

サブトレ１層
サブトレ２層

Ｅ
Ｆ

３

４

５

６

１

２

７

８
９

10
11

12

13

14

（凹石）

（凹石）

（磨石）

炉遺物番号

住居柱穴配置図

Ｊ－40Ａ

Ｊ－40Ｂ

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

3

4
5

6

1

7 8

9
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１ ２２

Ｓ Ｐ

228.3ｍ

228.3ｍ

Ａ Ｂ
Ｃ

Ｄ
22
8.
3ｍ

22
8.
3ｍ

Ｓ
Ｐ
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)

１
層
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-4
)

２
層

１
２

２
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Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｉ

Ｊ

Ｇ

Ｈ

Ｇ Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｅ
Ｆ

Ｅ
Ｆ

１

２

22
7.
8m

炉微細図

P-1

炉

P-3

P-2

土器分布
1層

石器分布
1層

Ｊ－41号住

１
２ ３４５ ６ ７ ８９10 11 12

13
14 15 16

11 区サブトレ

３区サブトレ

11区カクラン

14区カクラン

10区カクラン

２区カクラン

６区カクラン

8区カクラン

カクラン
Ｐ－２

Ｊ－41内

周辺・表採

炉

サブトレ

2区カクラン
6区カクラン

7区カクラン
8区カクラン

10区カクラン

11区カクラン

14区カクラン
カクラン

3区サブトレ
11区サブトレ

サブトレ
Ｐ－３

周辺表採

1層

その他

1,361g

1,915g

礫分布

1層

サブトレ

３区サブトレ
11区サブトレ

2区カクラン

7区カクラン

８区カクラン

10区カクラン
11区カクラン

14区カクラン
Ｐ－２

周辺

土器出土量

Ｊ－41Ｂ

計 3,276g

１層：20～ 50cm

Ｊ－41Ａ

住居柱穴配置図

Ｊ－41Ａ

Ｊ－41Ｂ

４ｍ０

4ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－41号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ ◎ ○ △ ※

炉 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ × ○

混 入 物

M
-4
←

→

第 70 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 41 号住居址実測図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－42号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ○ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ○ ○ ○ △ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ △
6 暗褐色土層10YR ５＜６ ◎ ○ ◎ × ◎ △ ※
7 黒褐色土層10YR ◎ ○ ◎ × ◎ ○ ※
8 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※
9 暗褐色土層10YR ８＜９ ◎ ○ ◎ △ ◎

炉 1 暗褐色土層10YR △ ○ ○ × ○ ○
2 暗褐色土層10YR ２＜１ △ ○ ※ × ※ ○

土坑 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※ ※

混 入 物
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Ｓ
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Ｆ

炉掘方微細図

Ｅ
Ｆ

炉微細図

ＯＰ

Ｄ－１焼土

D-1

Ｄ－105

Ｊ－42号住

Ｊ－37

Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｅ

Ｆ
ＩＧ

Ｈ

ＣＤ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

ＭＮ

Ｏ
Ｐ

炉

土器分布

　１層 ２層

石器分布

　１層 ２層

礫分布

１層

１層：15～ 20cm
２層：   0 ～ 15cm

土器出土量
　1層　　1,341g
　2層　　   238g
　その他　  588g
  計 　　    2,167g

Ｅ
Ｆ

１

２
Ｓ

Ｐ

23
1.
3ｍ

231.3ｍ

サブトレ
　　　炉

サブトレ
　　　炉

Ｅ
Ｆ

１

２

３

４
（凹石）

（凹石）
５

６
７

Ｐ

Ｐ Ｐ

（磨石） （石皿）

炉遺物番号

住居柱穴配置図
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４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０
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1

2

3
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Ｐ

Ｐ
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Ｓ

Ｊ－43 号住

P-3

P-4

P-2

P-5

P-6

P-1

凹石
１

２３

４

炉

磨石

磨石

磨石

炉遺物番号

６

炉微細図
１

２
３

Ｅ Ｅ ＥＥ

Ｆ ＦＦ

１

Ｓ

23
1.
2m

23
1.
2m

Ｆ

Ｆ

１ ２

３

４

５６
７（石皿）

（石皿）（石皿）

（石皿）（石皿）

（凹石）

住居柱穴配置図

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－43号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※ ※
2 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ○ ※
3 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ○ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ △ ○ △ ◎ △ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ５＜４ ◎ ○ ◎ × ◎ ※
6 黄褐色土層10YR ○ × × ◎ ◎ 周溝

炉 1 暗褐色土層10YR △ ○ △ △ △
2 暗褐色土層10YR ２＜１ △ ○ △ △ △ ※
3 暗褐色土層10YR △ ○ △ ○ △

混 入 物
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土器分布
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　１層

１層：20～ 30cm
２層：   0 ～ 40cm

Ｊ－43号住

Ｐ－２
Ｐ－５
　一括

土器出土量
　１層　　　11,226g
　２層　　　38,006g
　その他　　　 529g
計　　　　   49,761g

11 区床直 No.4
16 区床直 No.1 
16 区床直 No.2
16 区床直 No.3
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炉掘方

第 73 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 43 号住居址実測図（２）



－ 93 －

４ｍ０

１ｍ０

Ａ Ａ

232.2m

232.2m

232.2m

炉２微細図

P-2

P-1
U-1

U-2

炉3

P-3

P-4

P

１

２５

６

３
４

３

４

232.2m

炉１

炉２

Ｊ－44号住

231.3m

231.3m

231.3m

E F

１

炉 1

１

２

３

P
１

23
2.
2m

23
2.
2m

１ ２ ６

３ ４
３

４

23
2.
2m

U-1 U-2

①

②

Ｄ－113

Ｄ－114

Ｄ－115

Ｉ

Ｊ

Ｂ Ｂ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｎ

Ｎ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

U-１
U-２

５

４

Ｏ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ｑ

Ｑ

Ｒ

Ｒ

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｔ

炉３微細図

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－44号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※ ※
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ ○ ◎ ○ ※
6 褐色土層10YR △ ○ △ ◎ △

炉１ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ △ △ ※ △
Ｕ－１・Ｕ－２（炉２） 1 暗褐色土層10YR △ ○ ※ × ※ ※

2 褐色土層10YR ○ ○ ※ ○ ※ ※ ※
3 褐色土層10YR ○ ○ ※ △ ※ ※

Ｕ－１・Ｕ－２（炉２）掘方 4 褐色土層10YR △ ○ ※ × ※
5 褐色土層10YR ４＜５ △ ○ ※ ○ ※

炉３ 1 褐色土層10YR △ ○ ※ △ ※

混 入 物
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４ｍ０

４ｍ０

1層
2層

3層

その他

526g

2,373g

6,106g
1,820g

計 10,825g

土器分布
3層

石器分布
1層

1層

2層

2層

3層

礫分布
1層

2層 3層

11区ｻﾌﾞﾄﾚ２層

Ｐ－１

一括

7区サブトレ 2層

11区サブトレ 2層

炉２
炉３

Ｐ－２
Ｐ－３
Ｐ－５一括

Ｕ－１

Ｕ－２

Ｄ－114No.1

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

Ｊ－44号住

1層：20~30cm
2 層：30~40cm
3 層：  ０~20cm

土器出土量

住居柱穴配置図
Ｊ－44Ａ

Ｊ－44Ｂ
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５
６

ｶｸ
ﾗﾝ

Ｐ

23
2.
3ｍ

ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ

１１

２
３

３

４

４５
５

６

232.3ｍ

Ａ
Ｂ

ＣＤ

Ｅ
Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｉ

Ｊ

Ｅ Ｆ

23
2.
3m

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

232.3ｍ

Ｓ

Ｋ

Ｌ

ＫＬ

23
2.
3m

P-1

P-4

P-5

P-6

P-3

P-2

炉

Ｊ－45号住

Ｅ Ｆ
231.2ｍ

Ｓ

炉微細図

１

２
住居柱穴配置図

１ｍ０

４ｍ０

炭化材

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－45号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※ ※
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ◎ × ◎ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ◎ × ◎ ※ ※
4 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※
6 褐色土層10YR △ ○ ○ ◎ ○ ※

炉 1 褐色土層10YR ○ ○ ※ ○ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR △ ○ ※ × ※ ※

混 入 物
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土器分布
１層 ２層 ３層

石器分布

１層 ２層 ３層

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

5 区周溝
8区周溝
14区周溝
15区周溝

Ｐ－３

Ｐ－１
Ｐ－２

Ｐ－４
Ｐ－５
周辺

Ｊ－45号住

3区サブトレ３層

3区サブトレ１層

７区サブトレ１層

11区サブトレ１層

4区周溝
５区周溝

13区周溝
Ｐ－４
Ｐ－６

４ｍ０

１層：約 40cm

2 層：約 30cm

3 層：約 30cm

1 層

2層

３層

その他

998g
1,053g

594g

1,262g

計 3,907g

礫分布
１層 ２層 ３層

１区周溝
３区周溝

一括
炉

Ｐ－１

土器出土量
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－46号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ◎ × ◎ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ ◎ △ ◎ ※ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※ ※
6 暗褐色土層10YR ６＜５ ◎ ○ ◎ △ ◎ × ×
7 褐色土層10YR △ ○ ○ ◎ ○ ※ ※
8 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ 周溝

Ｕ－１ 1 暗褐色土層10YR △ ○ △ ○ △ 炉
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × ※ ※ 〃
3 褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ 〃

Ｕ－２ 1 暗褐色土層10YR △ ○ △ △ △ ※ 炉
2 暗褐色土層10YR １＜２ △ ○ ○ ○ ○ ※ 〃
3 褐色土層10YR ◎ ○ ※ △ ※ 〃

混 入 物
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Ｇ
Ｈ

Ａ
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Ｅ Ｆ

１ ２ ３
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４
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５
６
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2.
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232.0ｍ

Ｐ

D-137

掘りすぎ

Ｕ－２ Ｕ－１

Ｅ Ｆ
231.0m

Ｕ－２
Ｕ－１

１１２

３ ３ ２

３

３

Ｊ－46号住

P-1

P-2
P-3

石皿１

２

３

U-1

U-2

炉

ＳＵ－１

（Ｄ－137）

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｎ

Ｎ

Ｉ

Ｊ

Ａ

Ｂ
Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１

２
３４

４５ ５

６ ６７
８８

Ｓ

多孔石

炉（Ｕ－１・Ｕ－２）微細図

住居柱穴配置図

Ｊ－46Ａ

Ｊ－46Ｂ

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０
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Ｊ－46号住

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

４ｍ０

石器分布

　１層 ２層 ３層

土器分布

　１層 ２層 ３層

礫分布

　１層 ２層 ３層

１層：30～ 40cm

２層：約 30cm

３層：約 20cm

１・２区サブトレ１層
３・４区サブトレ１層
　　　　　　　Ｕ－１
　　　　　　　Ｕ－２

Ｐ－１

土器出土量
　１層      1,992g
　２層      2,048g
　３層      1,225g
その他      3,364g
計             8,629g

       ２区サブトレ１層

３・４区サブトレ１層

　　　　　　　Ｐ－１

　　　　　　　Ｐ－３

11区２層 +16 区３層

３区床直No.1
５区床直No.2

１・２区サブトレ１層
３・４区サブトレ１層
　　　　　　　Ｐ－１
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５
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６
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Ｓ Ｓ

Ｃ
Ｄ

１ ２

230.7m

Ｅ

Ｆ

23
1.
6m

Ｇ
Ｈ

Ｇ

Ｈ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

ＦＡ Ｂ

23
1.
6m

Ｉ
Ｊ

Ｉ
Ｊ

Ｋ
Ｌ

Ｋ
Ｌ

D-1

P-6

P-5

P-1

P-2

P-3

P-7

P-4

D-2

倒木
炉

Ｊ－47号住

石皿

石皿

磨石

Ｅ

Ｆ

炉微細図

１

１

２

３～５
礫

住居柱穴配置図

層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－47号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ × ○ ※ ※
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎ ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ◎ △ ◎
5 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ◎ ○ ※
6 明褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ △ ※ ※ ※

混 入 物
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４ｍ０

土器分布

１層 2層

石器分布

１層 2層

礫分布

１層 2層

15区サブトレ一括
Ｄ－１
Ｄ－２

Ｐ－６

Ｐ－７

11区サブトレ

15区サブトレ
Ｄ－1

Ｄ－2

Ｐ－1
Ｐ－2

Ｐ－4

Ｐ－5

Ｊ－47号住

床直No.1

床直 No.2

15 区サブトレ一括

1区床

Ｄ－２

Ｐ－１
Ｐ－3

Ｐ－4
Ｐ－6

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

13 14 15 16

1 層

2層

その他

3,051g
2,981g
403g

土器出土量

計 6,435g

１層：30～ 40cm
２層：30～ 40cm

第 81 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 47 号住居址実測図（２）



－ 101 －

４ｍ０

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

Ｇ Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｅ

Ｅ

焼土

231.4m

１

Ｅ Ｆ

23
2.
1ｍ

Ａ

Ｂ
１

１

２
３

３

４
４

５

６

１

２３

３

４５
５

６

ｶｸﾗﾝ

Ｐ

Ｐ
232.1ｍ

Ｃ Ｄ

232.0
Ｇ

232.0
Ｉ Ｊ

Ｈ

Ｆ

１

２３

４

土器分布

石器分布

2層1層

1層 2層

Ｐ－３
Ｐ－２ Ｐ－４

Ｐ－５

石器分布
1層 2層

Ｐ－１

炉

Ｆ

炉微細図

P-5

P-4

P-3

P-2

P-1

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ｊ－48号住

1層：約 30cm
2 層：約 40cm

１層

２層

1,621g
3,533g

その他
5ｇ

計 5,159g

Ｐ－５

土器出土量

住居柱穴配置図

ｻﾌ
ﾞﾄ
ﾚ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｊ－48号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ ○ △ ○ ※ ※
4 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※
6 褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※ △

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－49号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ※ ○ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ◎ △ ◎ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ○ ○ ○
4 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎ ピット
5 暗褐色土層10YR ５＜４ ◎ ○ ◎ △ ◎ 　〃

炉 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○ ※
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × △

混 入 物
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Ｊ

ＡＡ

Ｂ
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Ｄ
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Ｅ
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２
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２
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４
５

23
1.
6m

231.6m

231.6m
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23
1.
6m

23
1.
6m

231.3m

Ｓ

炉

Ｊ－49号住

炉

Ｋ
Ｌ

23
1.
6m

土器分布

　１層

石器分布

　１層
礫分布

　１層

１ ２２

４

Ｐ

１

２

３

４

１層：20～ 30cm

サブトレ１層
　　　Ｐ－１

土器出土量
　１層　　1,793g
　その他　   306g
 計　   　　2,099g

炉

住居柱穴配置図

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

４ｍ０
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床
)

１
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17 1818 掘りすぎ
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掘
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す
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掘
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232.1ｍ
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2.
1ｍ

23
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1ｍ

23
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1ｍ

232.1ｍ

232.1ｍ

Ｓ

Ｐ

23
1.
3ｍ

Ｊ－50 号住

炉

Ｅ Ｅ

Ｆ Ｆ

炉微細図

P-1

P-2

住居柱穴配置図

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－50号住 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ △ ○ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ○ ◎ ○ ※
4 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ ※ △ ※
5 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※
6 黒褐色土層10YR ６＜４ ◎ ○ △ ※ △ ※ ※
7 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △ ※
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ◎ ○ ○ ○ ○ ※
9 暗褐色土層10YR ８＜９ ○ ○ ◎ △ ◎
10 暗褐色土層10YR 10＜９ ◎ ○ ○ ※ ○
11 暗褐色土層10YR 10＜11 ◎ ○ ○ ○ ○ ※
12 暗褐色土層10YR 11＜12 ◎ ○ ◎ ○ ◎
13 黒褐色土層10YR ◎ ○ × ○ ○ ※
14 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○
15 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○
16 暗褐色土層10YR 16＜15 ◎ ○ ○ △ ○
17 暗褐色土層10YR 16＜17 ◎ ○ ○ ○ ○
18 暗褐色土層10YR 18＜17 ◎ ○ ○ △ ○ ※
19 褐色土層10YR ○ ○ × ◎ ×
20 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ 貼床

炉 1 褐色土層10YR ○ ○ ※ △ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ ○ ※ ※

混 入 物

第 84 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 50 号住居址実測図（１）
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１

２

３

４

５

６

７

８

９
10

11

12

13
14
15

16

４ｍ０

土器分布

　１層 ２層 ３層

石器分布

　１層 ２層 ３層

礫分布

　１層 ２層 ３層

サブトレ１層
　　　ベルト
　　　Ｐ－２

サブトレ１層
　　　　　炉
　　　Ｐ－１

土器出土量
　１層　　1,710g
　２層　　   735g
　３層          710g
その他          223g
　　計       3,378g

Ｊ－50号住

サブトレ１層
　ベルト１層

１層：20～ 30cm

２層：20～ 30cm

３層：10～ 20cm

第 85 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 50 号住居址実測図（２）
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４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｇ

Ｈ
Ｆ

１ ２２

３ ３

232.3ｍ
Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

１
２

１
２

３
３

根
の
ｶｸ
ﾗﾝ

倒
木

23
2.
3ｍ

Ｇ
23
2.
3ｍ

焼土

炉上面土器検出状況

（7区 1層 No.1）

Ｈ

土器分布

1層

Ｊ－51号住

倒木痕

１２ ３ ４
５６ ７ ８
９10 11 12

13
14 15

16

Ｅ

石器分布

1層

1層

その他

5,520g
270g

床直 No.1

Ｐ－１

礫分布

1層

石皿

炉

被熱

１
２

ＦＥ
231.9ｍ

7区サブトレ 17区サブトレ 1

土器出土量

Ｅ Ｆ

１

１層：15～ 40cm

ＦＥ

炉微細図

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｊ－51号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ ○ △ ※
3 褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○

炉 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ × ○ △

混 入 物

第 86 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 51 号住居址実測図



－ 106 －

造が異なる。埋甕はＪ－36・44AB・46AB号住居址で検出され、深鉢が正位の状態でピット状の掘り

込みに埋設される。多くは胴部下半から底部を使用しているが、Ｊ－46A号住居址は底部を欠いた胴部

下半を据えていた。埋設される位置は、当該期の地床炉と同様に、主柱穴を結ぶ線に近接する。

　加曽利EⅢ式期のＪ－８号住居址では石囲炉が見受けられた。その構築材は２辺しか残っていなかっ

たが、一部が炉の周囲に散在しており、抜き取り行為が予想される。

貯蔵穴：Ｊ－９号住居址南東隅の壁柱穴列が途切れた部分に規格の異なる掘り込みが見受けられた。詳

細は不明だが、貯蔵穴などの機能が連想される。Ｊ－10号住居址南東隅（Ｐ－３）・Ｊ－11号住居址南

東側（Ｐ－１）・Ｊ－18号住居址南西隅（Ｐ－６）でも同様の掘り込みが見受けられた。Ｊ－10号住居

址では多量の遺物が、Ｊ－18号住居址では石皿が遺棄されている。これらの住居址は関山Ⅰ式期に限

定され、近在することも注目される。

出入り口施設：出入り口施設として壁際にピットを備える事例が知られているものの、壁柱穴中に並ぶ

と抽出が難しい。関山式・諸磯ｂ式期のＪ－11・14・24・35・42・51・50号住居址などで単独の出

入り口ピットが見られた。Ｊ－11号住居址は浅いピットだが、その周りが少し盛土されていた。Ｊ－６・

24・43号住居址などでは一対のピットを配している。

　注目される事例として、Ｊ－43号住居址において出入り口に踏み台状の小塚が設けられていた。小

トレンチによる試し掘りを実施したところ、ローム層（Ⅴ・Ⅵ層）を30cmほど掘り残すことによって

作り出していた。小塚上には対ピットや壁柱穴が施されており、小塚が無い場合と同じ構造を保つ。と

ころで、Ｊ－40号住居址の南側でも小塚が検出されている。出入り口としての典型的な位置になく、

壁からも離れている点でＪ－43号住居址とは異なる。地山のローム層（Ⅴ層）が掘り残され、主柱穴

も小塚を避けるように配置されていることから、住居の使用時に機能していたものと推測される。

遺物の出土状態：埋没が進行した窪地に次時期の遺物が混入することは往々にして認められた（Ｊ－

10・11・18・19・20・25・33・45号住居址）。関山Ⅰ式期に構築されたＪ－18号住居址では２層中

に関山Ⅱ式期の大型土器片が混在していた。因みに、関山Ⅱ式期古段階のＪ－17号住居址２層でもＪ

－18号住居址出土遺物と同一の個体が出土しており、同時期における両住居の埋没状況が復元できる。

関山Ⅱ式期のＪ－42号住居址に諸磯ｂ式が多量に混入するのは、区別が難しかった重複する土坑（Ｄ

－105号土坑）に起因する。加曽利ＥⅢ式期のＪ－８号住居址では大量の遺物が上層に集中していた。

　注目される事例として、住居の床面に遺棄される大型礫石器があげられる。この現象は頻出し、全体

の４割ほどにおよぶ。時期ごとの検出率は諸磯ｂ式期が多く（67％）、次いで関山Ⅰ式期（55％）、関

山Ⅱ式期（27％）が続く。ほとんどは石皿で、他に多孔石が見られた。１軒に付き礫石器の数は1～４

点を数える。大型礫石器が置かれる位置は、主柱穴の脇・炉辺・壁際ないし壁寄りなど多様で、諸磯ｂ

式期は主柱穴の脇、関山式期では奥壁・手前壁際におかれるものが目に付く。Ｊ－30号住居址では壁

に立てかけられており、当時の収納方法を彷彿させる。Ｊ－19号住居址の上層では焼土とともに石皿

が出土しており埋没中の窪地利用が予想される。また、関山式期の住居址覆土内に多量の小礫が混入す

る事例が散見された。Ｊ－９・41号住居址の小礫群は中～下層に分布する一方で、Ｊ－10号住居址で

は上層に集中していた。

　特異な出土事例として、建て替えが予想されるＪ－37号住居址で旧住居の柱穴内に浅鉢の大型破片

が遺棄されていた。また、Ｊ－10号住居址の床面上から孔をもつ円礫、Ｊ－13号住居址の南壁寄り一

次堆積土中から玦状耳飾、Ｊ－20号住居址の床面上から大型の黒曜石片が出土している。
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｔ－３ 1 暗褐色土層10YR × ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ × ○ ※
3 暗褐色土層10YR １＜３ ◎ ○ ○ ○ ○ ※

混 入 物

１ ２

３ ４

Ｔ－３

Ｄ－54

Ａ

229.1ｍ
Ａ Ｂ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

22
9.
1ｍ

１
２

３

Ｃ
Ｄ

２ 33

石器分布

　１層

礫分布

　１層

Ｅ

Ｆ

Ａ
Ｂ

22
8.
9ｍ

Ａ
Ｂ

１

Ｅ
Ｆ

22
8.
9m

Ｃ Ｄ
228.9m

Ｇ
Ｈ

Ｃ

Ｄ

22
8.
9m

Ｇ
Ｈ

Ｓ－４

４ｍ０

４ｍ０

２ｍ０

（㎏）

欠損

完形

0

5

10

15

20

25

30

35

40

3.02.92.82.72.62.52.42.32.22.12.01.91.81.71.61.51.41.31.21.11.00.90.80.70.60.50.40.30.2～ 0.1

（点）
Ｓ－４号集石礫重量度数分布

第 87 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　竪穴状遺構・集石実測図（１）
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風倒木痕

（磨石）

（ScＢ）

（石皿）

３

２

１

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

227.7m

Ｓ－５

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
229.1m

Ｓ－６

２ｍ０

0

5

10

15

3.53.43.33.23.13.02.92.82.72.62.52.42.32.22.12.01.91.81.71.61.51.41.31.21.11.00.90.80.70.60.50.40.30.2~0.1

欠損

完形

欠損

完形

0

1

2

3

4

5

1.61.51.41.31.21.11.00.90.80.70.60.50.40.30.2~0.1   

0
1
2
3

4.54.03.53.02.0~2.5

（点）

（㎏）

（点）

（㎏）

Ｓ－５号集石礫重量度数分布

Ｓ－６号集石礫重量度数分布

第 88 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　集石実測図（２）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｓ－７ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ※ △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ ○ ※

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｓ－８ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ○ △

混 入 物

１
２

２

１

Ⅳ層

Ⅳ層

Ａ
Ｂ

Ｓ－７下層

Ａ
Ｂ Ｄ

Ｃ
Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

ＤＣ

Ｅ
Ｆ

Ｇ
Ｈ

22
9.
4m

22
9.
4m

229.4m

Ａ
Ｂ

22
9.
2m

Ｓ－７

（磨石）

Ｐ２ 

１

230.3m
Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｓ－８

３（石皿）

１

２
４

５

６

Ⅳ
層Ⅳ
層

２ｍ０

欠損

完形

欠損
完形

0

5

10

15

20

2.01.91.81.71.61.51.41.31.21.11.00.90.80.70.60.50.40.30.2~0.1  

0
1
2
3
4
5

4.54.03.53.02.0~2.5       

（点）

0
1
2
3

7.06.05.04.03.02.0~1.0  

（点）

（㎏）

（㎏）

Ｓ－７号集石礫重量度数分布

Ｓ－８号集石礫重量度数分布

第 89 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　集石実測図（３）
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欠損
完形

欠損
完形

欠損
完形

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｓ－９ 1 暗褐色土層10YR △ ○ ※ × × 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ　多

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｓ－10 1 暗褐色土層10YR △ ○ × × × 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ　多

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｓ－11 1 暗褐色土層10YR △ ○ ※ × ×

混 入 物

１

Ｓ

１

２ｍ０

Ｃ
Ｄ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

23
1.
8ｍ

Ｃ Ｄ
231.8m

Ｓ－９

１
（磨石）

Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｆ

23
1.
9ｍ

１

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

231.9ｍ
Ｃ Ｄ

23
1.
9ｍ

Ｅ
Ｆ

Ｓ－10

Ａ

Ｂ

Ａ
Ｂ

23
1.
8m

231.8m
ＤＣ

Ｄ

Ｃ

Ｓ－11

0
1
2
3
4
5
6
7
8

2.01.91.81.71.61.51.41.31.21.11.00.90.80.70.60.50.40.30.2~0.1

0
1
2

3.53.02.0~2.5

0
1
2
3
4
5

2.01.51.0~0.5  

0

5

10

5.55.04.54.03.53.02.52.01.51.0~0.5

（点）

（㎏）

（点）

（㎏）

（点）

（㎏）

Ｓ－９号集石礫重量度数分布

Ｓ－10 号集石礫重量度数分布

Ｓ－11 号集石礫重量度数分布

第 90 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　集石実測図（４）



－ 111 －

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭

Ｕ－１ 1 褐色土層10YR ○ ○ ※ △ ※ ※

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｐ－１ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ △

混 入 物

Ｐ

調査区外

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｐ

１

231.8ｍ
Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

231.6ｍ

Ｐ－２

Ｐ－２

Ｕ－１

Ｕ－１

礫

Ｕ－１・Ｐ－２

Ｐ

Ｐ

１

231.5ｍ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｐ－１

土器分布
　　Ｕ－１
Ｕ－１周辺
　　Ｐ－２

石器分布
　　Ｕ－１
　　Ｐ－２

礫分布
　Ｐ－２

土器分布
　Ｐ－１

石器分布
　Ｐ－１

４ｍ０
１ｍ０

１ｍ０

2N-7

2M-7

第 91 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｕ－１・Ｐ－１・Ｐ－２号遺構実測図
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　焼失住居であるＪ－30・44号住居址では炭化材などが検出されている。Ｊ－30号住居址は床面や壁

面の被熱が著しく、炭化材は壁際に立った状態で出土した。Ｊ－11号住居址の床面上では炭化材とと

もに炭化したオニクルミが検出されている。

竪穴状遺構（第87図）

　調査区南側のＥ区で１基が確認された。Ｔ－３号竪穴状遺構は関山Ⅰ式期に比定され、当該期の住居

址が分布する範囲の北端に位置する。平面は一片が３ｍ程の隅丸方形で、掘り込みが竪穴住居址に比し

て浅い。Ⅳ層下位を床面とし、Ⅳ層土を主体とする暗褐色土が埋没することから、壁面の判別が難しかっ

た。多数のピットが検出されたが、いずれも浅く、規則性も認められない。小型の貯蔵穴に想定される

Ｄ－54号土坑が竪穴の南西側に重複するが、本遺構に伴うかは判然としなかった。多数の遺物が上層

に分布する。また、南側の下層で大型礫が出土した。

集石（第87～90図）

　Ｄ区の南東側やＥ区の北側から中央にかけて８基が確認された。尾根状台地平坦面のやや落ち際に分

布する。Ｓ－４・５・６・８号集石は掘り込みの不明瞭な集石遺構に該当する（計測は礫の範囲で実施

した）。礫は平面的に分布し、Ｓ－４号集石では２ｍ程の範囲にわたる。Ｓ－７・９・10・11号集石は

土坑状の掘り込み内に礫が集中する集石土坑である。近在するＳ－９・10・11号集石は土坑の規模が

近似していた。集石の礫はすべて安山岩で、欠損したものが多い。10ｇから７kgほどの礫が使用され、

１kg以下の小礫が多くを占める。Ｓ－8号集石は礫の数が少なく、大型礫の割合が高い。遺物は微量の

縄文土器片が出土する程度であり、時期比定は難しい。関山式期から有尾式期の住居址が分布する区域

に限られることから、縄文時代前期前葉から中葉に帰属すると予想される。

埋設土器（第91図）

　Ｄ区北西端斜面地で１基が確認された。Ｕ－１号埋設土器は、ピット状の掘り込みに深鉢の口縁部が

逆位の状態で埋設されていた。住居址の可能性があるため周囲を精査したが、有意な柱穴配置などは見

付からなかった。時期は加曽利ＥⅢ式の新相に比定され、当該期のＪ－８号住居址より新しい。なお、

Ｄ－38号土坑は加曽利ＥⅢ式の深鉢底部が正位の状態で検出されており、埋設土器の可能性がある。

ピット（第91図）

　ピットは調査区全体に認められ、とくにＤ区の北西端と南東側に多い。Ｄ区北側に位置するＰ－１か

らは前期後葉の深鉢底部が正位の状態で出した。

遺物包含層（土器重量集計表参照）

　Ｄ区の東側に展開する斜面地で多量の遺物が検出された。西側の斜面と異なり、東側は埋没谷に向か

う緩やかな傾斜を擁する。このⅣ層土中に縄文時代早期から前期の遺物が包含されていた。調査は４ｍ

四方のグリッドを設け、グリッドごとに遺物を取り上げた。掘削深度は遺物が無くなることを目安とし

たが、実際は10～20cmほどである。遺物は斜面全体に広がり、とくに2K－22～24・2L－22～24グリッ

ドにまとまっていた。包含層の掘削後に遺構の有無を確認したが、少数の土坑やピットが散見された程
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 黒褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｄ－52 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎

Ｄ－54 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ※ ※
2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ × ※
3 黄褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ○ ※ △ ※

Ｄ－55 1 暗褐色土層10YR △ ○ △ × ×
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ×

Ｄ－56 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※

Ｄ－57 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ ○ ○

Ｄ－58 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × ×
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ ○ ×
3 褐色土層10YR ◎ ○ △ ◎ ×
4 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ × ○

Ｄ－59 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○
Ｄ－60 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △

2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ○
4 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ ※ ○
5 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○

混 入 物

1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ △ ○ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ◎ ○ ◎
4 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ◎
5 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎
1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ ○ ○ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ◎ △ ◎

Ｄ－61

Ｄ－62

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｄ－31 1 褐色土層10YR ◎ ○ △ × × ※
Ｄ－32 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ※
Ｄ－33 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ※
Ｄ－34 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×

2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
3 黒色土層10YR ◎ ○ △ × △
4 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○
5 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎

Ｄ－35 1 褐色土層10YR ◎ ○ △ × ※
2 褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○

Ｄ－36 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × ×
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ △ ×

Ｄ－37 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ○ ※ ○

Ｄ－38 1 暗褐色土層10YR D38＜D37 ○ ○ △ × ×
Ｄ－39 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × ×
Ｄ－41 1 褐色土層10YR ○ ○ △ × △

2 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ △
Ｄ－42 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ○ ○ ○
Ｄ－43 1 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※

1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ △ △
1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ △ △

混 入 物

1 黒褐色土層10YR △ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ △ △ △ ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ △ ○ △
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｄ－63 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ○ △
2 黒褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ○ ○ ○
5 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ ※ △
6 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○
7 褐色土層10YR ６＜７ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
8 黄褐色土層10YR ◎ ○ × ◎ ◎
9 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○

Ｄ－64 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ × △ ※
3 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※
4 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※
5 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
6 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎

Ｄ－65 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○
2 黄褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ○
3 暗褐色土層10YR ３＜１ ◎ ○ ○ × ○

Ｄ－66 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △
2 褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ △ ※

Ｄ－67 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ ○ △

Ｄ－68 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ○ × ○ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※

Ｄ－69 1 褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ △ ※ ※
Ｄ－71 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※

2 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ ※
Ｄ－72 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △
Ｄ－73 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ ○ ○
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ × × ×

Ｄ－74 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ※ △
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ × △
3 暗褐色土層10YR ３＜１ ◎ ○ ○ ○ ○
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ◎ △ ◎
5 黄褐色土層10YR △ ○ △ ○ △

Ｄ－75 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
2 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ○
3 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △

Ｄ－76 1 褐色土層10YR △ △ ※ × ※
Ｄ－77 1 褐色土層10YR △ △ ※ × ※

2 褐色土層10YR １＜２ △ △ ※ × ※
3 暗褐色土層10YR ○ ○ △ △ △

Ｄ－78 1 暗褐色土層10YR ○２＜１ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ ○ △ ※

Ｄ－79 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △
Ｄ－80 1 黒色土層10YR ○ △ ※ × ※

2 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
Ｄ－81 1 暗褐色土層10YR △ ○ △ × △

2 暗褐色土層10YR

◎

２＜１ ◎ ○ ○ △ ○ × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ △ ○ △

Ｄ－82 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ○ × ○
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ◎ × ◎
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ◎ ○ ◎

Ｄ－84 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △
Ｄ－85 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ △ △

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ○ △ ○
Ｄ－86 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ○ △

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ × △
Ｄ－87 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ ※ △
Ｄ－88 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ ○ ×
Ｄ－90 1 暗褐色土層10YR △ ○ △ × △
Ｄ－91 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ※ △
Ｄ－93 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ○ ※
Ｄ－94 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ○ ※ ※
Ｄ－96 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※ ※

2 褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ △ ※ ※
Ｄ－97 1 暗褐色土層10YR △ ○ ※ × × △
Ｄ－98 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※ ※

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ ○ △ ※
Ｄ－99 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※

2 褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ※ × △
3 褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ ※ ○

Ｄ－101 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※
Ｄ－102 1 黒色土層10YR △ ◎ ※ × × ◎
Ｄ－103 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ △ ※ ※ ※
Ｄ－104 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ ○ ※ ※ ※

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ △ △ ※ ※

混 入 物 遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｄ－105 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ × ○ ※

Ｄ－106 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ◎ × ◎

Ｄ－107 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
Ｄ－108 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ △ ※
Ｄ－109 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ※ × ※
Ｄ－110 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ △ ※ △
Ｄ－111 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × △

2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × △
Ｄ－112 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ △ △
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ ○ ○ ○

Ｄ－113 1 褐色土層10YR ○ ○ ※ △ ※ ※
Ｄ－114 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ※

2 褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ※
3 褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × × ×

Ｄ－115 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※
Ｄ－116 1 褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
Ｄ－117 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ △ △ ※
Ｄ－118 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ ○ △
Ｄ－119 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ △ ※
Ｄ－120 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △ ※
Ｄ－121 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △
Ｄ－122 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △
Ｄ－123 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ○
Ｄ－124 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ◎

2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ○ ○ ○
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ○ △ ○ ※

Ｄ－125 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ △ ◎
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ○ △ ○ ※

Ｄ－126 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ △ × △ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ △ × △ ※ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ○ ○ ○ ※ ※

Ｄ－127 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ ○ △

Ｄ－128 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※ ○
2 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ △
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ◎ △ ◎
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ ◎ ○ ◎
6 暗褐色土層10YR ５＜６ ◎ ○ ◎ ◎ ◎
7 褐色土層10YR △ ○ △ ◎ △

Ｄ－129 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ○ ※ ○
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ○ ◎ ○
5 暗褐色土層10YR ５＜４ ◎ ○ ◎ ○ ◎
6 黄褐色土層10YR ◎ ○ × ◎ ×

Ｄ－130 1 黒褐色土層10YR △ ○ ※ × ※ ○
Ｄ－131 1 暗褐色土層10YR △ ○ ※ × ※ ○
Ｄ－132 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※
Ｄ－133 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △
Ｄ－134 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △ ※
Ｄ－135 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ※ ○

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ △ ○
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ◎ ○ ◎
4 褐色土層10YR △ ○ △ ◎ △
5 黄褐色土層10YR ○ ○ ◎ ◎ ◎
6 褐色土層10YR △ ○ △ ◎ △

Ｄ－136 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ △ △
Ｄ－138 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ◎ ○

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ◎ ○ ◎
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ※

Ｄ－139 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △ ※
Ｄ－140 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △

2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ △ △
Ｄ－141 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △
Ｄ－142 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △

混 入 物

第 99 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　土坑実測図（８）
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度である。包含されていた遺物は遺構に伴うものではなく、平坦面での活動に伴って斜面地に流入して

きたものと考えられる。

　遺物は縄文土器・石器・礫が出土した。縄文土器は早期の押型紋系型式群・条痕紋系型式群、前期の

関山式・有尾式・黒浜式・諸磯ｂ式が検出され、諸磯ｂ式が多くを占める。また、遺構内出土遺物では

あまり見られなかった有尾式古段階の資料がまとまっており、Ｊ－６号住居址との関係が予想される。

土坑（第92～99図）

　106基が確認された。形態は平面円形ないし楕円形で断面逆台形を呈するものを主体とする。覆土は

Ⅳ層の暗褐色土であることが多い。Ⅲ層の黒褐色土を主体とするものは古代に帰属する可能性がある。

　深くて、壁面が急傾斜するものは陥穴に想定される。下半で段を持ち、底面が隅丸長方形を呈するも

のが目に付く。Ｄ－34・58・61・63・74・112・128・129・135号土坑が該当し、Ｄ区北半やＥ区

南側に散在する。出土遺物は少なく、破片ばかりである。時期が判別できたものは前期前半（Ｄ－74

号土坑）と諸磯ｂ式期（Ｄ－128号土坑）であった。

　断面が袋状を呈するものなどは貯蔵穴に想定される（Ｄ－42Ａ・51・52・54・56・60・62・64・

68・99・100・106・115・125・138号土坑）。調査区全体に分布しており、住居址に近在する傾向

がある。平面は円形ないし楕円形を呈し、１ｍに達する深いものも見受けられた（Ｄ－42Ａ・51号土坑）。

Ｄ－125・138号土坑は壁周溝をもつ。Ｄ－51号土坑では関山Ⅱ式期古段階の縄文土器が横位につぶさ

れた状態で出土した。また、Ｄ－68号土坑で関山Ⅰ式期、Ｄ－138号土坑で諸磯ｂ式期の遺物がまとまっ

て検出されている。複数の磨石類が出土したＤ－64号土坑などは墓坑に転用された可能性があろう。

　Ｄ－37・114号土坑は典型的な土坑墓に想定され、いずれも諸磯ｂ式期に帰属する。Ｄ－37号土坑

には底面上において底部を欠いた深鉢が横位の状態で出土し、その脇に数点の台石・凹石などが見られ

た。Ⅶ層上面に達する掘り込みをもつが、人為的な埋戻しとして連想される大径のロームブロックが多

く混入することはない。ただし、深さ44センチにおよぶわりに分層が難しかったことから一括した堆

積が窺われる。114号土坑では底面に穿たれる浅いピット状の掘り込みから浅鉢が出土した。

　土坑の時期は関山式期・諸磯ｂ式期・加曽利ＥⅢ式期が多くを占める。先述のＤ－37・51・68・

114・138号土坑に加え、関山Ⅰ式期のＤ－64・65・69・98号土坑、関山Ⅱ式期のＤ－53・56・

87・88・139・140号土坑、諸磯ｂ式期のＤ－105・113・127・137号土坑、加曽利ＥⅢ式期のＤ－

31・32・33・38・131・124・142号土坑などにおいてまとまった土器が出土した。一方、Ｄ－71号

土坑で井草Ⅱ式、Ｄ－39号土坑で黒浜式、Ｄ－84号土坑で阿玉台Ⅰｂ式、Ｄ－43号土坑で加曽利ＥⅣ

式が出土しており、住居址では捉えられなかった活動痕跡を知ることができる。Ｄ－107号土坑では大

型の黒曜石塊が出土した。Ｄ－32・35・66・70・84・89・93・95・96・97・104・113・116号土

坑では大型の礫や礫石器が出土しおり、埋葬に伴う抱き石の可能性がある。多くの礫が出土したＤ－

48・77・88・94号土坑などは集石土坑の属性を具える。

巣穴（第100・101図）

　Ｄ区中央の北東側で１ヵ所検出された（ＳＵ－１号巣穴）。東側の斜面地に形成された遺物包含層に

近い。調査当初は倒木痕と思っていたが、Ｄ－137号土坑の調査から派生し、隧道（トンネル）状の掘

り込みが見受けられたことからアナグマなどの小動物による営巣痕跡であると結論した。複数条の曲線
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

ＳＵ－１ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ◎ × ※
3 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
4 黄褐色土層10YR ◎ ○ × ◎ ×
5 黒褐色土層10YR ○ ○ ◎ × ◎
6 暗褐色土層10YR ○ ○ ◎ × ◎
7 黄褐色土層10YR △ ○ ○ ◎ ○
8 黄褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○
9 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
10 黒褐色土層10YR ９＜10 ◎ ○ △ △ △
11 黄褐色土層10YR △ ○ ○ ◎ ×
12 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※ ※
13 暗褐色土層10YR ○ ○ ◎ ○ ◎
14 暗褐色土層10YR 14＜13 △ ○ △ ○ △
15 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○ ※
16 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △
17 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
18 黄褐色土層10YR ◎ × ◎ × ×
19 褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○
20 黄褐色土層10YR ◎ ○ ◎ × ×
21 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○
22 黒褐色土層10YR 22＜21 ◎ ○ △ ※ △
23 黒褐色土層10YR 22＜23 ◎ ○ ○ △ ○
24 黒褐色土層10YR 24＜23 ○ ○ ※ △ ※
25 褐色土層10YR △ ○ ◎ ◎ ○

ＳＵ－１　南側 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × △
2 褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ △
3 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ △
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ◎ ○ ○ ○ ○
5 黄褐色土層10YR ◎ ○ × ◎ ◎ YP層の崩落
6 黄褐色土層10YR ◎ ○ × ◎ △ Ⅴ層の崩
7 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
8 黄褐色土層10YR ◎ ○ × ◎ △ Ⅴ層の崩
9 黒褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎
10 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ◎
11 黄褐色土層10YR ◎ ○ △ ◎ △ Ⅴ層の崩

混 入 物

1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ○
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ◎ △ ◎
3 黄褐色土層10YR ○ ○ ◎ ◎ ◎
4 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ○ ◎
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ◎ ○ ◎ ○ ◎

Ｄ－137

土器分布
　１区下層
　１区横穴
　２区上層
　３区下層
　３区上層
　４区上層
　６区上層
　７区下層
　９区下層
　     10 区

石器分布
　１区横穴
　２区上層
　３区上層
　４区上層
　７区下層
　　　９区

礫分布
　１区横穴
　１区下層
　２区下層
　２区上層
　３区上層
　７区下層
　　　９区

遺物出土状況

ＳＵ－1　巣穴ルート推定図

※トーンはトンネル

４ｍ０

４ｍ０

１区
４区

３区

２区
５区

６区

７区

８区

９区
10区

2T-24

2S-23

第 101 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　ＳＵ－１号遺構実測図（２）
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的な隧道から成り、縦横無人に走向する。調査した範囲よりもさらに北側・南側へ延びる大規模なもの

で、長期にわたる営巣期間が予想される。主隧道から細い隧道が樹枝状に分かれ、環状をなす場所も見

受けられた。部分的に天井が崩落して開口するが、Ｄ－137号土坑とその南側の開口部は、傾斜して堆

積する覆土の状態から、出入り口であったことが予想される。

　ＳＵ－１号巣穴は、諸磯ｂ式期新段階に比定されるＪ－46・47号住居址と重複する。Ｊ－47号住居

址の壁面には数か所の隧道が穿たれ、竪穴内にはＳＵ－１号巣穴とおなじ覆土が廃棄されていた。隧道

は締りや粘性の弱い浅間－板鼻黄色軽石層に穿たれるが、その層が露出する深い住居址の壁面が狙われ

たようである。よって、壁面が巣穴の構築に利用されたのは竪穴が埋没する以前であることが窺われ、

巣穴の時期も諸磯ｂ式期新段階に比定することができる。一方、近在（約３ｍ）するＪ－46号住居址では、

埋没土がＳＵ－１号巣穴によって掘り返されていることから、営巣時には竪穴が埋没していたと考えら

れる。埋没土の方が浅間－板鼻黄色軽石層より却って強い締りと粘性をもつので、隧道はＪ－46号住

居址に接した部分で住居の埋没土を避けて竪穴に沿って進み、再び走行方向を折り返している部分も見

受けられた。２軒の住居址は、出土遺物から同時期に比定されるが、巣穴との新旧関係から竪穴が開口

しているものと埋没しているものが同時に併存していた状況が読み取れる。縄文土器の細分型式による

時期幅内でも複数回にわたって住居が遷移している状況が目の当りとなる。

　アナグマは比較的人家のそばでも活動するようだが、捕食の対象であることが貝塚などから出土する

獣骨の研究で分かっており、集落は無人の状態となっていたことが予想される。本遺跡では同時期の住

居址がまとまって検出されている中で、アナグマなどが近寄るような集落の終焉ないし中断期間におけ

る人跡の未踏状況が予想される。なお、同様の事例は、同じ松義台地上に立地する富岡市松義中部地区

遺跡群で古代の大溝を利用した巣穴が見付かっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（髙橋）

（３）古代の遺構

住居址（第103図）

　北西部の６トレンチにおいて確認面のⅢ層で竃と考えられる焼土痕が検出された。調査区を拡張して

遺構の範囲を確認したところ東西方向を主軸とした住居址プランが見付かった。覆土はⅢ層の自然堆積

である。住居構造は、平面長方形で東に竃が付き、柱穴がない形態である。床面には、新旧関係をもつ

２基の土坑（Ｄ－１号土坑が新しい）が存在し、覆土中に炭化物、焼土、礫が混入する。当初、Ｄ－２

号土坑は、鍛冶あるいは製鉄に関連する「炉」と推定していたが、関連する遺物（鉄、鉄滓等）が検出

されず、その構造も異なることから、竃の構築材を投棄した床下土坑と見做した。住居址の覆土下層で

は炭化物が混入し、竃付近においては焼土も認められた。出土遺物は少数で時期比定は難しい。（髙橋）

集石（第104図）

　２基が確認されている。Ｓ－３号集石は土坑墓に推定される。Ｅ区東端の台地平坦面に立地する。平

面が長楕円形の土坑に多量の礫が混入していた。礫は壁面の積石や木製の棺などを安置する舗石として

使用されたことが予想される。出土遺物は上野型有蓋短頸壺蓋や須恵器片が出土しており、時期は奈良

時代後半に比定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（髙橋）
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竃
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224.4m

１
２ ２

３
３

４

４

５
６

D-1 D-2

Ｓ

Ａ Ｂ

１２
３

D-1

竃

Ｈ－６号住

土器分布

　１層

礫分布

　１層

４区床下
Ｄ－１内
覆土一括

土師器
　坏　　　　 5g
　甕　　　165g
計　　　　170g１層：30～ 40cm

竃内

D-2
S

S

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粘土

Ｈ－６号住 1 黒色土層10PR ○ ○ × × × × Ⅲ層　自然堆積
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × ※ Ⅳ層がとけ込む　自然堆積
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × × × ※ ３層下は床下土坑　土層はつづき

竃 1 鈍い赤褐色土層5YR △ △ ※ × × △
2 赤褐色土層5YR １＜２ △ △ ※ × × △
3 灰褐色土層5YR ３＜４ △ ○ × × × ※ △
4 赤褐色土層5YR ５＜４ △ △ ※ × ×
5 暗赤褐色土層5YR ５＜２ △ △ ※ × × ※
6 橙色土層5YR ３＜６ △ △ △ × × △
7 赤褐色土層5YR ３＜７ △ △ ※ × × △
8 暗赤褐色土層5YR ８＜６ △ △ ※ × × ※
9 極暗赤褐色土層5YR ９＜５ △ △ × × × ※
10 暗赤褐色土層5YR ８＝10 △ △ ※ × × △

Ｄ－１（床下土坑） 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × 住居覆土＝Ｈ－６号住の３層
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※ ※ 埋め戻し
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × ※ ※ 　　〃
4 褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ ※ ※ △ ※ 　　〃

Ｄ－２（床下土抗） 1 暗褐色土層7.5YR ○ ◎ ※ × × × ※ 床面埋め戻し
2 暗褐色土層7.5YR １＜２ △ △ ※ × × ※ ※
3 暗褐色土層7.5YR ２＜３ △ △ ※ × × × ※
4 鈍い赤褐色土層5YR ３＜４ △ △ ○ × ※ × △
5 暗褐色土層7.5YR ５＜４ ○ △ × × × × ※
6 明赤褐色土層2.5YR ４＜６ △ △ ※ × × × ◎

混 入 物

第 103 図　三本木Ⅱ遺跡（古代）　Ｈ－６号住居址実測図　
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｓ－12 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ◎ ○ ※ × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × ※
4 暗褐色土層10YR △ ○ ※ × ※ 南壁
5 暗褐色土層10YR △ ○ ※ △ ※ 〃
6 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △ 北壁
7 黒褐色土層10YR △ ○ ※ × ※ 〃
8 暗褐色土層10YR △ ○ ※ △ ※ 〃

混 入 物
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第 104 図　三本木Ⅱ遺跡（古代）　集石実測図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ As-B

Ｍ－６　東壁 1 褐色土層10YR △ △ △ × × △

混 入 物

Ｐ

Ｍ－６

１

228.6ｍ

Ａ
Ｂ

Ａ Ｂ

１

２

228.7ｍ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｓ
Ａ ＢＰ１ Ｓ

土坑

１２

３

Ｐ

229.3m
Ａ Ｂ

Ｐ２

Ｐ

Ｄ－45Ａ

Ｄ－45Ｂ

Ｄ－50

Ｄ－75

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｂ

Ｂ
227.3ｍ

１

調査区外

Ｓ

227.3m

228.6ｍ
C

C

D

D

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ｄ－29 Ｄ－30

１２
Ｓ

Ｓ

228.6ｍ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｄ－44

１２

231.8ｍ
232.0ｍ

１

Ａ Ｂ
Ａ Ｂ

227.5m
Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｄ－102

Ａ ＢＳ

Ｄ－123

232.1ｍ
1Ａ Ｂ

４ｍ０

２ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｄ－29 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × ×
2 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ○

Ｄ－30 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ × × × ○ △
Ｄ－44 1 黒褐色土層10YR ○ △ △ × × △

2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ △ △ × × ○
Ｄ－45 1 黒褐色土層10YR ○ △ △ × × ※

混 入 物 遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｄ－50 1 黒褐色土層10YR ○ △ △ × × △ Ｄ－44・45と
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ △ △ × × ○ 同じ土

Ｄ－75 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○
2 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ○
3 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △

Ｄ－102 1 黒色土層10YR △ ◎ ※ × × ◎
Ｄ－123 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ○

混 入 物

第 105 図　三本木Ⅱ遺跡（古代）　溝・土坑実測図
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　Ｓ－12号集石は小石郭礫床墓にあたる。台地縁辺のＤ区西端において単独で検出された。平面長方形、

断面逆台形の掘り込みに、礫が配されている。壁面には扁平な安山岩が向きを違えて2段に積まれていた。

扁平礫の隙間には小礫が詰められ、下端では楔の役割を担うものもあった。南東壁の上端には大型礫が

載せられている。礫の裏込には暗褐色土が詰められ、部分的に水平な層位が見られた。底面には小礫が

一重ないし二重に敷き詰められ、礫の平らな面が表を向くように並べられる。礫下の底面には工具痕が

顕著に残されていた。なお、該当する遺物は検出されていない。　　　　　　　　　　　　　　（髙橋）

土坑（第105図）

　９基が確認されている。当該期の土坑はⅢ層に由来する黒褐色土が埋没する傾向にある。Ｄ－45Ａ

Ｂ・50号土坑はＥ区東端に位置する。平面が楕円形、断面が逆台形を呈し、土師器片が検出された。

Ｄ－75号土坑は大型で、平面は長方形、断面は上位が緩やかにたち上がる逆台形を呈する。中層で奈

良時代に帰属する土師器の大型片が出土した。Ｅ区中央に位置しており、当該期の遺構が希薄であるに

もかかわらず、大掛りな遺構が構築されることは異質である。　　　　　　　　　　　　　　　　（髙橋）

道路状遺構（第106～109図）

　Ｅ区南東部で台地傾斜に直交して横切る２本の並行する溝（Ｍ－４・５号溝）を検出した。２本の溝

は、間隔が約９ｍ（溝内側からの距離）で、規模・形態も類似することから、道路の側溝と認識した。

確認できた距離は、約180ｍである。前回の市道調査では、Ｍ－４号溝の続きと一致する溝が確認され

ていたが、並行するもう１本の溝が確認されていたかったため、当時の調査段階では、道路側溝である

との認識はなされていなかった。今回の調査では、確認できた道路の東側（調査区外）は、約60ｍ先

で急峻な崖となっている。道路と崖までの間は緩く傾斜する。地形図をみると、道路の延長線上の脇で

谷が小さく抉れる部分が存在し、谷に対する道筋であった可能性が考えられる。道路西側は、自然地形

に沿って傾斜地を横切って低地面に差しかかる範囲まで確認できたが、その先については、落合遺跡ま

たは周辺の調査では発見されていない。調査区内における道路の状況は、撹乱および造成によりⅤ層～

Ⅵ層まで削平が及んでいる範囲が広いため、溝の底面及びその痕跡のみとするところが多く、遺構の遺

存状態は良好ではなかった。したがって、道路面の整地痕、両側溝の形態については、明らかにするこ

とはできなかった。道路の両側溝は、削平以外でも途切れる範囲がみられ、溝が連続的には繋がらない

構造であった可能性がある。溝の底面は、深さが一定ではなく、細長い溝が連結して繋がる部分（連結

状土坑）あるいは小ピットが一列に並ぶ範囲が随所で認められた。Ｍ－５号溝の西側斜面に相当する範

囲では、溝の痕跡が全く確認できず、並行するＭ－４号溝とは異なり、存在していなかった可能性があ

る。道路の走向は、やや南に傾斜する地形に沿って、東西方向からやや北へ20度傾いている。道路は

傾斜面を横切るように自然地形に沿って、地形を改良せずに真っ直ぐに延びた構造をもつ。各溝内から

は、遺構に伴う時期を判別できる遺物は出土しなかった。

　本調査で確認された道路は、規模夫・規格において古代官道に匹敵する規模をもつことから、律令期

から奈良時代初頭（７世紀後半から８世紀初頭）にかけて建設されたものと推定される。　　　（井上）
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３　三本木Ⅲ遺跡

（１）概要

　本遺跡の調査区は、平成6年度の外周道路部分の調査で確認された古代の集落に隣接する。そのため、

外周道路部分から14トレンチの間までは集落が存在すると予想し、その範囲の外側について集落範囲

を把握する目的にトレンチ調査を実施した（10～13トレンチの一部、14～20、25～29トレンチ）。そ

の結果、14、15トレンチでは、古代の遺構、遺物等が確認されたが、10～13トレンチ及び16トレン

チ以降では溝１条（17～20トレンチの中央部）を確認した。また、25トレンチの東側では、外周道路

部分で確認された溝（未調査）の続きが確認された。これにより、事業区域内の集落及び溝の範囲を確

定し、それぞれの調査区の設定を行った。

　縄文時代では、三本木Ⅱ遺跡で確認された関山式期を中心とした集落等の存在は確認できなかった。

また、各トレンチ調査では、遺構は確認されず、遺物もほとんど出土しなかった。Ｍ－７号溝の調査では、

３区において後期前半（堀之内２式期）の大形破片（同一個体の破片数点）、前期中葉（有尾・黒浜式期）

の土器片及び石器類が少数出土し、分布域の狭い遺物包含層を確認した。

　三本木Ⅲ遺跡の縄文時代は、遺構、遺物の分布が薄いことから、三本木Ⅱ遺跡の集落の外側に相当し、

新たな集落が形成されなかった場所であったと考えられる。

　弥生時代、古墳時代の遺構、遺物は確認されなかった。

　古代では、調査区内で竪穴住居址、掘立柱建物址、竪穴状遺構、竃・炉状遺構（性格不明）、土坑、溝、

ピットを確認した。確認された遺構は、前回調査した同一集落に含まれるもので、遺構の分布状況から、

集落の南側範囲が確定し、さらに今回の調査区より北側へと展開する可能性が明らかとなった。集落の

時期は８～９世紀代に相当し、時期によって空白期が認められた。

　遺構は、東側を主体とした竃をもつ竪穴住居址と掘立柱建物址で構成され、時期によって主軸方向が

一致する遺構が、規則的に配置される状況がみられた。掘立柱建物址は、方形の大形柱穴、総柱、大形

等の一般的な集落では少ない構造をもつ建物が確認された。

　本遺跡の集落は、横野台地一帯で確認されている牧や三本木Ⅱ遺跡で発見された道路とのそれぞれの

関係をもつものとして注目される。

　遺物は、土師器、須恵器等の土器類の他、農具、工具等の鉄製品、紡錘車、砥石等の石器・石製品が

住居址から出土した。特筆される遺物は、「中」と墨書された土器、上野型有蓋短頸壺蓋、小形短頸壺、

暗文土器、権衡（竿秤の錘）等である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上）

（２）古代の遺構　

　本遺跡では、竪穴住居址17軒（拡張は含まない）、掘立柱建物址８棟以上、竪穴状遺構１基、竃・炉

状遺構（性格不明遺構）１基、土坑７基（中世を含む、掘立柱建物址の柱穴を除く）、溝４基（中世を含む）、

柱穴と推定される土坑・ピット多数が確認された。

　各遺構の属性については、遺構観察表を作成した。本稿では、各遺構の特徴をまとめた。
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住居址（第111～第136図）

　住居址の時期は、出土土器の年代をもとに８、９世紀をそれぞれ四半世紀（25年）で区分して、８

期に細分した（８世紀は１～４期、９世紀は５～８期）。そして、集落の時期は、年代に幅をもたせて

前半、後半の２区分として一括した（なお、後述する土器編年の時期区分とは異なる）。

＜各住居址の帰属時期＞

　１期（８世紀第１四半期＝土器編年Ⅰ期）：３軒（Ｈ－10、11、22号住居址）

　２期（８世紀第２四半期）：なし

　３期（８世紀第３四半期＝土器編年Ⅱ期）：１軒（Ｈ－20号住居址）

　４期（８世紀第４四半期＝土器編年Ⅲ期）：４軒（Ｈ－８、９、17、18号住居址）

　５期（９世紀第１四半期＝土器編年Ⅳ期）：３軒（Ｈ－14～16号住居址）

　６期（９世紀第２四半期）：なし

　７期（９世紀第３四半期＝土器編年Ⅴ期）：４軒（Ｈ－７、12、13、23号住居址）

　８期（９世紀第４四半期＝土器編年Ⅵ期）：１軒（Ｈ－21号住居址）　　　

　９世紀前半：１軒（Ｈ－19号住居址、住居配置状況により５期の可能性あり）

＜平成６年度調査の住居址の時期＞

　９世紀第１～２四半期：１軒（Ｈ－２号住居址）

　９世紀第２四半期：１軒（Ｈ－３号住居址）

　９世紀第２～３四半期：１軒（Ｈ－４号住居址）

　９世紀第３～４四半期：１軒（Ｈ－５号住居址）

＜集落の時期別住居数（前回調査分を含む）＞

　８世紀前半：３軒（奈良）、８世紀後半：５軒（奈良～平安初期）の８軒

　９世紀前半：６軒（平安）、９世紀後半：７軒（平安）の13軒

＜住居址の特徴＞

平面形態：正方形は８世紀代、長方形は９世紀代にそれぞれ多くなる傾向がある。

住居構造：主柱穴は、Ｈ－22号住居址（４本と推定。床下土坑と重複）を除いて確認されなかった。

床下土坑は、８世紀代に多くの住居でみられ、床面全体に及ぶものや複数重複するものもある。９世紀

代まで床下土坑はみられる。床下土坑の性格は、貯蔵を目的としたもの、粘土を採掘するためにできた

土坑との両者の見方がある。堀方をもつ住居址には多数の床下土坑が認められることから、住居の掘削

を兼ねた粘土採掘の可能性が考えられる。竃脇の貯蔵穴（土坑）は８世紀代からみられ、竃正面右脇に

設けられる傾向があるが、Ｈ－８、12号住居址では、竃とは反対側（南西隅）に設けられる。壁周溝は、

竃部分、または貯蔵穴を加えた部分を除き全周するもの、部分的にあるもの、存在しないものに分けら

れる。

堀方：８世紀代の住居址に多くみられる傾向があるが、ローム層まで掘削される床面が深い住居址にお

いても認められる。もともと硬質な土層（Ⅳ～Ⅴ層）を床面とする浅い住居址には堀方は認められない。

主軸方向：８、９世紀とも東西方向である。ただし、Ｈ－22号住居址のみ南北方向の時期がある。

竃：竃主体部の構築材は粘土、礫を使用し、壁面の一部に礫を並べるもの、焚き口の両袖に礫（凝灰岩、

安山岩）を置くもの、煙道に甕を使用するものが存在する。竃は、全て潰されており、主体部内にはそ

れに伴う土器片、礫が廃棄された状態で検出された。　
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住居覆土と出土遺物：自然堆積（Ⅲ層の流れ込み）、人為的な埋め戻しの両者が認められた。Ｈ－14号

住居址では、ロームブロックを多量に含む土層が上層に厚く埋没し、人為的埋め戻しの可能性がある。

これは、隣接するＨ－13号住居址の掘削による排土によるものと考えられる。遺物は、上層から出土

する住居が多くみられ、深さによる出土量の差が少ない。上層は廃棄された遺物、下層は廃棄遺物に混

在する遺棄された遺物（坏等の完形土器、紡錘車、台石・砥石等の石器類等）が認められる。

掘立柱建物址（第137～142図）

　８棟を認識したが、ＨＴー６、７号掘立柱建物址付近では、多数の柱穴（土坑、ピット）が検出され

ており、複数の時期に重複した建物が多数存在した可能性がある。

　建物の時期は、住居址等の配置と遺構との重複関係から、８世紀第４四半期の住居址がＨＴ－２号掘

立柱建物址を壊していること、ＳＦ－１号遺構が掘立柱建物址の後に存在することから推測すること、

８世紀第１四半期の住居址が掘立柱建物址の脇にあること、柱穴出土遺物が８世紀前半であることから、

８世紀以前あるいは８世紀前半（住居址より先行）が建物群の中心時期であったと推測される。建物は、

梁行２間が基本であり、建物の大きさによって桁行の方向が長くなる。主軸は住居址と同様、東西方向

である。ＨＴ－４号掘立柱建物址は、総柱建物で東側に庇が付く倉庫等でみられる構造である。

　

竃・炉状遺構（性格不明遺構）（第143図）

　１基検出された。Ⅲ層面において、粘土で囲まれた範囲及び炭化材、焼土、土器小破片が分布する範

囲とその遺構に重なって２か所の浅い掘り込みを確認した。当初、この遺構を竃のある住居址としたが、

掘り込みは確認されなかったため、平地式の別遺構と認識した。しかし、本報告までに類例が確認でき

なかったため、竃状あるいは炉状の遺構をもつ性格不明の遺構として報告する。遺物は、８世紀前半の

須恵器坏が１点出土した。

土坑（第144図）

　土坑は、７基検出された。古代の土坑としたものは少ない。Ｄ－148号土坑は、浅い掘り込みに扁平

礫が置かれた状態であることから、建物の礎石の可能性が考えられる。また、Ｄ－149号土坑は、覆土

上部に浅間Ｂ軽石混入土、底面付近では炭化物が大量に検出されたことから、古代末期以降の炭焼土坑

と考えられる。

溝（第145～147図）

　溝は４条検出された。Ｍ－７号溝は、南北方向に延びる溝で40ｍを確認したが、溝北側は東に曲がっ

たところで、溝南側は１区で削平により撹拌され、20トレンチより先では、確認できず、溝としては

途中で途切れる不完全な遺構と考えられる。浅間Ｂ軽石の堆積状況から、三本木Ⅲ遺跡の集落と同時期

の遺構と考えられる。Ｍ－８号溝は、覆土に浅間軽石が混入する古代末期以降の溝である。溝南側は、

保存措置のため追跡調査はできなかったが、16トレンチ付近では、確認できなかったため、途中で途

切れた遺構と考えられる。調査当初、外周道路部分のＭ－３号溝と構造が類似していたため、同一遺構

としたが、図面を合成した結果、それぞれ別の溝であったことが判明した。ただし、外周道路部分では、

Ｍ－８号溝は確認されていないため、溝の北側延長部分は不明である。事業区域内のＭ－３号溝の状態
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－７号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※ × ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × △ ⅣＢ　○
4 黒褐色土層10YR ２＜４＜３ ○ ○ △ × △ ※ ⅣＢ　△
5 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※ ⅣＢ　○
6 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ⅣＢ　△　　　周溝

竃 1 暗褐色土層10YR △ ○ ※ ※ ※ △
2 暗褐色土層10YR ２＜１ △ ○ ※ × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ △ ○ △ ※ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※ × ※
5 褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ △ ※ ※
6 暗褐色土層10YR ○ ○ △ △ ※ △
7 褐色土層10YR △ ○ ◎ ○ △ ○
8 暗褐色土層10YR △ ○ △ △ ※ ○
9 褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ◎
10 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○
2 黄褐色土層10YR △ × ◎ ◎ ◎ 同時の埋戻し土
3 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ※ ○ 　　　　〃
4 黄褐色土層10YR △ × ◎ ◎ ◎ 　　　　〃
5 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ※ ○ 　　　　〃
6 黄褐色土層10YR △ × ◎ ◎ ◎ 　　　　〃

Ｄ－２ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○ ※
2 黄褐色土層10YR △ × ◎ ◎ ◎ 埋戻し
3 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ※ ○ 　〃
4 黄褐色土層10YR △ × ◎ ◎ ◎ 　〃

Ｄ－３ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○ ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ ○ ○
3 黒褐色土層10YR △ ○ ◎ × ◎ 黒色土とYR粒層が互層
4 黄褐色土層10YR △ × ◎ ◎ ◎

Ｄ－４ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ⅤやⅣ層土Ｂ主体
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ◎ × ◎
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ △ × △ ⅣＢ　多
4 黄褐色土層10YR △ ○ ◎ × ◎
5 暗褐色土層10YR ○ ○ ◎ × ◎
6 黄褐色土層10YR △ ○ ◎ × ◎
7 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △

混 入 物

土器分布

　１層

石器分布

　２層

礫分布

　１／２層２層

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 1112
13 14 1516

Ｈ－７号住

　１区サブトレ１層
　１区サブトレ２層
　７区サブトレ１層
　７区サブトレ２層
  11 区サブトレ１層
  15 区サブトレ１層
　          　　８区棚
　　            16 区棚

    No.1
    No.2
    No.3
    No.4
    No.5 
　　 竃 
　 竃内
  Ｐ－１

須恵器
　坏　　2,875g
　甕　　3,410g
土師器
　坏　　1,507g
　甕　　2,260g
計　　10,052ｇ

１層
２層

１区サブトレ２層
７区サブトレ２層

４ｍ０

第 112 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　Ｈ－７号住居址実測図（２）



－ 140 －

P
１ ２

５

６
３

４
P

10
10

Ｓ

22
6.
2m

Ｃ
Ｄ

Ａ

B

Ｃ
Ｄ

E F

Ｇ

Ｈ

１

２

５６

３

４10

11

14

13

８

９

７
12

竃遺物出土状況

E
F

E
F

竃微細図

Ｈ－8号住

225.6m

１

２

５

３ ４P

Ｇ Ｈ

D－1

226.2m
P

１ ２

５

６
３

４

P

10

11

Ｓ５６
８ ９７

12

P

P

11被熱範囲

E F

竃226.2m
Ａ B

１
２

３
４

４５

P
P ８

９
10

７

土器

粘土

T－5

P-3

P-2

P-1

P-4

D-1

４ｍ０

１ｍ０

第 113 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　Ｈ－８号住居址実測図（１）



－ 141 －

１ｍ０

225.5m
１

２

225.5m
Ｄ－5 Ｄ－6 Ｄ－4

１

２

３

２

３

１

２

１

１

２３

１

２

P-2

225.5m

Ｍ
Ｎ

Ｄ－９ Ｄ－８

225.5m
Ｄ－3a Ｄ－3b１

２

４

３

５

225.5m
１

２ ４
３５６ ７

６

Ｊ

Ｊ

226.2m
Ａ B

１
２

３
４

４５

P
P ８

９
10

７

B

Ａ

T-5

P-1

P-2

P-3

D-1
D-2

D-9

D-8

D-8

D-7

D-7

D-6

D-6

P-4

D-3b

D-5

D-4

D-3a

掘方微細図

Ｄ－７

Ｄ－４・Ｄ－５・Ｄ－６

Ｄ－８・Ｄ－９

Ｄ－３Ｄ－２

Ｏ Ｐ

Ｋ

Ｋ

Ｌ
Ｌ

Ｍ Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｈ－８号住　掘方

粘土

E
F

E F

Ｉ

Ｉ

Ｑ

Ｒ

Ｑ
Ｒ

ⅣⅣ

ⅤⅤ

Ⅴ

Ⅴ Ⅴ

Ⅴ

ⅥⅥ

Ⅵ

Ⅵ Ⅵ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅶ ⅦⅦ

Ⅶ８

225.5m
Ｄ－6 Ｄ－8Ｄ－4

Ｄ－４・Ｄ－６・Ｄ－８

Ｏ Ｐ１

４ｍ０

２

３

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粘土

Ｈ－８号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ※ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ※ × ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ △ ※ ※
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ △ × ※ ※ △
6 黒褐色土層10YR ５＜６ △ ○ △ × ※ × △
7 暗褐色土層10YR ○ ○ ◎ ○ ※ ※ ○
8 黒褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※ ※ ※
9 暗褐色土層10YR ◎ ○ ◎ ◎ ※ ※ △
10 黒褐色土層10YR △ ○ △ ○ ※ 周溝

竃 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ○ △ ※ ※ ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ △ ※ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ４＜５ △ ○ ○ ※ ※ ※ △ △
6 褐色土層10YR △ ○ ※ × ※ ○
7 褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ ○ ○ × ※ △
8 褐色土層10YR ８＜７ ○ ○ ※ × ※ ※ △
9 褐色土層10YR ８＜９ ○ ○ ※ × ※ ○
10 ○ ○ ※ × ※ ※

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR △ △ △ × × ※
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ※ ※
3 暗褐色土層10YR

暗褐色土層10YR

○ ○ ○ ○ ○
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ △ ○ △
5 暗褐色土層10YR △ ○ ◎ △ ◎ ※ ※

Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ △ △ ※ ※
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ※ △
3 暗褐色土層10YR １＜３ ○ ○ ○ ※ ○ ※
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ ○ ○
5 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○
6 黒褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ○ △ ○ ○
7 褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ○

Ｄ－３ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ○ 貼床
2 赤褐色土層10YR ○ ○ △ △ △ ◎
3 黄褐色土層10YR ○ ○ ◎ ◎ ◎
4 暗褐色土層10YR △ ○ △ ◎ △
5 黒褐色土層10YR ５＜１ ○ ○ ○ △ × △ 北東の掘り方

Ｄ－４ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ ○ △ ※ ○
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ ◎ ○
3 黄褐色土層10YR △ × ◎ ○ ◎

Ｄ－５ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※
2 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ※ ○ ○
3 暗褐色土層10YR ３＜２ △ △ ◎ △ ◎

Ｄ－６ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ ◎ ○
3 暗褐色土層10YR ◎ ◎ ◎ × ×

Ｄ－７ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ ○ ○ ※
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ◎ ◎ ◎ ※

Ｄ－８ 1 黄褐色土層10YR ○ △ ◎ ○ ◎
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ◎ ○

Ｄ－９ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ ○ ○

Ｐ－１ 1 黒褐色土層10YR △ ○ ※ × ※
2 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ○ △ × ※

Ｐ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○ ※ △
Ｐ－３ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※

2 黒褐色土層10YR １＜２ △ ○ ○ ○ ○

混 入 物
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Ｈ－９号住

粘土

土器
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０ １ｍ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粘土 白灰色粘土

Ｈ－９号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※ 白色粒：多
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ ○ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ ※ ※ ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ △ ※ ※
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ ※ × ※
6 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ 掘り方

竃 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × ※ ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ ○ △ △ △
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ◎ ○ △ ※ ※ ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ △ × △
5 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ × △ ※ △ △
6 黄褐色土層10YR △ ◎ △ ◎ △ ○
7 黄褐色土層10YR ７＜６ △ ○ × × × ※
8 褐色土層10YR △ ○ ※ × ※ ◎

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※ ※ 貯蔵穴
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ △ △ ※ ※ 貯蔵穴

Ｄ－２ 1 褐色土層10YR ◎ ○ ◎ × ◎
2 黄褐色土層10YR ○ △ ◎ ◎ ◎
3 黒褐色土層10YR △ ○ ○ △ × ○
4 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ○ × ○

Ｄ－３ 1 黄褐色土層10YR
黄褐色土層10YR
黄褐色土層10YR

△ ○ ○ ○ ○
2 １＜２ △ ○ ○ ◎ ○
3 ２＜３ ○ ○ △ ◎ ×

混 入 物
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Ｄ－８
Ｄ－９

Ｐ－３
Ｐ－２下層

Ｐ－１

Ｐ－２

Ｐ－4
一括

土器分布
1層 2層

石器分布

　１／２層

Ｐ－２上層

Ｐ－２下層

15区サブトレ 2層
Ｐ－２

 ３区サブトレ１層
　　 ７区サブトレ
11区サブトレ１層
15区サブトレ１層
　　　　　　　 竃
　　　　　 竃一括
　　　　　　 竃内
　　　　　  Ｄ－２
                 Ｄ－３a

2 層

土器分布

　１層
1区サブトレ

3区サブトレ 2層

7区サブトレ 1層
7区サブトレ 2層

11区サブトレ 1層
11区サブトレ 2層

サブトレ一括
竃
竃上

竃内

Ｄ－２

石器分布

　２層
１層
２層

１層
２層

１層
２層

礫分布

　１／２層

礫分布

　１／２層

　竃内
Ｄ－２

土師器
　　坏
　　甕
須恵器
　　坏
　　甕
　計

4,335g

24,545g

5,420g

1,705g
36,005g

４ｍ０
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粘土

Ｃ
Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｅ
Ｆ

Ｇ Ｈ

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ Ｈ

225.4ｍ

22
5.
4ｍ

225.1ｍ

１

２
３

４

４

５

６
６

１

２
２ ３

４

４ ５６

７ ８ｶｸﾗﾝ

９

１
２ ３

４

１２
３４

５ ６

竃

掘方

Ｄ－１
224.9ｍ

Ｈ－10号住

Ｃ

土器分布

　１層

石器分布

　１層
須恵器
　坏　　290g
　甕　　460g
土師器
　坏　　  20g
　甕　　  40g
計　　　810g

D-1

礫分布

　１層

４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粘土

Ｈ－10号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※ 竪穴
2 黒褐色土層10YR ○ ○ △ △ ※ ※  〃
3 暗褐色土層10YR △ ○ △ △ ※ ※  〃
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ × ×  〃
5 黒褐色土層10YR ○ ○ △ △ ※ △  〃
6 暗褐色土層10YR △ ○ ※ ○ ※ ※  〃　　　　周溝
7 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ △ ※ ※  〃　　　　ピット内
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ △ ※ ※ ※ ◎  〃　　　　竃袖？
9 暗褐色土層10YR △ ○ △ × ※  〃　　　　竃袖？　地山に似るが違う

竃 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ※ ※ △
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ ○ ※ △ ○
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ※ × ※ ※
5 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ △ ※ △
6 褐色土層10YR ○ ○ ※ ○ ※ ※ △

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × ※ ※ 貯蔵穴
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ △ △ 　〃
3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ △ ※ ※ ※ 　〃
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ △ △ ※ △ △ 　〃

混 入 物

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８
９ 10 11 12

13 14 15 16
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ｶﾏﾄﾞ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ
Ｈ

焼土

１

２
３

４

５

棚

Ｅ Ｆ

１
２

Ｓ

Ｐ

３

Ｅ Ｆ

竃微細図

竃内遺物分布状況

D-1

D
-1

Ｅ Ｆ
１

２３

４

５

６
８

226.6ｍ１１

２２ ３
３ ４

５

ＳＰ Ｐ

226.7ｍ

３

Ａ Ｂ

１

２

Ⅴ Ⅴ
Ⅵ Ⅵ

Ⅶ Ⅶ

１
２
３

４

１

２
３

４

５
６

５

Ｐ
Ｐ

22
6.
7m

Ｄ

１ ２

３ ４ サブトレ 1層
サブトレ 2層

３区棚
4区棚
竃
竃上
竃内

Ｄ－１下部
Ｄ－１上部

周辺

510g
18,270g

907g
2,145g

100g
21,935g

1 層 ２層

竃内

石器分布

須恵器
坏
甕

土師器
坏
甕
他
計

土層分布

1層

２層

　　　４区棚
　　　　竃内
サブトレ１層

礫分布
1層

２層１層／２層１層／２層

D-1

竃

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

Ｈ－11号住

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粘土

Ｈ－11号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × ※ ○
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ ※ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ ※ ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ ※
5 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ※
6 暗褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ○ △ ※

竃 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × △
3 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ○ ※ △
4 暗褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※ ○
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ※ ○ ※ △
6 暗褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ※ × ※ ◎
7 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × △
8 黒褐色土層10YR ８＜７ ○ ○ × ※ × △

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR △ ○ ○ ○ ○
2 褐色土層10YR △ △ ◎ ◎ ◎ ﾛｰﾑBR層と暗褐色土層が互層となる

混 入 物
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１
２

３
３

４
(貼
床
)

５
１
２

３ ３
４(貼床)

１ １

１

２

３

Ｉ
Ｊ

Ｃ
Ｄ

Ｉ Ｊ

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ Ｈ

Ｅ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

227.3ｍ

22
7.
3ｍ Ⅳ

Ⅳ
Ⅴ

Ⅴ

227.2m 226.9m

227.0m

Ｄ－１

Ｄ－２

Ｓ

竃

竃掘方

竃微細図

Ｈ－12号住

D-1
D-2

１

２

土器

土器分布

　１層

石器分布

　１層
礫分布

　１層

 サブトレ
        竃内
     Ｄ－１
     Ｄ－２

須恵器
　坏　　   840g
　甕　　   855g
土師器
　坏　　   330g
　甕　　1,225g
計　　　3,250g

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

１ ２

３ ４

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－12号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ※
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × × ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ◎ ○ ※ × × ⅣＢ　○
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ◎ ○ ※ △ ※ 貼床
5 黒褐色土層10YR ５＜４ △ ○ △ △ ※ ピット

竃 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ※ × × ※
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ × × △

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR △ ○ ※ × × ※
Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR △ ○ ※ ※ × ※ ※

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－13号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × ※ ※ ※ 竪穴
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ※ ※ △  〃
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ △ ※ ※ ※  〃
4 黒褐色土層10YR ３＜４ △ ○ ○ ○ ※  〃

掘り方 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ○ ※ ※ ※ Ｄ－１・２
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ △ ※ Ｄ－１
3 暗褐色土層10YR ２＝３ ○ ○ △ △ ※ ※ Ｄ－２
4 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ※ ※ Ｄ－３

竃 1 黒褐色土層10YR △ ○ ※ × ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ × ※ △
3 暗褐色土層10YR ◎ ◎ △ ○ ※
4 黄褐色土層10YR ◎ ◎ × ◎ ×
5 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ○ ※ ※
6 暗褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ ○ △ ※ ※ △

混 入 物

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｆ

ｶｸﾗﾝ

凝灰岩

凝灰岩

Ｅ

Ｅ

Ｆ

竃微細図  １

Ｅ Ｆ

竃微細図  ２

１
２

３
３

４
４

Ｓ
Ｐ

22
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5ｍ

Ａ Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｓ

１２ ３
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Ｅ Ｆ

１３
３
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Ｐ

竃

D-1
D
-1

Ｇ Ｈ
Ｅ

Ｅ Ｆ

Ｆ

竃掘方微細図

Ｇ

Ｈ

Ｄ－145

Ｄ－145

D-2
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D-3

D-3

D-1

D-1１

２３４ Ｓ

227.1ｍ

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８
９ 10 11 12

13 14 15 16

３区サブトレ１層

７区サブトレ 1層

11区サブトレ 1層

９区ベルト
14区ベルト

２区周溝

竃内

Ｄ－１

Ｄ－２
掘方

須恵器
　　坏
　　甕
土師器
　　坏
　　甕
　計

1,318g

235g
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4,792g
6,892g

土器分布 石器分布
１層

ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ

Ｈ－13 号住

Ｈ－13号住　掘方

Ｄ－1

粘土

土器

礫分布

　１層

Ｄ－１
Ｄ－２

１ｍ０

４ｍ０

４ｍ０
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 白色粘土

Ｈ－14号住 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ※ ※ 埋戻しは３層に似る
2 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × ※ ※
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ × ※ ※ ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ △ ※ ※
5 黒褐色土層10YR ４＜５ △ ○ ○ △ ※ 周溝　新
6 黒褐色土層10YR ５＜６ △ ○ ○ ○ ※ 周溝　旧
7 黒褐色土層10YR ６＜７ △ ○ △ ○ ○ ※ ※ 掘り方？
8 暗褐色土層10YR △ ○ ○ × ○ ピット
9 暗褐色土層10YR ８＜９ △ ○ ○ × ○ 床下２土坑

竃 1 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × ※
2 黒褐色土層10YR ○ ○ △ ○ △ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ △ △ ※
4 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ △ △
5 黄褐色土層10YR ○ ◎ ※ ◎ ※ ※ ※
6 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ○ ※ ※ ※
7 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ △ ※ ※ ※
9 黄褐色土層10YR ○ ◎ ○ ◎ ○ ※ △
10 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ △ ※ ※
11 暗褐色土層10YR 10＜11 ○ ○ △ ※ ※ ○
12 暗褐色土層10YR 11＜12 ◎ ○ △ × ※ △ 貼床
13 暗褐色土層10YR 12＜13 △ ○ △ ○ △ △
14 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○ △
15 黒褐色土層10YR 14＜15 ◎ ○ △ △ ※ ※ 貼床

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR △ ○ ○ △ △ ※ 貯蔵穴
2 黄褐色土層10YR △ ○ × ◎ × 　〃
3 暗褐色土層10YR △ ○ ◎ ○ ◎ ○ 　〃

Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○ △
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ △
3 褐色土層10YR ○ ○ ◎ ◎ ◎

Ｄ－３ 4 黒褐色土層10YR ４＜１ ○ ○ ○ △ ○ △
5 暗褐色土層10YR ○ ○ ◎ ○ ◎

Ｄ－４ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ◎ ◎
3 暗褐色土層10YR ○ ○ ◎ ◎ ○

Ｄ－５ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ △

混 入 物

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11
12

13 14 15 16

土器分布

　１層 ２層

  ３区サブトレ２層
  ７区サブトレ１層
  ７区サブトレ２層
11区サブトレ１層
15区サブトレ１層
15区サブトレ２層

Ｈ－14号住

須恵器
　坏　　　2,672g
　甕　　　480g
土師器
　坏　　　1,085g
　甕　　　2,775g
計　　　　7,012g

      竃
   竃内
Ｄ－１
Ｄ－２
Ｄ－４
Ｄ－６

石器分布

 １層／２層
２層

１層 礫分布

 １層／２層
２層

１層

Ｄ－６

４ｍ０
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Ｈ－15号住

Ｈ－15号住　掘方

Ｆ

Ｄ－３

Ｄ－４ Ｄ－５

Ｄ－２・Ｄ－６

竃掘方微細図

D-3

D
-3

D-2

D
-5

D-2

D-4

D-4

D-5
D-6

焼土

粘土

土器

Ｅ

Ｅ

Ｆ

１ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－15号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ※ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ △ ○ △
4 黒褐色土層10YR ３＜４ △ ○ ※ × ※ ※
5 黒褐色土層10YR ４＜５ △ ○ △ △ △ ※ △
6 黒褐色土層10YR ５＜６ △ ○ ◎ ◎ ◎ △
7 黒褐色土層10YR ７＜６ △ ○ ○ △ ○
8 黒褐色土層10YR ７＜８ △ ○ ○ ※ ○ ○
9 黒褐色土層10YR ８＜９ △ ○ ○ ○ ○

竃 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ×
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○ ※
3 黄褐色土層10YR ○ ◎ ○ ◎ ○
4 黄褐色土層10YR ３＜４ ○ ◎ ※ ◎ ※ △
5 褐色土層10YR △ ○ △ ○ × ○
6 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ ※ △
7 黒褐色土層10YR ○ ○ △ ○ ○

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR △ ○ △ × △ ※ ※ 貯蔵穴
2 黒褐色土層10YR １＜２ △ ○ ○ × ○ 　〃

Ｄ－２・６ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ △ 貼床
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ○ △ ○ Ｄ－６覆土
3 黒褐色土層10YR ２＜３ △ △ ◎ △ ◎ Ｄ－２覆土
4 黒褐色土層10YR ４＜３ △ ○ △ △ △ 　　〃
5 黄褐色土層10YR △ △ ◎ ◎ ◎ 　　〃

Ｄ－３ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ ○ △ ※ ○
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ △ ※
3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ ◎ △ ※
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ○ ○ △ ※

Ｄ－４ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ ○ ○ △ 貼床　Ⅲ層ﾌﾞﾛｯｸ多
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ △ △ △ ※

Ｄ－５ 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ × △ Ⅲ層ﾌﾞﾛｯｸ多
2 褐色土層10YR △ △ ◎ △ ◎ ○

混 入 物
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土器分布

７区サブトレ
11区サブトレ
15区サブトレ
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竃煙道

竃内
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Ｄ－１
Ｄ－3
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Ｄ－3上層

Ｅ Ｆ１
２ １ ２
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Ａ Ｂ

Ｃ
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Ｃ
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Ｅ Ｆ

Ｇ
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１
１

２

３

４

５
５ ６７ Ｓ

226.7ｍ 226.4ｍ
Ｇ Ｈ

ＰNo.1

D-1
D-2

Ｍ
－
９

Ｍ－９

1 ２

３ ４
土器分布
１層

サブトレ

竃

Ｄ－１
Ｄ－２

須恵器　
　　坏
　　甕
土師器
　　坏
　　甕
　　計

135ｇ
1,340g

160g
1,335g
2,970g

Ｈ－17号住

土器

Ｈ－15号住

石器・礫分布

　１層 ２層 ３層
石器

礫

７区サブトレ

須恵器
　坏　　　518g
　甕　　　325g
土師器
　坏　　　322g
　甕　　 4,099g
　計　　 5,264g

石器

礫

竃 Ｄ－１

竃微細図

４ｍ０

１ｍ０

４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 暗褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｈ－17号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × × 竪穴
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ×  〃
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ × × × ○  〃　周溝

竃 1 黒褐色土層7.5YR ○ ○ ※ × × ※ ※
2 黒褐色土層7.5YR １＜２ ○ ○ ※ × × ※ ※
3 鈍い褐色土層7.5YR ２＜３ ○ ○ ※ × × ※ ※
4 鈍い褐色土層7.5YR ３＜４ ○ ○ △ × × ※ ※
5 明赤褐色土層5YR ４＜５ △ △ ○ × × ※ △
6 褐色土層7.5YR ６＜５ ○ ○ ※ × × ※ ※
7 鈍い赤褐色土層5YR ５＜７ △ △ ○ × × ※ △

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ○ ×

混 入 物
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竃全景・掘方微細図
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227.2ｍ

Ｐ
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竃

D-1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ Ｈ

Ｈ－16Ａ・Ｂ号住

Ｈ－16Ａ住

Ｈ－16Ａ住

Ｈ－16Ｂ住

D-1

Ｄ－４

Ｄ－146

Ｍ－９

Ｐ

Ｄ－４

Ｍ Ｎ
227.0ｍ

ⅤⅤ
ⅣⅣ

ⅥⅥ

ⅦⅦ

１

２

３

Ｄ－４

土器

D-3

１ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

Ｄ－４ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ○ ※
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ※
3 暗褐色土層10YR ３＜２ △ △ ◎ △ ◎

混 入 物
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Ｉ Ｊ
226.7ｍ

１
２
３
４

H-16a 覆土

H-16b 覆土
H-16b 貼床

226.9ｍ
Ｄ－３

Ⅴ Ⅴ
Ⅵ

Ⅵ

Ⅶ Ⅶ

１

２

Ⅴ
Ⅴ
Ⅵ Ⅵ

Ⅶ Ⅶ

Ｋ
Ｌ

Ｋ Ｌ

D-1

D-1

Ｄ－２

Ａ

Ｂ

Ｉ
Ｊ

Ｃ

Ｄ
Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｈ－16Ａ・Ｂ号住

Ｈ－16Ａ住
Ｈ－16Ｂ住　掘方

Ｍ－９

Ｄ－４

D-3

D-2

土器分布
　１層

礫分布
　１層

石器分布
 １層／２層

２層
須恵器
　坏　　 1,895g
　甕　　　310g
土師器
　坏　　 1,124g
　甕　　 7,259g
計　　  10,588g

２層

１層

 １区掘方
８区No.1

　　　　10区
　　　　11区
　14区ベルト
  ７区サブトレ
11区サブトレ
 　　 ２区周溝
 　　　　 周溝

　　　　竃

　　竃上面
　　　竃内
　　Ｄ－１
　　Ｄ－３
Ｄ－３下層

    １区掘方
    ８区掘方
    ９区掘方
  11 区掘方
  14 区掘方
  15 区掘方
Ｄ－４掘方

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 暗褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｈ－16号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ × △ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ ○ ○ ※
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ ※ △ ※ △
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ※ ※ △
5 黒褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ○ △ △
6 黒褐色土層10YR ５＜６ △ ○ ※ ○ ※ Ａ住周溝
7 暗褐色土層10YR △ ○ ◎ ◎ ◎ ○ Ｄ－４
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ◎ ◎ ※ ◎ ※ Ａ住貼床
9 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ○ Ｂ住
10 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ○ ※ 　〃

竃 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ※
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○ ※
3 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○ ※
4 黄褐色土層10YR △ ○ ○ ◎ ○ △
5 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ○ △ ○
6 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○ ※ △
7 暗褐色土層10YR ７＜６ ○ ○ △ × △ ※ ○
8 暗褐色土層10YR ７＜８ △ ○ ○ × ○ ※ ○
9 暗褐色土層10YR ９＜８ △ ○ △ × △ ○
10 暗褐色土層10YR ９＜10 ○ ○ △ ○ △ ○
11 赤褐色土層10YR △ ○ ※ × ※ ◎
12 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △ △ △
13 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ △
14 赤褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ○
15 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ○

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ ※ △ ◎ 貯蔵穴
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ ○ ※ △ 　 〃
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ △ △ ※ ○ 　 〃
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ ○ △ 　 〃
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ △ △ △ △ 　 〃
6 黒褐色土層10YR ◎ ○ △ ○ × △ 貼床
7 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ○ ○ ※ ○ 掘り方

Ｄ－２ 1 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ◎ ○
2 暗褐色土層10YR １＜２ △ ○ ◎ × ◎

Ｄ－３ 1 褐色土層10YR ○ ○ △ △ △ ※ ○
2 暗褐色土層10YR △ △ ◎ × ◎
3 暗褐色土層10YR △ ○ △ △ △
4 暗褐色土層10YR △ △ ◎ × ◎

混 入 物

４ｍ０

１ ２ ３４
５ ６ ７８９ 10 11 12
13 14 15 16
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Ｃ
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Ａ

Ｂ
Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

14
竃

Ｄ－１・Ｄ－２・Ｄ－３

炭化材

Ｈ－18号住

Ｈ－18号住　掘方

ｶｸﾗﾝ

ｶｸﾗﾝ

D-1

D-1

D-1

D-2

D-2

D
-2

D-3

D-3

１

　　２
(編物石)

３
(編物石)

４
(編物石)５

(台石)

６
(砥石）

土器分布

　１層

石器分布

　２層２層
  ７区サブトレ１層
15区サブトレ１層
                   竃 No.1
           12 区竃上面
                       竃内
                     Ｄ－１

須恵器
　坏　　　 205ｇ
　甕　　　 262ｇ
土師器
　坏　　　    95g
　甕　　  1,472g
計　　　  2,034g

礫分布
10区 No.1

４ｍ０

４ｍ０

→←→←

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－18号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※ ※ 自然層
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × × × ×
3 黒褐色土層10YR １＜３ ○ ○ × × × ※ ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × × ※ ※
5 黒褐色土層10YR ３＜５ ○ ○ × × × ※ ※
6 褐色土層10YR ３＜６ ○ ○ △ × △ × × 埋戻し
7 黒褐色土層10YR ７＜６ ○ ○ ※ × × × × 三角堆積
8 暗褐色土層10YR ４＜８ ○ ○ ※ × × × ×
9 暗褐色土層10YR ８＜９ ○ ○ △ × ※ × × ﾛｰﾑ　埋戻し
10 暗褐色土層10YR ８＜10 ○ ○ ※ × × × ×
11 暗褐色土層10YR 10＜11 ○ ○ ※ × × × ×
12 暗褐色土層10YR ５＜12 ○ ○ △ × ※ × ×
13 褐色土層10YR ７＜13 ○ ○ △ × × × × 周溝
14 黄褐色土層10YR 10＜14 ○ ○ ○ × △ × × 掘り方
15 褐色土層10YR ８＜15 ○ ○ △ × ※ × ×
16 褐色土層10YR ４＜16 ○ ○ △ × ※ × ×
17 褐色土層10YR 16＜17 ○ ○ △ × ※ × ×
18 暗褐色土層10YR １＜18 ○ ○ ※ × × ※ ※ 竃上面の土
19 褐色土層10YR 18＜19 ○ ○ △ × ※ × × 　　　〃
20 暗褐色土層10YR 20＜19 ○ ○ ※ × ※ × × 　　　〃
21 黒褐色土層10YR 21＜18 ○ ○ × × × ※ ※ 　　　〃
22 暗褐色土層10YR 21＜22 ○ ○ ※ × × ※ ※ 　　　〃

竃 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ △ ※ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ △ ※
4 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ○ × ○
5 褐色土層10YR ○ ○ ◎ ○ × ※ △
6 褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ ◎ △ △
7 褐色土層10YR ７＜６ ○ ○ △ × △ ※ ○
8 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ △
9 暗褐色土層10YR ８＜９ ○ ○ △ × ※ ○

Ｄ－１ 5 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ △ ○
6 暗褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ ○ ○ ○

Ｄ－２ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ △ × ※
2 暗褐色土層10YR １＜２ △ △ ◎ △ ◎
3 暗褐色土層10YR ２＜３ △ △ ○ △ ○
4 暗褐色土層10YR ４＜３ △ △ ○ ◎ ○

Ｄ－３ 7 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※

混 入 物

１ ２ ３４
５ ６ ７８
９ 10 11 12
13 14 15 16
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粘土

Ａ Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

１

２３

３
４

５６ ７８

Ｓ

226.2ｍ

１ ２
３

３
４

５
５

ｶｸ
ﾗﾝ

22
6.
3ｍ

１１
２２３

５

６
７

ｶｸﾗﾝ
226.3m

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ Ｆ

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８
９ 10 11 12
13 14 15 16

土層分布
１層 2層

サブトレ一括

竃上面

竃内

須恵器
　　坏
　　甕
土師器
　　坏
　　甕
　計

200ｇ

200ｇ

229ｇ

749ｇ
1,378g

Ｈ－19号住

D-1( 炉 ) 竃

４ｍ０

４ｍ０

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－19号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ △ ※ ※
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ ※ ※ △
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ※ △ ※
4 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ ※ △ ※
5 黒褐色土層10YR ２＜５ △ ○ ※ ○ × 周溝
6 黒褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ○ ○ ※ 竃
7 暗褐色土層10YR ○ ○ △ ○ ※ ※ 床下掘り方

竃 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※ ※
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ※
3 褐色土層10YR ○ ○ △ △ ※ ※ ※
4 褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ △ ※ ※ ○
5 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
6 褐色土層10YR ６＜４ ○ ○ ※ × ※ ◎ 被熱面
7 褐色土層10YR ７＜６ ○ ○ ※ ○ ※ ※ 竃掘り方
8 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ ○ ※ ※ ※ 貼床か

Ｐ－１ 1 褐色土層10YR ◎ ○ ※ △ ※ ※

混 入 物
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竃遺物出土状況微細図

竃掘方微細図
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Ｐ

Ｐ
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)
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 黒褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｈ－20号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ △ ○ ※
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ △ × △ ◎
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ ※ △
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ ※ ※ ※
6 黒褐色土層10YR ５＜６ △ ○ △ × △
7 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ○ ○
8 黒褐色土層10YR △ ○ ○ △ △ 周溝
9 黒褐色土層10YR ９＜８ ○ ○ △ × △ 床下
10 黒褐色土層10YR 10＜９ ◎ ◎ ○ ○ ○ △ 貼床
11 黒褐色土層10YR 10＜11 △ ○ ◎ ◎ ◎ 床下土坑

竃 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ △ △ ※ ※
3 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ○ ○ △
4 褐色土層10YR △ ○ △ △ △ ※
5 褐色土層10YR ５＜４ △ ○ ※ ○ ※ ○ ○
6 黒褐色土層10YR △ ○ △ △ △ △
7 暗褐色土層10YR ○ ○ △ △ △ ○
8 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
9 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × ※ ○

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR △ ○ △ ○ ○ ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ △ ○ ○ △ ○

Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ○ 一部YP・RPが層状
2 暗褐色土層10YR ○ △ ◎ △ ◎ ※
3 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
4 黄褐色土層10YR ◎ ◎ ※ ◎ ※

Ｄ－３ 5 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ ※ ○
6 黒褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ◎ × ◎
7 黄褐色土層10YR ○ △ ◎ ○ ◎

Ｄ－４ 8 黒褐色土層10YR ○ ○ △ △ △

混 入 物

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８
９ 10 11 12
13 14 15 16

土器分布

　１層

礫分布

　１層

２層

石器分布

　３層

３層

須恵器
　坏　　　942g
　甕　　7,109ｇ
土師器
　坏　　　304g
　甕             35g
計　　　 8,390g

  ３区サブトレ２層
11区サブトレ１層
                  　　 竃
                   竃上面
                   竃煙道
                       竃内
                    Ｄ－１
                    Ｄ－２

Ｈ－20号住

４ｍ０
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竃遺物出土状況微細図
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Ｃ
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Ｆ
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Ｅ Ｆ
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５６

７

８
９
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Ｅ Ｆ

４

Ｃ１
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Ｃ
Ｄ

H-22住

225.6ｍ

Ｄ－５

Ｄ－２

Ｄ－１

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

D-1

D-1

D-4

D-5

D-5

D
-4

Ｈ－21 号住

Ｈ－21号住　掘方

Ｈ－22住

炭化材（Ｃ）

焼土

D-2

９

竃

Ｍ

Ｍ

14

４ｍ０

１ｍ０

Ｅ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 暗灰色粘土

Ｈ－21号住 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ △ △ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ ○ △ △
5 黒褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ ○ △ ○ △ ○
6 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × △ 周溝
7 暗褐色土層10YR ６＜７ ◎ ○ △ ○ △ ※ 貼床
8 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ ※ ※ ピット？
9 黒褐色土層10YR ８＜９ ○ ○ ※ △ ※ 　〃

　〃
　〃
　〃
　〃

10 黒褐色土層10YR 10＜９ ○ ○ △ × △ ※
11 黒褐色土層10YR 10＜11 ○ ○ ◎ ◎ ◎
12 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ △ △ ※
13
14

黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △

竃 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※ △
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ○ ○
3 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※ ○
4 暗褐色土層10YR ○ ○ △ × ※ △ ○
5 暗褐色土層10YR ４＜５ ○ ○ △ △ ※ ○
6 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
7 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ○
8 暗褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ ※ × ※ ◎
9 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ △
10 黒褐色土層10YR ９＜10 ○ ○ ※ × ※

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ △
Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○ △

2 褐色土層10YR ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
3 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ○ ○

黒褐色土層10YR △ ○ ○ ○ ○ ※

Ｄ－５

Ｄ－4

1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ◎ ◎ ◎
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ○ △ ○
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ ○
5 褐色土層10YR ○ ◎ △ ◎ ※

混 入 物
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１層 ２層

２層

石器分布

１層 ２層
礫分布

土器分布
１層

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12
13 14 15 16

３区サブトレ

７区サブトレ 2層
７区サブトレ

11区サブトレ 1層
11区サブトレ 2層

15区サブトレ 1層
15区サブトレ 2層

竃

12区竃上面

竃内一括

Ｄ－２

Ｄ－４

Ｄ－５
一括

覆土 ( ねこ山 )

須恵器

　　坏

　　甕

土師器

　　坏

　　甕

　計

2,162g

1,550g

624g

4,060g

8,396g

1 区サブトレ 2層

2区 No.1

Ｈ－21 号住

Ｄ－２

４ｍ０
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

Ｈ－22号住 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ※ × ※ ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ △ × △ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ ※ ○ △ ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ○ △ ○ ※ ※
5 暗褐色土層10YR ○ ○ ◎ ○ ◎ △ △
6 暗褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ ◎ △ ◎ ○ ○
7 暗褐色土層10YR △ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
8 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※ ※ Ⅴ層ﾌﾞﾛｯｸ　○
9 黒褐色土層10YR ９＜８ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○
10 黒褐色土層10YR ９＜10 △ ○ △ × △ ○ ○
11 黒褐色土層10YR 11＜10 ○ ○ △ × △ ◎ ※
12 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※ 黄褐色砂　○
13
14

黒褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○
褐色土層10YR △ ◎ ◎ ◎ ×

竃１ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ ○ ○ ※ △
3 黄褐色土層10YR ○ ◎ △ ◎ △ ○
4 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ○ ※ ○
5 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ※ ※ ○
6 黄褐色土層10YR ○ ◎ △ ◎ △ ※ ○
7 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △
8 黒褐色土層10YR ７＜８ ○ ○ △ △ ※ ○ ○ 層状一部貼床か
9 黒褐色土層10YR ９＜８ △ ○ ※ ※ ※ △ ○
10 暗褐色土層10YR △ ○ △ ○ ※ ※ ○
11 赤褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ◎
12 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○

竃２ 1 黒褐色土層10YR △ ○ △ × △ ※ ○
2 赤褐色土層10YR △ ○ △ × △ ◎
3 褐色土層10YR △ ○ ※ × ※ △
4 褐色土層10YR ４＜３ △ ○ △ × △ △ ○
5 黒褐色土層10YR △ ○ △ × △ △ ○
6 褐色土層10YR △ ○ ○ ○ ○ ○
7 明黄褐色土層10YR ○ ◎ ○ ◎ ○ ※ ◎
8 明黄褐色土層10YR ◎ × ※ × ※ 黄褐色砂　多

Ｄ－１ 1 黒褐色土層10YR △ ○ ○ △ △ △ △
2 黒褐色土層10YR ２＜１ △ ○ △ × △ ◎ △
3 黒褐色土層10YR ２＜３ △ ○ △ △ △ ※

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 黒色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｄ－３ 1 暗褐色土層10YR △ ○ ○ × ○ ○
2 褐色土層10YR △ ◎ × △ × △ 灰色粘土　多

Ｄ－４ 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ × ※ ※ Ｄ－４・５・８
2 暗褐色土層10YR １＜２ ◎ ○ ○ △ ○ ※ 　　　〃
3 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ◎ ○ △

Ｄ－５ 3 暗褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ○ △ ○ ※ △ Ｄ－４・５・８
4 暗褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ ○ ○ ○ △ 　　　〃

Ｄ－８ 5 明赤褐色土層10YR △ ○ ※ × × ◎ 　　　〃　　　灰色粘土　少
6 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○ ※ 　　　〃

Ｄ－６ 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ◎ △ ◎ △
2 暗褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ × ○ ※ △

Ｄ－７ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ○ × ○ ※ △
2 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ○ △ Ｄ－７・11・12

Ｄ－11 2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ○ ○ ○ △ 　　　〃
Ｄ－12 3 暗褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ ○ △ ○ ※ ○ 　　　〃

4 暗褐色土層10YR
暗褐色土層10YR

４＜３ ○
○

○ ○ ○ ○ ※ 　　　〃
Ｄ－14 1 ○ ○ × ○ ※ ※
Ｄ－15 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ △ ○
Ｄ－16 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ◎ △ ○ ※ ※

2 暗褐色土層10YR △ ○ ○ ※ ○ ※ △
3 黄褐色土層10YR ○ ◎ × ○ ×

Ｄ－17 1 褐色土層10YR △ ○ ○ × ○ △
2 暗褐色土層10YR △ ○ ○ × ○ △ ※

Ｄ－18 1 褐色土層10YR △ ○ × × × ◎ 灰色粘土
Ｄ－21 1 褐色土層10YR △ ○ ○ × ○ ※ ※

2 褐色土層10YR １＜２ △ ○ ○ × ○ ※ ○
3 黄褐色土層10YR ◎ ◎ ※ ◎ ※ ※

Ｄ－22 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ◎ ※ ◎ ※
2 褐色土層10YR △ ○ ○ ○ ○ ※ ※

Ｄ－23 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ○ ○ ○ ※
2 黄褐色土層10YR ◎ ◎ ○ ◎ ×

Ｄ－24 1 暗褐色土層10YR △ ○ ○ × ○
Ｄ－26 1 暗褐色土層10YR △ ○ ○ × ○ ﾋﾟｯﾄ

2 黄褐色土層10YR ◎ ◎ △ ◎ △  〃
3 黒褐色土層10YR × × × × ×  〃　　灰層

Ｄ－29 1 褐色土層10YR ◎ △ ◎ × ◎
Ｄ－30 1 暗褐色土層10YR △ ○ ○ × ○
貼床 1 黒褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ○ △ △

混 入 物
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Ｃ

Ｇ
Ｈ

Ｍ

Ｎ
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Ｆ･Ｐ
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ＬＯ

竃１

Ｏ Ｐ
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１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８
９ 10 11 12
13 14 15 16

Ｈ－22号住

土器分布

　１層 ２層 ３層

石器分布

　１層 ２層

礫分布

　１層 ２層

３層

  ３区サブトレ１層
  ３区サブトレ２層
  ３区サブトレ３層
  ７区サブトレ１層
  ７区サブトレ２層
  ７区サブトレ３層
11区サブトレ１層
11区サブトレ２層
11区サブトレ３層
16区サブトレ３層
       16 区サブトレ
                ２区床面
                ３区床面
                ８区床面

     Ｄ－１
     Ｄ－５
     Ｄ－６
     Ｄ－７
     Ｄ－９
    Ｄ－12
    Ｄ－17
    Ｄ－18
    Ｄ－21
    Ｄ－23
    Ｄ－24
  ４区掘方
12区掘方
     　一括

   14 区床面
   15 区床面
   16 区床面
        １区棚
        ２区棚
        ３区棚
        ４区棚
        ５区棚
        ８区棚
        ９区棚
16区テラス
     竃１左袖
        竃１内
            竃内
        竃左袖

須恵器
　坏　　  3,876g
　甕　　  7,198g
不明　　　　30g
土師器
　坏　　  5,283g
　甕　　16,825g
計　　　33,212g

  ７区サブトレ３層
11区サブトレ２層
              14 区床面
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Ｐ
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

ＨＴ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × Ⅳ層土

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

ＨＴ－３　Ｐ－１・４～８ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × × Ⅳ層土
ＨＴ－３　Ｐ－２ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ×

2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ △ ×
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ×
4 黒褐色土層10YR ３＜４ △ ○ ※ ○ ×

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

ＨＴ－３　Ｐ－３ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ ※ ※ ※ 白色粒　少
（Ｄ－144） 2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ※

3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ × ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ ○ ※
5 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ ※ ※ ※
6 黒褐色土層10YR ５＜６ ○ ○ △ ○ ※

混 入 物

Ｄ
Ｃ

Ａ Ｂ

Ｈ－９住

ＨＴ－２
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

ＨＴ－９　Ｐ－５ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※ ×
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × ※ × × ×
3 黒褐色土層10YR ３＜１ ○ ○ × × ×
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ ※ × ×
5 黒褐色土層10YR ５＜２ ○ ○ × × ×
6 黒褐色土層10YR ５＜４ ○ ○ × × ×
7 黒褐色土層10YR ６＜７ ○ ○ × × × 柱痕

混 入 物

４ｍ０

土器分布
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土

ＳＦ－１　東西ｾｸｼｮﾝ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × × ※
2 ２＜１ ○ ○ ※ × × ※ Ⅲ層土に似る
3 黄橙色土層10YR ○ ◎ ※ × × ※ 黄橙色粘土　多

ＳＦ－１　南北ｾｸｼｮﾝ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ○ × ※ ※ ※
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ ※ × ※ ※ ※
4 黒褐色土層10YR ３＜４ ○ ○ △ × ※ ※ ※

混 入 物
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３ ４

Ａ
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Ｔ－５

土器分布
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計         474g
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　 P-3
　P-5

HT-9
   P-5

HT-9
   P-2

HT-9
   P-3

HT-9
   P-4

ＨＴ－３

ＨＴ－9

炉状遺構

炉状遺構

竃状遺構

礫

ｻﾌﾞﾄﾚ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ

炉状遺構 竃状遺構

№1

拡大図

４ｍ０

４ｍ０

４ｍ０

１ｍ０

第 143 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　竪穴状遺構・ＳＦ－１号遺構実測図



－ 171 －

については、現状保存の措置を講じたため、事業区域内に延びていると判断し、確認調査は実施しなかっ

た。Ｍ－９号溝は、調査区内で確認した遺構で、Ｍ－８号溝との交差が予想されたが確認できなかった。

Ｍ－10号溝は、一部のみを確認したが、谷へ向かって東西に延びるものと推定される。Ｍ－８～10号

溝の時期は、古代末期以降である。　                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上・高橋）
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Ａ Ｂ
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ｶｸﾗﾝ →H-16 住
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Ａ
Ａ

Ｂ
Ｂ

４ｍ０

227.3m

３１
２

D-147

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭 焼土 As-B

Ｄ－143 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ※
3 黒褐色土層10YR ２＜３ ○ ○ △ △ ※

Ｄ－145 1 暗褐色土層10YR ◎ ○ ○ △ ※ ※
2 暗褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ ※ × ※

Ｄ－146
Ｄ－147

1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ ※
1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ △ ※
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Ｄ－148 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※
Ｄ－149 1 黒褐色土層10YR ○ ○ ※ × ※ △

2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × × ◎
Ｄ－150 1 黒褐色土層10YR ○ ○ △ × △

2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ ※ × ※

混 入 物

第 144 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　土坑実測図



－ 172 －

2T-57

2V-57

2R-60

3C-57

3F-56

3H-56

2X-57

確認のみ

１ ２

Ⅲa
Ⅲb

Ⅰa

227.3ｍ

１

２

226.8ｍ

227.8m

１
２

Ⅲa
Ⅲb

Ⅰa

Ⅱa

Ⅱb

１

２

Ⅲa

Ⅲb

３区南壁

３区ベルト南壁

２区北壁

２区南壁

227.6m Ⅱa
Ⅱb

Ｍ－７

１区

２区

３区

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ Ｈ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ

Ｇ Ｈ

３区ベルト南壁

３区南壁

２区南壁

２区北壁

Ⅱb層

４ｍ０ 断面図

10ｍ０ 拡大図10ｍ０ 平面図

遺構名 層番 層名 色調 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｍ－７ 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × ×
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混 入 物

第 145 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　溝実測図（１）
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４　平塚遺跡

（１）概要

  本遺跡では、平成６年度に確認された２基の古墳が分布する台地縁辺近くで３基の古墳（Ｋ－３～５

号古墳）を確認した。古墳以外の遺構では、浅間Ａ軽石の灰掻き溝（土坑）が古墳上面で重複して確認

された。なお、縄文時代～古代の遺構については確認されなかった。出土遺物は、表土中から縄文土器

（前期関山式期、中期加曽利Ｅ式期）、石器が少数出土した。

（２）古墳時代の遺構

Ｋ－３号古墳（第149図）

確認状況：トレンチ調査で確認した古墳で、墳丘はすでに削平され、石室の残骸と浅間Ｂ軽石が環状と

なる周溝を確認した古墳である。三本木Ⅱ遺跡調査区東側の道路状遺構に隣接する部分に位置し、トレ

ンチ調査によって古墳の約２／３を確認した。古墳の南側は既存の道路部分にあたるが、平成６年度の

確認調査では、古墳の存在は確認されていない。

形態・規模：東西径14.9ｍ、南北径10.4ｍ以上の円墳と推定される。

墳丘・周溝：墳丘部分は削平され、浅間Ａ軽石が混入するⅠａ層に覆われた状態であったため盛土の状

況は確認できなかった。周溝は、北側部分が切れたＣ字状となる。南側は調査区外であるため不明である。

溝の幅は、最小0.8～最大220.0ｍで一定ではない。周溝確認面では、浅間Ｂ軽石が薄く環状に堆積し、

周溝覆土は黒色土による自然埋没であった。底面には小ピットが点在する。前庭部脇と推定される東側

の周溝内からは、遺物（須恵器、礫）が少数出土した。

主体部：墳丘と同様、削平によって石室は壊され、遺存状態は悪く、地山を掘り込んだ堀方を確認した。

床面には中小礫が散在し、その中心に土坑状の遺構覆土内に礫が集積された状態の遺構を確認したが、

この検出状況が石室本来のものかは疑わしい（Ｄ－83号土坑）。主体部の主軸は、南東方向（Ｓ－26°

－Ｅ）である。

出土遺物：主体部床面から鉄釘３点、周溝内から土器片（須恵器）４点、礫が出土した。

時期：古墳は終末期（７世紀終末～８世紀前半）と推定される。

Ｋ－４号古墳（第150～153図）

確認状況：調査前は地表よりやや高くマウンド状となり、礫が集積していたことから露出した石室が予

想された。この範囲を対象としてトレンチを入れ、古墳の存在を確認したところ、浅間Ｂ軽石で覆われ

た周溝、壊された石室を確認した。

形態・規模：径19.2ｍの円墳である。

墳丘・周溝：墳丘は周溝の掘り込み面まで削平されていた。周溝の平面は石室正面（前庭部）で途切れ

る「Ｃ」形である。周溝の幅は3.2～5.2ｍ（突出部分最大4.4ｍ）で一定ではなく、北側が大きく突出

する。周溝確認面では環状に堆積する浅間Ｂ軽石を確認し、その下位の周溝覆土は黒色土による自然埋
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没であった。周溝の断面は皿状である。周溝内には石室を壊した段階で崩れ落ちた礫あるいは散乱する

礫が分布していた。周溝内では、礫を覆う黒色土の上部に浅間Ｂ軽石が堆積することから、この古墳が

1108年（天仁元年）の噴火以前には、削平されていたと推定される。前庭部付近で途切れる両側の周

溝内からは、古墳祭祀に供献、使用して廃棄された土器が多数出土した。

主体部：横穴式と推定される。後世の削平及び撹乱によって遺存状態は非常に悪く、石室の大部分が壊

されており、構造は不明だが、石室床面では、石室の基礎部分に相当する大きな礫（根石）の埋め込み

と裏込め用の小礫が集中する範囲を確認した。主体部の主軸は、南東方向（Ｓ－43°－Ｅ）である。

出土遺物：主体部床面から土器３点（須恵器短頸壺他）、鉄釘が出土した。前庭部付近の左右周溝内か

らは、８世紀代の土器が多数出土した。長頸壺は完形に復元できるものが４個体出土した。

時期：古墳の形態から７世紀終末と推定される。ただし、出土遺物は８世紀後半までであることから、

祭祀行為が律令期まで続いた可能性が考えられる。                                　　
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第 148 図　平塚遺跡　遺構配置図
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ 褐色土ﾌﾞﾛｯｸ

Ｋ－３　周溝 1 黒褐色土層10YR △ ○ ※ × ×
2 暗褐色土層10YR △ ○ ※ × × △

Ｋ－３　主体部 1 暗褐色土層10YR △ ○ ※ × × △
2 黄褐色土層10YR ◎ ○ ◎ × × 礫主体その間に暗褐色土
3 暗褐色土層10YR １＜３ ◎ × △ × △              〃

Ｄ－83（Ｋ－３内） 1 黒褐色土層10YR × ○ ※ × × 礫層（礫上面はﾛｰﾑを貼る（Ⅴ層））

混 入 物
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ⅳ 炭 焼土

Ｋ－４　掘方 1 暗褐色土層10YR ○ ○ ※ × × ※ ※ ※ 墳丘盛土
2 黒褐色土層10YR ２＜１ ○ ○ × × × ※ Ⅲ層盛土
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ × × × ※
4 黒褐色土層10YR ４＜１ ○ ○ × × × × 石室奥室外掘方

Ｋ－４　掘方　石室掘方 5 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※ 墳丘土混入
6 黒褐色土層10YR ６＜５ ○ ○ × × × ※

Ｋ－４　掘方　石室外掘方 7 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※
8 黒褐色土層10YR ８＜７ ○ ○ × × × ※

Ｋ－４　掘方　ﾋﾟｯﾄ 9 黒褐色土層10YR ９＜８ ○ ○ × × × ※

混 入 物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考
ＲＰ ＲＢ ＹＰ Ⅳ

Ｋ－５　掘方 1 黒褐色土層10YR ○ ○ × × × ※ 盛土（Ⅲ層２次）
2 黒褐色土層10YR １＜２ ○ ○ × × × ※ 盛土（Ⅲ層２次）
3 黒褐色土層10YR ３＜２ ○ ○ × × × ※ 石室掘方
4 黒褐色土層10YR ４＜３ ○ ○ × × × ※ 墳丘前庭部掘方

混 入 物

遺物分布
石室床面一括

須恵器　坏系
須恵器　甕系
　　　その他
土師器　坏系
土師器　甕系

鉄

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｉ

Ｊ

Ｇ

Ｈ

Ｋ－４　

石室検出状況

Ｋ－５号墳　石室

Ｘ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｕ Ｖ

Ｗ Ｘ

Ｉ ＪＧ Ｈ
227.7m227.8m

ﾋﾟｯﾄ
５

５

６６

６

６

７

８

ｶｸﾗﾝ９
↓

Ｋ ＬＭ
Ｎ228.0ｍ

１
２

３４

↓

↓
ｶｸﾗﾝ５

６

227.4ｍ
４

３

１

２

３
Ⅰb

227.4ｍ

Ⅳ

（Ⅳ層＝地山）

（Ⅳ層＝地山）

（石室を崩したときの礫）

石室掘方範囲

礫裏込め範囲（一部）

Ｋ－４　

石室遺構範囲

（床面の敷石）
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第 152 図　平塚遺跡　Ｋ－４・５号古墳実測図（３）
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Ｋ－５号古墳（第150～152図）

確認状況：発掘調査で確認された古墳で、Ｋ－４号古墳の確認中に発見された。墳丘は削平されており、

石室も壊されていた。

形態・規模：径14.8ｍの円墳である。

墳丘・周溝：墳丘はＫ－４号古墳より削平されており、全く確認できなかった。Ⅰａ層と浅間Ｂ軽石に

覆われていることから、Ｋ－４号古墳と同様、1108年（天仁元年）には、すでに削平されていたと推

定される。周溝は石室正面が途切れる「Ｃ」形である。本古墳の周溝とＫ－４号古墳の周溝が重複する。

周溝南側の底面には、礫を方形に敷き詰めた「集礫」を確認した。この部分の覆土には浅間Ｂ軽石が混

入していることから、古墳の礫を再使用した遺構と考えられる。

主体部：石室床面と堀方とその痕跡を確認した。構造は不明だが、横穴式と考えられる。主体部の主軸

は、Ｋ－4号古墳と同様、南東方向（Ｓ－67°－Ｅ）である。

出土遺物：石室床面から鉄釘が13点出土した。全て破片である。

時期：古墳の形態から７世紀終末と推定される。Ｋ－４号古墳より時期が古い。

                                                                                   　（井上）

１
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　　　その他
土師器　坏系
土師器　甕系

鉄
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Ｋ－４　遺物分布図
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第 153 図　平塚遺跡　Ｋ－４・５号古墳実測図（４）
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第５表　三本木Ⅱ遺跡　縄文時代住居址観察表

遺構名 平面形態
規模（ｍ） 主軸方向

（Ｎから） 壁周 主柱穴
配置

炉
時期 備考

主軸長 副軸長 深さ 位置 構造 Cピット

Ｊ－６ 台形 7.60 6.20 0.32 34°－W 溝＋柱穴列 ６本柱
（Ｂ） 奥壁寄り 地床

石（底のみ） なし
関山Ⅱ式末
～
有尾式期

２条の壁周溝が竪穴北半で重複。
建て替えが予想される。南壁際に
出入口対ピット。

Ｊ－７ 隅丸方形 4.32 － 0.36 45°－E なし ４本柱
（Ｂ） なし － － 五領ヶ台Ⅰ

式期
主柱穴が２対あり、建て替えが予
想される。

Ｊ－８ 円形 6.20 6.32 0.32 48°－W なし ４本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥・側・前）－ 加曽利EⅢ

式期

Ｊ－９ 長方形 5.72 4.40 0.72 33°－W 柱穴列（密接） ６本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥・側・底）焚口側 関山Ⅰ式期 南東隅に貯蔵穴。２層に硬化面。

Ｊ－10 長方形 4.96 3.88 1.00 11°－W 柱穴列 ６本柱
（Ａ１）やや奥壁寄り 石（奥・側・底）奥側か 二ツ木式～

関山Ⅰ式期 南東隅に貯蔵穴（Ｐ－３）。

Ｊ－11 長方形 5.76 3.88 1.00 65°－W 柱穴列 ６本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥・側・底）焚口側 関山Ⅰ式期

南東側に貯蔵穴か（Ｐ－１）。前壁
際中央に出入り口ピット。中央で
クルミを含む炭化材出土。Ｊ－17
と重複（本遺構が古い）。

Ｊ－12 長方形 7.68 5.44 0.88 32°－W 柱穴列 ６本柱
（Ｂ） 奥壁寄り 地床 焚口側 関山Ⅰ式期 Ｊ－16・Ｄ－60と重複（本遺構が

新しい）。

Ｊ－13 長方形 4.08 3.52 0.64 29°－E 柱穴列（密接） ６本柱
（Ａ１）やや奥壁寄り 石（奥・側・

底）、土器片（側）焚口側 関山Ⅰ式期 Ｄ－53・82と重複（本遺構が新し
い）。玦状耳飾出土。

Ｊ－14 台形 6.96 7.48 0.64 20°－W 溝＋柱穴列 ６本柱
（Ａ２）やや奥壁寄り 地床 焚口側 関山Ⅱ式期

本遺構よりＤ－１は古く、Ｐ－3
は新しい。前壁際中央に出入り口
ピット。

Ｊ－15 不整長方形 5.20 3.68 0.36 12°－W 部分的な柱穴
列

４本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥のみ） 焚口側 関山Ⅱ式期

（古段階）

Ｊ－16 長方形 4.08 3.56 0.92 26°－W 柱穴列（密接） ４本柱
（Ａ1）やや奥壁寄り 地床 焚口側 関山Ⅰ式期

南壁際で見られる２条の壁周溝よ
り、建て替えが予想される。Ｊ－
12と重複（本遺構が古い）。

Ｊ－17 台形 4.88 4.48 0.68 14°－E 柱穴列 ４本柱
（Ａ1）やや奥壁寄り 石（奥・底）、土

器片（右側） 奥側 関山Ⅱ式期
（古段階） Ｊ－11と重複（本遺構が新しい）。

Ｊ－18 不整長方形 7.52 4.80 0.88 21°－E 柱穴列 ６本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥・側） 焚口側 関山Ⅰ式期

Ｄ－70と重複（本遺構が古い）。テ
ラス部分に１対の大型ピット。南
東部に貯蔵穴。

Ｊ－19 長方形 4.32 3.36 0.80 52°－W 柱穴列 ６本柱
（Ａ1）やや奥壁寄り 石（奥・側・底）なし 二ツ木式～

関山Ⅰ式期
中央やや南側の床面に被熱痕。中
層に焼土集中部（石皿下）。

Ｊ－20 隅丸長方形 5.12 3.76 0.72 65°－W 柱穴列 ４本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥・側・底）焚口側 関山Ⅱ式期

（古段階）

Ｊ－21 不整長方形 3.88 3.08 0.68 64°－W 柱穴列 ４本柱
（Ｂ） 中央 石（奥・側）、土

器片（奥石下） 焚口側 関山Ⅰ式期 ピットの配列から建て替えが予想
される。

Ｊ－22 不整長方形 4.40 3.84 0.32 113°－E 溝 ４本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥・底） 焚口側か 関山Ⅱ式期 Ｐ－１は本遺構に帰属しない可能

性が高い。

Ｊ－23 不整長方形 4.12 3.44 0.48 11°－E 溝 ４本柱
（Ｂ） 中央 石（奥・側・

底）、土器（炉下）焚口側 関山Ⅱ式期 壁周溝内に連続する工具痕。南壁
際中央に出入口ピット。

Ｊ－24 方形 5.84 5.12 0.32 25°－E 溝＋柱穴列 ６本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥・底） なし 関山Ⅱ式期 南壁際中央に出入口対ピット。

Ｊ－25 矩形 － 4.32 0.80 29°－W 柱穴列 不明 不明 石（奥・側・底）焚口側 二ツ木式～
関山Ⅰ式期

Ｊ－26 方形 5.20 4.64 0.60 22°－E 溝＋柱穴列 ６本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 土器片（奥・

側・前） なし 関山Ⅱ式期

Ｊ－27Ａ 長方形 5.20 3.64 1.04 49°－E 溝＋柱穴列 ６本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り

石（側・底）、土
器片（奥・側・
前）

なし 関山Ⅱ式期 Ｊ－27Ｂと重複

Ｊ－27Ｂ 台形か 6.52 4.40 0.92 55°－E 柱穴列 ６本柱
（Ｂ） － － － 関山Ⅱ式期 Ｊ－27Ａと重複。北東壁に壁土の

崩落痕。

Ｊ－28 方形 4.32 4.08 0.64 50°－E 溝 ４本柱
（Ｂ） 奥壁寄り 地床 不明 有尾式期

Ｊ－31・32と重複（本遺構が新し
い）。北東・北西壁際に見られる壁
周溝より、建て替えが予想される。

Ｊ－29Ａ 長方形 7.44 4.72 0.48 ３°－W 溝 ４本柱
（Ｂ） 奥壁寄り 地床 不明 有尾式期

Ｊ－29Ｂから拡張。さらに、柱穴
配置から２回の建て替えが予想さ
れる。

Ｊ－29Ｂ 方形 5.20 4.72 0.48 ３°－W 溝 ４本柱
（Ｂ） 奥壁寄り 地床 不明 有尾式期

柱穴配置から２回の建て替えが予
想される。さらに、Ｊ－29Ａに拡
張。

Ｊ－30 長方形 5.60 3.64 0.80 79°－E 溝＋柱穴列 ６本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥・側） 焚口側 関山Ⅱ式期 焼失住居。床面や壁面に被熱痕。

床面上・壁脇に炭化材が散在。

Ｊ－31 方形 6.24 6.12 0.60 23°－W 溝＋柱穴列 ６本柱
（Ａ1）未検出 － － 関山Ⅱ式期 Ｊ－28・32と重複（本遺構が古い）。

南側の床面に被熱痕。

Ｊ－32 方形 3.12 2.88 0.64 12°－W 溝 ４本柱
（Ｂ） 奥壁寄り 地床 なし 有尾式期 Ｊ－28・31と重複（本遺構がＪ－

31より新しく、Ｊ－28より古い）。
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遺構名 平面形態
規模（ｍ） 主軸方向

（Ｎから） 壁周 主柱穴
配置

炉
時期 備考

主軸長 副軸長 深さ 位置 構造 Cピット

Ｊ－33 長方形 5.20 3.84 0.72 17°－W 柱穴列 ６本柱
（Ａ１）やや奥壁寄り 石（奥・側・底）焚口側 関山Ⅰ式期

Ｊ－34と重複（本遺構が新しい）。
Ｊ－33の床面がＪ－34と重複する
部分において硬化。

Ｊ－34 長方形 4.08 3.12 0.88 17°－W 柱穴列 ４本柱
（Ａ１）未検出 － － － Ｊ－33と重複（本遺構が古い）。

Ｊ－35 隅丸方形 4.28 4.64 0.40 125°－W 溝＋柱穴 ４本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥） 焚口側 関山Ⅱ式期 竪穴の南側は不明瞭。

Ｊ－36 隅丸方形 5.44 ［4.52］ 0.64 26°－W 溝＋一部に柱
穴

４本柱
（Ｂ）

炉１：奥壁寄り
炉2：左壁寄り 地床 なし 諸磯ｂ式期

西壁寄り中央に正位の埋設土器（U
－1）。床面の段より拡張が予想さ
れる。

Ｊ－37Ａ 隅丸方形 5.12 （5.28） 0.96 41°－W 柱穴列 ４本柱
（Ｂ） 左壁寄り 地床 未検出 諸磯ｂ式期 Ｊ－37Ｂから拡張。

Ｊ－37Ｂ 隅丸方形 － － 0.96 39°－W 溝 ４本柱
（Ｂ） 未検出 － － 諸磯ｂ式期 Ｊ－37Ａに拡張。

Ｊ－38 長方形 3.12 2.48 0.20 69°－E 溝 ４本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 地床 なし 関山Ⅱ式期

Ｊ－39 隅丸方形 5.16 4.76 0.80 13°－W 柱穴列 ４本柱
（Ｂ） なし － － 諸磯ｂ式期

Ｊ－40Ａ 長方形 4.88 3.76 0.72 132°－W 溝＋柱穴列 ４本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥・側） なし 関山Ⅱ式期 Ｊ－40Ｂから拡張。竪穴南東端に

ロームの掘り残しによる小塚。

Ｊ－40Ｂ 方形 3.84 3.76 0.72 132°－W 溝＋柱穴列 ４本柱
（Ｂ） 中央 土器片（奥・側）なし 関山Ⅱ式期 Ｊ－40Ａに拡張。

Ｊ－41Ａ 不整台形 3.92 3.56 0.48 5°－W 溝 ２本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 地床 焚口側 関山Ⅱ式期 壁周溝に工具痕。Ｊ－41Ｂから拡

張。

Ｊ－41Ｂ 隅丸方形 3.20 2.88 0.44 5°－W 溝 ２本柱
（Ａ２）－ － － 関山Ⅱ式期 壁周溝に工具痕。Ｊ－41Ａに拡張。

Ｊ－42 長方形
（奥壁隅丸） 4.48 3.28 0.32 153°－E 溝＋柱穴列 ４本柱

（Ｂ） 中央
石（奥・側）、土
器片（側・前・
底）

なし 関山Ⅱ式期
Ｊ－37・Ｄ－105と重複（本遺構
が古い）。出入口対ピット。南西側
の床面に被熱痕。

Ｊ－43 長方形 6.08 5.12 0.72 37°－E 溝＋柱穴列 ６本柱
（Ｂ） やや奥壁寄り 石（奥・側） なし 関山Ⅱ式期 竪穴南壁中央にロームの堀り残し

による小塚。出入口対ピット。

Ｊ－44Ａ 隅丸方形 7.68 8.00 0.88 136°－E なし ８本柱
（Ｂ）

右壁寄り
（炉１） 地床 奥側 諸磯ｂ式期

Ｊ－44Ｂから拡張。主柱穴の脇に
補助ピット。北東壁寄り中央に正
位の埋設土器（U－1）。

Ｊ－44Ｂ 不明 － － － 135°－E なし ４本柱
（Ｂ）

左壁寄り
（炉３） 地床 なし 諸磯ｂ式期 Ｊ－44Ａに拡張。北東壁寄り中央

に正位の埋設土器（U－2）。

Ｊ－45 方形 6.56 6.00 1.04 10°－E 溝＋柱穴列 ６本柱
（Ａ1）やや奥壁寄り 石（奥） なし 関山Ⅱ式期 竪穴北東隅に炭化材。

Ｊ－46Ａ 隅丸方形 5.92 5.60 0.88 47°－E 溝 ４本柱
（Ｂ） なし － － 諸磯ｂ式期

Ｊ－46Ｂから拡張。SU－１と重
複（本遺構が古い）。南西壁寄り中
央に正位の埋設土器（U－2）。

Ｊ－46Ｂ 隅丸長方形 4.32 3.72 0.88 46°－E なし ４本柱
（Ｂ） なし － － 諸磯ｂ式期

Ｊ－46Ａに拡張。南西壁寄り中央
に正位の埋設土器（U－1）。床面の
段が拡張の痕跡か。

Ｊ－47 隅丸方形 5.60 5.76 0.76 103°－W 溝＋一部に柱
穴

４本柱
（Ｂ） 奥壁寄り 地床 奥側 諸磯ｂ式期 SU－１と重複（本遺構が古い）。Ｄ

－２はSU－１による撹拌。

Ｊ－48 隅丸方形 3.36 3.60 0.64 31°－W 溝＋一部に柱
穴

４本柱
（Ｂ） 奥・左側壁寄り 地床 内側 諸磯ｂ式期 主柱穴が２対あり、建て替えが予

想される。

Ｊ－49 不整長方形（3.88） 3.44 0.16 65°－E 部分的な柱穴
列

４本柱
（Ｂ） 中央 地床 内側 関山Ⅱ式期 奥・前壁中央で対となる大型ピッ

ト。上層で大型礫出土。

Ｊ－50 隅丸方形 4.92 4.88 0.80 19°－E 溝＋一部に柱
穴

４本柱
（Ｂ） 奥・左側壁寄り 地床 内側 諸磯ｂ式期 出入口ピット。主柱穴が２対あり、

建て替えが予想される。

Ｊ－51 隅丸台形 3.60 3.52 0.40 34°－W 溝 なし 左側壁寄り 地床 内側 諸磯ｂ式期 出入口ピット。炉の上面に横位の
深鉢が潰れた状態で出土。

凡例 （　）：推定値、[　]：残存値
 主柱穴配置　A1: 桁が奥壁・前壁に接するもの　A2: 桁が奥壁に接するもの　A3: 桁が前壁に接するもの　B: 桁が壁に接しないもの
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第６表　三本木Ⅱ遺跡　古代住居址観察表

遺構名 平面形態
規模（ｍ） 主軸方向

（Ｎから）
壁周溝 貯蔵穴 主柱穴

出入口
ピット

カマド
床下土坑 時期 備考

主軸長 副軸長 深さ 位置 構造

Ｈ－６
中型長方
形Ａ

4.56 2.52 0.32 73°－E なし なし なし なし 東壁中央 粘土
２基

（Ｄ－１・２）
不明

第７表　三本木Ⅲ遺跡　古代住居址観察表

遺構名 平面形態
規模（ｍ） 主軸方向

（Ｎから）
壁周溝 貯蔵穴 主柱穴

出入口
ピット

カマド
床下土坑 時期 備考

主軸長 副軸長 深さ 位置 構造

Ｈ－７
中型
長方形Ｂ

3.40 4.12 0.52 94°－E 全周 なし なし 南壁 東壁南寄り 安山岩＋粘土
４基

（Ｄ－１～４）
９世紀
第３四半期

Ｈ－８
中型
長方形Ａ

5.68 4.56 0.64 89°－E 全周 Ｄ－１ なし 南壁 東壁やや南寄り
安山岩＋粘土
煙道に土師器甕

９基
（Ｄ－２～９）

８世紀
第４四半期

支脚（安山岩）。床面上
から紡錘車出土。

Ｈ－９
中型
長方形Ａ

5.52 4.00 0.72 91°－E
ほぼ全周
南壁２重

Ｄ－１ なし 南壁 東壁やや南寄り
粘土
煙道に土師器甕

２基
（Ｄ－２・３）

８世紀
第４四半期

南壁周溝から建て替え
が予想される。

Ｈ－10
中型
長方形Ａ

4.00 3.20 0.32 84°－E ほぼ全周 Ｄ－１ なし 南壁 東壁南寄り － なし
８世紀
第１四半期

支脚（安山岩）。カマド
脇に粘土塊。

Ｈ－11
小型
方形

2.88 2.96 0.56 107°－E ほぼ全周 なし なし 南壁 東壁南寄り 安山岩
１基

（Ｄ－１）
８世紀
第１四半期

Ｈ－12
小型
方形

2.96 2.80 0.48 86°－E なし
Ｄ－１
Ｄ－２

なし 北壁 東壁中央 － なし
９世紀
第３四半期

Ｈ－13
小型
長方形Ｂ

3.76 3.28 0.32 102°－E ほぼ全周 なし なし 西壁 東壁南寄り 凝灰岩＋粘土 なし
９世紀
第３四半期

Ｈ－14Ａ
中型
方形

4.32 4.24 0.56 104°－E ほぼ全周 Ｄ－１ なし 南壁 東壁南寄り 凝灰岩＋粘土
３基

（Ｄ－２・４・
５）

９世紀
第１四半期

上層に人為埋没土。Ｄ
－３・６は本遺構に伴
わない大型ピットの可
能性がある。

Ｈ－14Ｂ
中型
方形

3.80 3.96 0.56 104°－E ほぼ全周 不明 なし 南壁 東壁南寄り 不明 －
９世紀
第１四半期

Ｈ－15Ａ
小型
方形

3.72 3.60 0.72 101°－E ほぼ全周 Ｄ－１ なし
南壁
西壁

東壁中央
安山岩＋粘土
煙道に土師器甕

５基
（Ｄ－２～６）

９世紀
第１四半期

竃脇に組石。

Ｈ－15Ｂ
小型
方形

2.60 2.72 0.72 101°－E ほぼ全周 不明 なし 東壁中央 不明 －
９世紀
第１四半期

Ｈ－16Ａ
中型
長方形Ａ

4.56 3.20 0.40 91°－E ほぼ全周 Ｄ－１ なし なし 東壁やや南寄り
安山岩＋粘土
煙道に土師器甕

１基
（Ｄ－４）

９世紀
第１四半期

Ｈ－16Ｂから拡張。
Ｍ－９と重複（本遺構
が古い）。

Ｈ－16Ｂ
小型
長方形Ａ

3.52 2.72 0.56 93°－E
北・南・
西壁の一
部

未検出 なし なし 東壁中央 不明
２基

（Ｄ－２・３）
９世紀
第１四半期

Ｈ－16Ａへ拡張。

Ｈ－17
小型
長方形Ａ

2.72 2.24 0.32 92°－E
北・南・
西壁の一
部

なし なし 西壁 東壁南寄り
安山岩・凝灰岩
＋粘土

なし
８世紀
第４四半期

支脚（安山岩）。Ｍ－
９と重複（本遺構が古
い）。

Ｈ－18
小型
方形

3.44 3.44 0.60 90°－E ほぼ全周 なし なし なし 東壁南寄り 粘土
２基

（Ｄ－１・２）
８世紀
第４四半期

有蓋短頸壺の蓋、薦編
石、炭化材出土。

Ｈ－19
小型
長方形Ａ

3.96 2.88 0.36 98°－E 全周 なし なし 南壁 東壁南寄り 凝灰岩 なし ９世紀前半 中層に数点の大型礫。

Ｈ－20
小型
方形

3.92 3.72 0.76 93°－E 全周 Ｄ－１ なし なし 東壁南寄り
安山岩・凝灰岩
＋粘土
煙道に土師器甕

２基
（Ｄ－２・３）

８世紀
第３四半期

周溝の工具痕が明瞭。
Ｈ－23と重複。

Ｈ－21
中型
長方形Ｂ

3.44 4.08 0.56 99°－E ほぼ全周 Ｄ－１ なし なし 東壁南寄り 粘土
４基

（Ｄ－２～５）
９世紀
第４四半期

焼失（炭化材）。東壁周
溝から拡張が予想され
る。Ｈ－22と重複。

Ｈ－22Ａ
中型
方形

5.44 4.96 1.08 89°－E なし Ｄ－１ ４本柱 なし
東壁南寄り

（竃１）
凝灰岩＋粘土

30基（Ｄ－２
～ ８・11 ～
2 5・2 7 ～
33）一部ピッ
ト 状 を 呈 す
る。

８世紀第
１四半期

焼失（炭化材）。Ｈ－
21と重複。鉄製品、
紡錘車出土。

Ｈ－22Ｂ
中型
方形

4.72 5.20 1.08 ６°－W
北・東壁
の一部

Ｄ－９ 不明 なし
北壁東寄り

（竃２）
－

８世紀
第１四半期

Ｈ－21と重複。

Ｈ－23
中型
長方形Ｂ

3.68 4.32 0.64 108°－E ほぼ全周 Ｄ－１ なし 南壁 東壁南寄り 安山岩 １基（Ｄ－２）
９世紀
第３四半期

煙道が崩れずに残存。
東壁に棚状の掘り込
み。壁周溝に工具痕。
Ｈ－20と重複。

凡例 平面形　小型：４ｍ未満　中型：４～６ｍ　大型：６ｍ以上　長方形Ａ：主軸側が長い　長方形Ｂ：副軸側が長い
 （　）：推定値、[　]：残存値 
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第８表　三本木Ⅱ遺跡　他遺構観察表
遺構名 種別 平面形態

主軸長
（長さ ｍ）

副軸長
（幅 ｍ）

深さ
（ｍ）

主軸方向
（Ｎから）

時期 備考

Ｔ－３ 竪穴状 隅丸方形 3.12 3.12 0.32 ２°－E 関山Ⅰ式期 Ｄ－54と重複。

Ｔ－４ 竪穴状 － － － － － － 欠番（Ｊ－38に変更）

Ｓ－３ 土坑墓 長楕円形 2.16 1.28 1.28 10°－W ８世紀末 大量の礫が埋没。有蓋短頸壺の蓋、須恵器片出土。

Ｓ－４ 集石遺構 不明瞭 2.08 1.84 0.10 － 縄文前期後半 掘り込み不明瞭。

Ｓ－５ 集石遺構 不明瞭 1.02 0.92 0.16 － 縄文前期前半 掘り込み不明瞭。集石の北側に石皿や少量の土器片が散在。

Ｓ－６ 集石遺構 不明瞭 0.72 0.48 0.12 － 縄文 掘り込み不明瞭。縄文土器片微量出土。

Ｓ－７ 集石土坑 楕円形 1.46 1.34 0.32 － 縄文前期後半 土坑断面弧状。縄文土器片微量出土。

Ｓ－８ 集石遺構 不明瞭 0.92 0.64 0.22 － 縄文 掘り込み不明瞭。

Ｓ－９ 集石土坑 楕円形 1.08 1.00 0.16 － 縄文 土坑断面弧状。

Ｓ－10 集石土坑 楕円形 1.04 0.94 0.12 － 縄文 土坑断面弧状。縄文土器片微量出土。

Ｓ－11 集石土坑 楕円形 1.24 1.08 0.12 － 縄文前期前半 土坑断面弧状。縄文土器片微量出土。

Ｓ－12 配石墓 長方形 1.50 0.83 0.28 60°－E 古墳時代～古代 壁面に扁平礫、底面に扁平礫・小礫。縄文土器片微量出土。

Ｕ－１ 埋甕 楕円形 0.38 0.32 0.08 － 加曽利EⅢ式期 ピット状の掘り込みに縄文土器の深鉢口縁部が逆位で出土。

ＳU－１ 巣穴 不定形 [13.52] [11.60] 0.80 － 縄文前期後半
Ｊ－46・47と重複（本遺構が新しい）。複数条の隧道で、部分的
に崩落。

Ｍ－４ 溝
直行
断面弧状

[178.40] 0.95 0.26 73°－E 古代（７～８世紀）
Ｊ－41と重複（本遺構が新しい）。底面に連続するピット状の掘
り込み。道路の側溝。土師器甕※

Ｍ－５ 溝
直行
断面弧状

[122.50] 0.88 0.22 73°－E 古代（７～８世紀）
Ｄ－51・52と重複（本遺構が新しい）。底面に連続するピット状
の掘り込み。道路の側溝。

Ｍ－６ 溝
直行
断面弧状

[4.08] 0.51 0.08 42°－E 中世以降 道路状遺構と重複。

Ｐ－１ ピット 円形 0.36 0.32 0.12 － 縄文前期後半 縄文土器の深鉢底部片が正位で出土。

第９表　三本木Ⅲ遺跡　他遺構観察表
遺構名 種別 平面形態

主軸長
（長さ ｍ）

副軸長
（幅 ｍ）

深さ
（ｍ）

主軸方向
（Ｎから）

時期 備考

HT－２ 掘立柱 ２間×３間 4.92 3.92 0.40～0.60 古代（7 ～ 8世紀）
Ｐ－２・３は底面形が方形。Ｈ－33と重複（本遺構が古い）。４
基の柱穴から土師器（△）、須恵器（※）出土。

HT－３ 掘立柱 ２間×２間 5.16 4.64 0.48～0.64 88°－E 古代（7 ～ 8世紀） Ｐ－２に柱痕。８基の柱穴から土師器（○）、須恵器（△）出土。

HT－４ 掘立柱
２間×２間
総柱

4.80 4.16 0.36～0.64 90°－E 古代（7 ～ 8世紀） Ｄ－147と重複。２基の柱穴から土師器（※）出土。

HT－５ 掘立柱 ２間 3.52 2.40 0.52～0.64 － 古代（7 ～ 8世紀） 調査区外の東側に展開する可能性もあるが、詳細不明。遺物なし。

HT－６ 掘立柱 ２間×３間 6.80 4.56 0.48～0.64 86°－W 古代（7 ～ 8世紀）
HT－７と重複。柱穴の平面が矩形。４基の柱穴から土師器（△）、
須恵器（※出土）。

HT－７ 掘立柱 ２間×２間 4.96 4.96 0.44～0.68 85°－W 古代（7 ～ 8世紀）
HT－６と重複。柱穴の平面が矩形。５基の柱穴から土師器（△）
出土。

HT－８ 掘立柱 １間×１間 3.52 3.28 0.40～0.64 85°－W 古代（7 ～ 8世紀） 遺物なし。

HT－９ 掘立柱 ２間×３間 5.24 [5.92] 0.32～0.72 82°－E 古代（7 ～ 8世紀）
調査区外の北東側に展開。ＳF－１と重複（本遺構が古い）。Ｐ
－５に柱の当たり痕。６基の柱穴から土師器（△）、須恵器（△）
出土。

Ｔ－５ 竪穴状 隅丸長方形 4.08 － 0.16 55°－E 古代（7 ～ 8世紀）
掘り込みが浅く、平面形は不明瞭。土師器・須恵器片が散在。
HT－８と重複。

SF－１ 竃・炉状遺構 不整形 [2.12] [2.32] 0.16 ２°－E
古代（８世紀第４四
半期以前）

焼土を伴う粘土が平面Ｕ字状に展開。脇に不定形な浅い掘り込
み。完形の須恵器坏に加え、土師器・須恵器片が散在。HT－９
と重複。土師器（△）、須恵器（△）出土。

Ｍ－７ 溝
やや蛇行
断面逆台形

[57.90] 1.22 0.48
10°－W
～ 75°－

E
As－B降下以前 区画溝。３区で縄文土器集中範囲あり。

Ｍ－８ 溝
直行
断面弧状

[62.60] 1.20 0.09 ６°－E 中世以降
区画溝。底面の工具痕が明瞭。１区で土師器（※）、須恵器（※）
出土。

Ｍ－９ 溝
直行
断面逆台形

[38.76] 0.86 0.28 68°－W 中世以降
区画溝。Ｈ－16・17と重複（本遺構が新しい）。１、３、４区で
土師器（○）、須恵器（△）出土。

Ｍ－10 溝
直行
断面逆台形

[4.10] 1.45 0.74 63°－E 中世以降 区画溝。底面の工具痕が明瞭。２区で須恵器（※）出土。

凡例　（　）：推定値、[　]：残存値
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第10表　三本木Ⅱ遺跡　土坑観察表
遺構名

上端規模（cm）下端規模（cm） 深さ
（cm） 平面形態 断面形態 土器重量 石器 礫 時期 備考

長軸 短軸 長軸 短軸
Ｄ－29 116 80 80 52 36 楕円形 逆台形 古代 ピット２基。黒褐色土埋没。
Ｄ－30 96 76 76 48 8 楕円形 浅い弧状 古代 黒褐色土埋没。
Ｄ－31 128 128 104 100 16 隅丸方形 逆台形 縄文△ 鏃未１ SCB１ 加曽利ＥⅢ式期 Ｄ－142と重複。上層に中量の縄文土器片。
Ｄ－32 164 152 128 112 32 楕円形 逆台形 縄文△ FLA１ 凹１ 中３ 特大１ 加曽利ＥⅢ式期 上層に大型礫。
Ｄ－33 224 184 192 156 44 楕円形 逆台形 縄文○ FLA１ 加曽利ＥⅢ式期 上層に多量の縄文土器片。

Ｄ－34 240 204 68 36 128 楕円形 深 い 逆 台
形、有段 縄文※ 磨石１ 関山式期 陥穴。

Ｄ－35 168 164 148 88 40 楕円形 弧状 磨石１ 敲１ 中１ 大１ 縄文 底面に大型礫。
Ｄ－36 152 144 120 116 32 円形 弧状 中１ 大１ 五領ケ台式期

Ｄ－37 152 96 112 72 44 隅丸長方形 逆台形 縄文◎ 凹１　皿１ 中４ 諸磯ｂ式期 墓坑、底面赤化。底面上で横位の深鉢・台石・
凹石出土。

Ｄ－38 80 [72] 64 [52] 28 円形 弧状 縄文○ 小１ 加曽利ＥⅢ式期 埋甕。
Ｄ－39 112 108 72 60 24 円形 逆台形 縄文※ 五領ヶ台式期
Ｄ－40 136 120 112 80 32 楕円形 逆台形 縄文
Ｄ－41 124 104 92 84 40 不整形 逆台形 縄文※ 縄文

Ｄ－42Ａ 120 116 96 88 102 楕円形 袋状 縄文△ 打斧１ 磨石１ 
凹Ｂ１ 諸磯ｂ式期 貯蔵穴。

Ｄ－42Ｂ [160] 144 [120] 112 36 楕円形 逆台形 縄文△ FLB１ 磨石１ 小４ 中12 諸磯ｂ式期 貯蔵穴。
Ｄ－43 112 112 60 56 24 円形 逆台形 縄文△ 中１ 加曽利ＥⅣ式期
Ｄ－44 148 96 128 80 16 楕円形 逆台形 大１ 古代 黒褐色土埋没。

Ｄ－45Ａ 168 [100] 144 [72] 24 不整楕円形 逆台形 土師※ FLA１ 小１ 古代 Ｄ－45Ｂと重複（本遺構が新しい）。黒褐色
土埋没。

Ｄ－45Ｂ 144 84 120 48 39 不整楕円形 逆台形 古代 Ｄ－45Ａと重複（本遺構が古い）。黒褐色土
埋没。

Ｄ－46 120 96 100 72 20 楕円形 不整形 縄文※ FLA１ 小１ 中１ 関山式期
Ｄ－47 96 92 72 76 24 円形 逆台形 縄文※ FLB１ 関山式期
Ｄ－48 188 168 160 140 28 隅丸方形 逆台形 縄文△ FLB１ 小５ 中４ 関山Ⅰ式期 上層に多量の礫。
Ｄ－49 112 104 80 68 16 不整円形 逆台形 小１ 大１ 縄文
Ｄ－50 168 144 144 116 24 楕円形 逆台形 土師※ 小３ 古代 黒褐色土埋没。

Ｄ－51 160 156 104 104 100 楕円形 袋状 縄文◎
FLA ６ SCB １ 
FLB １ FLE １ 
楔１ 

小８ 中２ 関山Ⅰ式期 貯蔵穴。上層で多量の礫出土。

Ｄ－52 180 144 56 64 72 楕円形 深い弧状、有段 縄文※ 中１ 関山式期 貯蔵穴。
Ｄ－53 ― ― ― ― ― 楕円形 逆台形 縄文△ 関山Ⅱ式期 Ｊ－13、Ｄ－82と重複。
Ｄ－54 104 80 68 56 44 楕円形 袋状 縄文※ 小３ 関山Ⅰ式期 Ｔ－３と重複。貯蔵穴。
Ｄ－55 （164） 144 （124） 120 40 楕円形 逆台形 縄文△ 中１ 関山Ⅱ式期

Ｄ－56 136 132 104 104 56 円形 袋状 縄文◎ FLA２ 核Ａ１
FLB３核Ｂ１ 小10 大1 関山Ⅰ～Ⅱ式期 ピット２基。貯蔵穴。縄文土器が横位につぶ

された状態で出土。
Ｄ－57 152 （144） 88 96 44 不整円形 逆台形 小２ 中４ 縄文
Ｄ－58 224 196 84 48 64 楕円形 不整逆台形 縄文※ SCB１ 縄文（前期） 陥穴。
Ｄ－59 112 104 96 88 ― 楕円形 逆台形 縄文 ピット２基。陥穴状。
Ｄ－60 156 [112] 88 [76] 76 楕円形 深い逆台形 縄文※ FLA２ 中１ 関山式期 貯蔵穴。
Ｄ－61 212 192 76 44 96 楕円形 深い逆台形、有段 縄文 陥穴。
Ｄ－62 136 128 72 80 44 円形 袋状 縄文 貯蔵穴。
Ｄ－63 184 152 100 44 176 楕円形 深い逆台形 FLB１  磨石１ 縄文 陥穴。

Ｄ－64 176 156 120 104 72 楕円形 長方形 縄文◎
鏃未１  SCB１
FLB２ 磨石４
凹２

中１ 大２  関山Ⅰ式期 中層から大型の縄文土器片・磨石がまとまっ
て出土。貯蔵穴。

Ｄ－65 152 136 128 112 72 楕円形 袋状 縄文※ SCA１ FLB２ 小１ 中１ 関山Ⅰ式期か 貯蔵穴。

Ｄ－66 156 136 112 104 16 楕円形 弧状 縄文※ FLA１ SCB３
FLB１ 皿２ 特大２ 関山式期 上～下層で石皿出土。

Ｄ－67 96 96 80 72 32 楕円形 逆台形 縄文※ FLA３ 磨石１ 関山式期

Ｄ－68 168 160 136 136 64 楕円形 袋状 縄文△
SCA１ RFA１
FLA２ 打斧１
SCB１核Ｂ１

小５ 中２ 関山Ⅰ式期 貯蔵穴。

Ｄ－69 152 120 108 76 24 楕円形 弧状 縄文※ 小３ 関山Ⅰ式期

Ｄ－70 136 104 120 96 40 不整長方形 逆台形 SCB１ 凹１ 特大２ 縄文 Ｊ－18と重複（本遺構が新しい）。中層で大
型礫出土。

Ｄ－71 160 136 108 100 36 不整楕円形 逆台形 縄文△ FLB３ 磨石１ 井草Ⅱ式期
Ｄ－72 128 128 112 104 16 隅丸方形 弧状 凹Ｂ１ 縄文
Ｄ－73 184 140 120 56 56 不整楕円形 逆台形 縄文 底面の凹凸が顕著。

Ｄ－74 168 144 56 48 112 楕円形 深い逆台形 縄文※ 鏃未１ FLA１
RFB１ 小１ 中１ 縄文（前期） 陥穴。

Ｄ－75 252 184 160 72 104 長方形 長方形 土師○ SCB１ FLE１ 古代（８世紀） 中層から同一個体の小型甕破片出土。陥穴状。
Ｄ－76 108 104 64 64 12 円形 浅い弧状 縄文※ 特大２ 縄文
Ｄ－77 256 200 236 176 28 不整楕円形 逆台形 縄文※ RFA１ 小７ 中10 大７ 諸磯ｂ式期 ピット１基。多量の礫出土。
Ｄ－78 160 140 120 88 40 楕円形 弧状 縄文※ 小１ 前期後半 関山～諸磯式土器混入。
Ｄ－79 248 196 208 156 16 不整楕円形 逆台形 縄文○ 小１ 中４ 有尾・黒浜式期 接合可能な土器片が多量出土。
Ｄ－80 224 132 184 88 32 楕円形 逆台形 小３ 中２ 縄文
Ｄ－81 140 132 64 80 48 不整隅丸方形 不整形 縄文 底面の凹凸が顕著。
Ｄ－82 180 [176] 120 124 64 円形 逆台形 縄文 Ｊ－13、Ｄ－53と重複。
Ｄ－84 （160） 148 （116） 112 44 楕円形 弧状 縄文△ 大１ 阿玉台Ⅰ式期 上層で礫出土。
Ｄ－85 144 120 100 72 40 楕円形 弧状 縄文※ FLA１ 台石1 関山式期
Ｄ－86 [148] 120 [112] 88 48 楕円形 不整形 中２ 縄文 Ｄ－91・92と重複。底面の凹凸が顕著。
Ｄ－87 128 120 96 88 28 楕円形 弧状 縄文○ 小３ 関山Ⅱ式期 接合可能な土器片が多量出土。
Ｄ－88 144 96 132 64 28 隅丸台形 不整形 縄文※ 小２ 中２ 大２ 関山Ⅱ式期 上層で多量の礫出土。
Ｄ－89 116 72 84 52 32 楕円形 長方形 縄文※ 皿１ 中１ 関山Ⅱ式期 上層で石皿出土。
Ｄ－90 96 76 76 52 24 楕円形 逆台形 縄文※ 大１ 関山Ⅱ式期
Ｄ－91 132 108 104 96 64 楕円形 不整形 縄文 Ｄ－86・92と重複。底面の凹凸が顕著。
Ｄ－92 [152] 144 [120] 104 39 楕円形 逆台形 縄文※ 中１ 関山式期 Ｄ－86・91と重複。
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遺構名
上端規模（cm）下端規模（cm） 深さ

（cm） 平面形態 断面形態 土器重量 石器 礫 時期 備考
長軸 短軸 長軸 短軸

Ｄ－93 184 168 160 152 24 楕円形 弧状 縄文※ FLA１ FLB２
磨石１ 皿１ 小２ 中３ 関山式期 上層で石皿出土。

Ｄ－94 （248） 172 （192） 136 16 不整形 逆台形 縄文※ FLA１ 核Ｂ２
FLB１  磨石２ 小１ 中２ 大１ 諸磯ｂ式期か 多量の礫出土。

Ｄ－95 116 116 80 84 16 楕円形 逆台形 縄文※ 皿１ 中１ 関山式期 底面上で石皿出土。

Ｄ－96 176 152 152 116 40 楕円形 逆台形 縄文○ 鏃１ FLA６
石皿1 小４ 中１ 関山Ⅱ式期 上層で石皿出土。

Ｄ－97 132 120 112 104 8 楕円形 逆台形 縄文※ 大１ 関山式期 上層で大型礫出土。
Ｄ－98 140 112 88 80 28 楕円形 弧状 縄文※ SCB１ FLA１ 小５ 関山Ⅰ式期か ピット１基。
Ｄ－99 168 144 ― ― 40 楕円形 袋状 中１ 縄文 貯蔵穴。
Ｄ－100 168 108 120 64 60 不整楕円形 逆台形 縄文 ピット１基。貯蔵穴。
Ｄ－101 ― ― ― ― 不明 袋状 縄文 旧石器トレンチ調査の壁面断面でのみ確認。
Ｄ－102 88 88 76 （68） 12 円形 逆台形 古代 黒褐色土埋没。
Ｄ－103 136 124 104 96 12 楕円形 逆台形 縄文
Ｄ－104 112 112 76 68 32 円形 逆台形 SCB１ 凹２ 中１ 縄文 中層で中型礫出土。

Ｄ－105 ― ― ― ― 36 不明 逆台形 縄文◎ 諸磯ｂ式期 Ｊ－42と重複（本遺構が新しい）。正位の縄
紋深鉢がつぶれた状態で出土。

Ｄ－106 132 132 100 100 72 円形 袋状 縄文△
FLA２ FLB１
凹１ 磨石１
皿１ 

中１ 諸磯ｂ式期 貯蔵穴。

Ｄ－107 140 120 104 80 16 楕円形 逆台形 縄文※ FLA２ 原Ａ１
FLB２ 中１ 大２ 関山Ⅱ式期 中層で黒曜石（原石）出土。

Ｄ－108 128 116 80 84 24 楕円形 逆台形 縄文※ FLB１ 小１ 中１ 大１ 関山Ⅱ式期 ピット１基。
Ｄ－109 104 88 72 60 24 楕円形 弧状 縄文 ピット１基。
Ｄ－110 96 96 64 60 16 円形 逆台形 縄文※ 諸磯ｂ式期か
Ｄ－111 96 96 72 68 12 円形 弧状 磨石１ 小１ 縄文
Ｄ－112 124 120 36 28 64 円形 深い逆台形、有段 縄文 陥穴か。
Ｄ－113 80 80 56 56 8 円形 逆台形 縄文△ 多孔１ 大１ 諸磯ｂ式期 上層で大型礫出土。

Ｄ－114 160 128 128 80 40 不整楕円形 逆台形 縄文○ 匙Ｂ１ 磨石５
皿１ 小１ 中２ 大１ 諸磯ｂ式期 Ｊ－44と重複（本遺構が新しい）ピット２基。

ピットから正位の浅鉢、上層で石皿出土。墓坑。
Ｄ－115 ― ― ― ― 72 楕円形 袋状 縄文 貯蔵穴。
Ｄ－116 120 100 92 84 8 楕円形 弧状 皿１ 小１ 縄文 底面で石皿出土。
Ｄ－117 120 88 96 56 16 楕円形 不整形 縄文※ 小２ 関山式期 底面の凹凸が顕著。

Ｄ－118 192 140 160 96 20 楕円形 逆台形 縄文※ FLA２ SCB１
原Ｆ１ 小３ 関山Ⅱ式期 Ｄ－119と重複。石英原石出土。

Ｄ－119 156 92 128 56 22 不整楕円形 逆台形 縄文 Ｄ－118と重複。
Ｄ－120 144 104 108 68 20 不整楕円形 不整形 縄文
Ｄ－121 152 88 132 56 16 不整形 逆台形 縄文
Ｄ－122 104 104 72 68 16 円形 弧状 縄文 ピット１基。
Ｄ－123 （88） 84 （68） 64 4 楕円形 浅い弧状 中１ 古代 黒褐色土埋没。
Ｄ－124 184 164 144 136 36 楕円形 逆台形 縄文※ 中１ 加曽利ＥⅢ式期
Ｄ－125 160 148 128 112 24 楕円形 逆台形 縄文※ 諸磯ｂ式期 壁周溝。貯蔵穴。
Ｄ－126 140 136 104 104 56 円形 逆台形 縄文
Ｄ－127 72 56 48 32 12 楕円形 浅い弧状 縄文△ 中２ 諸磯ｂ式期 ピット１基。土器小片・礫が集中して出土。
Ｄ－128 152 128 80 28 104 楕円形 深い逆台形、有段 縄文※ 縄文 陥穴。諸磯ｂ式土器混入。
Ｄ－129 136 120 52 28 96 楕円形 深い逆台形、有段 縄文 陥穴。
Ｄ－130 （92） 80 （72） 68 16 楕円形 逆台形 縄文 ピット２基。
Ｄ－131 （84） 64 （72） 52 8 楕円形 弧状 縄文○ 楔１ 残核状１ 加曽利ＥⅢ式期 大型土器片出土。
Ｄ－132 72 56 （56） 44 8 楕円形 弧状 縄文
Ｄ－133 56 48 40 32 8 楕円形 弧状 縄文
Ｄ－134 64 60 40 40 16 円形 弧状 縄文

Ｄ－135 128 120 52 36 128 円形 深 い 逆 台
形、有段 縄文 陥穴。

Ｄ－136 76 72 48 56 24 楕円形 弧状 縄文
Ｄ－137 ― ― ― ― 48 不整形 不整形 縄文△ FLA２ 凹２ 小３ 諸磯ｂ式期 SU－1の一部。
Ｄ－138 128 128 112 104 32 円形 逆台形 縄文△ FLA２ 諸磯ｂ式期 壁周溝。貯蔵穴。

Ｄ－139 68 ― 56 ― 17 円形 逆台形 FLA１ FLB２
磨石１ 関山Ⅱ式期

Ｄ－140 128 104 88 84 20 楕円形 逆台形 縄文△ 小９ 関山Ⅱ式期
Ｄ－141 88 80 72 60 16 円形 弧状 縄文

Ｄ－142 122 88 104 64 19 楕円形 浅い弧状 縄文○ 加曽利ＥⅢ式期 Ｊ－６・Ｄ－31と重複。深鉢底部・大型土
器片出土。

第11表　三本木Ⅲ遺跡　土坑観察表
遺構名

上端規模（cm）下端規模（cm） 深さ
（cm） 平面形態 断面形態 土器重量 石器 礫 時期 備考

長軸 短軸 長軸 短軸

Ｄ－145 64 64 44 ― 40 円形 逆台形 土師△
須恵※ 古代 Ｈ－13と重複。ピット１基。鉄製鋤先出土。

Ｄ－146 160 80 132 36 24 楕円形 弧状 古代 Ｈ－16と重複。
Ｄ－147 （192） 104 152 64 32 楕円形 弧状 古代 HT－４と重複。
Ｄ－148 56 40 36 28 8 不明 不明 大１ 古代 ピット１基。底面で大型礫片出土。
Ｄ－149 144 104 112 80 12 隅丸長方形 逆台形 古代
Ｄ－150 192 184 140 144 80 円形 逆台形 古代 Ｈ－９と重複。

第12表　平塚遺跡　土坑観察表
遺構名

上端規模（cm）下端規模（cm） 深さ
（cm） 平面形態 断面形態 土器重量 石器 礫 時期 備考

長軸 短軸 長軸 短軸
Ｄ－83 160 [155] 139 [126] 54 長方形 逆台形 大量 古代 礫で充填。

凡例 土器重量　※　100 ｇ以下  礫　小　100 ｇ以下 　　・土器は重量、石器・礫は点数。 　　　（　）：推定値、[　]：残存値
 　　　　　△　100 ～ 500 ｇ　 　　中　100 ～ 1,000 ｇ
 　　　　　○　500 ～ 1,000 ｇ 　　大　1,000 ～ 10,000 ｇ
 　　　　　◎　1,000 ｇ以上 　　特大　10,000 ｇ以上
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Ⅵ　出土遺物

１　縄文土器（第154～225図）

　本遺跡群では多量の縄文土器が検出され、その時期は早期前葉から後期中葉にまでおよぶ。集落を構

成する遺構の量比を反映して、関山Ⅰ式・関山Ⅱ式・諸磯ｂ式期のものが主体を占める。以下では時期

ごとにその様相を概観する。

早期：早期前葉は撚糸紋系型式群の井草Ⅱ式が少量検出されている。撚糸紋や条痕紋を施すものの他に、

関東地方北西部では少ない縄紋施文のものが認められた（351）。三本木Ⅱ遺跡Ｅ区東側の平坦面脇に

位置する土坑（Ｄ－71号土抗）とその周囲の南斜面に広がる後世の遺構内から検出されており、台地

平坦面の縁辺において活動していたことが窺われる。早期中葉は沈線紋系型式群と押型紋系型式群樋沢

式、早期後葉は条痕紋系型式群が検出されている。いずれも砕片ばかりである。早期前葉と同じ南斜面

の包含層や後世の遺構内から出土しているが、標高228ｍ以下の斜面下位に限られることから、活動範

囲が斜面地に移行している可能性がある（属性別土器分類表はデータ編に収録）。

前期前半：縄紋を横位帯状に施文する帯状縄紋型式群に相当する。多種多様な縄紋原体を使用し、胎土

中に多量の繊維を混入する特徴をもつ。本遺跡群では前期初頭二ツ木式、前期前葉関山Ⅰ式・関山Ⅱ式、

前期中葉有尾式・黒浜式が検出された。これらは主体を占めることから、庄野・下村（1978）、黒坂

（1984）、谷藤（1988）、松本（2007）等を参照して型式の把握に努めた。その分類は以下のとおりで

ある。なお、1A～C類が二ツ木式、1D類が関山Ⅰ式、２類が関山Ⅱ式、３A類が有尾式古段階、３B類

が有尾式中段階、３C類が有尾式新段階に対比される。

　1A：口縁部文様帯に地紋が無く、文様要素に撚糸側面圧痕紋を用いた蕨手文等を主文様とするもの。

　1B：口縁部文様帯に地紋が無く、文様要素にキザミ付隆帯を用いた蕨手文等を主文様とするもの。

　1C： 口縁部文様帯に地紋が無く、文様要素に併行沈線紋を用いた蕨手文・鋸歯紋等を主文様とする

もの。

　1D： 口縁部文様帯に地紋が無く、文様要素に平行沈線紋を用いた蕨手文・鋸歯紋等を主文様とする

もの。キザミの有無や集合化および管内痕の存否によって細分される。

　1E： 口縁部文様帯に地紋が無く、主文様要素にその他の施文法を用いた蕨手文・鋸歯紋等を主文様

とするもの。

　2A： 口縁部文様帯に地紋をもち、文様要素に平行沈線紋を用いた蕨手文・鋸歯紋等を主文様とする

もの。キザミの有無および平行沈線の多重化によって細分される。

　2B： 口縁部文様帯に地紋をもち、主文様要素にその他の施文法を用いた蕨手文・鋸歯等を主文様と

するもの。

　3A：口縁部文様帯に地紋が無く、主文様要素に櫛歯状列点紋を用いた菱形文等を主文様とするもの。

　3B：口縁部文様帯に地紋が無く、主文様要素に爪形紋を用いた菱形文等を主文様とするもの。

　3C：口縁部文様帯に地紋が無く、主要素に平行沈線紋を用いた菱形文等を主文様とするもの。

　3D：口縁部文様帯に地紋が無く、主文様要素にその他の施文法を用いた菱形文等を主文様とするもの。
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　4A：刺切紋・刺突紋を主文様とするもの。

　4B：貼付紋を主文様とするもの。

　4C：コンパス文等の箍状紋を主文様とするもの。

　5：口縁部文様帯が無文のもの。

　6：地紋のみが施されるもの。

　口縁部形態には波状縁と平縁が見られ、波状縁には波頂部が双頭のものや小皿状を呈するものが認め

られる。関山Ⅱ式には片口を付けるものが現れ、その末期や有尾式期古段階には注口状を呈する傾向が

ある。また、関山Ⅰ式期から口縁部に鋸歯状突起が発達し、臼歯状突起が派生する。関山Ⅱ式期には粗

大な鋸歯状突起・台形状突起・半円状突起などが加わる。

　点状紋とは主文様の空白部に充填されるもので、二ツ木式から関山Ⅱ式期古段階に盛行する。竹管に

よる円文と瘤状の小突起が多く使用され、竹管が古い傾向にある。瘤状の小突起には円形や楕円形ない

し棒状のものが認められ、突起上に丸棒状工具や細い竹管状工具による刺突ないしキザミを加えるもの

も存在する。新相には小突起が集合化するものも現れる。

　関山式期に通有な箍状紋は、横位帯状に施文される縄紋帯の間や口縁部に配されている。箍状紋に使

用される工具は半截竹管状工具（半竹）や櫛歯状工具（櫛）で、支点を固定したコンパス紋（真正コン

パス紋）・支点を上下にずらしたコンパス紋（上下コンパス紋）・波状紋・鋸歯紋・集合縦位短沈線紋が

描かれる。このことから、半竹真正・半竹上下・半竹波状・半竹鋸歯・半竹集合縦位短沈線・櫛真正・

櫛上下・櫛波状・櫛鋸歯・櫛集合縦位短沈線の組み合わせが導かれる。櫛歯状工具の使用やコンパス紋

の起点をずらすことは新しい傾向であり、鋸歯紋や集合縦位短沈線紋は関山Ⅱ式期に限られる。

当該期における地紋の縄紋には、無節縄紋・単節縄紋・複節縄紋・反撚縄紋・異条縄紋・異節縄紋・結

節縄紋・附加条縄紋・組紐縄紋・組縄縄紋等が認められる。これらは１つの個体に複数の原体が使用さ

れる場合もある。結節縄紋は二ツ木式から関山Ⅰ式期に多く、異条縄紋は関山Ⅰ式の新相から見られる

ようになる。組紐縄紋・組縄縄紋は関山Ⅱ式期に隆盛する。また、単節斜縄紋の横帯施文方法として、

狭い幅から広い幅へ、等間隔から異間隔へ変化する方向性と縄の閉端に対する処理の違いから、A幅狭

等間隔横帯施文・B閉端結束幅狭等間隔横帯施文・C閉端環付幅狭等間隔横帯施文・D多段の閉端環付

幅広異間隔横帯施文・E閉端環付幅広異間隔横帯施文・Ｆ幅広異間隔横帯施文等に分類される。このう

ちA・Cは二ツ木式期に特有である。Dでは多段ループ紋が縦位区画や鋸歯紋の文様要素として使われ

る場合がある。

　関山Ⅱ式新段階から縄紋の条等の効果を沈線に置き換えた土器群が派生する（269・270）。加えて、

関山Ⅱ式期は横帯施文でないものが目に付き、追加成形による土器の製作技法（粘土帯の積み上げと縄

紋施文を交互に繰り返す技法）に規制されてきた原則が崩れている。次時期の有尾式は同時期の黒浜式

と異なり横帯施文が再び明瞭となることから、別系統の介在が推し量られる。関山Ⅱ式期と併行する神

ノ木式に結束縄紋が見られる（285）等、横帯構成が明瞭であることは示唆的である。なお、中部地方

を主要分布圏とする有尾式は神ノ木式からの系統的変化によって形成されるが、関東地方北西部に分布

する土器群には胎土中に繊維を含むような差異が見受けられ、独自の型式圏を形成する。

　異系統土器として、関山式に伴う中越Ⅲ式・中越Ⅳ式・堂ノ上Ｚ式・木島Ⅷ式・清水ノ上Ⅱ式・神ノ

木式、有尾式・黒浜式に伴う上ノ坊式・釈迦堂Ｚ式等、甲信地方・東海地方の多様な土器群が検出され

ている。とくに、Ｊ－18号住居址から出土した中越式（89）は残存状態が良好である。この土器は尖底で、
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内面の指頭痕が著しい。口縁部から胴部に逆位の開端結節単節縄紋を下から上へ、左から右へ施文して

いる。

前期後半：斜縄紋上に半截竹管で文様を施す竹管紋型式群に相当する。地紋は横位帯状施文ではなく単

方向の斜縄文に代わり、胎土中の繊維が無くなる。本遺跡では前期後葉諸磯ａ式・諸磯ｂ式・諸磯ｃ式

が検出されている。

　諸磯ａ式・諸磯ｃ式は微量の砕片が検出されている程度である。諸磯ａ式がＪ－９号住居址の、諸磯

ｃ式がＪ－18号住居址の1層から検出されており、関山Ⅰ式期の住居址でも前期後葉まで上層が窪地化

していたことが分かる。また、両住居址は南斜面の下位に位置することから、早期中葉から後葉と同様

の活動範囲が連想される。

　諸磯ｂ式は三本木Ⅱ遺跡のＤ区北半に集中する住居址やその東側に広がる包含層からまとまって検出

されている。半截竹管による幅広の平行沈線紋・爪形紋・浮線紋が盛行する。文様は変形木葉状入組文

が横位区画線と癒着し、Π字文・弧線文・渦巻文等を形成する。また、文様帯が多段化する特徴をもつ。

時期区分は３細別が一般的であり、本遺跡では中段階・新段階のものが認められる。中段階はＪ－51

号住居址に代表され、獣面突起を擁し、浮線紋で施文された大型の深鉢が床面上でたおれて出土した。

新段階はＪ－44・47・48・50号住居址、Ｄ－37・105号土坑等で出土している。口縁部の屈曲が著し

くなり、浮線紋が低平化する。縄文地紋のみ（291）や無文（304）の深鉢も検出されている。また、

有孔浅鉢（225・339）やミニチュア土器（311・312）も見受けられた。異系統土器として、破片資

料であるが、関東地方東部の浮島Ⅲ式ないし興津Ⅰ式や西日本地域の北白川下層式が検出されている。

中期：中期初頭五領ケ台Ⅰ式、中期前葉阿玉台Ⅰｂ式、中期後葉加曽利ＥⅢ式・加曽利ＥⅣ式が検出さ

れている。五領ケ台式はＪ－７号住居址においてまとまって出土した。口縁部文様内に充填される細

線紋をもつことからⅠ式に比定され、指標となる陰刻紋や閉端結節を伴う縄紋が縦位に施されている

（５・６）。これら細線紋系とは別に集合沈線紋系の破片（８）も伴出している。加曽利ＥⅢ式はＪ－７

号住居址で多量に出土した。磨消縄紋が発達し、口縁部文様体と体部文様体が癒合していく趨勢のなか

で、本事例には口縁部の下端区画が残ることから古相に比定される。一方、Ｕ－１号埋設土器は口縁部

文様が略された新相に該当する。なお、Ｊ－７号住居址では信州系の深鉢（10）、当該期に特徴的な浅

鉢（12）や両耳鉢（13）が出土している。

後期：後期前葉堀之内２式、後期中葉加曽利Ｂ３式が検出されている。堀之内２式は口縁部の小突起を

沈線で結ぶ口部装飾と懸垂文を主体とする体部文様を特徴とし、堀之内１式を継承する。遺跡群の中心

部に位置するＭ－７号溝３区の周囲でまとまって検出されており、谷の湧水点を活動拠点としていた状

況が読み取れる。加曽利Ｂ３式は１点の破片が見られるのみで、Ｅ区の西側で出土した。　　　（髙橋）

２　縄文時代の土製品（第188図）

　Ｄ－51号土坑から土製耳飾が出土している。鼓状を呈し、表・裏面に刺突を加える中期の定形的な

事例である。Ｄ－51号土坑は関山式期の貯蔵穴であり、混入が予想される。加曽利EⅢ式期のJ－８号

住居址からは棒状土製品が出土した。また、前期前半の土器小片を再利用した土製円盤が関山Ⅱ式期の

J－43号住居址で検出されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（髙橋）
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第 154 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－６・７・８号住居址出土土器
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第 155 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－８・９号住居址出土土器
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第 156 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－９・10 号住居址出土土器
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第 157 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 11 号住居址出土土器（１）
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第 158 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 11 号住居址出土土器（２）
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第 159 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 12・13・16 号住居址出土土器
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第 160 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 14・15・17 号住居址出土土器
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第 161 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 17・18 号住居址出土土器
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第 162 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 18 号住居址出土土器
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第 163 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 18 号住居址出土土器
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第 164 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 19 号住居址出土土器
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第 165 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 20・21・22 号住居址出土土器
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第 166 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 22・23 号住居址出土土器
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第 167 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 24・25・26 号住居址出土土器
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第 168 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 26 号住居址出土土器
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第 169 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 27 号住居址出土土器
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第 170 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 27・28 号住居址出土土器
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第 171 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 29・30・31・33 号住居址出土土器
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第 172 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 33 号住居址出土土器
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第 173 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 35 号住居址出土土器
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第 174 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 35・36・37・38 号住居址出土土器
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第 175 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 38 号住居址出土土器
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第 176 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 39・40・41 号住居址出土土器
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第 177 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 42・43 号住居址出土土器



－ 215 －
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第 178 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 43 号住居址出土土器
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第 179 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 43 号住居址出土土器



－ 217 －
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第 180 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 43 号住居址出土土器
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第 181 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 43・44 号住居址出土土器



－ 219 －
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第 182 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 44・45・46・47 号住居址出土土器



－ 220 －
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4区 2層

3区ベルト 1層＋サブトレ 1層
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第 183 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 48・49 号住居址出土土器



－ 221 －
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第 184 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　Ｊ－ 50・51 号住居址・竪穴状遺構・土坑出土土器
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第 185 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　土坑出土土器
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第 186 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　土坑出土土器
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第 187 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　集石・他遺構・遺構外出土土器



－ 225 －
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第 188 図　三本木Ⅲ遺跡（縄文）　遺構外・三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土土器・土製品



－ 226 －

３．縄文時代の石器

（１）三本木Ⅱ遺跡出土の石器

＜器種系列＞

　分類した石器は、4,068点である。石器の出土状況は、住居址出土が全体の88％（3,549点）を占める。

住居以外（包含層を含む）では519点であり、住居覆土からの出土が圧倒的に多いため、石器が土器と

ともに住居内へ廃棄されたことを示している。

　器種系列別にみるとＡ類では、石鏃製作に関連する遺物（石鏃59点・未成品56点、素材を含む剥片

類1,356点、原石・石核141）が主体となり、その過程で作出される剥片が他の器種素材として使用さ

れている。Ｂ類では、片刃の打製石斧、石匙Ｂ類を主体として、スクレイパーの製作に関連する石器類

（素材となる剥片類、石核）が組成する。Ｃ類は、凹石・磨石類と両器種の中間で凹みが浅い凹石Ｂが

ある。石皿も住居数以上、一軒で複数出土することから、移動に適さない石皿が頻繁に持ち込まれ、廃

棄されたものと考えられる。組成からは、植物加工への遺存が高い石器組成を示している。一方でＣ２

類は、石器製作に伴う敲石や作業に伴う道具（台石、砥石）が組成するが、全ての住居覆土で出土して

いない。Ｄ類は石棒に類似する棒状礫が出土した。Ｅ類は磨製石斧のみだが、全点、搬入品であり製作

遺物はない。Ｆ類も全て搬入によるものである。

　なお、住居址と土坑について、共伴する土器群の時期とを対応させ、石器群の帰属時期を設定した。また、

住居址出土石器の時期は、土器との共伴関係から７つの時期パターンに細分し、主体となる時期を中心

に他時期の混入の可能性も含めた時期区分とした。

前期前半の器種組成：関山式期の石器組成は、関山Ⅱ式期まで同じ傾向にある。Ａ類、Ｂ類ともに石器

製作が活発に行われており、黒曜石を用いた石鏃とその製作に係わる遺物（石匙Ａ類、スクレイパー等）、

片刃石斧（打製石斧Ⅰ形態）、石匙Ｂ類スクレイパー、凹石・磨石類、石皿等が組成する。なお、打製

石斧のⅡ形態は全く組成しない。磨製石斧は若干組成する。石製品類もこの時期に組成する。石鏃、打

製石斧Ⅰ形態（片刃石斧）、石匙Ｂ類、Ｃ１類を主体とした石器群である。

前期中葉の器種組成：関山式期の石器群が混入する可能性があるため、この時期の特徴と言えるか検討

を要するが、器種組成みると前段階とほぼ変わらない状況である。黒曜石の利用が多く、打製石斧Ⅰ形

態、石匙Ｂ類が組成する。

前期後半の器種組成：諸磯ｂ式期の石器群である。黒曜石を石材とした石器製作が多くなる時期である

が、本遺跡ではその傾向は低い。打製石斧のⅠ形態はなくなり、Ⅱ形態が占める。破片を含め中形の磨

製石斧が多くなる傾向となる。

中期の器種組成：Ａ類石器は少なく、Ｂ類石器（打製石斧、スクレイパー）、Ｃ類石器で構成される。

黒曜石の利用がやや多い傾向である。

土坑出土の器種組成：概ね時期に対応した器種の出土と石材使用であるが、器種組成では関山式期以降、

変化は小さい。定形石器は少なく、Ａ、Ｂ類石器はスクレイパー、剥片類が多い。Ｃ類石器は、凹石に

比べて磨石が多く組成する。石製品等の副葬品的な石器は少ない。



－ 227 －

＜石材組成＞

　本遺跡では、主要石材に黒曜石（Ａ類）、頁岩（Ｂ類）が石器製作に利用されている。他にチャート

が黒曜石を補完する石材となっている。安山岩、結晶片岩の両石材はＣ類の石材として主体を占め、砥

石の石材では牛伏砂岩が利用されている。その他の石材では、Ａ類では、硬質頁岩（東北地方原産と

推定）、珪質頁岩（在地石材で緻密な石質）、黒色安山岩（鏑川流域・荒船山・八風山周辺地域に分布）、

碧玉（東北地方原産）、鉄石英、メノウ等が組成する。Ｂ類では流紋岩、Ｃ・Ｄ類では、砂岩、凝灰岩、

玢岩、礫岩が組成する。Ｅ類では、磨製石斧に適した緑色岩類、蛇紋岩が使用され、Ｆ類では滑石、石

英が組成する。主要となる石材以外は点数、重量とも少ないのが特徴である。

　黒曜石の産地は、蛍光Ｘ線分析法により、長野県和田エリア、諏訪エリア、蓼科エリアに大別された。

この傾向は県内に分布する同時期の遺跡でも同じ傾向である。

前期前半の石材組成：非在地石材の黒曜石と在地のチャート、頁岩、安山岩の出土量が多い。他に珪質・

硬質頁岩、黒色安山岩、碧玉等が少量組成する。在地の結晶片岩、緑色岩類、その他希少石材が組成する。

石器石材は、関山式期を通して石材組成はほぼ同じ傾向で推移する。黒曜石の産地は、和田峠系、諏訪

系、蓼科系の３地域で占められ、この時期の産地と一致する傾向である。

前期後半の石材組成：この時期は、黒曜石の利用が多いことが特徴だが、本遺跡では極端に少ない。本

遺跡の西には、黒曜石の流通拠点となった中野谷松原遺跡が存在することが、本遺跡への流通量の違い

を反映したものと考えられる。

中期の石材組成：前期と同様の石材組成を示す。遺構数に比して黒曜石の出土、利用量が多い。

＜石器各説＞ （第191～239図１～662）

　本遺跡の石器は、中原遺跡、中野谷松原遺跡等の安中市の石器分類（大工原1994）に準じ、必要に

応じて細分を行った。報告は分類ごとに行うが、Ａ類石器については、石器と石材との関係から黒曜石

石器群と非黒曜石石器群に区別した。

Ａ類石器（第191～206図）

黒曜石石器群（第191～201図）

石鏃（１～36）　49点出土した。Ⅰ形態（凹基無茎式）が主体で、Ⅱ形態（平基無形式）は少ない。Ⅰ

形態は、Ⅰａ形態（基部の抉り浅く鈍角：１～７）、Ⅱｂ形態（基部の抉りが深く鋭角：８～11）、Ⅰ

ｃ形態（小形で基部の抉りが浅い：12～17）、Ⅰｄ形態（細長く、先端から脚部付近が抉れる：12～

20）、Ⅰｅ形態（中形で基部が抉れる：21、22）、Ⅰｆ形態（大形で基部の抉りが深く鋭角：24～29）、

Ⅰｇ形態（大形で基部の抉りが浅い：30、31）である。Ⅱ形態は、Ⅱａ形態（小形）は無く、Ⅱｂ形

態（大形：32～35）がある。基部の両側が抉れるⅢ形態（凸基有茎式：36）は１点のみ出土した。関

山Ⅰ・Ⅱ式期に帰属するものがほとんどだが、時期による型式差はない。この時期は小形のものが多い。

有尾・黒浜式期（10、28、33）、諸磯ｂ式期（11、34）が含まれる。

石鏃未成品（37～82）　51点出土した。石鏃未成品は製作過程により四つに分類した。未成品Ａは、両

面調整により石鏃の形をしたもので完成品に近い状態（37～46）。未成品Ｂは、調整途中の段階で、石

鏃の形状に近づけている状態（47～63）。未成品Ｃは素材剥片が調整によって、あるいは形状そのもの

が尖る状態で、縦長状（64～69）。未成品Ｄは石鏃の素材で調整が一部施された状態（70～82）のそ
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れぞれに分類できる。なお、未成品Ａについては、調整が完結せずとも、石鏃としての機能を持つ完成

品とみられる形態が含まれる。46は基部が丸味をもつため円基式の可能性が考えられる。 素材の形態は、

三角形または矩形としたものが多く、大きさでは1.5～3.5㎝の範囲に集中する。

石錐（83～85）　３点出土した。いずれもⅠｂ形態である。両面に押圧剥離調整を施す。端部には磨痕

が残る。

楔形石器（86～104）　22点出土した。両極技法、使用による両端に潰れまたは微細剥離痕が連続して

観察される器種である。石鏃素材に適した形状が多数含まれることから、素材獲得には、両極技法が用

いられた可能性が考えられる。

石匙Ａ類（105～110）　６点出土した。Ⅰ形態（105～107）、Ⅱ形態（108～110）である。押圧剥離

で精緻に仕上げたものと摘み部分のみに調整を施したものがある。108は石核を素材として製作された

もので、器種の中では最も大きい。109はミニチュア状の小形品である。

スクレイパーＡ類（111～129）　29点出土した。精緻な調整を施すものは少なく、素材の形状に粗雑な

調整を施し、使用されたものが多い。石器の鋭利な縁辺には微細剥離痕が観察される。112、121は両

面加工を施す。129は翼状の小形横長剥片を素材とした中央両側に抉りが入る形態（抉入スクレイパー）

である。

ＲＦＡ（130～135）　23点出土した。素材をそのまま利用して縁辺に微細剥離痕が観察されるもので、

スクレイパーのⅢ形態とは調整範囲の違い（１／２以下）で分けられる。

原石・石核Ａ類（136～224）　原石14点、石核116点が出土した。原石は全面がほぼ自然面に覆われた

状態。石核は二次的な剥離痕で覆われたもので、石器素材を作出するものと石核自体が素材となるもの

に分類される。石核Ⅰは、自然面を有し、石器素材をとなる剥片類を一面ないし二面程度で作出してい

るもの。石核Ⅱは、調整が施された多面体をするもので、大小複数の石器素材となる剥片を作出したも

の。小形石核は賽子状の状態で作出が終了している。作業面の特徴から、小形貝殻状・小形矩形剥片を

目的とした剥離が認められる。石核の大きさは、長さ平均3.2㎝、幅平均2.5㎝で重量20ｇ以下の小形

とされる形態が最も多く、20ｇを超えるものは少ない。石核の状態からは、原石と石核との大きさに

差が小さいこと、自然面に覆われている割合が高いこと、小さな剥離面で覆われているものあるいは数

回程度の剥離、分割であることから、小形の石核を大量に消費して素材を獲得することを目的とした可

能性が考えられる。Ｄ－107号土坑では、112.5ｇの原石（本遺跡で最大）が出土した。

非黒曜石石器群（第201～206図）

石鏃（225～233）　10点出土した。黒曜石製石鏃を補完するものとして組成するが、遺跡内で製作され

たものは少ない。搬入品が主体である。形態では黒曜石製のものと同一である。233は超大形で細長く、

本遺跡でｈ最大の大きさである。チャートでは未成品のみが組成することから、素材を持ち込んで石鏃

に調整した可能性がある。233は長身のもので、前期には少ない形態である。

石鏃未成品（234～237）　６点出土した。黒曜石の素材よりやや大きめである。237は両面調整を施し

た円形スクレイパーの可能性がある。

石錐（238～244）　７点出土した。尖端部のみに調整が施された大形素材なものが多い。

楔形石器（245～248）　５点出土した。断面が厚手レンズ状で、両端に潰れ状の微細剥離痕が観察され

る。

石匙Ａ類（249～257）　10点出土した。Ⅰ形態（249～254）、Ⅱ形態（255～257）に分類される。黒
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65

.5
78

,0
68

.7
38

,9
40

.9
10

,3
52

.0
19

,8
06

.1
26

,4
81

.9
87

,4
02

.0
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遺
構

石
材

J－
18

J－
19

J－
20

J－
21

J－
22

J－
23

J－
24

J－
25

J－
26

J－
27

J－
28

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）

黒
曜

石
16

92
.1

59
15

4.
3

37
11

2.
1

37
99

.3
7

33
.0

35
60

.0
6

8.
0

17
15

8.
1

20
27

.6
1

0.
1

10
8

16
6.
0

チ
ャ

ー
ト

3
18

.9
3

26
.1

1
9.
3

1
16

.2
2

53
.1

6
35

.3
5

22
.3

6
31

3.
6

1
1.
6

1
2.
5

14
57

.3

黒
色

安
山

岩
2

16
.6

1
28

.8
2

3.
4

1
27

.2
3

30
.3

硬
質

頁
岩

1
4.
3

1
0.
4

2
3.
5

1
6.
7

2
11

.1
1

8.
2

珪
質

頁
岩

1
9.
6

1
26

.0
1

0.
6

メ
ノ

ウ

碧
玉

鉄
石

英
1

23
.4

頁
岩

50
2,
47

5.
6

68
2,
80

8.
4

25
91

8.
0

19
84

2.
1

16
30

7.
5

21
63

8.
2

8
18

3.
4

21
87

3.
9

32
98

7.
0

9
37

8.
8

41
1,
31

1.
8

黒
色

頁
岩

安
山

岩
49

89
,1
46

.0
31

28
,0
33

.5
17

17
,2
50

.3
10

51
,9
33

.7
6

5,
03

8.
6

13
18

,5
57

.7
7

8,
14

3.
4

14
27

,5
05

.6
18

5,
99

2.
0

10
44

,7
13

.2
22

6,
31

1.
9

流
紋

岩
2

89
.2

1
56

5.
2

玢
岩

礫
岩

牛
伏

砂
岩

1
11

8.
5

2
29

5.
3

2
49

9.
6

2
20

3.
2

凝
灰

岩
1

73
.7

結
晶

片
岩

2
18

9.
8

1
9,
60

0.
0

4
84

.1
1

40
9.
2

1
20

.6
1

20
.5

1
4,
42

0.
0

2
32

2.
3

緑
色

岩
類

1
52

6.
2

1
15

.3
1

41
.8

1
79

.5
2

55
9.
0

蛇
紋

岩

滑
石

石
英

石
材

不
明

1
49

.8

点
数

合
計

12
6

16
6

85
73

32
80

30
60

78
22

19
3

重
量

合
計

92
,5
93

.0
40

,8
39

.6
18

,4
02

.6
53

,6
14

.5
5,
43

2.
6

19
,3
83

.1
9,
44

2.
4

28
,8
85

.1
7,
15

2.
5

49
,5
14

.6
8,
94

0.
3
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遺
構

石
材

J－
28

.3
1.
32

J－
29

J－
30

J－
31

J－
33

J－
33

.3
4

J－
35

J－
36

J－
37

J－
38

J－
39

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）

黒
曜

石
2

5.
4

30
12

5.
7

10
21

.8
19

29
.1

40
10

6.
0

51
14

0.
1

4
10

.5
5

12
.2

5
12

.5
5

20
.2

チ
ャ

ー
ト

1
3.
0

5
58

.6
4

13
.9

6
29

.8
1

9.
5

7
25

.8
5

27
.8

1
2.
1

1
5.
5

2
11

.0

黒
色

安
山

岩
1

7.
1

1
10

.2
4

98
.9

硬
質

頁
岩

珪
質

頁
岩

1
3.
0

1
18

.2
1

7.
0

メ
ノ

ウ
1

19
.4

碧
玉

1
22

.5
1

4.
0

鉄
石

英

頁
岩

2
4.
7

30
62

8.
8

12
65

1.
8

12
18

4.
9

56
2,
61

1.
2

4
11

0.
6

38
88

5.
6

34
1,
06

8.
6

10
28

9.
5

13
42

1.
2

13
29

8.
1

黒
色

頁
岩

安
山

岩
1

2.
8

14
20

,3
56

.7
17

63
,5
13

.0
8

9,
39

9.
4

22
4,
75

6.
0

6
12

,5
63

.0
19

10
,7
08

.9
14

6,
78

6.
2

4
19

,5
02

.9
11

3,
31

1.
7

12
25

,8
21

.6

流
紋

岩

玢
岩

礫
岩

牛
伏

砂
岩

1
45

.8
3

50
5.
3

1
50

.3
2

40
3.
0

2
88

8.
7

凝
灰

岩
1

18
2.
0

結
晶

片
岩

1
1,
98

4.
5

1
13

.8
1

21
2.
0

2
74

3.
3

1
70

.6
1

8,
90

0.
0

1
84

.9
3

4,
23

2.
1

緑
色

岩
類

1
26

2.
2

1
19

.8
1

15
9.
0

2
21

1.
5

1
53

.9
2

96
.4

蛇
紋

岩
1

84
.0

1
41

.7

滑
石

石
英

1
8.
5

石
材

不
明

点
数

合
計

7
83

46
43

13
1

11
11

9
62

25
34

39

重
量

合
計

2,
00

0.
4

21
,4
72

.3
64

,5
42

.3
10

,3
79

.5
8,
26

4.
6

12
,6
83

.1
20

,9
15

.2
8,
59

2.
5

24
,1
02

.9
4,
65

0.
6

26
,3
87

.9
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遺
構

石
材

J－
40

J－
41

J－
42

J－
43

J－
44

J－
45

J－
46

J－
47

J－
48

J－
49

J－
50

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）

黒
曜

石
3

7.
1

20
35

.8
7

20
.5

74
34

0.
7

6
7.
9

20
41

.0
11

14
.1

13
71

.4
1

19
.7

3
3.
3

1
5.
2

チ
ャ

ー
ト

10
78

.6
3

15
.5

2
7.
6

4
29

.3
4

60
.4

4
92

.2
2

8.
5

1
5.
8

6
21

.7

黒
色

安
山

岩
1

0.
7

1
23

.1
1

16
.0

硬
質

頁
岩

1
3.
8

1
22

.8

珪
質

頁
岩

1
3.
4

1
4.
3

メ
ノ

ウ

碧
玉

1
9.
9

鉄
石

英

頁
岩

6
11

4.
1

7
59

.6
6

13
2.
6

70
1,
91

3.
3

30
1,
10

5.
9

14
98

0.
0

25
1,
29

5.
6

33
1,
31

9.
3

10
35

2.
7

1
4.
0

11
25

2.
9

黒
色

頁
岩

安
山

岩
7

4,
97

1.
0

6
1,
05

6.
2

11
28

,9
76

.3
45

16
,2
53

.9
15

6,
32

4.
0

14
6,
51

6.
0

9
41

,8
02

.2
10

12
,7
41

.2
6

6,
42

6.
9

1
45

1.
1

5
2,
09

6.
5

流
紋

岩

玢
岩

礫
岩

牛
伏

砂
岩

1
95

.6
1

60
.9

1
79

.9
1

18
0.
1

凝
灰

岩

結
晶

片
岩

1
4,
94

0.
0

5
75

.0
1

4,
58

0.
0

11
16

,1
37

.8
2

2,
18

6.
7

2
1,
82

7.
8

2
2,
92

9.
9

緑
色

岩
類

2
29

4.
1

2
14

8.
4

2
71

.6
1

36
1.
6

蛇
紋

岩

滑
石

1
8.
5

石
英

石
材

不
明

点
数

合
計

17
50

25
20

4
57

55
56

65
20

6
26

重
量

合
計

10
,0
32

.2
1,
31

7.
1

33
,7
09

.4
34

,6
61

.9
7,
83

9.
4

9,
75

6.
8

45
,2
42

.4
17

,3
05

.5
6,
98

7.
9

46
4.
2

2,
77

6.
7
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遺
構

石
材

J－
51

土
坑

ピ
ッ

ト
竪

穴
埋

設
土

器
集

石
SU

－
1

グ
リ

ッ
ト

調
査

区
合

計

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

点
数

重
量（

g）
点

数
重

量（
g）

黒
曜

石
1

3.
9

44
19

7.
6

1
1.
3

3
15

.7
7

13
.6

1
7.
5

48
10

4.
9

17
48

.2
1,
47

6
3,
95

4.
5

チ
ャ

ー
ト

1
27

.0
8

31
.1

2
8.
9

23
28

7.
3

5
24

.0
19

8
1,
90

9.
8

黒
色

安
山

岩
4

35
.8

6
83

.7
3

20
.5

40
67

2.
8

硬
質

頁
岩

2
32

.3
2

62
.0

14
15

5.
1

珪
質

頁
岩

1
4.
9

14
10

2.
2

メ
ノ

ウ
1

19
.4

碧
玉

1
7.
7

1
1.
2

7
55

.7

鉄
石

英
1

14
.9

2
38

.3

頁
岩

3
13

4.
7

44
1,
91

9.
2

1
13

.4
3

10
1.
8

4
27

2.
8

4
38

.2
12

3
5,
75

9.
0

26
83

7.
6

1,
34

1
50

,8
05

.8

黒
色

頁
岩

1
13

.8

安
山

岩
2

15
,7
18

.6
45

12
0,
83

9.
5

3
99

7.
5

5
21

,0
79

.3
6

18
,3
37

.5
1

13
6.
9

48
16

,7
60

.3
7

17
,3
57

.7
81

1
1,
12

7,
84

8.
1

流
紋

岩
6

1,
65

8.
0

玢
岩

1
61

.6
1

61
.6

礫
岩

1
14

4.
9

牛
伏

砂
岩

1
67

1.
6

1
13

4.
1

2
50

7.
2

38
7,
73

7.
1

凝
灰

岩
4

32
1.
7

結
晶

片
岩

2
4,
56

5.
3

1
1,
34

0.
1

3
19

6.
3

3
22

3.
0

75
98

,0
27

.1

緑
色

岩
類

2
14

7.
1

2
23

3.
0

30
3,
88

4.
5

蛇
紋

岩
3

27
4.
4

滑
石

2
14

.8

石
英

1
10

.9
2

19
.4

石
材

不
明

1
49

.8

点
数

合
計

7
15

5
4

10
3

20
6

26
0

61
4,
06

8

重
量

合
計

15
,8
84

.2
12

8,
47

3.
0

1,
01

0.
9

21
,3
16

.5
15

.7
19

,9
72

.9
18

2.
6

24
,0
61

.4
18

,5
11

.0
1,
29

7,
76

8.
8
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第
15

表
　

三
本

木
Ⅱ

遺
跡

　
住

居
址

時
期

別
器

種
組

成
表

時
期

パ
タ

ー
ン

種
別

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
F

Ｇ
Ｈ

計

Ａ
類

石
器

類
石

鏃
21

7
12

1
6

1
3

51

石
鏃

未
成

品
23

10
11

5
1

2
52

石
鏃

調
整

1
1

石
錐

5
1

2
1

1
10

石
匙

A
類

7
2

4
1

1
15

Sc
A

12
8

9
1

1
5

7
43

RF
A

18
8

4
3

1
1

35

楔
形

石
器

8
5

3
4

2
1

1
24

破
片

類
FL

A
44

5
23

3
23

3
39

17
1

34
22

42
1,
21

9

石
核

類
石

核
A
類

36
25

34
6

8
5

3
1

11
8

原
石

類
原

石
A
類

6
3

1
1

1
1

13

Ｂ
類

石
器

類
打

製
石

斧
11

11
8

2
3

8
10

3
56

石
匙

B
類

17
8

23
3

6
5

6
68

Sc
B

60
66

47
6

17
19

27
2

24
4

RF
B

21
11

16
2

8
7

11
76

破
片

類
FL

B
25

4
19

5
16

7
30

83
43

45
14

83
1

石
核

類
石

核
B
類

10
5

2
1

1
1

2
22

Ｃ
１

類
石

器
類

凹
石

43
55

69
4

16
12

16
6

22
1

凹
Ｂ

13
16

14
2

5
1

2
53

磨
石

50
48

53
9

28
9

12
1

21
0

石
皿

15
14

26
2

9
6

6
2

80

球
石

2
1

1
1

1
6

磨
き

石
1

3
1

1
6

ス
タ

ン
プ

形
石

器
1

2
3

Ｃ
２

類
石

器
類

敲
石

2
6

2
1

2
13

台
石

1
2

1
4

砥
石

9
6

3
2

2
3

1
26

Ｄ
類

石
器

類
棒

状
礫

3
10

4
6

2
1

26

多
孔

石
1

1
1

3

Ｅ
類

石
器

類
磨

製
石

斧
3

3
2

4
12

磨
斧

未
成

品
1

1
2

破
片

類
FL

E
1

1

Ｆ
類

破
片

類
玦

状
耳

飾
1

1

石
製

品
1

1
2

原
石

類
原

石
F類

1
1

2

合
計

1,
09

1
75

4
76

1
11

7
39

1
16

7
19

0
78

3,
54

9

第
16

表
　

三
本

木
Ⅱ

遺
跡

　
土

坑
時

期
別

器
種

組
成

表
時

期
種

別
1

2
3

4
6

7
8

計

Ａ
類

石
器

類

石
鏃

1
1

石
鏃

未
成

品
1

1
1

3

石
鏃

調
整

0

石
錐

0

石
匙

A
類

0

Sc
A

2
2

RF
A

1
1

2

楔
形

石
器

1
1

2

破
片

類
FL

A
13

11
12

5
2

4
47

石
核

類
石

核
A
類

1
1

2

原
石

類
原

石
A
類

1
1

Ｂ
類

石
器

類

打
製

石
斧

1
1

石
匙

B
類

1
1

Sc
B

3
9

1
1

1
4

19

RF
B

1
1

2

破
片

類
FL

B
2

6
4

5
3

2
22

石
核

類
石

核
B
類

1
1

2
4

Ｃ
１

類
石

器
類

凹
石

2
2

1
6

11

凹
Ｂ

1
1

2

磨
石

1
4

1
10

3
19

石
皿

4
1

2
1

8

球
石

0

磨
き

石
1

1

ス
タ

ン
プ

形
石

器
0

Ｃ
２

類
石

器
類

敲
石

1
1

台
石

0

砥
石

0

Ｄ
類

石
器

類
棒

状
礫

0

多
孔

石
1

1

Ｅ
類

石
器

類
磨

製
石

斧
0

磨
斧

未
成

品
0

破
片

類
FL

E
1

1
2

Ｆ
類

破
片

類
玦

状
耳

飾
0

石
製

品
0

原
石

類
原

石
F類

1
1

合
計

4
35

32
24

30
7

23
15

5

＜
土

器
に

よ
る

住
居

出
土

石
器

群
帰

属
パ

タ
ー

ン
＞

Ａ
：

関
山

Ⅰ
式

主
体

Ｂ
：

関
山

Ⅰ
～

Ⅱ
が

混
在

し
、

Ⅰ
が

主
体

Ｃ
：

関
山

Ⅱ
式

が
主

体
Ｄ

：
関

山
Ⅰ

～
Ⅱ

が
混

在
し

、
Ⅱ

が
主

体
Ｅ

：
有

尾
式

主
体

（
関

山
Ⅱ

式
混

在
）

Ｆ
：

諸
磯

ｂ
式

主
体

（
関

山
Ⅱ

式
混

在
）

Ｇ
：

諸
磯

ｂ
式

主
体

Ｈ
：

中
期

＜
住

居
の

時
期

＞
Ａ

（
住

居
＝

9.
10

.1
3.
15

.1
7.
19

.2
1.
25

）
Ｂ

（
住

居
＝

11
.1
2.
18

.3
3.
34

）
Ｃ

（
住

居
＝

14
.2
3.
24

.2
6.
27

.3
5.
38

.4
0
～

43
.4
5.
49

）
Ｄ

（
住

居
＝

20
.2
2）

   
 

Ｅ
（

住
居

＝
6.
28

～
32

） 
   

Ｆ
（

住
居

＝
46

～
48

.5
0）

   
 

Ｇ
（

住
居

＝
36

.3
7.
39

.4
4.
51

） 
   

Ｈ
（

住
居

＝
7.
8）

   
 

 ＜
土

坑
時

期
区

分
＞

１
＝

井
草

式
期

２
＝

関
山

Ⅰ
・

二
ツ

木
式

期
３

＝
関

山
Ⅰ

～
Ⅱ

式
期

４
＝

関
山

Ⅱ
式

期
５

＝
有

尾
式

期
（

該
当

な
し

）
６

＝
諸

磯
ｂ

式
期

７
＝

中
期

（
加

曽
利

Ｅ
３

・
Ｅ

４
・

阿
玉

台
・

五
領

ヶ
台

） 
８

＝
時

期
不

明

＜
土

坑
の

時
期

＞
１

=D
-7
1

２
=D

-4
8.
51

.6
4.
65

.6
8

３
=D

-3
4.
46

.4
7.
60

.6
6.
67

.7
4.
85

.9
3.
95

.9
8

４
=D

-5
6.
89

.9
6.
10

7.
10

8.
11

8
６

=D
-3
7.
42

.7
7.
94

.1
06

.1
13

.1
14

.1
28

.1
38

７
=D

-3
1.
32

.3
3.
13

1
８

=D
-3
5.
45

.5
8.
63

.7
0.
72

.7
5.
10

4.
11

1.
11

6.
13

7.
13

9



－ 237 －

第
17

表
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g）

点
数

重
量

（
g）
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曜石製同様、250、255等の調整が精緻なもの（精製）と253の摘みのみ調整あるいは256、257の粗

雑なもの（粗製）、押圧剥離調整による刃部作出と鋭利な縁辺をそのまま刃部としたものが存在する。

256、257を除き５㎝前後の小形が主体である。

スクレイパーＡ類（258～283）　28点出土した。不定形剥片を素材とするものが多く、素材の形状に調

整を施すものは少ない。刃部を調整によって作出するものと鋭利な縁辺をそのまま刃部とするものが存

在する。270は剥離面に覆われた片面加工で尖頭状、271は直接打撃による両面加工で円盤状となる形

態である。

ＲＦＡ　17点出土した。不定形剥片を素材としたもので、縁辺に微細剥離痕が観察される。

原石・石核Ａ類（284～291）　原石１点、石核10点が出土した。円礫、亜角礫、角礫を素材としたもので、

石器素材に適した剥片を連続剥離しておらず、小形不定形剥片の作出を目的とした剥離痕で覆われてい

る。チャートの原石（円礫）は１点である（286）。

黒曜石石器群の特徴

　関山式期の石鏃は、1.0～2.5㎝（小形）の大きさに集中し、石鏃素材である石鏃未成品と楔形石器は、

2.0～3.5㎝の大きさが選択されている。さらに原石・石核類は2.0～4.0の大きさに集中しており、原石・

石核類と石鏃素材との大きさに差がないことが明らかとなった。原石・石核類の大きさは、10ｇ以下

が最も多く、40ｇ以上のものは少数であることから、石鏃製作にはもともと小形の石材を利用する時

期的傾向があることが明らかとなった。石鏃の製作は、小形の石材から石鏃サイズに適した素材を獲得

し、素材の大きさをあまり変えずに調整を施すことによって大小の石鏃を製作する工程であったものと

考えられる。つまり、この時期の石鏃製作は、「小形の原石・石核から石鏃素材を少数獲得し、石鏃製作

に至る」ことから、石鏃製作に占める原石・石核類の割合が高い要因であった可能性が考えられる。ま

た、石核・原石類、剥片類、石鏃未成品、石鏃を除く石器に至っては、自然面を残す割合が半数を超え

ていることから、一次剥離による剥片を素材に用いていたことを示している。石核類も自然面が9割以

上となることから、石材として完全には消費されずに廃棄されたことを示している。石材の大きさから、

大量の素材が獲得できないことの裏付けとなろう。なお、参考までに有尾式期の状況も関山式期と同様、

大きさをグラフ化した結果、同一傾向であることが判明した。

Ｂ類石器（第207～227図）

石匙Ｂ類（292～351）　74点出土した。Ⅰ形態（292～314）とⅡ形態（315～351）に分類される。

調整方法によってⅠａ形態（無し）、Ⅰｂ形態（292～308）、Ⅰｃ形態（309～314）、Ⅱａ形態は１点

のみ（315）、Ⅱｂ形態（316～335）、Ⅱｃ形態（336～351）に分類した。直接打撃で精緻に仕上げ

るもの（Ⅰｂ、Ⅱａ、Ⅱｂ）と摘み部のみを調整し、素材の縁辺をそのまま刃部とするもの（Ⅰｃ、Ⅱ

ｃ）に細分される。石材は全て頁岩であり、器種による石材選択が認められる。大きさは、Ⅰ形態は長

さ3.0～9.0㎝、幅2.0～5.0㎝、Ⅱ形態は長さ3.0～6.0㎝、幅4.0～7.0㎝のそれぞれの範囲内に集中する。

Ⅰ、Ⅱ形態とも大きさには差は小さいため、素材の形状に合わせて形態が分かれた可能性が考えられる。

打製石斧（352～399）　76点出土した。Ⅰ形態は片刃石斧に分類され、中原遺跡では形態によって８

分類している。Ⅰａ形態（無し）、Ⅰｂ形態（352）、Ⅰｃ形態（353～363）、Ⅰｄ形態（364～370）、

Ⅰｅ形態（371～379）、Ⅰｆ形態（380）、Ⅰｇ形態（381～383）、Ⅰｈ形態（384、385）、Ⅰｉ形態（大

形で撥形：386）、Ⅰｊ形態（短冊形：387）、未成品（388、389）である。Ⅰ形態は関山式期を主体
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とするが、有尾・黒浜式期、諸磯ｂ式期まで数は少ないが組成している。Ⅱ形態（390～398）は、短

冊形、撥形に分類され、諸磯ｂ式期、加曽利Ｅ式期に帰属する。399は大形素材に調整が施された打製

石斧の未成品と思われる。石材は、Ⅰ形態は頁岩に限定され、Ⅱ形態は頁岩、安山岩が少数含まれる。

　大きさは、Ⅰ形態が長さ5.0～7.0㎝が最も集中し、最大では10㎝を超えるものも存在する。また、長

さと幅が２：１以上となるものが多いが、極端に縦長となるものが少ない。一方、Ⅱ形態は8.0～12.0

㎝に最も集中することから、Ⅰ形態とⅡ形態では、大きさによる形態の差が認められる。

スクレイパーＢ類（400～503）　314点出土した。押圧あるいは直接打撃によって調整を施し、刃部と

するものと素材の鋭利な縁辺を刃部とするものが存在する。調整を施し、整形するものが多い。調整に

よる分類をみると住居別では、関山式期では、Ⅰａ形態（無し）、Ⅰｂ形態（400～418）、Ⅱ形態（419

～449）、Ⅲ形態（450～470）である。有尾・黒浜式期では、Ⅲ形態（471～476）である。諸磯ｂ式

期では、Ⅰａ形態（477）、Ⅰｂ形態（478～482）、Ⅱ形態（483～490）、Ⅲ形態（491～494）である。

土坑と他遺構のものは、Ⅱ形態（495～501）に分類され、関山式期、諸磯ｂ式期、加曽利Ｅ式期の各

時期に帰属する。なお、477、478は両面加工による尖頭状となる形態で、磨り痕が観察される。石錐

の可能性がある。502、503は頁岩の原石を打ち欠き、片面加工を施した片刃礫器に類似するため早期

の可能性がある。

石核Ｂ類（504～507）　30点出土した。礫面を一部に残した円礫状で交互剥離（球心状剥離）によって

小形不定形剥片を作出している。石材は頁岩が多い。

Ｃ１類石器（第228～235図）

土器磨き石（508～517）　７点出土した。「部分研磨礫」とも呼ばれる器種である。棒状の小形礫を素

材とし、礫面には研磨による線条痕、端部に敲打痕がある（508～512）。扁平な楕円礫の平坦面には

使用痕と推定される磨痕がある（513～517）。石材は安山岩、流紋岩、頁岩である。

球石（518～520）　６点出土した。小形球状の円礫で礫面は滑らかである。石材は安山岩である。

磨石（521～548）　255点出土した。Ⅰ形態（円形）は球状の礫（521～523）、扁平円礫（524～526）

に細分される。球石とは大きさで区別できる。Ⅱ形態（527～533）、Ⅲ形態（534～541）は、平坦面

を磨り面とし、一部では側面が平坦となる使用痕をもつものがある（533～535、539）。端部に敲打痕

をもつものがある（540）。特殊形態として、小形扁平礫を素材に平滑面をもつもの（542～544）、ス

タンプ状（545～548）がある。細長い楕円礫を分割して、平坦な分割面を使用面とする。使用面には

磨り痕があり、礫面にも使用痕がある。この形態は特殊磨石または「スタンプ形石器」として早期ある

いは中期に帰属する器種として分類される。石材は安山岩である。

凹石Ｂ（549～554）　57点出土した。平坦な礫面に浅い細かい凹み（敲打痕に類似する使用痕）が単独

または集中するのが特徴で、磨石と凹石の中間形態に分類される（549～554）。形状は両器種に準じ、

安山岩が多く、流紋岩が少数認められる。

凹石（555～578）　249点出土した。磨石との機能をもつものがほとんどである。Ⅰ形態（555～560）

では、球状は少なく、扁平が主体である。560は、側面に磨り面をもつ。Ⅱ形態（561～574）は、分

類の中で最も主体を占める形態で、凹み→磨るの繰り返しによる使用痕と推定される。凹みのみをもつ

ものは少ないため、敲打（叩く）と磨る行為を併せ持ち、複合的な動作によって使用痕がついた器種と

推定される。Ⅲ形態（575～578）は、細長く敲石の転用も含まれる（578）。結晶片岩が多い。磨石同
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様、礫平坦面や側面には凹みあるいは磨る痕がある。

石皿（579～606）　93点出土した。円形または楕円形（579～585）、細長い楕円形（595、596）、四

角形（597）あるいは隅丸方形（598～600）、大形不定形（601～603）がある。中央の作業面が凹んだ、

定形的な形態（604～606）がある。炉の中央に敷くもの、炉石あるいは住居構築材として破砕して使

用するものが存在する。時期による平面形態に大きな差はみられないが、前期前葉では、作業面が平坦

となるものが多い。諸磯ｂ式期では、作業面の凹みが明確となるもの（560）が含まれる。石皿の出土

状況は、床面では完形が多いが、炉内あるいは土坑内では破砕したものが多くなる。石材は安山岩が主

体で、他に結晶片岩が加わる。石皿は住居址床面に置かれた状態、あるいは炉に使用、土坑内から出土

が多いことから、図示したもの以外に遺構との関連のあるものについて写真を掲載した。

Ｃ２類石器（第236・237図）

敲石（607～617）　17点出土した。石器製作等、道具を作るために使用した石器である。結晶片岩、緑

色岩類といった硬質な石材を選択する傾向があり、棒状あるいは不定形の素材の端部に連続する敲打痕

が観察される（616、617）。敲打する作業のため、欠損したものが多い。

台石（618、619）　６点出土した。作業台の用途をもつ器種であるが、石皿と同じ機能をもつため、区

別が難しい器種であるため、作業面の状態で判断した。細長い大形棒状礫を素材としたものには、大き

な単孔がある（618）。平坦面に敲打による多数の剥落痕があるもの（619）がある。

砥石（620～636）　28点出土した。研磨面が平坦あるいは凹むものは主に磨製石斧の研磨に、細い筋状

で有溝のものは石器以外にそれぞれ使用されたと考えられ、研磨対象物が異なる可能性がある（620～

636）。

Ｄ類石器（第238図）

棒状礫（637～642）　28点出土した。形状は石棒に類似するが、細長い礫を素材とした無加工のもので

区別される。結晶片岩、緑色岩類など硬質の石材が選択されている。棒状（637～641）、板状（640）、

小形棒状（642）に分類される。

多孔石（643～645）　４点出土した。礫面に多数の凹みをもつ大形石器で、石皿、台石と形態が類似す

る（643～645）。石材は安山岩である。

Ｅ類石器（第238図）

磨製石斧（646～657）　15点出土した（未成品を含む）。点出土した。関山式期は全て欠損するが、Ⅲ

ａ形態が主体で大形で、Ⅱｂ形態もある（646～649）。刃部破片には、潰れ状の剥離痕あるいは敲打

痕が観察される（647）。有尾・黒浜式期はⅡａ形態であり、敲石に転用されている（650、651）。諸

磯ｂ式期は、完形品を含むⅡａ形態が主体で、欠損したものは敲石に転用されている（652～655）。

655は磨斧破片をノミ状に再加工を施している。656は敲石への転用で敲打痕が残る。657は磨製石斧

の石材で扁平楕円礫の一部に調整が施された未成品あるいは石製品である。

Ｆ類石器（第239図）

玦状耳飾（658）　１点出土した。半分に欠損するものが１点出土した（658）。円環状で断面は厚手、
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第 189 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　黒曜石石器長幅・重量グラフ
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丸味を帯びる。製作に伴う削り痕、研磨痕が観察される。石材は白色の滑石である。出土状況から関山

式期に帰属する。

有孔石製品（659、661）　２点出土した。滑石製で両端が欠損する形状が三角形と推定される用途不明

の石製品（659）、安山岩製で両面に円錐形の凹みをもち、両側から貫通する用途不明の石製品（661）

がそれぞれ１点出土した。

石英原石（660）　３点出土した。自然面に剥離痕がある白色の石英が出土した（660）。同一石材は他

にはない。

石製品（662）　１点出土した（集計は磨製石斧未成品に含む）。被熱により変色した緑色岩類の扁平礫

である。磨製石斧に使用される石材だが、調整は認められない。磨製石斧の未成品の可能性がある。

礫

　関山式期の住居址では、覆土中から他の遺物とともに廃棄された多数の小礫が出土した。礫の石材は、

安山岩が主体で、結晶片岩、砂岩、頁岩が少数みられる。安山岩は、遺跡が存在する天神川に面した露頭、

あるいは碓氷川または下位段丘を流れる柳瀬川の河床礫あるいは露頭で採取可能である（磯貝1996）。

これら露頭の礫がＣ類を主体とした石器石材あるいは炉石等として選ばれたものと推定される。（井上）
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第 191 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（１）　石鏃（黒曜石）
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第 192 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（２）　石鏃未成品（黒曜石）
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第 193 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（３）　石鏃未成品・石錐（黒曜石）
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第 194 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（４）　楔形石器（黒曜石）　
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第 195 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（５）　石匙Ａ類・スクレイパーＡ類（黒曜石）
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第 196 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（６）　スクレイパーＡ類・ＲＦＡ（黒曜石）
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第 197 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（７）　石核・原石類１（黒曜石）
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第 198 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（８）　石核・原石類２（黒曜石）
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J-43.11.2
AT-226 Ob

J-43.11.2
AT-227 Ob

J-43.11.2 AT-221 Ob

J-43.14.3
AT-228 Ob

J-28.14.1
AT-262 Ob J-28.8.2

AT-259 Ob J-28.10.2 AT-256 Ob J-29.1.1
AT-263 Ob

J-29.13.1
AT-258 Ob

J-31.8.2
AT-257 Ob

D-107 №1
AT-292 Ob

D-56
AT-290 Ob

D-131
AT-291 Ob 0 ５㎝2：3

第 200 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（10）　石核・原石類４（黒曜石）



－ 254 －

221
222

223

224

225
226

227
228

229
230

231 232

233 234

235

236
237

J-47.2.1
AT-275 Ob

J-47.15.2
AT-273 Ob

J-48.8.3
AT-276 Ob

J-39.16.2
AT-274 Ob

J-9.12.1 AT-317 Sh J-10.6.2 AT-319 Ch

J-15.6.2 AT-321 Ch
J-35.3.ﾄﾚﾝﾁ
AT-318 Ch J-28.1.1 AT-383 KSh

J-8.7.1 AT-403 Sh

4J-49 AT-315 BAn 4I-62 AT-316 碧玉

2K-10 AT-314 Ch J-13.2.2 AT-345 Ch

J-10.11.2 AT-320 Ch

J-10.15.3
AT-323 碧玉

J-10.10.2 AT-324 Ch

0 ５㎝2：3

第 201 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（11）　石核・原石類５（黒曜石）　石鏃・石鏃未成品



－ 255 －

238

239

240

243

J-10.10.2 AT-329 Sh

J-19.5.2 AT-328 Ch

J-26.16.1 AT-330 Sh

J-33.6.3 AT-327 An J-36.8.1 AT-392 Ch

241

242

244
245

246
247

248

J-35.7.1 AT-331 Sh

J-47.3.1 AT-391 Sh

J-19.6.2 AT-342 Sh

J-19.12.1 AT-322 Ch J-26.11.2
AT-343 An

J-50.9.1 AT-390 Sh

0 ５㎝2：3

0 ５㎝1：2

第 202 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（12）　石錐・楔形石器



－ 256 －

249
250 251

252

253

254 255

256

257

J-10.14.1 AT-334 Ch
J-45.13.3 AT-333 HSh J-26.2.2 AT-335 HSh

J-35.9.ｶｸﾗﾝ AT-336 碧玉

J-6.14.1 AT-33７ Ch

3V-41 AT-338 Ch J-23.6.2 AT-332 Ch

J-11.16.2 AT-339 BAn

J-20.16.2 AT-340 BAn

0 ５㎝1：2

第 203 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（13）　石匙Ａ類



－ 257 －

258

259

260

261
262

263

264

265

266

267

268

J-10.10.2 AT-349 Ch

J-23.11.2 AT-350 KSh

J-24.3.1
AT-352 Ch

J-11.10.1 AT-348 BAn
J-23.11.1 AT-347 Ch

J-25.5.2 AT-353 Ch

3P-30 AT-354 BAn

J-21.ｻﾌﾞﾄﾚ1 層 AT-346 碧玉

J-26.5.1 AT-351 Ja

D-65 AT-297 Ja

D-68 AT-407 BAn

0 ５㎝1：2

第 204 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（14）　スクレイパーＡ類１



－ 258 －

269 270
271

272 273

274
275

276

277

278

279
280

281

282

283

J-28.6.2 AT-385 Ch
J-39.16.2 AT-393 Ch

J-46.6.3
AT-396 BAn

J-51.3.1 AT-398 Ch J-50.9.1 AT-397 HSh

J-39.15.3 AT-395 BAn
J-47 P-7 AT-394 Ch

J-10.6.1
AT-366 KSh

J-9 P-6 AT-368 BAn

J-25.6.2 AT-367 BAn

J-10.11.ｻﾌﾞﾄﾚ1 AT-364 Ch
J-10.5.2 AT-362 Ch

D-68
AT-298 HSh

J-25.7.3 AT-365 HSh

J-12.13.3 AT-363 Ch
0 ５㎝1：2

第 205 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（15）　スクレイパーＡ類２



－ 259 －

284

285

286

287
288 289

290

291

J-10.10.2
AT-376 Ch

J-11.10.3
AT-377 BAn

J-25.2.3 AT-380 Ch

3O-31
AT-379 HSh

4I-45
AT-378 Ch J-29 P-3 AT-384 ﾒﾉｳ

J-46.11.1
AT-387 Ch

J-47.8.1 AT-386 Ch

0 ５㎝1：2

第 206 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（16）　スクレイパーＡ類３



－ 260 －

292

293

294
295

296

297

298

299

J-9.6.2 BT-306 An

J-9.2.1 BT-307 Sh

J-23.10.2 BT-300 Sh

J-19.12.2 BT-298 Sh

J-18.15.2 BT-302 An

J-22.1.1 BT-293 Sh

J-43.5.2 BT-292 Sh

J-43.8.1 BT-305 Sh
0 ５㎝1：2

第 207 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（17）　石匙Ｂ類１



－ 261 －

300
301 302

303 304

305

306
307

308

309

310

311

312

313 314

J-43.2.2 BT-299 Sh J-45.3.3 BT-291 Sh

J-45 P-4 BT-296 Sh

J-33.8.2 BT-294 Sh
T-3.1.1 BT-308 Sh

J-31.12.2 BT-346 Sh

J-37.3.3 BT-352 Sh

J-39.16.3 BT-348 Sh

J-22.6.1 BT-303 Sh

J-48 P-4 BT-357 Sh

J-43.5.2 BT-301 Sh
J-43.10.2 BT-297 Sh

J-28.10.2 BT-344 Sh
J-47 D-1 BT-349 Sh

D-114 BT-571 Sh

0 ５㎝1：2

第 208 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（18）　石匙Ｂ類２



－ 262 －

315

316

317

318

319

320

321

322

J-10.3.2 BT-319 Sh

J-10.13.1 BT-316 Sh

J-10.12.3 BT-314 Sh

J-10.13.2 BT-317 Sh

J-11 P-8 BT-329 Sh

J-11.3.3 BT-330 Sh

J-25 P-1 BT-326 Sh

J-15 P-2 BT-341 Sh0 ５㎝1：2

第 209 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（19）　石匙Ｂ類３



－ 263 －

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332
333

J-19.12.2 BT-331 Sh

J-19.11.2 BT-332 Sh

J-19.12.2 BT-334 Sh

J-19.12.2 BT-333 Sh

J-40.ｻﾌﾞﾄﾚ2 BT-312 Sh

J-33.10.2 BT-322 Sh

J-43.14.2 BT-337 Sh

J-26.9.1 BT-327 Sh

J-43.6.2 BT-324 Sh

J-35.3.1 BT-321 Sh

J-38.3 区 BT-543 An

0 ５㎝1：2

第 210 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（20）　石匙Ｂ類４



－ 264 －

334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

J-36.8.3 BT-351 An

J-44.5.3 BT-354 Sh

J-10.10.1 BT-318 Sh

J-10.5.2 BT-310 Sh

J-11.14.2 BT-311 Sh

J-25.3.2 BT-315 Sh

J-14 P-1 BT-328 Sh

J-18.6.2 BT-343 Sh

J-42.11.2 BT-313 Sh

J-23.9.2 BT-339 Sh

（全面風化）

0 ５㎝1：2

第 211 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（21）　石匙Ｂ類５



－ 265 －

344

345

346

347

348

349

350

351

J-35.8.1 BT-335 Sh

J-41.10.1 BT-342 Sh

J-43.6.1 BT-323 Sh

J-43.7.2 BT-338 Sh

J-43.1.2 BT-325 Sh

J-45.5 区周溝 BT-336 Sh

J-46.2.2 BT-355 Sh

J-46.15.2 BT-356 Sh
0 ５㎝1：2

第 212 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（22）　石匙Ｂ類６



－ 266 －

352 353

354

355

356
357

358
359

D-68 BT-556 Sh
J-10.6.2 BT-372 Sh

J-10.15.2 BT-368 Sh

J-11.9.3 BT-366 Sh

J-13.14.2 BT-378 Sh
J-19.8.1 BT-381 Sh

J-30.6.3 BT-387 Sh J-33･34 P-1 BT-143 Sh

0 ５㎝1：2

第 213 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（23）　打製石斧１



－ 267 －

360 361

362
363

364

365

366

367

J-28.5.ｻﾌﾞﾄﾚ1 BT-393 Sh

3S-39 BT-391 Sh

J-35.10.1 BT-388 Sh

J-11.10.3 BT-370 Sh

J-12.8.1 BT-365 Sh
J-14.19.1 BT-384 Sh

J-20.6.1 BT-376 Sh

J-20.2.1 BT-385 Sh0 ５㎝1：2

第 214 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（24）　打製石斧２



－ 268 －

368
369

370

371

372
373

374

375

J-23.10.2 BT-380 Sh
J-42.7.1 BT-371 Sh

J-28.7.ｻﾌﾞﾄﾚ2 BT-392 Sh

J-10.6.2 BT-375 An

J-10.10.3 BT-373 Sh

J-11.11.2 BT-367 Sh

J-18.ｻﾌﾞﾄﾚ BT-382 Sh

J-18.17.2 BT-379 Sh

0 ５㎝1：2

第 215 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（25）　打製石斧３



－ 269 －

376

377

378

379

380

381

J-21.5.3 BT-175 Sh

J-23.14.2 BT-383 Sh

J-33.10.2 BT-386 Sh

J-50.10.2 BT-414 Sh

J-18.17.3 BT-369 Sh

J-10.15.2 BT-430 Sh
0 ５㎝1：2

第 216 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（26）　打製石斧４



－ 270 －

382

383

384 385

J-19.5.2 BT-377 Sh J-39.5.3 BT-413 GrR

J-27.9.1 BT-389 Sh

4H-49 BT-263 Sh

0 ５㎝1：2

第 217 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（27）　打製石斧５



－ 271 －

386

387

J-11.9.3 №2 BT-363 Sh

J-25.3.2  BT-364 Sh

0 ５㎝1：2

第 218 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（28）　打製石斧６



－ 272 －

388

389

390
391

392

J-19.11.2 BT-95 Sh

J-33.2.3 BT-124 Sh

J-36.12.1 BT-397 Sh J-37.8.1 BT-399 An
J-44.14.2 BT-401 Sh

0 ５㎝1：2

第 219 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（29）　打製石斧７



－ 273 －

393

394
395

397

398

396

399

J-46.1.3 BT-396 Sh

J-47.12.2
BT-400 Sh

J-48.3.1 BT-395 Sh

J-50.10.2
BT-394 An

J-8.12.1 BT-410 Sh

D-42 上層 BT-551 Sh

J-45.6.2
BT-362 Sh

（タール付着）

（調査時欠損）

0 ５㎝1：2

第 220 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（30）　打製石斧８



－ 274 －

400 401

402
403

404

405

406

407
408

409

410

411

412

413

414

415

416

417 418

J-10.7.ｻﾌﾞﾄﾚ1 BT-150 Sh

J-12.13.3 BT-136 Sh

J-18.9.2 BT-153 Sh J-11.16.1 BT-155 Sh

J-11.16.3
BT-142 Sh

J-11.15.3 BT-135 Sh
J-10.7.ｻﾌﾞﾄﾚ1 BT-140 Sh

J-11.1.3 BT-160 Sh J-11.7.2 BT-137 Sh J-19.10.2 BT-144 Sh

J-25.7.2 BT-151 Sh
J-11.16.2
BT-173 Sh

J-42.2.1 BT-141 Sh

J-19 P-1 BT-145 Sh

J-26.7.2 BT-161 Sh

J-43.12.1 BT-177 Sh

J-38.3 区 BT-546 Sh

J-18.8.2 BT-138 Sh D-93 BT-561 Sh
0 10㎝1：4

第 221 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（31）　スクレイパーＢ類１



－ 275 －

419
420

421

422 423
424

425
426

427

J-9 №13 BT-33 Sh J-12.12.3 BT-14 Sh

J-25.4.2 BT-181 Sh

J-12.10.1 BT-114 Sh J-25.4.2 BT-182 Sh J-9.1.1 BT-131 An

J-10.14.1 BT-93 Sh
J-11.6.1 BT-74 Sh

J-12.6.3 BT-101 Sh

428

429

430

431

432

433

434

435
436

437

438

J-15.3.2
BT-169 Sh

J-21.4.2 BT-183 Sh

J-19.12.2 BT-180 Sh

J-18.19.2 BT-168 Sh

J-20.13.3 BT-96 Sh

J-21.5.3 BT-176 Sh

J-22.10.1 BT-132 An

J-23.7.1 BT-130 Sh

J-19.1.1 BT-81 Sh

J-20.3.2 BT-111 Sh

J-24.5.1 BT-83 Sh

（トーンは黒色付着物）

0 10㎝1：4

第 222 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（32）　スクレイパーＢ類２



－ 276 －

439

440 441

442 443

444

445
446

447

448 449

450
451 452

453

454

455

456

J-12.5.3 BT-1 Sh

J-12.14.2 BT-67 Sh J-12.5.2 BT-107 Sh

J-30.2.3 BT-102 Sh
J-17.3.3 BT-99 Sh

J-26.1.1 BT-86 Sh

J-30.8.3 BT-106 Sh
J-33.14.1 BT-120 Sh

J-33.15.3 BT-171 An

J-30.11.3 BT-100 Sh J-33.10.3 BT-66 Sh

J-9.2.1 BT-29 Sh J-9 P-3 BT-47 An J-9.1.2 BT-56 An

J-10.13.1 BT-37 Sh
J-25.1.3 BT-17 Sh

J-11.11.2 BT-62 Sh

J-25.1.3 BT-16 Sh

0 10㎝1：4

第 223 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（33）　スクレイパーＢ類３



－ 277 －

457
458

459 460 461

462

463
464

465

466

467

468
469

470

471

472

473
474

475

476

J-18.12.1 BT-44 Sh J-40.13.2 BT-28 Sh

J-19.12.2 BT-179 Sh
J-18.15.2 BT-50 Sh

J-19.5.2 BT-55 Sh

J-19.7.2 BT-89 Sh

J-26.5.2 BT-9 Sh
J-43.12.1 BT-178 Sh

J-38.3 区 BT-53 Sh

J-33.2.1 BT-19 Sh

J-33.15.3 BT-170 Sh

J-33.2.1 BT-18 Sh
J-35.7.1
BT-61 Sh

J-43.3.2 BT-2 Sh

J-28.3.1 BT-191 Sh

J-28.3.1 BT-190 Sh

J-28.10.1
BT-193 Sh

J-29.6.1 BT-194 Sh

J-31.12.2 BT-186 Sh J-6.4.1 BT-185 An

0 10㎝1：4

第 224 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（34）　スクレイパーＢ類４



－ 278 －

477

478

J-44.14.2 BT-226 Sh

J-44.12.2 BT-225 Sh

479

480

481
482

485

483

484

486

487
488

489 490

491

492
493

494

J-39.5.3 BT-232 Sh

J-36.12.1 BT-213 Sh

J-47.3.2 BT-239 Sh
J-44.11.3 BT-230 Sh

J-37.5.3 BT-215 Sh
J-46.8.2 BT-217 An

J-46.13.2 BT-211 Sh

J-36.8.1 BT-234 Sh

J-37.4.3 BT-212 Sh

J-44.5.2 BT-231 Sh

J-44.8.2 BT-221 Sh
J-47.8.1 BT-198 Sh

J-48.2.2 BT-204 Sh

J-47.15.1 BT-200 Sh
J-51.4.1 BT-207 Sh

J-51.3.1 BT-195 Sh

0 ５㎝1：2

0 10㎝1：4

第 225 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（35）　スクレイパーＢ類５



－ 279 －

495

496
497

498 499

500
501

502

503

D-66 №3 BT-549 Sh

D-98 BT-550 Sh
D-128 BT-572 Sh

D-58 BT-559 Sh
J-8.7.1 BT-240 Tuff

S-3 №2 BT-547 Sh
3M-15 BT-258 Sh

4P-46 BT-278 Sh

3R-30 BT-283 Sh

0 ５㎝1：2

0 10㎝1：4

第 226 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（36）　スクレイパーＢ類６



－ 280 －

504

505

506

507

J-9.11.2 BT-512 Sh

J-9.13.2 BT-511 Sh

J-19.3.2 BT-515 Sh

D-68 BT-558 Sh
0 ５㎝1：2

第 227 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（37）　石核



－ 281 －

508
509 510 511

512

513
514 515

516
517

518 519

520

521
523

524
525

526

522

527
528 529

J-26 P-1
C1T-293 An

D-67
C1T-644 An

J-38.1 区
C1T-672 An

J-9.2.2
C1T-509 An J-43.6.2

C1T-564 Sh

J-11.14.3 C1T-347 An
J-48.4.2 C1T-628 An J-11.16.3 C1T-284 RYu

J-19.ｻﾌﾞﾄﾚ1 層  C1T-219 RYu
J-19.3.3
C1T-450 Sh

J-11.10.3
C1T-511 An

J-20 炉
C1T-458 An

J-33.2.2
C1T-282 An

J-6 炉 №2 C1T-602 An

J-13.12.2
C1T-338 SS

J-12.14.3 C1T-255 An

J-12.1.3
C1T-352 An D-71 №1

C1T-267 An

J-18 №2
C1T-146 An

J-23 炉 №16
C1T-139 An

J-25.5.2
C1T-567 An

D-64
C1T-654 An

（トーンは使用痕範囲）
0 10㎝1：4

第 228 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（38）　磨石類１



－ 282 －

530
531

532

533
534 535

536 537
538 539

J-20 P-1
C1T-454 An

J-21 炉 №4
C1T-220 An J-30 炉 №5

C1T-316 An

J-12.14.3
C1T-460 An J-10.9.3

C1T-380 An

J-39.5.3
C1T-104 An

J-10.5.3
C1T-312 An

J-27.6.2
C1T-573 An

D-64
C1T-652 An

D-94
C1T-81 An

0 10㎝1：4

第 229 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（39）　磨石類２



－ 283 －

540 541 542 543 544

545
546 547 548

549 550

551

552
553

554

J-9.3.1
C1T-137 An

J-12.13.3
C1T-679 Sh

J-45.15.3
C1T-401 Sh

J-28.7.2
C1T-142 Sc

J-45.3.1
C1T-414 Sh

J-28.11.2
C1T-211 An

J-10.12.3
C1T-346 An

J-30.10.3
C1T-167 An

3S-30
C1T-606 An

J-13 P-2
C1T-603 An

J-11.2.2
C1T-632 RYu J-24 P-2

C1T-505 RYu

J-42 炉 №7
C1T-590 An

J-9 炉 №3
C1T-605 An

J-11.12.3
C1T-620 RYu

0 10㎝1：4

第 230 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（40）　磨石類３・凹石Ｂ



－ 284 －

555
556 557

558
559

560

561
562

563

564
565

566

J-9.9.2
C1T-517 An

D-64 №3
C1T-157 An

J-43 P-3
C1T-536 An

J-26 P-4
C1T-539 An J-21 炉 №2

C1T-594 An

J-7.11.1
C1T-480 Sc

D-37 №2
C1T-657 An J-11 炉 №2

C1T-545 An

J-14 D-1
C1T-479 An

J-27 床直 №1
C1T-77 An

J-30 炉床直 №3
C1T-299 An J-30 炉 №4

C1T-285 An

0 10㎝1：4

第 231 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（41）　凹石１
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567

568
569

570

571

572

573 574

575
576

577

578

J-18 炉 №1
C1T-225 An

J-45 P-5 C1T-227 An
J-42 炉 №5 C1T-613 An

D-63 №11 C1T-600 An

J-28 P-4
C1T-294 An

J-8 床直 №4
C1T-291 An

J-18 炉 №2
C1T-226 An

J-40 炉 №12
C1T-103 An

J-45.10.1
C1T-395 Sc P-1 C1T-537 An

J-8.7.1
C1T-224 Sc

J-47.14.1
C1T-112 Sc

0 10㎝1：4

第 232 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（42）　凹石２
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579
580

581

582

583
584

585

586 587

588

J-12.11.3 C1T-36 An
J-9.3.3 C1T-22 An

J-24 炉 №2 C1T-30 An

J-6 炉 №1 C1T-53 An

J-20 №6 C1T-41 An

J-51 床直 №1 C1T-45 An

J-11 №1 C1T-48 An

J-21 №1 C1T-58 An J-18 №3 C1T-49 An J-18 №1 C1T-50 An

0 20㎝1：8

第 233 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（43）　石皿１
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589
590 591

592

593
594

595 596

597

D-116 №1
C1T-44 An J-25.2 区 №1

C1T-54 An
J-30 床直 №2
C1T-55 An

J-17.9.2 №1
C1T-66 An

D-114 №1
C1T-71 An

S-8 №3 C1T-69 An

J-47 床直 №1
C1T-12 An D-106 №1

C1T-52 An
D-95 №1 C1T-11 An

0 20㎝1：8

第 234 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（44）　石皿２
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598

599

600

601

602

603

604

605 606

J-19.6.3 №1 C1T-32 Sc

D-66 №2
C1T-34 Sc

J-43 炉
C1T-23 Sc

J-18 炉 №8
C1T-61 An

J-46 床直 №1
C1T-13 An

J-37 床直 №1
C1T-63 An

J-11.4 区 №4
C1T-28 An

J-19.6.2
C1T-60 An

J-35 床直 №1
C1T-21 Sc

0 20㎝1：8

第 235 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（45）　石皿３
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607 608 609

610

611 612

613

614

615 616

617

618

619

J-10.6.2
C2T-29 An

J-11.12.2
C2T-27 GrR

J-11.3.3
C2T-19 GrR

J-11.16.3
C2T-28 Sc

J-12.4.2
C2T-22 Sc

J-12.8.3 C2T-56 An

J-15.11.2
C2T-45 Sc

J-18.9.1
C2T-39 Sc

J-23.10.2 C2T-55 GrR D-35 C2T-52 GrR

P-11 №2
C2T-8 An

J-14.7.1 C2T-6 An

J-23.10.2 C2T-5 An

（　　　　　　敲打範囲）

0 10㎝1：4

0 20㎝1：8

第 236 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（46）　敲石・台石
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620
621 622

623

624

625
626

627

628 629

630
631

632

633

634
635

636

J-8.10.1
C2T-17 SS

J-10.14.3
C2T-31 Sh

J-10.15.3
C2T-32 SS

J-11.16.1
C2T-15 Sc

J-11.14.3
C2T-48 An

J-17.2.2
C2T-49 SS

J-15.12.2
C2T-30 SS J-21 P-1

C2T-51 SS

J-21.15.2 C2T-35 SS
J-24.10.1 C2T-50 SS

J-28.11.2
C2T-12 SS J-28.11.2

C2T-11 SS

J-33.13.1 C2T-24 SS

J-35.2.1 C2T-9 SS

J-33.5.3 C2T-46 SS
J-36.4.2 C2T-23 SS

J-48 P-2 C2T-42 SS

0 10㎝1：4

第 237 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（47）　砥石
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637

638 639

640

641

642

J-11.14.3
DT-10 Sc

J-20.6.1
DT-9 Sc

J-20.11.1
DT-8 Sc

J-30.11.ｻﾌﾞﾄﾚ1
DT-11 Sc

J-33.12.2
DT-12 GrR

J-31.2.2
DT-30 GrR

643

644

645

J-11.13.3
DT-1 An

J-46.5 区 床直 №2 DT-2 An

D-113
DT-32 An

646
647 648 649

650

651

652
653

654
655

657656

J-12.5.3
ET-10 GrR 

J-11.8. 棚 ET-11 GrR

J-11.15.2
ET-13 蛇紋岩

J-30.6.3 ET-12 蛇紋岩

J-28.6.2 ET-1 GrR

J-28.7.1
ET-2 GrR

J-44.16.2
ET-3 GrR J-50.6.1

ET-4 GrR

J-39.ｻﾌﾞﾄﾚ1 層
ET-7 蛇紋岩 J-47.12.2 ET-8 GrR

J-36.12.1 ET-6 GrR J-47.14.2
ET-15 GrR

0 10㎝1：4

0 20㎝1：8

第 238 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（48）　棒状礫・多孔石・磨製石斧
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（２）三本木Ⅲ遺跡出土の石器

　古代の遺構覆土及び表土から38点出土した。器種別では、石鏃１点、石鏃未成品１点、ＲＦＡ１点、

石核Ａ類１点、剥片Ａ類９点、打製石斧２点、スクレイパーＢ類６点、ＲＦＢ１点、石核Ｂ類１点、剥

片Ｂ類11点、磨石１点、石皿１点、砥石１点、磨製石斧１点である。石材別では黒曜石12点、チャー

ト１点、頁岩20点、安山岩２点、砂岩１点、結晶片岩１点、緑色岩類１点である。これらの石器は、

遺構に伴う出土ではないが、石鏃、打製石斧等の製品を主体としていることから、この場所で何らかの

生業活動に伴って使用、廃棄されたものと考えられる。石器の時期は、出土土器との関係から、三本木

Ⅱ遺跡と同時期（前期）、あるいは後期前半に帰属する可能性が考えられる。

　なお、石器台帳（データ編に所収）は作成したが、図示はしていない。

（３）平塚遺跡出土の石器

　表土から石器が４点出土した。ＲＦＡ１点（黒曜石）、スクレイパーＢ類１点（頁岩）、頁岩の剥片２

点（剥片Ｂ類）である。石器の時期は、出土土器との関係から、前期前葉あるいは中期後半に帰属する

ものと考えられる。                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （井上）

658

J-13.15.ｻﾌﾞﾄﾚ2 FT-1 滑石 659

J-41.6.ｶｸﾗﾝ FT-2 滑石 660

D-118 №1 FT-4 石英

661

J-10.16.3
FT-5 An

662

J-26.5.2 FT-6 GrR

0 10㎝1：4

0 ５㎝2：3

第 239 図　三本木Ⅱ遺跡（縄文）　出土石器（49）　石製品
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４．土師器・須恵器、その他の土器

（１）奈良・平安時代の土師器・須恵器（第240～251図）

三本木Ⅱ遺跡出土の土器（第240図、第20表）

　１は、土坑から分割されて出土した８世紀前半の小形甕（土師器）、２は８世紀後半の上野型有蓋短

頸壺蓋（須恵器）の破片である。２と３はＳ－３号集石から出土した。

平塚遺跡出土の土器（第240・241図、第20表）

　古墳周溝及び石室から出土した。特にＫ－４号古墳では、前庭部周溝付近から須恵器を主体とした坏、

蓋、長頸壺、甕の複数個体が意図的に破壊された状態でまとまって出土した。これらの土器群は、８世

紀代を主体したもので、三本木Ⅲ遺跡の土器群と一部同時期のものが含まれる。主な器種は、暗文をも

つ暗文坏（５、６）、坏（７、８）、削り出しの高台付坏（９）、環状摘みをもち、カエリをもつものと

もたないものに分類される須恵器蓋（10、11）、環状摘みと蓋の肩に鍔状の突起を付す特徴をもつ上野

型有蓋短頸壺の被せ蓋（12）、小形短頸壺（13）、長頸壺（14～17）、須恵器大形甕（14）である。前

回調査では、２基の古墳から８世紀前半の土器群（須恵器坏・蓋、短頸壺、長頸壺）が出土している。

三本木Ⅲ遺跡の土器（第242～251図、第20表）

　住居址を中心に８世紀後半から９世紀後半にかけての土器群が出土した。ただし、８、９世紀ともに

第２四半期に型式学的な土器群の空白段階が存在する。

　８世紀の土器群は、第１四半期（３軒）、第３四半期（１軒）、第４四半期（４軒）にそれぞれ区分さ

れる。前半では、環状摘みをもちカエリのある須恵器蓋、平塚遺跡Ｋ－４号古墳出土と類似する短頸壺

類が組成する。後半では、内面渦巻き状の暗文をもつ暗文坏、底部切り離しが削り出しによる須恵器坏、

須恵器盤、上野型有蓋短頸壺蓋、器体が薄く削られた口縁部がくの字に屈曲し、開く土師器甕、球胴の

土師器壺が組成する。上野型有蓋短頸壺は、主に火葬墓（坪は骨銅器として使用し、蓋を被せる）から

の出土が多いが、本遺跡群では蓋のみが住居址から出土した。市内では、二反田遺跡（窯跡）、五料山

岸遺跡（土器集積？）等で出土している。

　９世紀の土器群は、第１四半期（３軒）、第３四半期（４軒）、第４四半期（１軒）、前半（１軒）に

それぞれ区分される。前半では、須恵器付底面切り離しが回転糸切りで、高台がつくもの、環状摘みを

もつカエリのない須恵器蓋、暗文のある土師器坏、口縁が屈曲し、器体が薄い土師器甕等が組成する。

Ｈ－16号住居址では、市内では初出となる「中」と墨書された土師器坏（外側に墨書）と須恵器高台

付盤（底部外側に墨書）が出土した。「中」は、人名あるいは位置・大小等に関連するものと考えられる。

後半では、坏、高台付椀・皿等を含めて須恵器が主体となり、土師器ではこの時期に特徴的な「コ」の

字状口縁の甕が組成する。前回調査では、４軒の住居址から９世紀代の土器が出土している。

（２）中世の土器 （第240図）

　三本木Ⅱ遺跡のⅠａ層から、瀬戸系陶器である織部焼の皿破片が１点（４）出土した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上）
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５．金銅・鉄製品（第252・253図）

　１、２は三本木Ⅱ遺跡の遺構外から出土した金銅製耳環である。２点とも本来、古墳の副葬品として

出土すること多いことから、平塚遺跡の古墳のものが人為的に遺跡内に持ち込まれ、混入した可能性が

ある。断面楕円形で環状に曲げられた鉄軸に薄く金銅のメッキが施されている。３は先端が扁平とな

る鉄鏃欠損品である。４～18は平塚遺跡の各古墳石室内から出土した鉄釘である。鉄釘は前回調査し

た古墳から多数出土している。鉄釘は、完形品は無く、全て先端あるいは基部が欠損している。断面は

方形である。19～30は三本木Ⅲ遺跡から出土した鉄製品（19～29）、鉄滓（30）である。19はＵ字型

鍬・鋤先であり、片側装着部が欠損する。20は細長く先端がやや湾曲する鉄鎌で、曲線刃に分類され

る。21～23は刀子の欠損品である。鉄板を断面が細長い三角形となるように折り返して製作されている。

24は、先端が扁平で平刃のノミ状鉄製品である。25～28は器種不明の鉄製品である。29は３分割され

た鉄軸で軸の一つに細いカギの手状（逆Ｌ字状）のフックが付く。紡錘車の軸と推定される。30は鉄

滓である。表面には木質状（繊維状）の付着物がある。鍛冶に関連する遺物は、30のみである。古墳

出土のものは、７世紀後半～８世紀前半、住居出土のものは、８～９世紀に帰属する。           　 　（井上）

６．古代の石器・石製品（第254～256図）

　石器・石製品は、全て三本木Ⅲ遺跡から出土した。１～５は石製紡錘車である。１～４はやや黒味が

かった滑石製で、断面台形状となる。この４点とも形状、大きさに規格性がみられる。５は、黄白色の

流紋岩製で、やや楕円形、断面扁平である。６～８は白色の石英剥片である。人為的な加工痕は観察さ

れないが敲打による剥離があるため、火打ち石の可能性が考えられる。９は軽石製の石製品だが、加工

痕はなく、器種・用途は不明である。10は、８世紀後半の住居址から出土した権衡（竿秤の錘）である。

形態は砥石に類似するが、吊り下げ用の紐通し孔があることで区別した。この資料は神谷・笹沢氏に

よる分類（神谷・笹沢2008）のⅡｅＧ形態（本体側面上位に横方向に紐を通すための穿孔があり、截

頭四角錐状）に分類されるものである。権衡の出土は、県内で72例が確認されており、９世紀後半以

降に出土例が増加する。この資料は、官衙工房、寺院、富豪層居宅等の特殊な遺跡で出土する傾向があ

り、本集落の特徴を考える上で貴重な発見である。11～18は砥沢石（流紋岩）を使用した砥石である。

形態は角柱状タブレット状（板状）で側面全面を中心に研ぎ面としたものが多い。砥石は、研ぎ面はや

や湾曲（凹み）し、一部には刃部研磨に伴うは線条痕（筋状の溝）が観察される（10、14、16）。砥

石の縁には敲打調整が残り、紐を通すための有孔も存在する（14）。なお、14については、権衡の可能

性があるが、表面に研ぎ痕が多数あることから砥石に分類した。19は安山岩製の砥石で、研ぎ面には

線条痕が観察される。20～22は磨石である。礫平坦面と礫側面には、敲打による使用痕が観察される。

23～26は台石あるいは鍛冶に関係する金床石である。平坦な礫面を作業面として利用している。礫面

には敲打痕が少数みられる。26には刃部研磨に伴う線条痕が観察され、砥石の機能を持った石器と考

えられる。編物石は、24点出土し、大きさの平均は、長さ95.6mm、幅44.9mm、厚さ31.9mm、重量

218.5ｇである。出土した石器・石製品は、８～９世紀に帰属する。　　　　　　　　　　　    （井上）
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0 1：4 10cm

0 1：4 10cm

1

D-75 №1＋№2

2

S-3 №1

3

S-3 №2

4

2G-17

5

周溝交差部

6

周溝 4区　№10

7

周溝 4区　№3

8

周溝 4区　№23 9

周溝 4区　№23

10
周溝 4区　№19＋集中 1

11
周溝 1区　№4

12

石室 №4

13

石室 №2

Ｇ－23Ｇ

Ｋ－４・５号古墳 Ｋ－４号古墳

第 240 図　三本木Ⅱ遺跡（古代）　出土土器・平塚遺跡（古代）　古墳出土土器（１）
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14

周溝 4区　№14

15

周溝 4区　№18＋№20

16

周溝 4区　№15

17

周溝 4区　№5

18

周溝 4区　№26

Ｋ－４号古墳

0 1：4 10cm

第 241 図　平塚遺跡（古代）　古墳出土土器（２）
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0 1：4 10cm

Ｈ－８号住

Ｈ－７号住

19

№2
20

№4

21

№5

22

№1

23

竃 №5

24

D-9

25

9 区 2層 

26

9 区 1層 

27

15 区 2層 

28

竃内 

29

6 区 2層 

30

P-3 №1

31

竃 №13

第 242 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　Ｈ－７・８号住居址出土土器
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0 1：4 10cm

Ｈ－９号住Ｈ－８号住

32

竃　№8
33

2 区 2層 №1

34

14 区 1層 

35

15 区 2層 №3

36

11 区ｻﾌﾞﾄﾚ2 層 

37

14 区 2層 

38

15 区 2層 №2

39

8 区 2層 №1

40

14 区 2層 

41

15 区 2層 №1

4216 区 2層 
43

竃　№1＋№2

第 243 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　Ｈ－８・９号住居址出土土器
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0 1：4 10cm

Ｈ－11号住Ｈ－10号住 Ｈ－12号住

44
8区 1層 

45

1 区 2層 46

4 区 №1

Ｈ－13号住

47

5区 1層 

48

11 区ｻﾌﾞﾄﾚ1 層＋竃内 

49

11 区 1層＋7区 1層 

50

6 区 1層＋12区 1層 

51

11 区ｻﾌﾞﾄﾚ1 層＋11区 1層＋14区 

52

竃内＋D-2＋D-1＋11 区ｻﾌﾞﾄﾚ1 層 53

竃内 

第 244 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　Ｈ－ 10・11・12・13 号住居址出土土器
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0 1：4 10cm

Ｈ－14号住

54

8区 2層 

Ｈ－15号住

55

竃 №1
56

竃 №4

57

15 区 2層 

58

2 区 1層 

59

10 区 1層 

60

13 区 2層 

61

4 区 1層 

62

11 区 1層 

63

11 区 2層 

64

10 区 1層 

65

D-1 

66

14 区 3層 

第 245 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　Ｈ－ 14・15 号住居址出土土器
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0 1：4 10cm

Ｈ－15号住

Ｈ－16号住

69

竃 煙道

6815 区ｻﾌﾞﾄﾚ 

67

12 区 №1

70

4 区 №2

71

3 区 №1

72
14 区 №6

73

竃 №20

74

竃 №2

75

10 区 №5

76

15 区 №8

77

16 区 №11

第 246 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　Ｈ－ 15・16 号住居址出土土器
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0 1：4 10cm

Ｈ－16号住

78

81
竃 №3

7 区 №4

79

16 区 №12

80

D-3 下層

82

15 区 №7

83

竃 №7＋№11＋№16

84

竃 №19

85

竃 №21＋№15＋竃内＋竃上面

86

竃 №13＋№18＋№14＋№16

第 247 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　Ｈ－ 16 号住居址出土土器
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0 1：4 10cm

Ｈ－16号住

89

4区 №1

88竃 №８＋№９＋№10＋竃内

87竃 №15

Ｈ－17号住

90

竃内 №1

Ｈ－18号住 Ｈ－19号住

91

10 区 2層 №1 92
5 区 2層

93

16 区 2層 №1＋16区 2層

Ｈ－20号住

94

14 区 1層

95

16 区 2層

96

14 区 3層

第 248 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　Ｈ－ 16・17・18・19・20 号住居出土土器
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0 1：4 10cm

Ｈ－20号住

97

15 区 3層

98

15 区 3層

99

13 区 3層

100

竃 №6＋№9＋№11＋№12＋№13＋№3
　　＋№8＋竃内＋14区 2層＋15区 2層

101

竃 №5＋竃内＋15区 3層＋15区 2層
　　＋16区 1層＋16区 2層＋11区 3層

102

竃 №8＋№13＋№2＋№4＋№10＋№11＋竃内＋14区 2層＋15区 3層

第 249 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　Ｈ－ 20 号住居址出土土器
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0 1：4 10cm

Ｈ－20号住

108

7 区ｻﾌﾞﾄﾚ1 層

103

竃 煙道

Ｈ－21号住

104

D-2
105

竃 №14

106

覆土

107

竃 №7

10916 区 2層

Ｈ－22号住

110

13 区 1層

111
11 区ｻﾌﾞﾄﾚ3 層

113
竃 1＋竃内

114
16 区 3層

112

15 区 3層
115

16 区 床面

116

竃 左袖

117

15 区 3層

118

15 区 3層

119

5 区 3層

第 250 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　Ｈ－ 20・21・22 号住居址出土土器
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0 1：4 10cm

122
5 区 3 層

120

D-5

Ｈ－23号住

ＨＴ－３

Ｈ－22号住

121

D-9
123

16 区 2 層

124

一括

125
竃 №5

126床 №1

ＳＦ－１

127
P-4

128

№1
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1
J-15.14 ｶｸﾗﾝ

2
4K-54

3

K-3 №1

4

K-3 №1

5
K-4 石室 №1

6

（６～ 18：K-5 石室内）

7

8 9
10 11

12
13 14

15

16
17

18

19
H-13 D-145

20H-15 D-3 上層

21
H-21.9.1 H-13 D-145 22

23
H-21.10.2

三本木Ⅲ遺跡

三本木Ⅱ遺跡 平塚遺跡

0 ５㎝2：3

0 ５㎝1：2

第 252 図　三本木Ⅱ遺跡・三本木Ⅲ遺跡・平塚遺跡（古代）　出土鉄製品
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24

H-22.11.ｻﾌﾞﾄﾚ2

25

H-14.8.1

26

H-22.14. 床

27

H-13 D-1

28

H-22.14. 床

29

H-21.2 №1

30

H-22.9.3

（　　　有機物付着）

0 ５㎝1：2

第 253 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　出土鉄製品
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1

H-8.P-2 上層 滑石

2

H-8.P-2 下層 滑石

3

H-8.2. 床№1 滑石

4

H-22.1. 床№2 滑石

5

H-23 №1 流紋岩 

6

H-8.9.1 石英

7

H-13.D-145
石英

8

D-148 上面
石英 9

HT-4.P-3 軽石

0 ５㎝1：2

第 254 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　出土石器・石製品（１）
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10

H-8.15.ｻﾌﾞﾄﾚ2 Ryu 

11

H-8.11.2 Ryu 

12

H-9.15.2 Ryu 

13

H-11.2.2 Ryu 

14

H-9.15.2 Ryu 

15

H-18 №6 Ryu 

16

H-21.3.2 Ryu 

17

H-22　D-7 Ryu 

18

H-22.2.2 Ryu 

19

H-14.3.1 An 

使用痕（研ぎ・磨り面）範囲 0 1：3 5㎝

第 255 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　出土石器・石製品（２）
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24

20

H-18 №5 An

H-7.2.2 An

21
H-12.3.1 An

22

H-23.9.3 An

23
H-8.16.2 An

25

H-22.10.1 An

26

H-15.2.1 An

使用痕範囲 使用痕 ( 磨り面）範囲 0 1：4 10 ㎝

第 256 図　三本木Ⅲ遺跡（古代）　出土石器・石製品（３）



－ 312 －

第19表　縄文土器・土製品観察表
挿図
番号 遺構 器種 部　位 特　徴 色　調 胎　土 備　考

（型式/㎝）

1 J－6 深鉢 口縁部・胴部 附加条（2種）縄紋（LR＋2R）→口縁部に平行沈線・押引紋（半截竹管状
工具）。内面、口縁部ナデ、胴部タテミガキ。 にぶい黄 繊維、石英粗粒 関山Ⅱ式～有

尾式

2 J－6 深鉢 口縁部 附加条（1種）縄紋（RL+2L）。内面、ヨコミガキ。 赤褐 繊維、多量の石英細粒 関山式～有尾
式

3 J－6 深鉢 口縁部 附加条（2種）縄紋（RL+R）。内面、ナデ。 赤褐 繊維、多量の石英細粒 関山式～有尾
式

4 J－6 深鉢 胴部 附加条（1・2種）縄紋（R+3R、LR+3R）。内面、ヨコミガキ。 橙 繊維、多量の石英 関山式～有尾
式

5 J－7 深鉢 口縁部～胴部 隆帯→単沈線→印刻紋→キザミ。胴部、開端結節単節縄紋（RL－Z）。
口唇部、キザミ。内面、口唇下に隆帯→ヨコミガキ。 橙 雲母、多量の石英 五領ヶ台Ⅰ式

6 J－7 深鉢 胴部 開端結節単節縄紋（RL－S,LR－Z）→印刻紋→単沈線・キザミ。内面、
ヨコミガキ。 暗褐 多量の石英 五領ヶ台Ⅰ式

7 J－7 深鉢 口縁部 刺突列（角頭状工具）。内面、器面荒れ。 にぶい黄橙 多量の石英細粒 五領ヶ台Ⅰ式
8 J－7 深鉢 胴部 集合沈線。内面、ヨコミガキ。 赤褐 片岩・石英粗粒 五領ヶ台Ⅰ式

9 J－8 深鉢 口縁部～胴部

平口縁。突起。口縁部に隆帯で渦巻文・楕円状区画→区画内に単節
縄紋（RL）→隆帯脇に沈線。胴部に沈線で逆U字状区画→区画内に単
節縄紋（RL）。内面、口縁部～胴部上半ヨコミガキ、胴部下半タテミ
ガキ。

橙 角閃石 加曽利ＥⅢ式
口径（49.7）

10 J－8 深鉢 口縁部～胴部

平口縁。口縁部に隆帯で渦巻文・楕円状区画→区画交点に窩文。区
画内に斜位沈線→隆帯脇に沈線。胴部に隆帯で蛇行垂下文→沈線で
逆U字状区画→区画内に矢羽状沈線。内面、ヨコミガキ、胴部下半
のみタテミガキ。焼成後穿孔。

にぶい黄褐 多量の角閃石 加曽利ＥⅢ式
口径（33.5）

11 J－8 深鉢 底部 平底。単節縄紋（LR）。内面、タテナデ。 橙 角閃石 加曽利ＥⅢ式
底径9.8

12 J－8 浅鉢 口縁部～胴部 隆帯で渦巻文・楕円状区画→区画内に複節縄紋（LRL）→隆帯脇に沈
線（一部蕨手状）。内面、ヨコミガキ、胴部下半のみタテミガキ。 橙 片岩 加曽利ＥⅢ式

口径（33.2）

13 J－8
小型
両耳
鉢

口縁部～胴部 平口縁。1対の橋状把手。隆帯で口縁部を横位区画。胴部・把手に無
節縄紋（L）。内面、ヨコミガキ。 にぶい褐 角閃石、多量の白色粒 加曽利ＥⅢ式

口径（8.5）

14 J－9 深鉢 口縁部～胴部
双頭波状口縁。鋸歯状突起。胴部に単節縄紋（RL・LR）→口縁部に併
行沈線で蕨手文→窩紋・キザミ→点状紋（瘤状）。内面、口縁部ヨコ
ミガキ、胴部タテミガキ。追加成形技法。

褐 白色粒・繊維 関山Ⅰ式
口径（24.6）

15 J－9 深鉢 口縁部～胴部

平口縁。鋸歯状突起。口縁部に平行沈線で区画・鋸歯紋・附加文→
点状紋（瘤状）→刺切紋・キザミ。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、
RL・LR、多段ループ紋）→箍状紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）。
内面、口縁部ヨコナデ、胴部タテナデ。追加成形技法。

褐 繊維、多量の石英 関山Ⅰ式
口径（23.6）

16 J－9 深鉢 口縁部～胴部

波状口縁。鋸歯状突起、波頂部に皿状突起。胴部に閉端環付単節縄
紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）→口縁部を平行沈線で区画→
真正コンパス紋（半截竹管状工具）→集合キザミ・点状紋（瘤状）。内
面、ヨコミガキ。

明黄褐 繊維 関山Ⅰ式
口径（22.3）

17 J－9 深鉢 口縁部～胴部
波状口縁。鋸歯状突起。口縁部に平行沈線による区画・箍状紋（半截
竹管状工具、真正コンパス紋）→点状紋（瘤状）→刺切紋。胴部に閉端
環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）。内面、ヨコミガキ。

褐 繊維 関山Ⅰ式
口径（36.2）

18 J－9 深鉢 口縁部～胴部

平口縁。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）→口縁部に平
行沈線で鋸歯紋・附加文→箍状紋（半截竹管状工具、粗真正コンパス
紋）→点状紋（瘤状）、鋸歯状突起。内面、タテミガキ、口唇下のみヨ
コミガキ。

橙 繊維 関山Ⅰ式
口径（28.2）

19 J－9 深鉢 胴部 閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）。内面、胴部
上半ヨコミガキ、胴部下半ヨコナデ。追加成形技法。 黄橙 繊維 関山式

20 J－9 深鉢 口縁部 平口縁。口縁部に平行沈線で区画・コンパス状文・小円文→キザミ
（半截竹管状工具）。内面、ナデ。 灰黄 角閃石・白色粒・繊維 関山Ⅰ式

21 J－9 深鉢 口縁部 縦位隆帯→タテナデ。内面、タテミガキ。 橙 角閃石・白色粒・繊維 中越式

22 J－10 深鉢 口縁部～胴部
胴部に結束縄紋（0段多条、RL・LR）→口縁部に刺突列（半截竹管状工
具）→点状紋（瘤状）・刺切紋。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミ
ガキ。

明黄褐 繊維
二ツ木式～関
山Ⅰ式
口径（15.6）

23 J－10 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。ヨコナデ。指頭痕。内面、ヨコミガキ。指頭痕。 赤褐 白色粒・繊維 中越式
口径（8.8）

24 J－10 深鉢 口縁部 平口縁。口縁部に隆帯→撚糸側面圧痕紋（2R・L）・点状紋（竹管）。内
面、ヨコ・ナナメナデ。 灰黄 繊維 二ツ木式

25 J－10 深鉢 口縁部 波状口縁。口縁部に併行沈線で区画・附加文等→キザミ→点状紋（竹
管・瘤状）。内面、タテミガキで、口唇下のみヨコミガキ。 黄橙 繊維 二ツ木式～関

山Ⅰ式

26 J－10 深鉢 口縁部 口縁部に併行沈線で区画等→キザミ→点状紋（瘤状）。内面、ミガキ。浅黄 繊維 二ツ木式～関
山Ⅰ式

27 J－10 深鉢 口縁部
双頭波状口縁。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ルー
プ紋）→口縁部に平行沈線で区画・附加文等→キザミ（半截竹管状工
具）→点状紋（竹管）。内面、ヨコミガキ。

にぶい褐 繊維・石英粗粒 関山Ⅰ式

28 J－10 深鉢 口縁部
波状口縁。鋸歯状突起。口縁部にキザミ付環状隆帯→平行沈線→キ
ザミ（半截竹管状工具）、真正コンパス紋（半截竹管状工具）→点状紋

（瘤状）。内面、ミガキ。
浅黄 繊維 関山Ⅰ式

29 J－10 深鉢 胴部 閉端環付単節縄紋（RL・LR、多段ループ紋）→平行沈線で波状文→点
状紋（竹管）。内面、ヨコミガキ。 橙 繊維 関山Ⅰ式

30 J－10 深鉢 口縁部 波状口縁。ヨコナデ。指頭痕。内面、ヨコナデ。 暗褐 繊維・石英粗粒 中越式
31 J－10 深鉢 口縁部 有段口縁。口唇下に縦位平行沈線。内面、ヨコナデ。 にぶい橙 多量の石英細粒 堂之上Ｚ式

32 J－10 深鉢 口縁部 有段口縁。口唇下に刺突列（ヘラ状工具）。口唇部、キザミ。内面、
ヨコナデ。 にぶい橙 角閃石、多量の石英細粒 上の坊式

33 J－10 深鉢 胴部 ナナメナデ。指頭痕。内面、ヨコナデ。指頭痕。 にぶい黄橙 雲母・繊維・石英粗粒 木島式
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挿図
番号 遺構 器種 部　位 特　徴 色　調 胎　土 備　考

（型式/㎝）

34 J－11 深鉢 口縁部～胴部
平口縁。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）→口縁部に平
行沈線紋→箍状紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）→点状紋（瘤
状）・鋸歯状突起→キザミ。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。

にぶい橙 繊維 関山Ⅰ式
口径（17.1）

35 J－11 深鉢 口縁部～胴部

双頭波状口縁。鋸歯状突起。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、
RL・LR、多段ループ紋）→口縁部に平行沈線で区画・蕨手文、鋸歯紋・
附加文・真正コンパス紋（半截竹管状工具）→点状紋（瘤状）→集合キ
ザミ。内面、ヨコミガキ。

黄橙 繊維 関山Ⅰ式
口径40.2

36 J－11 深鉢 口縁部～胴部
波状口縁。鋸歯状突起。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）→箍
状紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）、口縁部に点状紋（瘤状）、
波頂下に釦状小突起。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。

褐 繊維 関山式
口径（34.5）

37 J－11 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。結節縄紋（2L－Ｚ）・結束縄紋（RL・LR）→口縁部に点状紋（瘤
状）、鋸歯状突起。内面、ヨコミガキ。追加成形技法。 にぶい橙 繊維 関山式

口径（23.6）

38 J－11 深鉢 口縁部～胴部
波状口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）→
箍状紋（半截竹管状工具、粗真正コンパス紋）、波頂下に小突起痕。
内面、口縁部ヨコミガキ、胴部ヨコナデ。

にぶい黄橙 繊維 関山式
口径（37.6）

39 J－11 深鉢 胴部 閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）→箍状紋（半截
竹管状工具、真正コンパス紋）。内面、ヨコミガキ。追加成形技法。 明褐 繊維 関山式

40 J－11 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。結束縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、口縁部ヨコミガキ、
胴部タテミガキ。 にぶい黄褐 繊維 関山式

口径（19.0）

41 J－11 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。結束縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、口縁部ヨコミガキ、
胴部タテミガキ。追加成形技法。 浅黄 繊維 関山式

口径（18.1）

42 J－11 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、逆位）。内面、口縁
部ヨコミガキ、胴部ナナメミガキ。 暗褐 繊維、多量の石英細粒 関山式

口径（27.8）

43 J－11 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（0段多条、RL）。内面、口縁部～胴部上半ヨコミガキ、
胴部下半タテミガキ。追加成形技法。 にぶい褐 白色粒・繊維 関山式

口径（21.8）

44 J－11 深鉢 口縁部
平口縁。鋸歯状突起。閉端環付単節縄紋（0段多条、LR）→口縁部に
平行沈線で鋸歯紋→点状紋（瘤状）。箍状紋（半截竹管状工具、コンパ
ス紋）。内面、ヨコミガキ。

にぶい黄褐 繊維 関山Ⅰ式～関
山Ⅱ式

45 J－11 深鉢 口縁部
平口縁。臼歯状突起。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ルー
プ紋）→箍状紋（半截竹管状工具、上下コンパス紋）。内面、ヨコミガ
キ。焼成後穿孔。

灰黄褐 角閃石・繊維 関山式

46 J－11 深鉢 底部 上底。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）。内面、
タテミガキ。底面、閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）。 にぶい黄橙 繊維 関山式

底径8.6
47 J－11 深鉢 口縁部 平口縁。ヨコナデ。内面、ナナメミガキ。 橙 繊維 中越式

48 J－12 深鉢 口縁部～胴部
平 口 縁。 鋸 歯 状 突 起。 異 条 縄 紋（RLR－ RLL+RL・RR、LRL－
LRR+LR・LL）→点状紋（長瘤状）、箍状紋（半截竹管状工具、真正コン
パス紋）。内面、口縁部～胴部上半ヨコミガキ、胴部下半タテミガキ。

黄橙 繊維 関山式
口径（26.8）

49 J－12 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。結束縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、口縁部ヨコミガキ、
胴部タテミガキ。追加成形技法。 褐 繊維、多量の石英 関山式

口径（16.7）
50 J－12 深鉢 胴部 無節縄紋（R・L）。内面、粗いヨコナデ。追加成形技法。 浅黄 繊維、多量の石英 関山式

51 J－12 深鉢 口縁部

平口縁。鋸歯状突起。閉端環付単節縄紋（0段多条、LR、多段ループ
紋）→口縁部に平行沈線で区画・鋸歯紋・小円文・附加文→集合キザ
ミ→点状紋（瘤状）。箍状紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）。内面、
ヨコミガキ。

橙 繊維 関山Ⅰ式

52 J－12 深鉢 口縁部
鋸歯状突起。単節縄紋（0段多条、RL）→口縁部に真正コンパス紋（半
截竹管状工具）で区画→平行沈線で鋸歯紋→点状紋（瘤状+竹管刺突）。
内面、ヨコミガキ。

浅黄 繊維 関山Ⅰ式

53 J－12 深鉢 口縁部 附加条（１種）縄紋（RL+L・LR+R）。内面、ヨコミガキ。 赤褐 繊維 関山式
54 J－12 深鉢 口縁部 板状突起。縄圧痕（R）。内面、ミガキ。 にぶい黄褐 繊維 関山式
55 J－12 深鉢 口縁部 刺突列（爪）。内面、ナデ。 明黄褐 角閃石、多量の石英細粒 清水ノ上Ⅱ式
56 J－12 深鉢 口縁部 結束縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、ヨコナデ。 褐 多量の石英細粒 神ノ木式

57 J－12 深鉢 胴部 結束縄紋（RL・LR）。内面、ヨコナデ。 黄橙 角閃石・白色粒、多量の
石英細粒 神ノ木式

58 J－12 深鉢 胴部 結束縄紋（RL・LR）。内面、ヨコナデ。 黄橙 多量の石英細粒 神ノ木式

59 J－13 深鉢 口縁部～胴部

平口縁。鋸歯状突起。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）
→箍状紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）→口縁部に平行沈線で
鋸歯紋→キザミ・刺突列（半截竹管状工具）→点状紋（瘤状）。内面、
口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。

浅黄 繊維 関山Ⅰ式
口径（22.0）

60 J－13 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、口縁部ヨコ
ミガキ、胴部タテミガキ。 にぶい黄橙 繊維

関山式
口径（20.2）
炉埋設土器

61 J－14 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL）。内面、タテミガキ、口
唇下のみヨコミガキ。 にぶい黄橙 繊維

二ツ木式～関
山式
口径（21.8）

62 J－14 深鉢 口縁部～胴部 平行沈線→組縄縄紋（R[ll]）。内面、胴部上半ヨコミガキ、胴部下半
タテミガキ。 黄橙 角閃石・白色針状物・繊

維、多量の石英 関山Ⅱ式

63 J－14 深鉢 口縁部 平口縁。単節縄紋（RL）。内面、角頭状工具による粗いヨコナデ。 明黄褐 白色針状物・繊維 関山式
64 J－14 深鉢 胴部 単節縄紋（RL）。内面、角頭状工具による粗いヨコナデ。 黄橙 白色粒・繊維 関山式

65 J－15 深鉢 口縁部～胴部

波状口縁。臼歯状突起、波頂部に小板状突起。閉端環付単節縄紋（0
段多条、RL・LR、鋸歯状の多段ループ紋）→箍状紋（半截竹管状工具、
真正コンパス紋）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。追加
成形技法。

浅黄 繊維 関山式
口径（26.8）

66 J－15 深鉢 口縁部
単頭波状口縁。鋸歯状突起、波頂部に縦位小突起。異条縄紋（0段多条、
RLR+2RRL・LRL+2LLR）→口縁部に平行沈線で鋸歯紋→真性コンパ
ス紋（半截竹管状工具）で区画。内面、ヨコミガキ。

黄橙 繊維 関山Ⅱ式
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67 J－15 深鉢 口縁部 附加条（1種）縄紋（RLR＋R・LRL+L）→箍状紋（半截竹管状工具、上下
コンパス紋）→口縁部に点状紋（瘤状）。内面、ヨコミガキ。 黄橙 繊維、多量の石英細粒 関山式

68 J－15 深鉢 胴部 タテナデ。指頭痕。内面、タテミガキ。輪積痕。 橙 繊維 中越式

69 J－17 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。片口。鋸歯状突起。閉端環付単節縄紋（RL・LR、多段ループ紋）
→口唇下刺切紋。内面、ヨコナデ。 褐 繊維

関山Ⅱ式
口径（16.6）
炉埋設土器

70 J－17 深鉢 口縁部～胴部 口縁部に平行沈線→点状紋（瘤状）。閉端環付単節縄紋（0段多条、
RL・LR、多段ループ紋）。内面、ヨコミガキ。 橙 繊維、多量の石英 関山式

71 J－17 深鉢 口縁部 押引紋（半截竹管状工具）、点状紋（竹管）。内面、タテミガキ。 黄褐 繊維 関山式

72 J－17 深鉢 口縁部 胴部に縄紋→口縁部に刺突列（多截竹管状工具）。内面、口縁部ヨコ
ナデ、胴部タテミガキ。 灰黄 白色粒・繊維 関山式

73 J－17 深鉢 口縁部
平口縁。鋸歯状突起。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ルー
プ紋）→点状紋（瘤状）、箍状紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）。
内面、粗いヨコナデ。

黄褐 繊維 関山式

74 J－17 深鉢 口縁部 平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）→箍
状紋（櫛歯状工具、真正コンパス紋）。内面、ヨコミガキ。 黄褐 繊維 関山式

75 J－17 深鉢 胴部 粗いナナメナデ。内面、ナナメミガキ。 赤褐 繊維、多量の石英 中越式

76 J－18 深鉢 口縁部～胴部
波状口縁。鋸歯状突起。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・
LR）→口縁部に平行沈線→点状紋（瘤状）。内面、口縁部ヨコミガキ、
胴部タテミガキ。

褐 繊維 関山Ⅰ式
口径（33.0）

77 J－18 深鉢 口縁部～胴部
平口縁。鋸歯状突起。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ルー
プ紋）→口唇下刺切紋、箍状紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）。
内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。

明褐 繊維 関山式
口径25.2

78 J－18 深鉢 口縁部～胴部
平口縁。臼歯状突起。異条縄紋（0段多条、RLR+2RRL・LRL+2LLR、
多段ループ紋）→箍状紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）。内面、
ヨコミガキ。追加成形技法。

褐 繊維 関山式
口径（38.4）

79 J－18 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。附加条（1種）縄紋（RL+L）。内面、口縁部粗いナデ、胴部タ
テミガキ。 赤褐 白色粒・繊維 関山式

口径（17.1）

80 J－18 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。組紐縄紋（LLRR）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。黄橙 繊維、多量の石英細粒
関山Ⅱ式
口径（33.4）
炉埋設土器

81 J－18 深鉢 胴部 閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）→箍状紋（半截
竹管状工具、上下コンパス紋）。内面、ナデ。追加成形技法。 明黄褐 繊維 関山式

82 J－18 深鉢 胴部 閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）→箍状紋（半截
竹管状工具、真正コンパス紋）。内面、ヨコミガキ。 明褐 繊維 関山式

83 J－18 深鉢 口縁部 刺突紋（竹管）。内面、ヨコミガキ。 褐 繊維、多量の石英細粒 関山式

84 J－18 深鉢 底部 上底。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、タテミガキ。
底面ナデ。 橙 繊維 関山式

底径9.2

85 J－18 深鉢 底部 平底。ヨコナデ。内面、ナナメナデ。底面、ナデ。 浅黄 角閃石・繊維 信州系
底径3.2

86 J－18 深鉢 胴部
閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）→箍状紋（半截
竹管状工具、粗真正コンパス紋）。内面、胴部上半ヨコナデ、胴部下
半タテナデ。

明黄褐 繊維、大径の安山岩粒 関山式

87 J－18 深鉢 胴部 閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）。内面、ヨコナデ。灰黄褐 繊維 関山式
88 J－18 深鉢 胴部 単節縄紋（RL・LR）。内面、ヨコミガキ。 明赤褐 繊維 関山式

89 J－18 深鉢 口縁部～底部 双頭波状口縁。尖底。単節縄紋（LR）。口唇部、キザミ。内面、ヨコナデ。
指頭痕。 橙 石英

中越式
口径（24.6）
器高23.8

90 J－19 深鉢 口縁部～胴部
波状口縁。波長部口唇上・下に小突起。閉端環付単節縄紋（0段多条、
RL・LR、多段ループ紋）→箍状紋（半截竹管状工具、上下コンパス紋）、
口唇下刺切紋。内面、ヨコミガキ。

灰黄褐 繊維 関山Ⅰ式
口径（39.6）

91 J－19 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）→口
唇下刺切紋。内面、ヨコナデ。 明褐 角閃石・繊維、多量の石

英細粒
関山式
口径（24.3）

92 J－19 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。突起。無節縄紋（R）。内面、ヨコミガキ。指頭痕。 黄橙 繊維 関山式
口径（18.5）

93 J－19 深鉢 口縁部 波状口縁。胴部に結節縄紋（R・L－Ｚ）→口縁部にキザミ付隆帯で区
画・鋸歯紋→点状紋（竹管・瘤状）。内面、ヨコミガキ。 明黄褐 繊維 二ツ木式

94 J－19 深鉢 口縁部
双頭波状口縁。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ルー
プ紋）→口縁部に併行沈線で区画・蕨手文・附加文→キザミ→点状紋

（竹管・瘤状）。内面、ヨコミガキ。
明黄褐 繊維、多量の石英 二ツ木式～関

山Ⅰ式

95 J－19 深鉢 口縁部・胴部
波状口縁。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ
紋）→口縁部・胴部下半に併行沈線で区画・鋸歯紋・附加文→キザミ
→点状紋（竹管・瘤状）。内面、ヨコミガキ。

黄褐 白色粒・繊維、多量の石
英細粒

二ツ木式～関
山Ⅰ式

96 J－19 深鉢 口縁部 双頭波状口縁。胴部に縄紋→口縁部に平行沈線で区画・複合鋸歯紋・
附加文→点状紋（瘤状）→キザミ。内面、ヨコミガキ。 黒褐 繊維 関山Ⅰ式

97 J－19 深鉢 口縁部
平口縁。鋸歯状突起。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、
多段ループ紋）→口縁部に平行沈線で区画・鋸歯紋・蕨手文→刺切紋
→点状紋（瘤状）→キザミ。内面、ヨコミガキ・ナデ。

にぶい黄 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅰ式

98 J－19 深鉢 胴部 結束縄紋（0段多条、RL・LR）→平行沈線で鋸歯紋→点状紋（竹管）。
内面、粗いヨコミガキ。 黄橙 繊維 関山Ⅰ式

99 J－19 深鉢 口縁部 平口縁。単節縄紋（RL・LR）→箍状紋（半截竹管状工具、粗真正コン
パス紋）。内面、ヨコミガキ。 にぶい褐 繊維 関山式

100 J－19 深鉢 口縁部 平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、ヨコミガキ。褐 繊維 関山式
101 J－19 深鉢 口縁部 波状口縁。粗いヨコナデ。内面、口縁部ナナメミガキ、胴部ナデ。 赤褐 繊維、多量の石英粗粒 中越式



－ 315 －

挿図
番号 遺構 器種 部　位 特　徴 色　調 胎　土 備　考

（型式/㎝）

102 J－20 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。鋸歯状突起。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ルー
プ紋）。内面、口縁部ナナメミガキ、胴部タテミガキ。 にぶい黄橙 繊維 関山式

口径（29.0）

103 J－20 深鉢 口縁部・胴部
波頂部がやや皿状の単頭波状口縁。附加条（2種）縄紋（RL+2L）→口
縁部に平行沈線で区画・鋸歯紋等→キザミ（半截竹管状工具）。内面、
ヨコミガキ。

明褐 白色粒・繊維、多量の石
英 関山Ⅱ式

104 J－20 深鉢 口縁部
波頂部が皿状の単頭波状口縁。鋸歯状突起。閉端環付単節縄紋（0段
多条、RL・LR、多段ループ紋）→平行沈線、口唇下刺切紋。内面、
ナナメミガキ。

黄橙 繊維 関山Ⅱ式

105 J－20 深鉢 口縁部
平口縁。鋸歯状突起。異条縄紋（0段多条、RLR+2RRL・LRL+2LLR）
→箍状紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）。内面、ヨコミガキ。
追加成形技法。

浅黄 繊維、多量の石英細粒 関山式

106 J－20 深鉢 口縁部
平口縁。刺突（半截竹管状工具）を持つ臼歯状突起。閉端環付単節縄
紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）→箍状紋（櫛歯状工具、真正コ
ンパス紋）。内面、ヨコミガキ。

浅黄 繊維 関山式

107 J－20 深鉢 口縁部 平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、逆位）。内面、口縁
部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。 灰黄 白色粒・繊維 関山式

108 J－20 深鉢 胴部
閉端環付単節縄紋（0段3条、RL・LR、多段ループ紋で枠状文）→箍状
紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）。内面、胴部上半ヨコミガキ、
胴部下半タテミガキ。

橙 繊維 関山式

109 J－20 深鉢 口縁部 内外面、ナデ。指頭痕。 にぶい黄橙 角閃石・繊維 中越式
110 J－20 深鉢 胴部 単節縄紋（LR）。内面、ヨコナデ。 浅黄 角閃石・白色粒 信州系

111 J－21 深鉢 口縁部
波状口縁。鋸歯状突起。胴部に附加条（1種）縄紋（0段多条、RLR+2R）
→箍状紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）。→口縁部に平行沈線
で区画・蕨手文・附加文→キザミ→点状紋（瘤状）。内面、ヨコミガキ。

黄橙 繊維 関山Ⅰ式

112 J－21 深鉢 口縁部～胴部

波状口縁。鋸歯状突起。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・
LR、多段ループ紋）→箍状紋（半截竹管状工具、上下コンパス紋）。→
口縁部に平行沈線で区画・蕨手文・鋸歯紋→刺切紋。内面、ヨコミ
ガキ。

浅黄 繊維 関山Ⅰ式
炉埋設土器

113 J－21 深鉢 胴部 ナデ。内面、ヨコナデ。 黄橙 多帳の石英細粒 中越式

114 J－22 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（RL）。内面、口縁部ナデ、胴部タテミガキ。 褐 繊維、多量の石英細粒 関山式
口径（27.2）

115 J－22 深鉢 口縁部 波状口縁。異条縄紋（0段多条、LR+2LL）→平行沈線で区画等。内面、
粗いナデ、工具痕。 橙 繊維 関山Ⅱ式

116 J－22 深鉢 口縁部 平口縁。蔓状繊維による組紐か。内面、ヨコナデ。 浅黄 繊維 関山式

117 J－22 深鉢 口縁部 有段口縁。鋸歯状突起。押引紋（櫛歯状工具）・条線（櫛歯状工具）。
内面、ヨコミガキ。 にぶい褐 繊維 神ノ木式

118 J－22 深鉢 口縁部～胴部 有段口縁。押引紋（櫛歯状工具）。内面、ヨコ・ナナメミガキ。 橙 繊維、多量の石英 神ノ木式
119 J－22 深鉢 口縁部 押引紋（櫛歯状工具）・条線（櫛歯状工具）。内面、ヨコ・ナナメミガキ。橙 繊維 神ノ木式

120 J－22 深鉢 口縁部・胴部 胴部に組縄縄紋（LR[RR]）→押引紋（櫛歯状工具）・条線（櫛歯状工具）。
内面、タテミガキ。 橙 繊維 神ノ木式

121 J－22 深鉢 口縁部 有段口縁。縄圧痕（L）を持つ瘤突起。口唇下に刺突列（ヘラ状工具）、
口縁部に条線（櫛歯状工具）。内面、粗いヨコナデ。 にぶい黄 白色粒 神ノ木式

122 J－23 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（RL）。内面、タテミガキ。追加成形技法。 明赤褐 繊維
関山式
口径（28.0）
炉埋設土器

123 J－23 深鉢 口縁部～胴部 胴部に組縄縄紋（R[ll]）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。
焼成後穿孔。 浅黄 角閃石・繊維 関山Ⅱ式

口径（32.0）

124 J－23 深鉢 口縁部
波状口縁。附加条（2種）縄紋（RL+2L、LR+2R）→口縁部に平行沈線で
区画・蕨手文等→キザミ（半截竹管状工具）。区画内を磨消か。内面、
ヨコミガキ。

黄褐 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式

125 J－23 深鉢 口縁部 縄紋→口縁部に平行沈線で区画・円文等。内面、ヨコミガキ。 赤褐 繊維 関山Ⅱ式
126 J－23 深鉢 胴部 附加条（3種）縄紋（L+r+r）。内面、ヨコミガキ・タテミガキ。 褐 白色粒・繊維 関山式

127 J－23 深鉢 底部 上底。単節縄紋（RL）。内面、タテミガキ。底面、ミガキ。 にぶい黄橙 繊維、多量の石英 関山式
底径7.7

128 J－23 深鉢 底部 上底。異節縄紋（0段多条、RLR+2RRL・LRL+2LLR）。内面、ナデ。 橙 繊維 関山式
底径（10.6）

129 J－23 深鉢 底部 上底。組縄縄紋（RL[LL]）。内面、ナナメミガキ。底面、ナデ。 橙 繊維 関山Ⅱ式
130 J－23 深鉢 口縁部 波状口縁。単節縄紋（LR）。内面、ナデ。 浅黄 白色粒 信州系
131 J－23 深鉢 口縁部 波状口縁。刺突列（ヘラ状工具）。指頭痕。内面、ヨコナデ。指頭痕。にぶい黄褐 多量の石英 清水ノ上Ⅱ式
132 J－23 深鉢 胴部 刺突列（ヘラ状工具）。指頭痕。内面、ヨコナデ。指頭痕。 橙 多量の石英 清水ノ上Ⅱ式
133 J－24 深鉢 口縁部 縄紋→押引紋（半截竹管状工具）。内面、ヨコナデ。 黄褐 繊維 関山Ⅱ式
134 J－24 深鉢 口縁部 単節縄紋（0段多条、RL）→平行沈線。内面、粗いヨコミガキ。 浅黄 繊維 関山Ⅱ式
135 J－24 深鉢 口縁部 平口縁。大型鋸歯状突起。単節縄紋（LR）。内面、粗いヨコミガキ。 黄褐 繊維 関山式
136 J－24 深鉢 口縁部 組縄縄紋（LR[RR]）。内面、ヨコミガキ。 黄橙 繊維 関山Ⅱ式

137 J－25 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。胴部に結束縄紋（RL・LR）→口縁部に刺突紋（竹管状工具）で
区画・鋸歯紋→点状紋（竹管）。内面、タテミガキ。 橙 繊維 関山Ⅰ式

口径（12.8）

138 J－25 深鉢 口縁部 波状口縁。口縁部に併行沈線で区画等→キザミ・刺切紋→点状紋（竹
管・瘤状）。内面、ヨコミガキ。 黄橙 繊維 二ツ木式～関

山Ⅰ式

139 J－25 深鉢 口縁部
平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL）→口縁部に平行沈線で区
画等→キザミ→点状紋（瘤状）。内面、タテミガキで、口唇下のみヨ
コミガキ。

橙 白色粒・繊維 関山Ⅰ式

140 J－25 深鉢 口縁部 平口縁。鋸歯状突起。口縁部に平行沈線で区画・鋸歯紋・附加文→
キザミ・刺切紋。 褐 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅰ式
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141 J－25 深鉢 口縁部 口縁部に平行沈線で区画・鋸歯紋→点状紋（長瘤状）→キザミ。内面、
ヨコミガキ。 にぶい黄 繊維 関山Ⅰ式

142 J－25 深鉢 口縁部 双頭波状口縁。口縁部に平行沈線で区画・鋸歯紋・附加文→刺切紋
→点状紋（瘤状）。内面、ヨコミガキ。 浅黄 繊維 関山Ⅰ式

143 J－25 深鉢 口縁部
平口縁。鋸歯状突起。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、LR）→口
縁部に平行沈線で区画・蕨手文・附加文→点状紋（瘤状）。内面、ヨ
コミガキ。

黄橙 繊維 関山Ⅰ式

144 J－25 深鉢 口縁部 閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、一部逆位）→口縁部に点状紋（瘤
状）。内面、ナナメナデ。追加成形技法。 黄褐 繊維、多量の石英細粒 関山式

145 J－25 深鉢 口縁部 平口縁。結束縄紋（RL・LR）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。浅黄 繊維 関山式

146 J－25 深鉢 底部 上底。結束縄紋（RL・LR）。内面、ヨコナデ。底面、結束縄紋（RL・
LR） 褐 繊維 関山式

底径7.9

147 J－25 深鉢 底部 上底。結節縄紋（R・L－Ｚ）。内面、タテミガキ。底面、結節縄紋（R・L）。橙 繊維 関山式
底径11.0

148 J－26 深鉢 口縁部～胴部
組紐縄紋（LLRR）→口縁部に平行沈線で蕨手文等、箍状紋（櫛歯状工
具、上下コンパス紋）。内面、口縁部～胴部上半ヨコミガキ、胴部下
半タテミガキ。

黄褐 繊維
関山Ⅱ式
口径（20.6）
炉埋設土器

149 J－26 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。無節縄紋（L）。内面、粗いヨコミガキ。 浅黄 繊維 関山式
口径（24.4）

150 J－26 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。大型鋸歯状突起。単節縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、ヨ
コナデ。追加整形技法。 明黄褐 繊維、多量の石英

関山式
口径（25.5）
炉埋設土器

151 J－26 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。突起。単節縄紋（RL・LR）。内面、粗いナナメミガキ。 黄褐 角閃石・白色粒・繊維 関山式
口径（23.9）

152 J－26 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。組縄縄紋（RL[RL]）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。にぶい褐 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式
口径（16.2）

153 J－26 深鉢 口縁部～胴部 附加条（2種）縄紋（RL+2L）。内面、タテミガキ。 にぶい黄 繊維、多量の白色粒 関山式
炉埋設土器

154 J－26 深鉢 口縁部～胴部 波状口縁。単節縄紋（RL）→口縁部に条線で区画・鋸歯紋。内面、粗
いヨコミガキ→タテミガキ。 浅黄 繊維 関山Ⅱ式

155 J－26 深鉢 口縁部 平口縁。附加条（3種）縄紋（RL+2L+R）。内面、タテミガキで、口唇下
のみヨコミガキ。 にぶい褐 繊維 関山式

156 J－26 深鉢 胴部 組縄縄紋（LR[RR]）・結節縄紋か。内面、ヨコミガキ。　 橙 角閃石・繊維 関山Ⅱ式
157 J－26 深鉢 胴部 組紐縄紋（llrr）。内面、タテミガキ。追加成形技法。 橙 繊維 関山Ⅱ式

158 J－26 深鉢 胴部～底部 上底。組縄縄紋（LR[LL]）。内面、粗いタテナデ。底面、ナデ。 橙 繊維・石英粗粒 関山Ⅱ式
底径9.2

159 J－27 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。口唇部に刺突紋（半截竹管状工具）。附加条（2種）縄紋
（RL+2L）。内面、粗いヨコナデ。 暗褐 繊維

関山式
口径（27.3）
炉埋設土器

160 J－27 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。板状突起。無節縄紋（L）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タ
テミガキ。 浅黄 繊維

関山式
口径（28.2）
炉埋設土器

161 J－27 深鉢 口縁部 平口縁。組紐縄紋（LLRR）→口縁部に平行沈線で区画・蕨手文等。内
面、ヨコミガキ。 浅黄 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式

162 J－27 深鉢 口縁部 組紐縄紋（LLRR）→押引紋（半截竹管状工具）。内面、ミガキ。 橙 白色粒・繊維 関山Ⅱ式
163 J－27 深鉢 口縁部 平口縁。単節縄紋（RL・LR）→口縁部ナデ。内面、ヨコミガキ。 黄褐 繊維 関山式
164 J－27 深鉢 口縁部 平口縁。縄紋。内面、ミガキ。 暗褐 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式

165 J－27 深鉢 口縁部 平口縁。口縁部ヨコミガキ、胴部ナナメミガキ。内面、ケズリ→胴
部タテナデ。指頭痕。 にぶい黄 白色粒・繊維 中越式

166 J－28 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。突起痕。単節縄紋（RL）→平行沈線。内面、粗いヨコミガキ。
焼成後穿孔。 浅黄 繊維 関山Ⅱ式

口径（14.0）

167 J－28 深鉢 口縁部～胴部 胴部に単節縄紋（RL・LR）→口縁部を爪形紋で区画。内面、ヨコ・タ
テミガキ。 橙 繊維 有尾式

168 J－28 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（LR）。内面、ヨコナデ。 浅黄 繊維
関山式～有尾
式
口径（26.2）

169 J－28 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（RL・LR）。内面、口縁部ヨコナデ、胴部タテナデ。黄褐 繊維
関山式～有尾
式
口径（16.7）

170 J－28 深鉢 口縁部 波状口縁。口縁部に爪形紋。内面、粗いヨコミガキ。 褐 繊維 有尾式

171 J－28 深鉢 口縁部 口縁部に平行沈線で区画・鋸歯紋。内面、粗いヨコナデ。 にぶい黄橙 白色粒・繊維、多量の石
英細粒 有尾式

172 J－28 深鉢 口縁部 平口縁。小突起。口縁部に平行沈線で区画・波状文。内面、ヨコナデ。浅黄 繊維 有尾式
173 J－28 深鉢 口縁部・胴部 胴部に単節縄紋（LR）→口縁部に区画・横位文。内面、ヨコナデ。 褐 白色粒・繊維 有尾式
174 J－28 深鉢 口縁部 平口縁。複節縄紋（LRL）。内面、ヨコミガキ。 赤褐 繊維 関山式
175 J－28 深鉢 口縁部 波状口縁。附加条（2種）縄紋（RL+2L）。内面、ヨコミガキ。 褐 繊維 関山式
176 J－28 深鉢 口縁部 角頭状突起。列点状刺突紋。内面。ヨコナデ。 橙 白色粒 神ノ木式
177 J－28 深鉢 口縁部 押引紋（櫛歯状工具）。内面。ヨコナデ。 黄橙 白色粒 神ノ木式

178 J－28 深鉢 口縁部 口縁部に列点状刺突紋→平行沈線。胴部に単節縄紋（RL・LR）。内面、
タテミガキで、口唇下のみヨコミガキ。 橙 白色粒・繊維 神ノ木式

179 J－28 深鉢 胴部 複節縄紋（RLR）。内面、ヨコナデ。 浅黄 角閃石・白色粒、多量の
石英 信州系

180 J－28 深鉢 胴部 単節縄紋（RL）。内面、ヨコナデ。 黄橙 雲母、多量の石英 釈迦堂Ｚ式
181 J－28 深鉢 胴部 粗いヨコナデ。内面、ヨコナデ。 黄橙 雲母、多量の石英 釈迦堂Ｚ式
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182 J－29 深鉢 口縁部 平口縁。口縁部に平行沈線で区画・菱形文。内面、ヨコナデ。 にぶい黄 白色粒・繊維 有尾式

183 J－29 深鉢 口縁部 口縁部に平行沈線で区画・菱形文。内面、ヨコナデ。 にぶい黄 雲母・繊維、多量の石英
細粒 有尾式

184 J－29 深鉢 口縁部 平口縁。小突起。口縁部に平行沈線で区画・波状文。内面、ヨコナデ。浅黄 繊維 有尾式

185 J－29 深鉢 口縁部 平口縁。無節縄紋（R）。内面、ヨコミガキ。 黄橙 白色粒・繊維 関山式～有尾
式

186 J－29 深鉢 口縁部 平口縁。単節縄紋（RL）。内面、タテミガキで、口唇下のみヨコミガキ。にぶい黄橙 白色粒・繊維 関山式～有尾
式

187 J－29 深鉢 口縁部 平口縁。附加条（2種）縄紋（LR+2L）。内面、ヨコミガキ。 橙 白色粒・繊維 関山式～有尾
式

188 J－30 深鉢 口縁部 縄紋→平行沈線。内面、ヨコミガキ。 赤褐 白色粒・繊維 関山Ⅱ式

189 J－30 深鉢 口縁部 平口縁。組紐縄紋（RRLL）→箍状紋（櫛歯状工具、上下コンパス紋）。
内面、ヨコナデ。 黄橙 白色粒・繊維 関山Ⅱ式

190 J－30 深鉢 口縁部 平口縁。口縁部に平行沈線で区画・菱形文。内面、ヨコナデ。 にぶい黄 繊維 有尾式

191 J－30 深鉢 口縁部 反撚縄紋（LL）。内面、ヨコミガキ。 橙 繊維 関山式～有尾
式

192 J－31 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。大型鋸歯状突起。組縄縄紋（RL[LL]）。内面、粗いヨコミガキ。赤褐 繊維 関山Ⅱ式
口径（33.8）

193 J－31 深鉢 口縁部 平口縁。鋸歯状突起。単節縄紋（LR）→口縁部に条線で区画等。内面、
ヨコナデ。 褐 繊維 関山Ⅱ式

194 J－31 深鉢 胴部 条線で区画・鋸歯紋→単節縄紋（LR）。内面、タテナデ。 橙 繊維 関山Ⅱ式

195 J－33 深鉢 口縁部～胴部
平口縁。半円状・鋸歯状突起。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、
RL・LR、多段ループ紋）→口縁部に平行沈線で区画・蕨手文・附加
文→点状紋（瘤状）→キザミ。内面、ヨコミガキ。

明褐 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅰ式
口径（33.5）

196 J－33 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。鋸歯状突起。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ルー
プ紋）→口縁部に点状紋（瘤状）。内面、ヨコミガキ。 にぶい黄褐 繊維、多量の石英 関山式

口径（21.0）

197 J－33 深鉢 口縁部～胴部
平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）。→
箍状紋（半截竹管状工具、上下コンパス紋）。内面、口縁部ヨコミガキ、
胴部タテミガキ。追加成形技法。

にぶい褐 繊維、多量の石英粗粒 関山式
口径（26.4）

198 J－33 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、口縁部ヨコ
ミガキ、胴部タテミガキ。焼成後穿孔。 浅黄 繊維 関山式

口径（19.1）

199 J－33 深鉢 胴部
異条縄紋（RLR+2RRL・LRL+2LLR）→箍状紋（半截竹管状工具、真正
コンパス紋）。内面、口縁部・胴部下半タテミガキ、胴部上半ヨコミ
ガキ。

黄橙 繊維 関山式

200 J－33 深鉢 口縁部 平口縁。隆帯・突起→キザミ・刺突。結節縄紋（2L－Ｚ）。内面、ヨ
コミガキ。 褐 繊維 二ツ木式

201 J－33 深鉢 口縁部
波状口縁。胴部に結節縄紋（2L－Ｚ,2R－S）→口縁部に併行沈線で
区画・蕨手文・充填文→点状紋（瘤状）→キザミ。内面、ヨコミガキ。
追加成形技法。

褐 白色粒・繊維 二ツ木式～関
山Ⅰ式

202 J－33 深鉢 口縁部
波状口縁。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ
紋）→口縁部に併行沈線で区画・菱形文・附加文→キザミ→点状紋

（竹管）。内面、粗いヨコミガキ。
黄橙 白色粒・繊維、多量の石

英細粒
二ツ木式～関
山Ⅰ式

203 J－33 深鉢 口縁部 平口縁。単節縄紋（RL・LR）→口唇下に単沈線で鋸歯紋。内面、タテ
ミガキで、口唇下のみヨコミガキ。 黒褐 白色粒・繊維 二ツ木式～関

山Ⅰ式

204 J－33 深鉢 口縁部
平口縁。鋸歯状突起。附加条（2種）縄紋（LRL+2L・RLR+2R）→口唇下
に点状紋（瘤状）→口唇下刺切紋。内面、タテミガキで、口唇下ヨコ
ミガキ。

赤褐 白色粒・繊維 関山式

205 J－33 深鉢 胴部
口縁部を隆帯で区画→上下コンパス紋（半截竹管状工具）。胴部・隆
帯上に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、口縁部ヨコミガキ、
胴部タテミガキ。

黄褐 繊維 関山式

206 J－33 深鉢 胴部 単節縄紋（RL）→格子状沈線（尖頭状工具）。内面、タテミガキ。 橙 白色粒・繊維 関山式

207 J－33 深鉢 底部 平底。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、粗いヨコナデ。
底面、ナデ。 明黄褐 繊維 関山式

底径9.8

208 J－33 深鉢 底部 高台。単節縄紋（0段多条、RL・LR）。内面、ヨコナデ。底面、ナデ。にぶい黄橙 繊維、多量の白色粒 関山式
底径9.6

209 J－35 深鉢 口縁部～胴部
平口縁。片口。異条縄紋（0段多条、RLR+2RRL・LRL+2LLR）→箍状紋（半
截竹管状工具、集合縦位短沈線紋）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部
タテミガキ。

黄褐 繊維 関山Ⅱ式
口径（28.0）

210 J－35 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。片口、半円盤状突起。組縄縄紋（RL[LL]）。内面、口縁部ヨ
コミガキ、胴部ナナメミガキ。 明黄褐 角閃石・繊維、多量の石

英細粒
関山Ⅱ式
口径（26.0）

211 J－35 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。点状紋（瘤状）を持つ双頭突起。無節縄紋（L）。内面、口縁部
ヨコミガキ、胴部タテミガキ。 橙 繊維、多量の石英 関山式

口径（29.6）

212 J－35 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。大型鋸歯状突起。無節縄紋（L）。内面、タテ・ナナメナデ。 浅黄 繊維 関山式
口径（39.2）

213 J－35 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。無節縄紋（L）。内面、粗いタテミガキ。 黄褐 繊維 関山式
口径（31.3）

214 J－35 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。複節縄紋（RLR）→口唇下ヨコナデ。内面、口縁部ヨコミガキ、
胴部タテミガキ。 橙 白色粒・繊維 関山式

口径（22.0）

215 J－35 深鉢 口縁部 平口縁。閉端環付単節縄紋（LR、多段ループ紋）・組紐縄紋（rrll）→平
行沈線で区画・蕨手文。内面、ナデ。 浅黄 繊維 関山Ⅱ式

216 J－35 深鉢 口縁部 平口縁。突起。単節縄紋（0段多条、LR）→口唇下・突起に平行沈線。
内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。 暗褐 白色粒・繊維 関山Ⅱ式

217 J－35 深鉢 口縁部 平口縁。開端結節無節縄紋（L－Ｚ）。内面、口縁部ナデ→ヨコミガキ。にぶい黄 白色粒・繊維 関山式

218 J－35 深鉢 口縁部 波状口縁。胴部に束の縄紋（RL+L+L）→口縁部に押引紋（櫛歯状工具）。
内面、ヨコナデ。 褐 白色粒、多量の石英細粒 神ノ木式
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219 J－35 深鉢 口縁部 有段口縁。口縁部に列点状刺突紋。胴部に単節縄紋（RL）。内面、ヨ
コナデ。 黄橙 多量の石英細粒 神ノ木式

220 J－35 深鉢 胴部 束の縄紋（RL+L+L）。内面、ヨコナデ。 橙 白色粒、多量の石英細粒 神ノ木式
221 J－35 深鉢 口縁部 平口縁。内外面、粗いヨコナデ。 橙 白色粒、多量の石英細粒 信州系
222 J－36 深鉢 胴部 単節縄紋（RL）。内面、ヨコミガキ。 浅黄 多量の黒色鉱物・石英 前期後葉

223 J－36 深鉢 底部 平底。単節縄紋（RL）。内面、ナナメミガキ、ヨコナデ。 浅黄 角閃石 前期後葉
底径7.8

224 J－37 深鉢 胴部～底部 平底。単節縄紋（RL）。内面、ヨコケズリ→ナナメミガキ。底面、ナデ。にぶい黄 角閃石 前期後葉
底径14.2

225 J－37 有孔
浅鉢 口縁部～胴部 平口縁。口唇下屈曲部に孔列。ヨコミガキ→赤彩。内面、ヨコケズ

リ→ヨコナデ。口唇下赤彩。 にぶい黄褐 雲母 諸磯ｂ式
口径（17.6）

226 J－38 深鉢 口縁部～胴部 片口。組紐縄紋（RRLL）→口縁部に櫛歯状工具による区画・蕨手紋・
鋸歯紋・附加文。内面、口縁部ナナメミガキ、胴部タテミガキ。 橙 繊維、多量の白色粒 関山Ⅱ式

口径（27.6）

227 J－38 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（RL・LR）→箍状紋（多截竹管状工具、集合縦位短
沈線紋）。内面、タテミガキ。追加成形技法。 浅黄 白色粒・繊維 関山Ⅱ式

口径（29.3）

228 J－38 深鉢 口縁部～胴部
波状口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL、多段ループ紋）・異条縄
紋（0段多条、RLR+2RRL・LRL+2LLR）→箍状紋（半截竹管状工具、集
合縦位短沈線紋）。内面、ヨコミガキ。追加成形技法。

にぶい橙 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式
口径（41.7）

229 J－38 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。片口・半円盤状突起。無節縄紋（R）。内面、粗いヨコ・ナナ
メミガキ。 にぶい黄褐 繊維、多量の石英 関山Ⅱ式

口径（32.0）

230 J－38 深鉢 口縁部～底部
平口縁。片口痕。上底。附加条（1・2種）縄紋（RL+2L・RL+2r）、組
縄縄紋（RL[RL]・RL[LL]）→口縁部に平行沈線で区画・菱形文・附加
文等。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。底面、ナデ。

赤褐 繊維

関山Ⅱ式
口径13.1
底径6.4
器高18.6

231 J－38 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（RL）。内面、口縁部～胴部上半ヨコミガキ、胴部
下半タテミガキ。追加成形技法。 橙 白色粒・繊維、多量の石

英
関山式
口径（26.4）

232 J－38 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（LR）・組縄縄紋（RL[RL]）。内面、口縁部ヨコナデ、
胴部ナナメナデ。追加成形技法。 黄褐 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式

口径25.0

233 J－38 深鉢 口縁部 平口縁。組紐縄紋（RRRR）→口縁部に平行沈線で区画・蕨手文・上下
コンパス紋等。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。 橙 繊維 関山Ⅱ式

234 J－38 深鉢 口縁部 平口縁。単節縄紋（0段多条、RL・LR）→箍状紋 （櫛歯状工具、コン
パス紋）→鋸歯紋。内面、ヨコミガキ。 黄褐 角閃石・繊維 関山Ⅱ式

235 J－38 深鉢 底部 上底。組縄縄紋（RL[LL]）。内面、ナデ。底面、ナデ。 暗赤褐 繊維、多量の石英 関山Ⅱ式
底径6.8

236 J－39 深鉢 胴部 単節縄紋（RL）→低い浮線紋→浮線紋上にキザミ。内面、ヨコミガキ。明褐 角閃石 諸磯ｂ式

237 J－39 深鉢 底部 平底。無節縄紋（L）→低い浮線紋→浮線紋上に無節縄紋（L）。内面、
ヨコケズリ→ナデ。底面、ミガキ。 明赤褐 微量の角閃石 諸磯ｂ式

底径11.7

238 J－39 深鉢 底部 平底。無節縄紋（R）。内面、ヨコナデ。底面、ナデ。 にぶい黄 微量の角閃石 前期後葉
底径13.4

239 J－40 深鉢 口縁部～胴部 不整な平口縁。胴部に無節縄紋（L）→口縁部に条線（櫛歯状工具）で区
画・蕨手文・鋸歯紋・附加文等。内面、ナナメミガキ。 黄褐 角閃石・白色粒・繊維 関山Ⅱ式

口径（29.0）

240 J－40 深鉢 口縁部～胴部
平口縁。異条縄紋（0段多条、RLR+2RRL）・組紐縄紋（LLRR）→箍状紋

（櫛歯状工具、上下コンパス紋）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タ
テミガキ。

黄褐 繊維 関山Ⅱ式
口径（21.6）

241 J－40 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（RL）→口縁部ヨコナデ。内面、口縁部ヨコナデ、
胴部タテミガキ。追加成形技法。 浅黄橙 雲母・繊維 関山式

口径（27.6）

242 J－40 深鉢 胴部 複節縄紋（LRL）。内面、タテミガキ。　 明褐 白色粒・繊維 関山式
炉埋設土器

243 J－40 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。組紐縄紋（RRLL）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。浅黄 繊維・石英粗粒 関山Ⅱ式
口径（13.4）

244 J－41 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（RL）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。黄橙 白色粒・繊維 関山式
口径（20.4）

245 J－41 深鉢 口縁部 平口縁。単節縄紋（RL）→口縁部を平行沈線で区画。内面、口縁部ヨ
コナデ、胴部ナナメナデ。 明褐 繊維、多量の石英 関山Ⅱ式

246 J－41 深鉢 口縁部 平口縁。閉端環付単節縄紋（RL）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タ
テナデ。 黄褐 繊維、多量の石英細粒 関山式

247 J－41 深鉢 口縁部 平口縁。附加条（3種）縄紋（LRL+2L+2R）。内面、ヨコミガキ。 にぶい黄橙 白色粒・繊維 関山式
248 J－41 深鉢 胴部 縦位条線（小口状工具）。内面、タテミガキ。 浅黄 繊維 関山式

249 J－42 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（RL）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。黄橙 白色粒・繊維
関山式
口径（35.3）
炉埋設土器

250 J－42 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。縄紋。内面、口縁部ヨコナデ、胴部タテナデ。　 にぶい褐 繊維、多量の石英細粒 関山式
口径（25.0）

251 J－42 深鉢 胴部 組紐縄紋（RRLL）→箍状紋（櫛歯状工具、上下コンパス紋）。内面、タ
テミガキ。 黄褐 繊維、多量の石英 関山Ⅱ式

252 J－42 深鉢 胴部 束の縄紋（R+L）。内面、ヨコナデ。 黄橙 白色粒・繊維 神ノ木式
253 J－42 深鉢 口縁部 双頭突起。タテミガキ。内面、ミガキ。 にぶい黄 雲母・繊維 中越式

254 J－43 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（LR）→口縁部に平行沈線で区画・鋸歯紋・曲線
文・附加文等。内面、口縁部ヨコナデ、胴部ナナメナデ。 黄褐 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式

口径（24.2）

255 J－43 深鉢 口縁部～胴部
双頭波状口縁。組紐縄紋（RRLL）→口縁部に平行沈線で区画・蕨手
文・菱形文・附加文。箍状紋（半截竹管状工具、鋸歯紋）。内面、ヨ
コミガキ。

橙 繊維 関山Ⅱ式
口径（40.4）

256 J－43 深鉢 口縁部～胴部 双頭波状口縁。組紐縄紋（RRLL）→口縁部に平行沈線で区画・蕨手
文・附加文等。内面、ヨコミガキ。 褐 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式

口径（44.6）
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257 J－43 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。片口。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL、多段ループ紋で鋸
歯紋）→平行沈線。内面、ヨコナデ。　 暗褐 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式

口径（29.4）

258 J－43 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。片口、半円盤状突起。組紐縄紋（LLRR）→箍状文（半截竹管
状工具、真正コンパス紋）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。黄褐 雲母・繊維 関山Ⅱ式

口径（24.2）

259 J－43 深鉢 口縁部～胴部 波状口縁。組紐縄紋（LLLL）→箍状紋（櫛歯状工具、上下コンパス紋）。
内面、粗いヨコミガキ。 橙 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式

口径（42.8）

260 J－43 深鉢 胴部 組紐縄紋（LLRR）→箍状紋（櫛歯状工具、上下コンパス紋）。内面、口
縁部ヨコミガキ、胴部ヨコナデ。 黄褐 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式

261 J－43 深鉢 口縁部～胴部
平口縁。異条縄紋（0段多条、RLR+2RRL・LRL+2LLR）→箍状紋（半截
竹管状工具、集合縦位短沈線紋）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タ
テミガキ。

にぶい黄橙 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式
口径（31.3）

262 J－43 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL、多段ループ紋で鋸歯紋）
→箍状紋（半截竹管状工具、集合縦位短沈線紋）。内面、ヨコナデ。 にぶい褐 繊維 関山Ⅱ式

口径（28.0）

263 J－43 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。無節縄紋（R）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。 暗褐 雲母・白色粒・繊維、多
量の石英細粒

関山式
口径（31.4）

264 J－43 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。結束縄紋（RL・LR）。内面、ヨコナデ。　 赤褐 微量の繊維、多量の石英 関山式
口径（23.3）

265 J－43 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（LR）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。
追加成形技法。　 褐 繊維 関山式

口径（20.4）

266 J－43 深鉢 口縁部～胴部 不整な平口縁。単節縄紋（RL）。内面、口縁部ヨコナデ、胴部タテミ
ガキ。追加成形技法。焼成後穿孔。 にぶい赤褐 繊維、多量の石英細粒 関山式

口径18.9

267 J－43 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。片口。組紐縄紋（rrll）。内面、口縁部～胴部上半ヨコナデ、
胴部下半タテナデ。追加成形技法。 橙 繊維 関山Ⅱ式

口径（34.2）

268 J－43 深鉢 口縁部～胴部 波状口縁。組縄縄紋（RL[LL]）。内面、ヨコミガキ。 橙 雲母・白色粒・繊維 関山Ⅱ式
口径（21.0）

269 J－43 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。箍状紋（半截竹管状工具、上下コンパス紋）→格子状沈線紋（半
截竹管状工具）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。 にぶい黄 白色粒・繊維、多量の石

英細粒
関山Ⅱ式
口径（33.2）

270 J－43 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。格子状沈線（半截竹管状工具）。内面、口縁部ヨコナデ、胴
部ナナメナデ。工具痕が顕著。 橙 白色粒・繊維 関山式

口径（30.2）

271 J－43 深鉢 口縁部～胴部 波状口縁。閉端環付単節縄紋（LR）→口縁部に条線（櫛歯状工具）で鋸
歯紋→押引紋（櫛歯状工具）。内面、ヨコナデ。　 にぶい橙 多量の石英細粒・白色粒 神ノ木式

口径（39.0）

272 J－43 鉢 底部 平底。押引紋（櫛場状工具）。内面、ヨコナデ→赤彩。底面、ナデ。
粘土付着。 明赤褐 多量の石英細粒 神ノ木式

底径7.0

273 J－43 深鉢 口縁部 平口縁。単節縄紋（RL・LR）→口縁部に条線で区画・鋸歯紋・附加文。
内面、タテミガキで、口唇下のみヨコミガキ。　焼成後穿孔。 褐 繊維 関山Ⅱ式

274 J－43 深鉢 口縁部 双頭波状口縁。異条縄紋（0段多条、RLR+2RRL・LRL+2LLR）→箍状
紋（半截竹管状工具、集合縦位短沈線紋）。内面、ヨコ・ナナメミガキ。橙 繊維 関山Ⅱ式

275 J－43 深鉢 口縁部 板状突起。単節縄紋（LR）。突起にキザミ（ヘラ状工具）。内面、ヨコ
ナデ。 黄褐 白色粒・繊維 関山式

276 J－43 深鉢 口縁部 単頭波状口縁。口縁部に平行沈線で区画等。内面、タテミガキで、
口唇下のみナナメミガキ。 褐 白色粒・繊維 関山Ⅱ式

277 J－43 深鉢 底部 上底。箍状紋（櫛歯状工具、上下コンパス紋）。内面、ヨコナデ。底
面ナデ。 橙 繊維 関山Ⅱ式

底径（11.0）

278 J－43 深鉢 底部 上底。単節縄紋（RL）。内面、ヨコナデ。底面、ナデ。 橙 繊維、多量の石英細粒 関山Ⅱ式
底径（5.6）

279 J－43 深鉢 底部 上底。異条縄紋（0段多条、RLR+2RRL・LRL+2LLR）。内面、ナデ。底面、
ミガキ。 橙 繊維 関山式

底径7.7

280 J－43 深鉢 口縁部 平口縁。胴部に束の縄紋（R・L）→口縁部に条線（小口状工具）・押引
紋（小口状工具）で鋸歯紋。内面、ヨコナデ。 黄橙 多量の石英細粒 神ノ木式

281 J－43 深鉢 口縁部 隆帯→キザミ（小口状工具）。押引紋（小口状工具）。内面、ヨコナデ。黄橙 特になし 神ノ木式

282 J－43 深鉢 胴部 胴部に閉端環付単節縄紋（LR）→口縁部に条線（櫛歯状工具）・押引紋
（櫛歯状工具）。内面、ヨコナデ。 黄橙 多量の石英細粒 神ノ木式

283 J－43 深鉢 口縁部 有段口縁。口縁部に列点状刺突紋、胴部に単節縄紋（RL・LR）。内面、
ヨコナデ。 黄橙 白色粒、多量の石英細粒 神ノ木式

284 J－43 深鉢 口縁部 単頭波状口縁。有段口縁。口縁部に列点状刺突紋。内面、ミガキ。 暗褐 白色鉱物・繊維 神ノ木式
285 J－43 深鉢 口縁部 平口縁。皿状突起。結束縄紋（RL・LR）。内面、ヨコナデ。 黄褐 白色粒、多量の石英細粒 信州系
286 J－43 深鉢 胴部 単節縄紋（LR）。内面、ヨコナデ。 黄橙 白色粒、多量の石英細粒 信州系
287 J－43 深鉢 胴部 単節縄紋（RL・LR）。内面、ヨコナデ。 黄橙 白色粒、多量の石英細粒 信州系
288 J－43 深鉢 胴部 束の縄紋（R・L）。内面、ヨコナデ。 黄橙 白色粒、多量の石英細粒 神ノ木式
289 J－43 深鉢 口縁部 波状口縁。ヨコナデ。内面、タテミガキで、口唇下のみヨコミガキ。褐 繊維 中越式
290 J－43 深鉢 口縁部 波状口縁。刺突列（半截竹管状工具）。内面、ヨコナデ。指頭痕。 にぶい黄 多量の石英細粒 清水ノ上Ⅱ式

291 J－44 深鉢 口縁部～胴部 単節縄紋（RL）。内面、口縁部ヨコナデ、頸部～胴部上半ヨコケズリ、
胴部下半タテケズリ。 褐 片岩、大径の石英 諸磯ｂ式

口径（23.0）

292 J－44 深鉢 口縁部・胴部 波状口縁。小突起。浮線紋で区画・入組文・矢羽状文等→浮線紋上
にキザミ。内面、ヨコミガキ。 明黄褐 多量の石英 諸磯ｂ式

293 J－44 深鉢 胴部・底部 平底。浮線紋で区画・入組文→浮線紋上にキザミ。無節縄紋（L）。内
面、ヨコミガキ・ナデ。底面、ナデ。 浅黄 多量の石英 諸磯ｂ式

底径11.1

294 J－44 深鉢 口縁部 波状口縁。単節縄紋（RL）→浮線紋で区画・入組文→浮線紋上に単節
縄紋（RL）。内面、ヨコミガキ。 黄橙 角閃石、多量の石英 諸磯ｂ式

295 J－44 深鉢 底部 平底。単節縄紋（RL）→集合沈線紋で区画。内面、ヨコナデ。底面、ナデ。浅黄 多量の白色粒 諸磯ｂ式
底径（13.2）

296 J－44 深鉢 底部 平底。単節縄紋（RL）。内面、ヨコナデ。底面、ナデ。 にぶい黄橙 角閃石 前期後葉
底径12.9
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297 J－45 深鉢 口縁部 平口縁。組紐縄紋（LLRR）→口縁部に平行沈線で区画・鋸歯紋・附加
文・小円文等。内面、ヨコミガキ。 黄橙 繊維 関山Ⅱ式

298 J－45 深鉢 口縁部 組紐縄紋（LLRR）→口縁部に平行沈線で区画・蕨手文・附加文等。内
面、ヨコナデ。 黄褐 繊維 関山Ⅱ式

299 J－45 深鉢 口縁部 平口縁。組紐縄紋（RRLL）。内面、ヨコナデ。 赤褐 白色粒・繊維、多量の石
英 関山Ⅱ式

300 J－45 深鉢 口縁部 束の縄紋（R・L）。内面、ヨコナデ。 橙 多量の石英 神ノ木式
301 J－45 深鉢 胴部 内外面、タテミガキ。指頭痕。 黒褐 繊維 中越式

302 J－46 深鉢 胴部～底部 平底。単節縄紋（RL）→浮線紋→浮線紋上にキザミ。内面、ナナメミ
ガキ。底面、ナデ。 明赤褐 角閃石、大径の安山岩 諸磯ｂ式

底径12.0

303 J－46 深鉢 胴部 単節縄紋（LR）。内面、胴部上半ヨコケズリ、胴部下半タテケズリ→
ナデ。 黄橙 特になし 前期後葉

304 J－47 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。口縁部ヨコナデ、胴部タテケズリ。内面、ヨコナデ。 にぶい橙 角閃石、多量の石英・白
色粒

前期後葉
口径19.8

305 J－47 深鉢 胴部 単節縄紋（RL）→浮線紋で区画→浮線紋上にキザミ。内面、ヨコケズ
リ→ヨコミガキ。 浅黄 多量の石英 諸磯ｂ式

306 J－47 深鉢 胴部 縄紋→浮線紋→浮線紋上に刺突（半截竹管状工具）。内面、ヨコナデ
→ヨコ・タテミガキ。 黄褐 多量の石英 諸磯ｂ式

307 J－47 深鉢 胴部 平行沈線で弧線文・蕨手文。内面、ヨコケズリ→タテミガキ。 浅黄 多量の石英 諸磯ｂ式
308 J－47 浅鉢 胴部 ナデ。内面、ヨコナデ。指頭痕。 浅黄 特になし 北白川下層式

309 J－48 深鉢 胴部 浮線紋で区画・弧線文・矢羽状文・Ⅹ字状文等→浮線紋上にキザミ
→浮線紋間に刺突（尖頭状工具）。内面、タテケズリ→ヨコミガキ。 浅黄 角閃石、多量の石英 諸磯ｂ式

310 J－48 深鉢 口縁部～胴部 単節縄紋（RL）→集合沈線（半截竹管状工具）で横位区画・弧線文。内
面、胴部上半ヨコミガキ、胴部下半タテミガキ。 浅黄 角閃石、多量の石英・白

色粒 諸磯ｂ式

311 J－48

ミニ
チュ
ア土
器

口縁部～底部 平口縁、上底。口唇下屈曲部に孔列。平行沈線文。内面、ヨコナデ。
底面、ナデ。 黄灰 雲母・多量の石英

諸磯ｂ式
口径5.1
底径3.0
器高6.3

312 J－48

ミニ
チュ
ア土
器

口縁部～底部 平口縁。口縁部ヨコナデ、胴部タテナデ。内面、ヨコナデ。底面、ナデ。明黄褐 角閃石

諸磯ｂ式
口径3.2
底径3.0
器高6.3

313 J－49 深鉢 口縁部～胴部 波状口縁。波頂部にキザミ。口唇下無文。閉端環付単節縄紋（0段多条、
RL）。内面、粗いヨコナデ。 暗褐 角閃石・繊維 関山式

口径（19.2）

314 J－49 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（RL・LR）。内面、口縁部ナナメミガキ、胴部タテ
ミガキ。 橙 繊維・石英粗粒 関山式

口径（29.8）

315 J－49 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。異条縄紋（0段多条、RLR+2RRL・LRL+2LLR）→箍状紋（櫛歯
状工具）。内面、ヨコナデ。 にぶい橙 繊維、多量の石英細粒 関山式

口径（41.8）

316 J－49 深鉢 口縁部 単節縄紋（RL）→口唇下刺切紋。口唇部、単節縄紋（RL）。内面、粗い
ヨコミガキ。 にぶい黄 繊維 関山式

317 J－49 深鉢 口縁部 双頭突起。口縁部に押引紋（櫛歯状工具）。内面、ヨコナデ。 浅黄 多量の石英細粒 神ノ木式
318 J－49 深鉢 胴部 単節縄紋（LR）。内面、ヨコナデ。 浅黄 多量の石英細粒 信州系

319 J－50 深鉢 口縁部・胴部 波状口縁。単節縄紋（RL）→浮線紋で区画・入組文等→浮線紋上にキ
ザミ・単節縄紋（RL）。内面、ヨコミガキ。 浅黄 多量の石英 諸磯ｂ式

320 J－50 深鉢 口縁部 波状口縁。縄紋→平行沈線。内面、ヨコケズリ→ナデ。 黄橙 多量の石英 諸磯ｂ式

321 J－51 深鉢 口縁部～胴部 波状口縁。獣面把手。単節縄紋（RL）→浮線紋で区画・弧線文・蕨手
文等。内面、ヨコミガキ。 浅黄 白色粒 諸磯ｂ式

口径46.5

322 T－3 深鉢 口縁部～胴部
平口縁。鋸歯状突起。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR）
→口縁部に平行沈線で区画・蕨手文・小円文→キザミ→点状紋（瘤
状）。箍状紋（半截竹管状工具、真正コンパス紋）。内面、ヨコミガキ。

橙 繊維 関山Ⅰ式

323 T－3 深鉢 口縁部～胴部 胴部に単節縄紋（0段多条、RL・LR）→口縁部に平行沈線で区画・複
合鋸歯紋→点状紋（瘤状）。内面、ヨコミガキ。追加成形技法。 橙 白色粒・繊維 関山Ⅰ式

324 D－37 深鉢 口縁部～胴部 波状口縁。無節縄紋（L）→浮線紋で区画・入組文等→浮線紋上に無節
縄紋（L）・キザミ。内面、ナデ。 橙 片岩 諸磯ｂ式

口径19.8

325 D－38 深鉢 胴部～底部 沈線で縦位区画・蕨手文→区画内に単節縄紋（RL）。内面、縦位ミガ
キ。底縁に工具痕。 明黄褐 角閃石 加曽利ＥⅢ式

底径（11.0）
326 D－43 深鉢 口縁部 細隆帯で横位・縦位区画→単節縄紋（LR）。内面、ヨコミガキ。 橙 多量の石英 加曽利ＥⅣ式

327 D－51 深鉢 胴部 閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、多段ループ紋）→箍状紋（半截
竹管状工具、真正コンパス紋）。内面、タテナデ。 にぶい橙 繊維、多量の石英細粒 関山式

328 D－51 深鉢 口縁部
波状口縁。鋸歯状突起。胴部に閉端環付単節縄紋（０段多条、RL・
LR）→口縁部に平行沈線で鋸歯紋・真正コンパス紋→充填紋（爪）→
点状紋（瘤状+竹管）。内面、ヨコミガキ。追加成形技法。

褐 繊維 関山Ⅰ式

329 D－56 深鉢 口縁部～胴部

双頭波状口縁。鋸歯状突起。異条縄紋（0段多条、RLR+2RRL・
LRL+2LLR）→口縁部に平行沈線で区画・蕨手文（円文）・附加文→点
状紋（瘤状）。箍状紋（半截竹管状工具、上下コンパス紋）。内面、ヨ
コミガキ。

褐 繊維、多量の石英 関山Ⅱ式
口径41.6

330 D－64 深鉢 口縁部～胴部

波状口縁。鋸歯状突起。胴部に閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・
LR、多段ループ紋）→口縁部に平行沈線で区画・蕨手文・附加文・真
正コンパス紋→点状紋（瘤状）。内面、口縁部～胴部上半ヨコミガキ、
胴部下半タテミガキ。追加成形技法。

黄褐 繊維・石英粗粒 関山Ⅰ式
口径（32.0）

331 D－64 深鉢 口縁部～胴部
平口縁。閉端環付単節縄紋（0段多条、RL・LR、逆位）→口縁部に点
状紋（瘤状）。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部タテミガキ。追加成形
技法。

橙 繊維 関山式
口径（18.4）

332 D－71 深鉢 口縁部 平口縁。口唇部・頸部～胴部に撚糸紋（R）。内面、条痕（撚糸原体）。 褐 角閃石安山岩 井草Ⅱ式
333 D－71 深鉢 胴部 撚糸紋（L）。内面、ヨコナデ。 橙 角閃石安山岩 井草Ⅱ式
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挿図
番号 遺構 器種 部　位 特　徴 色　調 胎　土 備　考

（型式/㎝）
334 D－79 深鉢 口縁部～胴部 平口縁。単節縄紋（RL）・無節縄紋（L）。内面、ヨコナデ。 明褐 繊維、多量の石英粗粒 関山式
335 D－79 深鉢 胴部 押引紋（半截竹管状工具）。内面、タテミガキ。 褐 繊維・石英粗粒 黒浜式

336 D－84 深鉢 口縁部
平口縁。口縁部を隆帯で楕円状区画→隆帯の一部に交互キザミ→隆
帯脇に単列の結節沈線→区画内に結節沈線で連弧文。胴部に鰭状圧
痕。内面、ヨコミガキ。

橙 雲母 阿玉台Ⅰｂ式

337 D－87 深鉢 口縁部～胴部 閉端環付単節縄紋（RL・LR）→口縁部に平行沈線（多截竹管状工具）で
区画等。箍状紋（多截竹管状工具、集合縦位短沈線紋）。内面、ヨコナデ。浅黄 白色粒・繊維 関山Ⅱ式

338 D－
105 深鉢 口縁部～胴部 波状口縁。小突起。浮線紋で区画・入組状渦巻文・Ⅹ字状文等→浮

線紋上にキザミ。内面、口縁部ヨコミガキ、胴部ナナメミガキ。 浅黄 角閃石 諸磯ｂ式
口径（40.0）

339 D－
114 浅鉢 胴部～底部 丸底。平行沈線で区画・入組文・π字文（一部掻き消し）→キザミ。

内面、ヨコナデ。底面、指頭痕。 浅黄 石英粗粒 諸磯ｂ式

340 D－
137 深鉢 口縁部～胴部 口縁部に押引紋（櫛歯状工具）。胴部に閉端環付単節縄紋（LR）。内面、

ヨコナデ。 浅黄 多量の石英 神ノ木式

341 D－
142 深鉢 胴部～底部 平底。沈線で縦位区画→区画内に条線紋（櫛歯状工具）。内面、タテ

ミガキ、下端のみヨコミガキ。底面、ミガキ。 にぶい黄褐 多量の角閃石・石英 加曽利ＥⅢ式
底径6.2

342 S－12 深鉢 口縁部 隆帯・凹線で楕円状・渦巻状区画→単節縄紋（LR）、窩紋。内面、ヨ
コナデ。 浅黄 多量の白色粒・石英 加曽利ＥⅢ式

343 U－１ 深鉢 口縁部 平口縁。沈線で楕円状区画→区画外に単節縄紋（RL）→沈線で蕨手文。
内面、ヨコナデ。 にぶい黄橙 多量の白色粒・石英 加曽利ＥⅢ式

口径（28.8）

344 P－１ 深鉢 底部 平底。単節縄紋（RL）。内面、ヨコナデ。底面、磨痕。 橙 角閃石、多量の石英細粒 前期後半
底径10.1

345 包含層 深鉢 胴部 山形押型紋。内面、ナナメナデ。 浅黄 多量の石英 押型紋系
346 包含層 深鉢 口縁部 条痕紋→格子状沈線（尖頭状工具）。内面、条痕紋。 橙 繊維、多量の石英細粒 条痕紋系

347 包含層 深鉢 口縁部～胴部 組縄縄紋（RL[RL]）→口縁部に平行沈線で区画・円文等。内面、ヨコ
ミガキ。 浅黄 繊維 関山Ⅱ式

348 包含層 深鉢 口縁部 口縁部に隆帯→列点状刺突紋。内面、ヨコナデ。 褐 繊維 有尾式
349 包含層 深鉢 口縁部 単節縄紋（LR）→押引紋（半截竹管状工具）。内面、ヨコミガキ。 橙 繊維 黒浜式
350 包含層 深鉢 胴部 単節縄紋（LR）。内面、ヨコナデ。指頭痕。 褐 多量の石英細粒 北白川下層式
351 遺構外 深鉢 口縁部 口唇部に単節縄紋（LR）。内面、ヨコナデ。 橙 角閃石 撚糸紋系
352 遺構外 深鉢 口縁部 口唇部・口縁部～胴部に撚糸紋（R）。内面、ヨコナデ。 橙 片岩 井草Ⅱ式
353 遺構外 深鉢 口縁部 口唇部・口縁部～胴部に撚糸紋（R）。内面、ヨコナデ。 黄橙 片岩 井草Ⅱ式
354 遺構外 深鉢 胴部 口縁部～胴部に撚糸紋（R）、頸部に絡条体圧痕（R巻）。内面、ヨコナデ。橙 角閃石安山岩 井草Ⅱ式
355 遺構外 深鉢 胴部 撚糸紋（R）。内面、ヨコナデ。 橙 片岩、多量の石英 撚糸紋系
356 遺構外 深鉢 口縁部 口縁部～胴部に条痕紋。内面、ヨコナデ。 黄橙 多量の石英細粒 撚糸紋系
357 遺構外 深鉢 胴部 条痕紋。内面、タテナデ。 橙 角閃石 撚糸紋系
358 遺構外 深鉢 胴部 貝殻腹縁圧痕紋。内面、ナデ。 浅黄 特になし 沈線文系
359 遺構外 深鉢 口縁部 条痕紋→沈線（細い角頭状工具）。内面、条痕紋。 赤褐 片岩、多量の石英 条痕紋系

360 遺構外 深鉢 口縁部 単頭波状口縁。波長部に皿状突起。隆帯→平行沈線→キザミ（半截竹
管状工具）。胴部に単節縄紋（RL・LR）。内面、粗いヨコミガキ。 橙 繊維 関山Ⅱ式

361 遺構外 深鉢 口縁部 波状口縁。口縁部に隆帯→列点状刺突紋。内面、ヨコナデ。 褐 繊維 有尾式
362 遺構外 深鉢 口縁部 口縁部に隆帯→列点状刺突紋。内面、ヨコミガキ。 にぶい黄 繊維、多量の石英 有尾式

363 遺構外 深鉢 胴部 格子状沈線。内面、タテナデ。 浅黄 繊維、多量の白色粒・石
英 関山式

364 遺構外 深鉢 胴部 閉端環付単節縄紋（LR）。内面、ヨコナデ。 黄橙 多量の石英 信州系
365 遺構外 深鉢 口縁部 爪形紋・変形爪形紋。内面、ナデ。 黄橙 特になし 興津Ⅰ式

366 遺構外 深鉢 口縁部 平口縁。突起。口縁部に窩紋。頸部に沈線（尖頭状工具）。内面、ヨ
コミガキ。突起部分に窩紋。 黄 多量の石英 加曽利B3式

367 包含層 深鉢 口縁部・胴部

平口縁。有孔突起。口縁部に単沈線（丸頭ヘラ状工具）で円文・重弧
文・横位沈線文。頸部を隆帯で縦・横位区画→区画交点に８字状貼
付紋→隆帯上にキザミ。胴部に単沈線で縦位垂下文・蛇行垂下文・
弧状文。内面、ヨコミガキ。

浅黄 角閃石・黒色鉱物 堀之内２式
口径（40.0）

368 包含層 深鉢 胴部 単沈線（丸頭ヘラ状工具）。内面、ヨコナデ。 浅黄 角閃石、多量の石英 堀之内２式
369 包含層 深鉢 胴部 単沈線（丸頭ヘラ工具）。内面、ヨコナデ。 にぶい褐 角閃石、多量の石英 堀之内２式
370 遺構外 深鉢 口縁部 波状口縁。口縁部に隆帯→列点状刺突紋。内面、ヨコナデ。 橙 繊維 有尾式

371 D－51 耳飾 － 1/2残存。長さ2.3cm・幅2.1cm・重さ6ｇ。表面・裏面に不整な尖
頭状工具による刺突。側面、ナデ。 浅黄 角閃石 中期

372 J－8
棒状
土製
品

－ 長さ3.1cm・幅1.2cm・厚さ1.1cm・重さ3ｇ。ナデ、指頭痕。一部截痕。浅黄 角閃石

373 J－45 円盤 － 長さ2.9cm・幅2.8cm・厚さ0.9cm・重さ7ｇ。表面、単節縄紋（RL）。
裏面、ミガキ、側面、一部磨痕。 浅黄 繊維 周溝出土
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第20表　古代土器観察表
挿図
番号

個体
番号 遺構名 種類 器種

法量（㎝） 成・整形技法の特徴 備考／重量
（g）口径 底径 器高 ①焼成 ②色調 ③胎土 残存 外面 内面

1 － D－75 土師器 小型甕 14.8 － － 普通 赤褐色 石英・片岩 口 縁 部2/3、
体部1/4

口縁部横撫で、
体部縦削り

口縁部横撫で、
体部横箆撫で

2 － S－3 須恵器 蓋 （13.5） － 2.7 還元 灰色 石英 体部1/4
轆轤整形、天井
部回転箆削り、
自然釉

轆轤整形 上野型有蓋短
頸壺蓋

3 － S－3 須恵器 甕 － － － 還元 灰色 黒色粒 体部片 平行文敲目
当具痕上に櫛状
工具による箆撫
で

4 － 2G－17 陶器 小皿 （12.6） （7.2） 2.7 還元 浅黄 白色粒・赤色
粒

口縁部～体部
1/4 轆轤整形、緑釉 轆轤整形、緑釉、

鉄絵

中世瀬戸・美
濃系　　　（織
部焼）

5 21 K－3･4 土師器 坏 （13.2） （8.8） 4.1 普通

表 面： 鈍
い 橙 色、
内 面： 橙
色　

白色粒･黒色
粒 1/3残

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～底部箆
ミガキ 90g

6 18 K－4 暗文土器 坏 14.5 9.2 3.9 普通 橙色 白色粒・褐色
粒･雲母 2/3残

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部放
射状暗文、底部
螺旋状暗文

160g

7 4 K－4 須恵器 坏 13.6 10.8 3.5 還元 灰色 白色粒･黒色
粒 4/5残

轆轤整形、体部
下位～底部箆切
り後左回転箆削
り

轆轤整形 190g

8 22 K－4 須恵器 坏 （15.6） 10.7 3.5 還元 灰色 白色粒･黒色
粒 1/3残

轆轤整形、底部
箆切り後右回転
箆切り

轆轤整形 220g

9 5 K－4 須恵器 高台付坏 14.5 9.4 3.8 還元

表 面： 灰
白 色 ～ 灰
色、内面：
灰黄色

白色粒･黒色
粒 4/5残 轆轤整形、底部

左回転箆削り

轆轤整形、高台
貼付時周辺回転
撫で

230g

10 15 K－4 須恵器 蓋 （16.0） 6.7
（摘み） 2.8 還元

表 面： 灰
黄 褐 色、
内 面： 灰
色

白色粒･黒色
粒 1/2残

摘み貼付時周辺
回転撫で、天井
部右回転箆削
り、体部～口縁
部轆轤整形

摘み部回転撫
で、天井部～口
縁部轆轤整形

170g

11 6 K－4 須恵器 蓋 13.8 4.8
（摘み） 2.1 還元

表 面： 灰
黄 色、 内
面：灰色

白色粒･黒色
粒 7/8残

摘み貼付時周辺
回転撫で、天井
部右回転箆削
り、体部～口縁
部轆轤整形

摘み部回転撫
で、天井部～口
縁部轆轤整形

外面全面自然
釉付着/170g

12 1 K－4 須恵器 蓋 （10.1） （摘み）
2.8 3.4 還元 灰色 白色粒・黒色

粒・褐色粒 2/3 轆轤整形、天井
部右回転箆削り 轆轤整形

№2と 対。 上
野型有蓋短頸
壺蓋/100g

13 2 K－4 須恵器 短頸壺 8.8 8.5 4.3 還元 灰色 白色粒・黒色
粒・礫 ほぼ完形

轆轤整形、底部
右回転箆切り後
右回転箆削り、
体部下位右回転
箆削り

轆轤整形 №1と対/240g

14 10 K－4 須恵器 長頸壺 － 12.3 － 還元 黄灰色 白色粒・黒色
粒・礫

口 縁 部 欠 損、
高台部一部欠
損

轆轤整形、底部
切離し後右回転
撫で、体部下半
右回転箆削り

轆轤整形

頸部～体部上
位カキ目、体
部上位沈線文
/2000g

15 11＋
3 K－4 須恵器 長頸壺 （10.8） 11.5 28.5 還元 灰色 白色粒・黒色

粒 3/5 轆轤整形、底部
切離し後撫で 轆轤整形

頸 部 沈 線 文、
体部上位沈線
文間に刺突文。
頸 部 と 体 部
が別々で出土
/1300g

16 9 K－4 須恵器 長頸壺 11.5 － － 還元 灰白色 白色粒・黒色
粒

口縁部～体部
4/5、 高 台 部
欠損

轆轤整形、底部
撫で、体部下位
右回転箆削り、
外面・内面頸部
自然釉

轆轤整形

頸 部 沈 線 文、
体 部 沈 線 文
間 に 刺 突 文
/1850g

17 12 K－4 須恵器 長頸壺 10.0 11.6 22.8 還元 黄灰色 白色粒・黒色
粒・礫 7/8

轆轤整形、底部
切離し後撫で、
体部下位右回転
箆削り

轆轤整形

頸 部 沈 線 文、
体部上位沈線
文間に刺突文
/1560g

18 14 K－4 須恵器 甕 22.6 － （44.0） 還元 灰黄色 白色粒・黒色
粒・雲母・礫 4/5

轆轤整形、胴部
青海波文後、上
半部平行条線風
箆撫で

轆轤整形、胴部
青海波文後、上
半部櫛状工具に
よる箆撫で

頸部無文。意
図 的 に 破 砕
さ れ て 出 土
/8700g

19 10 H－7 須恵器 坏 14.6 7.2 4.4 酸化 鈍 い 黄 橙
色

白色粒･黒色
粒 4/5 轆轤整形、底部

右回転糸切り 轆轤整形 180g

20 40 H－7 須恵器 坏 13.8 （8.1） 4.2 酸化 鈍 い 黄 橙
色

白色粒･褐色
粒･角閃石 2/3

轆轤整形、右回
転糸切りの底部
に、下面に切離
し位置の異なる
右回転糸切り痕
の付いた粘土板
が密着

轆轤整形

円 筒 作 り 痕、
底部に密着し
た粘土板の上
面には、底部
の糸切り痕が
転写/140g

21 19 H－7 須恵器 皿 13.3 7.3 3.0 還元 灰色 白色粒･黒色
粒 2/3 轆轤整形、底部

右回転糸切り 轆轤整形 140g

22 11 H－7 須恵器 椀 15.4 7.4 5.5 還元 灰黄色 白色粒･黒色
粒･褐色粒･礫

口縁部一部欠
損

轆轤整形、底部
右回転糸切り 轆轤整形 250g
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23 52 H－7 須恵器 椀 15.4 7.4 6.0 還元 灰 白 色 ～
灰色

白色粒･黒色
粒 3/4

轆轤整形、底部
右回転糸切り、
体部右回転箆削
り

轆轤整形 180g

24 162 H－8 暗文土器 坏 （14.8） （9.0） 5.2 普通 鈍い橙色
白色粒･黒色
粒･褐色粒･雲
母

2/5
口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部撫
で後放射状暗
文、底部撫で

140g

25 170 H－8 暗文土器 坏 （16.6） 11.0 5.8 普通 鈍 い 黄 橙
色

黒色粒･雲母･
礫 1/2

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部撫
で後放射状暗
文、底部撫で

210g

26 163 H－8 暗文土器 坏 （15.6） （10.0） 5.2 普通 橙色 白色粒･褐色
粒･角閃石･礫 2/5

口縁部横撫で、
体部上半撫で、
下半～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部撫で

100g

27 53 H－8 土師器 坏 13.9 10.1 3.8 普通 鈍い橙色 白色粒･褐色
粒･雲母 3/4

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で、底部撫で 150g

28 24 H－8 須恵器 坏 12.4 6.8 3.7 還元 灰色 白色粒･黒色
粒 3/4

轆轤整形、底部
右回転糸切り後
周辺部右回転箆
削り

轆轤整形 140g

29 157 H－8 須恵器 坏 13.0 8.0 3.8 還元 灰白色 白色粒･黒色
粒 2/3

轆轤整形、底部
右回転箆切り後
箆撫で

轆轤整形 135g

30 21 H－8 須恵器 椀 （10.8） （6.4） 5.8 還元 灰色 白色粒･黒色
粒 1/3 轆轤整形、底部

右回転箆切り 轆轤整形 80g

31 49 H－8 土師器 甑 34.0 13.3 32.2 普通 橙色 白色粒･黒色
粒･礫 7/8 口縁部横撫で、

胴部箆削り
口縁部～胴部箆
撫で後箆磨き 2990g

32 161 H－8 土師器 甑 （31.6） － － 普通 橙色 褐 色 粒・ 雲
母・礫

口縁部～胴部
中位1/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 310g

33 2 H－9 暗文土器 坏 13.0 7.5 3.9 普通 鈍い褐色 白色粒･褐色
粒･雲母 ほぼ完形

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

190g

34 3 H－9 暗文土器 坏 13.4 7.6 5.1 普通 橙色 白色粒･褐色
粒･雲母･礫

口縁部一部欠
損

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

200g

35 7 H－9 暗文土器 坏 12.5 7.6 3.7 普通 明褐色
白色粒･黒色
粒･褐色粒･雲
母

口縁部一部欠
損

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

170g

36 159 H－9 暗文土器 坏 （14.8） （10.0） 4.2 普通 橙色 白色粒･褐色
粒･礫 1/4

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

65g

37 33 H－9 須恵器 坏 12.6 9.0 3.2 還元 灰色 白色粒･黒色
粒･礫 3/4

轆轤整形、底部
右回転箆切り後
右回転箆撫で

轆轤整形 110g

38 14 H－9 須恵器 坏 14.7 9.5 3.2 還元 灰白色 白色粒･黒色
粒･褐色粒･礫 2/3

轆轤整形、底部
切離し後右回転
箆削り

轆轤整形 150g

39 20 H－9 須恵器 坏 12.2 8.3 3.6 還元 灰色 白色粒･黒色
粒 7/8

轆轤整形、底部
回転箆切り後撫
で

轆轤整形 130g

40 35 H－9 須恵器 坏 13.1 7.0 3.9 還元 黄灰色 白色粒 4/5残

轆轤整形、底部
右回転糸切り後
周辺部右回転箆
削り

轆轤整形 190g

41 36 H－9 土師器 小形甕 9.9 － 8.3 普通 橙 ～ 鈍 い
褐色 褐色粒･雲母 完形

口縁部横撫で、
胴部箆削り、底
部箆撫で

口縁部横撫で、
胴部～底部箆撫
で

240g

42 12 H－9 土師器 甕 － 7.8 － 普通 鈍 い 赤 褐
色

白色粒･角閃
石･雲母

胴部中位～底
部1/2

胴部～底部箆削
り

胴部～底部箆撫
で 280g

43 68 H－9 土師器 甕 21.1 － － 普通 橙色 白色粒･褐色
粒･角閃石

口縁部～胴部
中位3/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部～体部横
撫で、胴部箆撫
で

420g

44 194 H－10 須恵器 蓋 15.8 5.3（摘
み） 3.3 還元

表 面： 鈍
い黄褐色、
内 面： 暗
灰黄色　

白色粒･黒色
粒 ほぼ完形

摘み貼付時周辺
回転撫で、天井
部左回転箆削
り、体部～口縁
部轆轤整形

摘み部回転撫
で、天井部～口
縁部轆轤整形

280g

45 156 H－11 須恵器 短頸壺 9.8 7.6 4.9 還元
表面:灰色、
内面:鈍い
赤褐色　

白色粒・黒色
粒・礫 1/3

轆轤整形、底部
自然釉付着によ
り調整不明瞭

轆轤整形
外面底部焼成
時に砂粒溶着
/90g

46 64 H－12 須恵器 坏 13.7 6.8 3.7 酸化 鈍 い 黄 褐
色

白色粒･黒色
粒･褐色粒 2/3 轆轤整形、底部

右回転糸切り 轆轤整形 120g

47 72 H－13 須恵器 坏 － － － 還元 灰色 白色粒･黒色
粒 口縁部破片 轆轤整形 轆轤整形 外面焼成前花

弁状線刻/2g

48 172 H－13 土師器 甕 19.3 － － 普通 鈍い橙色 白色粒･雲母･
礫

口縁部～胴部
上位4/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 300g

49 174 H－13 土師器 甕 20.2 － － 普通 鈍 い 赤 褐
色

白色粒･角閃
石･雲母･礫

口縁部～胴部
中位2/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 160g

50 171 H－13 土師器 甕 （19.5） － － 普通 鈍 い 赤 褐
色

白色粒･雲母･
礫

口縁部～胴部
中位2/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 250g
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51 173 H－13 土師器 甕 20.0 － － 普通 褐色 白色粒･角閃
石

口縁部～胴部
上位5/6

口縁部～頸部横
撫で、胴部箆削
り

口縁部～頸部横
撫で、胴部箆撫
で

190g

52 175 H－13 土師器 甕　 18.4 － － 普通 明赤褐色 白色粒･黒色
粒

口縁部～胴部
中位1/3

口縁部～頸部横
撫で、胴部箆削
り

口縁部～頸部横
撫で、胴部箆撫
で

160g

53 177 H－13 土師器 甕 （24.0） － － 普通 明赤褐色 白色粒･黒色
粒

口縁部～胴部
上位1/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 90g

54 25 H－14 土師器 坏 12.4 8.6 4.1 普通 橙色 白色粒･黒色
粒 7/8

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で、底部撫で 210g

55 124 H－14 須恵器 坏 （13.2） （6.2） 3.8 酸化 橙色 白色粒･雲母 1/3 轆轤整形、底部
切離し後箆撫で 轆轤整形 60g

56 27 H－14 須恵器 坏 14.3 8.4 3.3 還元 黄灰色 白色粒 9/10残 轆轤整形、底部
右回転糸切り 轆轤整形 150g

57 129 H－14 須恵器 坏 （11.7） 7.0 3.2 還元 灰白色 白色粒 1/3残 轆轤整形、底部
右回転糸切り 轆轤整形 60g

58 131 H－14 須恵器 坏 （12.0） 7.0 3.4 還元 灰色 白色粒 1/3残 轆轤整形、底部
右回転糸切り 轆轤整形 80g

59 140 H－14 須恵器 坏 （12.8） （7.8） 3.5 還元 灰白色 白色粒･黒色
粒 1/4残 轆轤整形、底部

回転糸切り 轆轤整形 60g

60 60 H－14 須恵器 椀 － 9.6 － 還元 黄灰色 白色粒 体部～高台部
1/2

轆轤整形、底部
右回転糸切り

轆轤整形、高台
貼付時周辺部回
転撫で

140g

61 139 H－14 須恵器 椀 － （6.2） － 還元 灰色 白色粒･黒色
粒

体部下位～高
台部1/2

轆轤整形、底部
回転糸切り

轆轤整形、高台
貼付時周辺部撫
で

45g

62 169 H－14 土師器 甕 （19.0） － － 普通 明赤褐色 白色粒･褐色
粒･角閃石

口縁部～胴部
中位1/4

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 150g

63 135 H－15 須恵器 蓋 （15.2） 4.6（摘
み） 3.1 還元 灰色 白色粒･黒色

粒 1/3残

摘み貼付時周辺
回転撫で、天井
部右回転箆削
り、体部～口縁
部轆轤整形

摘み部回転撫
で、天井部～口
縁部轆轤整形

内外面口縁部
自 然 釉 付 着
/140g

64 137 H－15 須恵器 坏 － 7.0 － 還元 灰黄褐色 白色粒･黒色
粒

体部下位～底
部残

轆轤整形、体部
下位箆削り、底
部右回転糸切り
後箆撫で

轆轤整形 90g

65 150 H－15 土師器 甕 16.6 － － 普通 暗褐色 白色粒･黒色
粒

口縁部～胴部
下位1/3

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 360g

66 158 H－15 土師器 甕 （25.6） － － 普通 鈍 い 黄 褐
色

白色粒･黒色
粒･褐色粒

口縁部～胴部
下位1/3

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で

内面胴部汚れ
付着/410g

67 191 H－15 土師器 甕 （21.2） － － 普通 鈍 い 赤 褐
色 白色粒･雲母 口縁部～胴部

中位1/3
口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 200g

68 190 H－15 土師器 甕 （20.2） － － 普通 鈍 い 赤 褐
色

白色粒･黒色
粒･褐色粒･雲
母･礫

口縁部～胴部
中位2/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 220g

69 48 H－15 土師器 甕 21.8 － － 普通 赤褐色 白色粒・黒色
粒･角閃石

口縁部～胴部
下位2/3

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で,
胴部箆撫で 880g

70 56 H－16 土師器 坏 13.5 8.1 4.6 普通 浅黄橙色 細砂粒 ほぼ完形
口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で、底部箆撫
で

150g

71 57 H－16 暗文土器 坏 12.8 8.1 4.3 普通 橙色 白色粒･角閃
石･礫 2/3

口縁部横撫で、
体部器面荒れ調
整不明瞭、底部
箆削り

口縁部～体部撫
で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

140g

72 5 H－16 暗文土器 坏 11.8 7.1 4.1 普通 明赤褐色 白色粒･黒色
粒･雲母･礫

口縁部一部欠
損

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

130g

73 4 H－16 暗文土器 坏 12.8 8.3 4.5 普通 明褐色 白色粒･黒色
粒･雲母･礫 7/8

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

外面体部墨書
｢中｣ /200g

74 23 H－16 須恵器 坏 （12.4） 7.8 3.9 還元 灰色 白色粒･黒色
粒 3/4残 轆轤整形、底部

右回転糸切り 轆轤整形 200g

75 26 H－16 須恵器 坏 13.3 7.2 4.4 還元 灰白色 白色粒･黒色
粒 2/3残

轆轤整形、底部
糸切後右回転箆
削り

轆轤整形 160g

76 39 H－16 須恵器 坏 12.3 6.9 4.0 還元
表 面： 灰
色、内面：
灰褐色　

白色粒･黒色
粒 3/4残 轆轤整形、底部

左回転糸切り 轆轤整形 120g

77 6 H－16 須恵器 盤 （17.5） （11.0） 3.8 還元 灰色 白色粒･黒色
粒 1/3

轆轤整形、底部
切離し後右回転
撫で

轆轤整形 外面底部墨書
｢中｣ /140g

78 22 H－16 須恵器 椀 11.1 7.0 4.9 還元

表 面： 灰
色、内面：
暗 灰 黄 色
　

白色粒･黒色
粒 7/8残

轆轤整形、底部
回転箆削り後撫
で

轆轤整形、高台
貼付時周辺回転
撫で

内外面自然釉
付着、高台部
焼成時の付着
物あり/150g

79 45 H－16 須恵器 椀 16.6 10.2 8.1 還元 灰色 白色粒･黒色
粒 9/10残

轆轤整形、体部
下位右回転箆削
り、底部回転糸
切

轆轤整形、高台
貼付時周辺回転
撫で

510g
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80 41 H－16 須恵器 椀 17.2 10.2 9.2 還元
表 面： 灰
色、 内面：
灰白色

白色粒･黒色
粒 2/3残

轆轤整形、底部
右回転箆削り後
撫で

轆轤整形、高台
貼付時周辺回転
撫で

340g

81 18 H－16 須恵器 蓋 18.2 3.9（摘
み） 4.6 還元 灰白色 白色粒・黒色

粒
口縁部1/10欠
損

摘み貼付時周辺
回転撫で、天井
部右回転箆削
り、体部～口縁
部轆轤整形

摘み部回転撫
で、天井部～口
縁部轆轤整形

重ね焼痕あり
/300g

82 42 H－16 土師器 無頸壺 （14.6） － 17.3 普通 鈍い褐色 白色粒･黒色
粒・角閃石 3/4残

口縁部横撫で、
胴部～底部箆削
り

口縁部横撫で、
胴部～底部箆撫
で

860g

83 66･
67 H－16 土師器 甑 29.9 12.0 31.0 普通 明褐色

白色粒･黒色
粒・褐色粒・
礫

1/2残 口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で後箆
ミガキ

1450g

84 69 H－16 土師器 甕 （25.6） － － 普通 鈍い褐色 白色粒･黒色
粒・褐色粒

口縁部～胴部
上位

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 340g

85 185 H－16 土師器 甕 20.9 － － 普通 橙 ～ 明 赤
褐色

白色粒･角閃
石・石英

口縁部～胴部
上位4/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 330g

86 183 H－16 土師器 甕 21.0 － － 普通 橙色 白色粒･雲母･
礫

口縁部～胴部
中位3/4

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 630g

87 186 H－16 土師器 甕 （21.5） － － 普通 鈍 い 赤 褐
色

白色粒･黒色
粒･褐色粒･角
閃石

口縁部～胴部
中位2/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 220g

88 184 H－16 土師器 甕 21.6 － － 普通 明褐色 白色粒･角閃
石

口縁部～胴部
中位2/3

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 470g

89 15 H－17 須恵器 坏 11.8 6.4 3.9 還元 灰色 白色粒･黒色
粒

口 縁 部1/4欠
損

轆轤整形、底部
右回転糸切り 轆轤整形 130g

90 193 H－17 土師器 甕 21.3 － － 普通
鈍 い 橙 色
～ 鈍 い 赤
褐色

白色粒･褐色
粒･雲母

口縁部～胴部
上位4/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫、胴
部箆撫で 290g

91 34 H－18 暗文土器 坏 12.0 9.3 3.7 普通 橙色 白色粒･褐色
粒･礫 ほぼ完形

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部摩耗調
整不明

170g

92 17 H－18 須恵器 蓋 13.4 4.1（摘
み） 4.9 還元 灰色 白色粒･黒色

粒 3/4残

摘み貼付時周辺
回転撫で、天井
部右回転箆削
り、体部～口縁
部轆轤整形

摘み部回転撫
で、天井部～口
縁部轆轤整形

上野型短頸壺
蓋/260g

93 70･
71 H－18 土師器 甕 20.3 5.2 27.8 普通 鈍 い 黄 褐

色
白色粒･黒色
粒･角閃石 7/8

口縁部横撫で、
胴部～底部箆削
り

口縁部横撫で、
胴部～底部箆撫
で

890g

94 118 H－19 土師器 坏 （13.1） （6.6） 4.3 普通 橙色 白色粒 1/4
口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部横撫で、
体部～底部撫で 50g

95 58 H－19 土師器 小形甕 （12.4） 6.8 12.2 普通 鈍い橙色 白色粒･黒色
粒･褐色粒 1/3

轆轤整形、胴部
下位～底部箆削
り

轆轤整形 190g

96 61 H－20 暗文土器 坏 14.4 8.5 4.5 普通 褐色 白色粒･角閃
石 1/2

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部撫で

110g

97 1 H－20 暗文土器 坏 13.5 9.2 4.8 普通 橙色 白色粒･褐色
粒･礫

口縁部一部欠
損

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

190g

98 31 H－20 暗文土器 坏 10.1 10.2 4.5 普通 鈍い橙色 黒色粒･褐色
粒･礫

口縁部一部欠
損

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

250g

99 32 H－20 暗文土器 坏 14.8 9.0 4.7 普通 明褐色 白色粒･黒色
粒･角閃石･礫

口縁部一部欠
損

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

外面底部焼成
後線刻/290g

100 180 H－20 土師器 甕 21.4 － － 普通 鈍 い 赤 褐
色

白色粒･黒色
粒･褐色粒･石
英

口縁部～胴部
下位3/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 1150g

101 181
－a H－20 土師器 甕 － － － 普通 橙 ～ 鈍 い

褐色
白色粒･褐色
粒、雲母、礫

胴部下位～底
部2/3

胴部～底部箆削
り

胴部～底部箆撫
で 1150g

102
181
－

b,c,d
H－20 土師器 甕 （22.6） － － 普通 鈍い褐色

白色粒･褐色
粒・雲母・片
石

口縁部～胴部
中位2/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で

胴部に焼成後
の 穿 孔 有 り
/1160g

103 47 H－20 土師器 甕 22.0 － － 普通 橙色 白色粒･褐色
粒･雲母

口縁部～胴部
下位3/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 990g

104 37 H－21 土師器 坏 （12.4） 6.8 3.9 普通 鈍い褐色 白色粒･黒色
粒･褐色粒 2/3

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で、底部撫で 130g

105 44 H－21 須恵器 坏 12.9 （7.0） 3.4 酸化気味
灰 黄 褐 色
～ 鈍 い 橙
色

褐色粒･礫 3/4 轆轤整形、底部
右回転糸切り 轆轤整形 100g

106 62 H－21 灰釉陶器 椀 （16.2） （8.7） 4.7 普通
素：灰色、
釉： 灰 オ
リーブ色

白色粒 1/5残 轆轤整形
轆轤整形、高台
貼付時周辺回転
撫で

内外全面釉付
着、高台内部
釉なし/50g

107 8 H－21 須恵器 坏 （13.4） 7.3 4.0 還元 灰白色 黒色粒 1/3残 轆轤整形、底部
右回転糸切り 轆轤整形 80g
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挿図
番号

個体
番号 遺構名 種類 器種

法量（㎝） 成・整形技法の特徴 備考／重量
（g）口径 底径 器高 ①焼成 ②色調 ③胎土 残存 外面 内面

108 114 H－21 須恵器 壺 － 6.4 － 還元 黄灰色 白色粒 胴部下位～底
部2/5

轆轤整形、底部
右回転糸切り 轆轤整形 90g

109 110 H－21 須恵器 甕 （33.2） － － 還元 灰白色
白色粒･黒色
粒･褐色粒･角
閃石

口縁部2/5 轆轤整形 轆轤整形 口 縁 部2個 の
穿孔/200g

110 100 H－22 暗文土器 坏 （14.7） － 3.0 普通 橙色 白色粒･雲母 1/3 口縁部横撫で、
底部箆削り

口縁部横撫で、
底部螺旋状暗文 100g

111 91 H－22 暗文土器 坏 － 9.8 － 普通 鈍い褐色 白色粒･褐色
粒

体 部 ～ 底 部
2/3

体部～底部箆削
り

体部横撫で後放
射状暗文、底部
螺旋状暗文

140g

112 84 H－22 暗文土器 坏 （15.8） 11.0 5.8 普通 鈍 い 黄 橙
色

白色粒･雲母･
礫 1/2

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

200g

113 95 H－22 暗文土器 坏 （14.8） （10.2） 5.4 普通 橙色 白色粒･雲母･
礫 1/3

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後斜格子暗
文、底部撫で

100g

114 97 H－22 暗文土器 坏 （18.4） － － 普通 橙色 白色粒･褐色
粒･礫

口縁部～底部
1/4、 底 面 欠
損

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

100g

115 43 H－22 暗文土器 坏 14.0 11.0 4.2 普通 橙 色 ～ 鈍
い褐色 褐色粒･礫 ほぼ完形

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

内外面黒色処
理/220g

116 85 H－22 暗文土器 坏 13.6 9.2 4.4 普通 橙色 白色粒･褐色
粒 2/3

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

120g

117 86 H－22 暗文土器 坏 （13.8） （9.9） 4.7 普通 橙 色 ～ 鈍
い黄橙色

白色粒･褐色
粒 2/5

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

110g

118 94 H－22 暗文土器 坏 （13.8） （7.6） 4.0 普通 橙色 白色粒･褐色
粒･礫 2/5

口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で後放射状暗
文、底部螺旋状
暗文

95g

119 96 H－22 土師器 坏 13.5 － 3.7 普通 鈍い橙色 白色粒･角閃
石 7/8

口縁部横撫で、
体部撫で、底部
箆削り

口縁部～体部横
撫で、底部撫で 110g

120 13 H－22 須恵器 坏 12.0 5.6 3.6 還元 黄灰色 白色粒･黒色
粒 4/5残 轆轤整形、底部

右回転糸切り 轆轤整形 100g

121 28 H－22 須恵器 高台付坏 15.2 9.9 4.6 還元 灰色 白色粒 ほぼ完形 轆轤整形、底部
右回転撫で

轆轤整形、高台
貼付時回転撫で

外面底部線刻
あり/290g

122 51 H－22 須恵器 蓋 13.1 4.6（摘
み） 1.6 還元 灰色 白色粒･黒色

粒 9/10残

摘み貼付時周辺
回転撫で、天井
部右回転箆削
り、体部～口縁
部轆轤整形

摘み部回転撫
で、天井部～口
縁部轆轤整形

内外面煤付着
/200g

123 90 H－22 須恵器 蓋 （12.6） 3.8（摘
み） 2.4 還元 灰色 白色粒･黒色

粒 1/4残

摘み貼付時周辺
回転撫で、天井
部箆削り、体部
～口縁部轆轤整
形

摘み部回転撫
で、天井部～口
縁部轆轤整形

60g

124 75 H－23 須恵器 椀 （15.8） 8.4 5.9 還元 灰 白 色 ～
灰色

白色粒・黒色
粒 1/4残 轆轤整形、底部

右回転糸切り

轆轤整形、高台
貼付時周辺部撫
で

110g

125 81 H－23 土師器 甕 （20.4） － － 普通 橙色 白色粒･褐色
粒･角閃石･礫

口縁部～胴部
上位1/4

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 150g

126 82 H－23 土師器 甕 （21.4） － － 普通 赤褐色 白色粒･黒色
粒･角閃石

口縁部～胴部
中位1/5

口縁部横撫で、
胴部箆削り

口縁部横撫で、
胴部箆撫で 100g

127 65 HT－3 土師器 坏 13.0 8.8 4.0 普通 橙色 白色粒 2/3残
口縁部横撫で、
体部～底部箆削
り

口縁部～体部横
撫で、底部撫で 140g

128 9 SF－1 須恵器 坏 13.4 9.2 3.5 還元 黄灰色 白色粒･礫 口 縁 部1/2欠
損

轆轤整形、底部
右回転箆切り後
回転箆削り

轆轤整形 170g

凡例　（　）：推定値
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Ⅶ　成果と問題点

１　縄文時代前期前葉の住居址について

（１）住居址の変遷について

　三本木Ⅱ遺跡では連続的に営まれてきた縄文時代前期前葉の集落址が充実している。この集落では各

時期の住居址がまとまりを保ちながら細尾根上を遷移していく様相が捉えられた（第257図）。

　集落は二ツ木式期にＥ区南側で始まる。この場所は南東方向へ延びる台地の尾根が湾曲して東西方向

になおる部分の南側斜面に位置し、早期からの活動痕跡が見受けられた区域である。住居址の分布は関

山Ⅰ式期を経て、関山Ⅱ式古段階までこの区域に限られていた。関山Ⅱ式の新段階になると標高の高い

Ｅ区西側・Ｄ区中央へ拡大し、南西側斜面や尾根の平坦面に進出するようになる。これらはＤ区中央・

Ｃ区周辺・Ｅ区西側にまとまりが見られ、個々の住居がすべて同時期に存立していたわけではないであ

ろうが、住居址の主軸線がＣ区周辺では同一方向に、Ｄ区中央では弧状に並ぶ。なお、Ｄ区中央のＪ－

35・40号住居址は、弧状に並ぶＪ－30・38・43・45号住居址等と対向しており、空白地を挟んで出

入り口が対峙する格好である。有尾式期になると住居件数は減り、関山Ⅱ式期末～有尾式期古段階はＤ

区北端に、有尾式期中段階はＣ区周辺の平坦面に集約する。なお、諸磯ｂ式期の住居址はＤ区北側から

中央に限られ、平坦面・南西斜面・北東斜面にわたって構築される。中期の五領ケ台式Ⅰ期・加曽利Ｅ

Ⅲ式期はより標高の高い平坦面を嗜好するようになる。

（２）前期前葉の住居構造について

　ここでは豊富な資料が得られた前期前葉の住居址について、平面形・主柱穴・壁周施設・炉の形態を

中心に総括する（第258・259図）。

　平面形態は長方形を基本とし、二ツ木式から有尾式まで採用され続ける。とくに、二ツ木式・関山Ⅰ

式期は主体を占めていた。方形は関山Ⅱ式期新段階以降に多くなる。台形は関山Ⅱ式期以降から散見さ

れた。

　関山式期の主柱穴配置は４本・６本主柱穴が両立する。また、主柱穴は壁面に接しないことが一般的

だが（Ｂ形態）、関山式期では桁行が壁際の壁周溝や壁柱穴列に沿った位置に設けられるもの（Ａ形態）

も目に付く（40％）。Ａ形態には桁が奥壁・前壁に接するもの（A1）、奥壁だけに接するもの（A2）が

確認された。関山Ⅰ式期は６本主柱穴が多くを占める（70％）。Ａ1形態とＢ形態が拮抗していた。関

山Ⅱ式期になると４本主柱穴が若干多くなり（55％）、小型住居には梁行１列で構成される２本主柱穴

が見られる（Ｊ－41ＡＢ号住居址）。Ｂ形態が多くなり（70％）、Ｂ形態が一般化する有尾式期以降へ

の過渡的な様相を示す。なお、Ａ形態にはＡ２形態が加わっていた。Ｊ－24・26・30号住居址は６本

主柱穴だが、中央の２ピットが梁行の外側にはみ出し、主柱穴間を結ぶ線が六角形となる。

　壁周施設として関山Ⅰ式期から関山Ⅱ式古段階にはすべて壁柱穴列が使用されていた。関山Ⅱ式期新
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段階になると壁柱穴列を伴う壁周溝が隆盛する（60％）。Ｊ－22・23・38・41号住居址など壁周溝だ

けのものも散見され、壁周溝で占められていた有尾式期への過渡的な様相が垣間見られる。壁周施設が

不明確なものも組成し、Ｊ－49号住居址には部分的で華奢なピット列が施され、Ｊ－15号住居址には

意図的な壁周施設が認められなかった。

　前期前葉の炉は、礫などの構築材で燃焼部の三方（奥辺・側辺）を囲むもの（Ⅰ形態）、四方を囲繞

するもの（Ⅱ形態）、一方にのみに配するもの（Ⅲ形態）、周囲への配置が無いもの（Ⅳ形態）に大別さ

れる。Ⅰ形態は群馬県を中心とする関東地方北西部を主体とするもので、花積下層式期古段階から派生

することが知られている。Ⅱ形態は中部地方に散見されるものである。Ⅲ・Ⅳ形態は「地床炉」に相当し、

Ⅲ形態に使用される石は「枕石」と通称されるものである。これらには、燃焼部に扁平な構築材を敷く

もの（ａ）と敷かないもの（ｂ）の差が認められる。燃焼部に扁平礫を敷く行為は関東地方北西部の特

徴であり花積下層式の新段階に普及する。Ⅰａ形態は当該地方において一般的なコの字形石敷炉（コの

字状石囲炉）の典型である。Ⅱ～Ⅳ形態の燃焼部に敷物を配するものは、各系統が関東地方北西部の影

響を受けたものと推測される。また、経過とともに、構築材に礫ないし礫石器を使用するもの（１）か

ら土器が用いられるもの（２）が派生する。構築材としての土器片は、個体を破砕・分割して使用して

おり、同じ炉内で接合する事例が多い。他に、炉体土器と住居址覆土や壁柱穴から出土した土器片が接

合しており（J－13号住居址２層・Ｐ－３、J－21号住居址４区１層）、住居内で素材が加工される構

築過程が窺われる。なお、炉の被熱痕跡は一概に不明瞭であるが、J－6・14・19号住居址では確認で

きた。J－23・26号住居址では炉の範囲外が、J－11・23号住居址では敷石下が被熱しており、炉の作

り替えを視野に入れる必要がある。J－10号住居址の奥辺・右側辺に見られるように、構築材の抜き取

り行為も想定され、炉の掘り方に注意するとともに、類例による検証が必須となる。

　関山Ⅰ式期の炉はⅠａ1形態が多く、古段階ではⅠａ1形態のみで構成されている。敷石は大型扁平

礫の手前に複数の小型礫が整列して並べられている。簡素な敷石もあり（J－19号住居址）、敷石を省

いたⅠｂ1形態も見受けられる。土器片を使用したものが少量認められ、Ⅰａ２形態のJ－13号住居址

では右側辺の一部、Ⅰｂ２形態のJ－21号住居址では奥石の下に敷かれていた。

　典型的なコの字形石敷炉であるⅠａ形態は関山Ⅱ式古段階でなくなる。Ⅰａ２形態のJ－17号住居址

例は形骸化しており、敷石の大型礫と小型礫の配置が逆となっていた。Ⅰｂ1・Ⅰｂ２形態は関山Ⅱ式

にも継続する。ただし、Ⅰｂ２形態では土器の使用頻度が増え、J－40Ｂ号住居址では土器のみで三方

を囲む。Ⅱａ２・Ⅱｂ２・Ⅲａ1・Ⅲｂ１形態は関山Ⅱ式期から組成するもので炉が多様化することが

分かる。J－23号住居址は礫や石器とともに深鉢の上端によって敷石を囲繞する特異な事例である。平

成６年度調査のJ－１号住居址に似るが、これはＣピットに埋設土器を使用する事例に帰属する。Ⅱ形

態は中部地方・Ⅲ形態は関東地方南部の影響が予想されるものの、敷石の併存から関東地方北西部の系

統下で造られていることが分かる。なお、地床炉のⅣ形態が増加することも当該期の特徴にあげられる。

　以上を要約すると、関山Ⅰ式期は平面長方形で6本主柱穴・壁柱穴・コの字形石敷炉をもつものが主

体を占め、関山Ⅱ式期は平面長方形・方形・台形で、壁周溝・壁柱穴、コの字形石敷炉・地床炉など多

様な要素で構成される。関東地方南部では、平面台形で柱穴配置Ａ形態を主体とし、炉Ⅲｂ形態が組成

する強い伝統をもつが、本遺跡では関山Ⅱ式期古段階からその影響が見られ、他系統の許容が察せられ

る。中部地方では平面隅丸方形・隅丸長方形（関東地方のものより長軸方向が短い）で４本主柱穴・壁

周溝を主体とし、炉Ⅱｂ形態が組成するタイプが普及しており、関山Ⅱ式期新段階に加わった要素を彷
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彿させる。他系統の受容は関山Ⅱ式期新段階になると中部地方からの影響が強くなるようで、神ノ木式

が安定して共伴する時期であることは示唆的である。ただし、コの字形石敷炉の堅持などで明白なように、

関東地方北西部の独自性が固持されていることが特徴といえる。このような動態は次時期において中部

地方とは異なる有尾式を形成した社会的交渉関係が反映していると考えられる。　　　　　　　（髙橋）

２　横野台地における関山式期の集落について

　三本木Ⅱ遺跡では、関山Ⅰ・Ⅱ式期の集落を主体として、関山式期から有尾・黒浜式期への移行段階

の集落、断続期を経て諸磯ｂ式期の集落、さらに中期の集落といった時期の異なる集落が、遺跡内で東

から西へと移動していく特徴が確認された。特に関山式期の集落は、谷を挟んで立地する中原遺跡、東

畑遺跡等の集落との関連が強く、同一地域における集落構造を把握する上で注目される。

　ここでは、本遺跡と横野台地に分布する同時期の遺跡から、関山式期の集落構造を検討する。

　関山式期の集落構造は、中原遺跡（住居址関山Ⅰ式期13軒、関山Ⅱ式期１軒、有尾式期２軒、合計

16軒検出）と東畑遺跡（住居址は関山Ⅱ式期６軒、諸磯ｂ式期１軒、合計７軒検出）の分析によって、

その特徴が明らかとなっている（大工原1994、2001）。

　住居址は、広い範囲に３～４軒を単位とした列状集落が、二群に分かれて形成される。住居址は重複

せず、住居間の間隔は広い。また、住居址以外の遺構（土坑、墓坑）は少なく、長期にわたる拠点的要

０ ２㎞

＜各遺跡の集落時期＞

関山Ⅰ式期：三本木Ⅱ、中原、下丹生中山Ⅱ他
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　　　　　　　　北下原、下塚田、下宿東、人見大谷津、

　　　　　　　　向原Ⅱ、八城二本杉東、下丹生赤子、

　　　　　　　　上丹生屋敷山、上丹生千足他
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素はみられない。二群に分かれる集落は、それぞれ住居構造、遺物量、石器組成等に多くの差異が認め

られることから、居住季節の差として考えられ、頻繁に移動を繰り返す単位集団の存在が指摘されてい

る（大工原1994、2001）。

　三本木Ⅱ遺跡では、広範囲の発掘調査によって、関山式期の集落のほぼ全体が明らかとなった。東西

方向約３００ｍの範囲で列状集落が分布し、東から西へと移動をしている。三本木Ⅱ遺跡とその周辺に

おける関山式期の集落構造は、関山Ⅰ式期では、三本木Ⅱ遺跡と中原遺跡が並存し、関山Ⅱ式期に至っ

て三本木Ⅱ遺跡では、居住域を移動して集落の継続が認められる。一方、中原遺跡の集落は、東畑遺跡

あるいは三本木Ⅱ遺跡への移動が想定できる。三本木Ⅱ遺跡と中原遺跡、東畑遺跡は谷を挟んで立地す

ることから、２つの大きな集団の存在とそれぞれの集団が頻繁に季節移動をした結果と考えられる。こ

れは仮説にすぎないが、周辺地域で関山式期の集落がほとんど確認されていないことを考えると、こ

の地域が集団の居住域、活動域に適した場所として選択されたものと思われる。本遺跡周辺で関山Ⅱ

式期を主体とする住居址１～２軒程度の小規模集落が確認されているのは、下塚田遺跡、北下原遺跡、

落合原遺跡、注連引原遺跡、吉田原遺跡、西原遺跡等で確認されている（市教委1986、1990、1993、

1994、2010）。このように関山Ⅰ式期に形成された三本木Ⅱ遺跡、中原遺跡の集落を中心として、そ

の周辺には関山Ⅱ式期も含め小規模集落が点在することから、この範囲が、集団の一つの領域としてと

らえられ、関山式期の居住域及び生業等活動域として選ばれた場所であったものと考えられる。また、

小規模であるが関山Ⅱ式期と神ノ木・有尾式期の土器群が混在する集落も現れ、中野谷松原遺跡、大下

原遺跡等の前期中葉における大規模集落への展開に繋がっていくものと思われる。

　本遺跡群とは別に横野台地では、本遺跡群の西に人見大谷津遺跡、向原Ⅱ遺跡等で関山Ⅱ式期を中心

とした集落が確認されており、この地域において別の活動領域が想定できる。さらに、その西に存在す

る八城二本杉東遺跡（住居址は関山Ⅱ式期25軒、諸磯ａ式期２軒等32軒検出）では、関山Ⅱ式期を中

心とした２基の円形柱穴列を囲うように住居址が分布する東西二群の大規模な列状集落が確認されて

いる（松井田町遺跡調査会1997）。また、横野台地の南にある富岡市丹生地区の丘陵地では、下丹生中

山Ⅱ遺跡、下丹生赤子Ⅱ遺跡等で小規模集落の点在が確認され、この地域にも活動領域が形成されてい

る（富岡市教委2009）。妙義山の麓近くにある諸戸日影遺跡においても関山Ⅱ式期を主体とする集落が

確認されている（富岡市教委2011）。一方で、横野台地の北方にあたる秋間丘陵に立地する野村遺跡で

は、関山Ⅱ式期の大規模集落が確認されている。本遺跡の集落の特徴は、横野台地に分布する中原遺跡

等の２～３軒の住居址を単位とした列状集落とは異なり、24軒の住居址が南北両群に分かれて環状集

落を形成する点である。ただし、住居址以外の遺構、墓と推定される土坑は存在せず、住居の重複も少

なく、南北両群の土器群に差はあるものの、時期が限定される単純な構造である（千田他2001、市教

委2003）。

　関山Ⅱ式期の集落では、関山Ⅰ式期からの居住形態を引き継ぐ単位集団が季節によって頻繁に移動を

繰り返して形成される列状集落と短期間に異なる集団が同一場所に集まって形成される環状集落といっ

た集落構造が並存することが、今回の調査や周辺遺跡との関係で改めて確認するに至った。

　群馬県内では、横野台地と同じく関山式期の集落が集中する地域は、赤城山東麓及び南麓の丘陵地（旧

勢多郡地域）、榛名山東麓及び子持山南麓（旧渋川市・子持村地域）等で確認されている。今後は、関

山式期の集落構造を明らかにするために、こうした地域の遺跡群と遺構、遺物を単位として比較してい

くこと必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上）
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３　三本木Ⅲ遺跡の古代土器について

　三本木Ⅲ遺跡では奈良・平安時代の住居址が17軒検出された。時期的には8世紀前半から9世紀後半

までのものが見られる。資料は少ないが、土師器坏・甕を基準に分類しⅠ～Ⅵ期に分けて記述したい。

Ⅰ期

　Ｈ－10・11・22号住の3軒であるが、Ｈ－10・11号住は出土遺物は少なく須恵器が1点ずつであり、

この期に入れる根拠は弱い。Ｈ－22号住は暗文土器坏、土師器坏、須恵器蓋や坏が出土しているが土

師器甕は見られない。暗文土器の坏は体部の直線的に開くものと口縁部の内彎する二種類が存在し。前

者は口径16cm前後と14㎝前後の二つに分かれる。底部の形状は平底だがやや丸みを持つ。調整は体部

が一段もしくは二段に箆削りされ、暗文は丁寧であり、底部の螺旋状暗文も細かく丁寧に施されている。

その他、皿状で底部に螺旋状暗文の施されるものが見られる。土師器坏は薄手、丸底で口縁部の内彎す

るものが一点出土している。須恵器蓋は、返りのあるものと無いものが見られ、後者は非常に扁平なも

のである。高台付坏は口径15cm以上の大形で体部は直線的に開き、角型の高台が貼付される。底部は

回転箆削りが施される。

Ⅱ期

　Ｈ－20号住の1軒のみである。遺物は暗文土器坏、土師器甕が出土している。暗文土器坏は口径

16cm前後と14㎝前後の二つに分かれる。Ⅰ期と大きさは殆ど変わらないが器高が低く、器肉も薄くな

る傾向が見られる。土師器甕は薄手の甕であり、口縁部がくの字状に外反するがⅢ期の甕に比べて口縁

部はやや長く厚みもある。大形の胴部の球状に張る甕も見られ、口縁部の形状が外傾する甕と、口縁部

が短く直立する短頸壺と言えるものとある。底部は丸底を呈すと思われる。

Ⅲ期

　Ｈ－8・9・17・18号住の4軒が該当する。遺物は暗文土器坏、須恵器蓋・坏・椀、土師器甕・甑な

どが出土している。暗文土器坏は口径16㎝前後で大形で深い器形と、口径14㎝前後の浅いものが見ら

れる。須恵器坏は、体部から口縁部まで直線的に開き、口径に比して底径が大きいものが多い。底部の

切離しは、回転糸切りと箆切りが混在し、全面か周辺部を回転箆削りしている。その他、小形の椀、短

頸壺の蓋などが見られる。短頸壺の蓋はいわゆる上野型のものであるが、天井部が扁平ではなく盛り上

がるやや特異な形状である。土師器甕は薄手の甕で、Ⅱ期と比べて口縁部がやや薄くなり短く「くの字」

状に開くものとなる。土師器甑は県央部ではこの時期にあまり見られないが、富岡市下丹生屋敷山遺跡

など西毛では出土例がある。厚手で大きいため薄手の甕では組合わせに疑問があり、西毛型の甕に組み

合わせられるものと思われる。

Ⅳ期

　Ｈ－14・15・16号住の3件が該当する。遺物は暗文土器坏、土師器坏・小形甕・甕・鍋・無頸壺・甑、

須恵器蓋・坏・椀・皿などが出土している。暗文土器坏は口径12㎝前後のものが中心であり、前代よ

りも小さくなる傾向にある。放射状・螺旋状暗文が施されるが粗略なものが多い。暗文の施されない土

師器坏もあるが、県央部で見られる丸底から変化したタイプではなく暗文土器と器形・胎土の類似する

ものである。須恵器坏は体部から口縁部まで直線的に開くものが主であり、口径に比して底径は1/2程

度と小さくなっている。底部の切り離しは殆ど回転糸切りとなる。他に体部の深い高台付きの椀の大小
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や大形の皿が見られる。土師器甕は薄手のものであり、口縁部は一旦立ち上がり気味に緩やかに外反す

る。西毛に多いやや厚手の胴張りの甕が出土しており、大小の二種類が存在する。その他、浅く口縁部

の大きく開く鍋型のものや口縁部を丸く納める無頸壺などが存在する。鍋型の出土は少ないが、やはり

西毛の方に多く見られるようである。甑もこの時期位まであるが、調整・器形などにあまり変化が見ら

れない。

Ⅴ期

  Ｈ－7・12・13・23号住の4軒が該当する。遺物は須恵器坏・椀・皿、土師器甕が出土している。須

恵器坏は口縁部が外反する形状のものが主となる。底形はⅣ期よりさらに小さく、口径の1/2より小さ

いものもある。椀は器高が低く、高台も低くなり器形・胎土も粗雑なものが多い。土師器甕は口縁部が

「コの字」状を呈すものが主体である。

Ⅵ期

　Ｈ－21号住の一軒のみである。遺物は土師器坏、須恵器坏が出土している。土師器坏は暗文土器坏

と類似する器形であるが暗文は施されていない。須恵器坏は酸化焔焼成気味のものが多く、轆轤目が顕

著なものが多い。

　その他、平塚古墳では、暗文土器の坏、須恵器の蓋・坏・高台付坏、短頸壺蓋・短頸壺・長頸壺・甕

などが出土している。須恵器蓋は大形で返りの付くものがある。坏は口径16㎝近い大形品であり、底

部は回転箆削りされる。長頸壺は肩部が強く張り胴部が直線的で、裾部に縁帯が巡り低く開く高台が付

く。これらの様相から、当遺跡のⅠ期に相当するものと思われる。

　以上、当遺跡の土器様相であるが、いくつかの特徴が見られる。まず、土師器の甕であるがいわゆる

武蔵型の薄手の甕が圧倒的であり、西毛で多く出土する胴部を縦方向に削るやや厚手の甕がほとんどな

い。当遺跡の位置する横野台地上の中野谷地区遺跡群から鷺宮地区遺跡群では、同時期の資料は少ない

ものの西毛型の方がやや多い傾向を示していたが（１） 、今回の資料では圧倒的に薄手の甕のほうが多い

結果となった。土師器の坏に関しても県央部で見られるタイプのものが、各時期を通して極端に少なく

暗文土器が主流となっている傾向が見られた。また、Ⅰ～Ⅵ期に分けたが、連続していない部分もある。

Ⅰ期は甕が出土していないが、あるとすればまだ胴部のやや長い甕が考えられ、Ⅱ期の甕とは連続して

いないと思われる。Ⅳ期とⅤ期の間も、土師器甕の口縁部が「コの字」への中間的な形状の時期が見ら

れないことから断絶があると思われる。

さて、実年代についてであるが、編年の基準となる土師器の甕が県央部のものと同じため、中尾遺跡の

編年（２） を参考にしたい。当遺跡のⅠ期は中尾Ⅲ段階、Ⅱ期はⅤ段階、Ⅲ期はⅥ段階、Ⅳ期はⅦ段階、

Ⅴ期はⅨ段階、Ⅵ期はⅩ段階に相当する。Ⅰ期は8世紀第1四半期、Ⅱ期は8世紀第3四半期、Ⅲ期は8

世紀第4四半期、Ⅳ期は9世紀第1四半期、Ⅴ期は9世紀第3四半期、Ⅵ期は9世紀第4四半期の年代観が

与えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三浦京子）

注

　（1）　三浦京子 2007 「Ⅴ－１．奈良時代の土器について」『向原Ⅲ遺跡』安中市教育委員会　

　（2）　坂 口一・三浦京子 1986 「奈良・平安時代の土器の編年」『群馬県史研究』第24号　群馬県史編

さん委員会
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４　古代の集落と道路について

（１）鷺宮地区における古代集落の特徴

　本遺跡群（落合・落合Ⅱ、三本木Ⅱ、三本木Ⅲ、平塚遺跡）における古代の様相について周辺地域の

遺跡と関連させてその特徴と課題を整理したい。

　本遺跡群では、古墳時代終末期の古墳が、平塚遺跡（５基）、落合Ⅱ遺跡（１基）、三本木Ⅱ遺跡西方

付近（現存するのは２基）で分布し、古墳群が形成され、８世紀初頭まで古墳祭祀の継続が認められる。

古代では、三本木Ⅱ遺跡において住居址２軒、三本木Ⅲ遺跡において住居址21軒、掘立柱建物址７棟以上、

土坑、溝等が検出された。集落は、古墳群とほぼ同時期が重なる８世紀前半から形成されはじめ、８世

紀第２四半期に遺物の空白時期が認められるものの、８世紀後半以降に集落が拡大し、９世紀後半まで

存続することが明らかとなった。三本木Ⅱ遺跡の２軒の住居址は、単独での分布であることとから、工

房址的な遺構と考えられる。三本木Ⅲ遺跡では、住居址の重複が少なく、時期によって住居が移動して

集落が形成されている。また、集落には、竪穴住居址とは別に公的施設の可能性がある大形柱穴及び総

柱をもつ掘立柱建物址が併存する。これらの掘立柱建物址は、主軸方向が一致することから同時期に存

在したと考えられる。時期は出土遺物と遺構の重複関係により、８世紀前半あるいはそれ以前（律令期）

であったと推定される。集落の初期段階に、掘立柱建物址群が存在することは、この集落が一般の集落

とは別の性格をもっていたことを示している。また、落合遺跡では、低地部で人為的掘削による湧水坑

が数カ所確認されており、谷地部分における農業開発行為を目的とした溜井が発見されている。

　なお、三本木Ⅲ遺跡では、文字資料として「中」と墨書された９世紀第１半期の土器が出土した。こ

の文字資料は、市内では初出であるが、意味については、現在、解明中である。また、８紀後半から９

世紀前半にかけて暗文土器、上野型有蓋短頸壺の蓋が出土しており、集落の性格を反映する資料として

注目される。

　本遺跡群の北東に位置する鷺宮地区の咲前神社周辺では、上ノ久保遺跡、荒神平・吹上遺跡等におい

て大規模な集落が分布し、この地域の拠点的存在となっている（大工原1998）。これらの集落は、古墳

時代中期後半以降、集落の拡大がみられ、６～７世紀に大規模集落が継続的に形成される。８世紀前半

以降、集落の規模は次第に縮小し、９世紀前半で激減する。10世紀前半には、上ノ久保遺跡、桜林遺跡、

五ヶ遺跡周辺に再び小規模集落が形成されるが、それ以降の集落の状況は不明となってしまう（市教委

1998）。これらの地域に分布する集落と三本木Ⅲ遺跡の集落を比較すると、最初に形成された集落が８

世紀になると三本木Ⅲ遺跡周辺へ移動あるいは分散していったことがわかる。９世紀後半には集落は衰

退するが、10世紀以降は、再びもとの集落へと戻って形成される。そこで、８世紀以降に集落が拡大

する要因として、横野台地全域で確認された古代牧の存在が大きくかかわっていたと考えられる。                                              

　　　　                         　　　（井上）

（２）横野台地における古代集落と牧・道路との関係

　本遺跡群の西方には、横野台地のほぼ全域で確認されている古代牧と推定される放牧地が存在する。
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この遺構は、考古学的調査によって発見されたもので、古代の記録等にはない。古代牧について記載の

ある『延喜式』（平安後期）には、上野国には９か所の御牧（官営の牧）が存在したとされるが、その

推定地にはしずれも該当しない。この牧については、他の目的で設置された別の牧（私牧、官牧以外の

牧相当施設等）あるいは『延喜式』編纂以前に存在した牧などが考えられているが結論には至っていない。

確認された遺構は、台地の縁辺あるいは台地を横切る幅３～４ｍの溝による区画施設が特徴であり、区

画外には関連する集落が分布する。牧の時期については、これまでの調査によって７世紀後半以降、８

世紀になって本格的な掘削と推定されている（市教委1994、2014他、富岡市教委2012他）。注連引原

Ⅱ遺跡、下塚田遺跡では、区画の西限が確認されており、本遺跡群は、その区画の外側に相当する。ま

た、中原遺跡では、別の方形区画が確認されている。７世紀後半以降の集落は、区画の外側となる場所

に存在するが、本地域では小規模で鍛冶工房址や住居址以外の遺構で構成されている。三本木Ⅲ遺跡の

集落と牧は同時期に存在したが、両者を直接結びつける証拠はない。しかし、掘立柱建物址群の存在か

らも、本遺跡が一般の集落とは異なり牧に関連する集団によって営まれたものと考えられる。

　本遺跡群の古代の特徴として、最後に挙げられるのが、三本木Ⅱ遺跡で発見された律令期から奈良時

代初頭にかけて建設されたと推定される道路状遺構である。この道路の構造は、道路面が２本の側溝で

区画されたもので、両側側溝の間隔は約10ｍにおよぶ。道路は真っ直ぐ延びているのが特徴で、こう

した遺構は古代官道に匹敵することから、計画的に作られた構造物であった可能性がある。ところが、

碓氷郡には東山道駅路が通過するものの、発見された道路はそのルートとは異なる場所に存在する。横

野台地では、人見地区に所在する西横野東部地区遺跡群において同様の道路状の遺構が2.5㎞以上にわ

たって確認された。この道路については、調査の結果、側溝の埋没状況、出土遺物の時期から、８世紀

初頭には、本来の目的を失っていたことが考えられている（井上2014）。横野台地を斜めに横切る大規

模な遺構であるにもかかわらず、存続時期が極めて短い遺構であるのが特徴である。人見地区で発見さ

れた道路は、古代東山道駅路から分岐して、古代甘楽郡へと向かう、郡と郡を結ぶ道（「伝路」あるい

は「郡の道」）と推定されている（井上2014他）。ところが、三本木Ⅱ遺跡で発見された道路は、横野

台地にある遺構とは、向かう方向が一致していないため、別の遺構とみられる。道路の延長線上には、

人見大王寺遺跡で確認された道路地割（道路状遺構と推定）とは、方向が一致する。東方は丘陵地を超

えると古代甘楽郡小野郷となり、その先は多胡郡へと向いている。小野郷推定地では古代集落が確認さ

れており、丘陵地には瓦が採集され、良質な粘土が分布することから窯業跡の存在と南北に通じる道路

の存在が指摘されている（富岡市1987、富岡市教委2014）。このように横野台地には、異なる主軸をもっ

た直線道路が２本存在したことになる。

　こうした道路を建設する要因となった全国規模にわたる交通網の整備は、地方を支配するために必要

な国家的プロジェクトに基づいて行われた事業であり、国家による関与の強さと膨大異な費用を必要と

する経済力、そして、道路建設に係わる高い技術力等を兼ね備えたものでなければ成し遂げることは不

可能と考えられる。横野台地は、道路と牧の両者の設置を可能とする条件が社会的、地理的に整った場

所であったと考えられ、古代国家が推し進めた地方支配体制の中で、交通網の整備に果たした役割は大

きい。今後の古代碓氷郡の実態を明らかにしていくためにも、道路、牧、集落の三者を一体的に捉えて

いくことが必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上）
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Ⅷ　自然科学分析

１　三本木Ⅱ・Ⅲ遺跡出土の炭化材樹種同定

1.はじめに

　安中市鷺宮に所在する三本木Ⅱ遺跡は縄文時代前期～中期の集落址、三本木Ⅲ遺跡は奈良・平安時代

の集落址が検出されている。周辺の環境を推定する目的で、住居址から出土した炭化材について樹種同

定を行った。なお、同一試料の一部を用いて放射性炭素年代測定も行われている（放射性炭素年代測定

の項参照）。

2.試料と方法

　三本木Ⅱ遺跡の試料は、いずれも住居址の構築材で、Ｊ－11号住居址から4点、Ｊ－30号住居址から

11点、Ｊ－45住居址から3点の計19点である。考古学的な所見から、時期は縄文時代前期前葉（関山Ⅰ・

Ⅱ式期）と推定されている。

　三本木Ⅲ遺跡の試料は、Ｈ－21号住居址から出土した住居の構築材と燃料材が7点と、Ｈ－22号住

居址から出土した住居の構築材と土器内の炭化材14点の、計21点である。なお、同一袋内に複数樹種

がみられた試料は、試料番号の後に細分番号を付した。考古学的な所見から、時代は奈良・平安時代で、

Ｈ－22号住居址は8世紀前半、Ｈ－21号住居跡は９世紀後半と推定されている。

　樹種同定は、目視と実体顕微鏡を用いて、木取りの確認と径および年輪数の計測を行った。その後、

カミソリまたは手で3断面（横断面・接線断面・放射断面）を割り出し、直径1cmの真鍮製試料台に

試料を両面テープで固定した。その後、イオンスパッタで金コーティングを施し、走査型電子顕微鏡

（KEYENCE社製　VE－9800）を用いて樹種の同定と写真撮影を行った。

3.結果

　同定の結果、広葉樹のクリとヌルデ、エゴノキ属、分類群不明の広葉樹が4分類群、その他に単子葉

類のタケ亜科、計5分類群が確認された。遺構別の結果を表1、結果一覧を付表1に示す。

　三本木Ⅱ遺跡では、Ｊ－11号住居址の炭化材は、タケ亜科が1点みられた他はすべてクリであった。

Ｊ－30号住居址とＪ－45号住居址の炭化材はすべてクリであった。形状はほとんどが破片だったが、

Ｊ－11号住居址のクリで直径1.2cmの芯持丸木が1点みられた。

表 1　遺構別の樹種同定結果       
縄文時代前期前葉 奈良・平安時代

三本木Ⅱ 三本木Ⅲ
分類群 J － 11 J － 30 J － 45 H － 21 H － 22 計
クリ 4 11 3 7 15 40
ヌルデ 1 1
エゴノキ属 1 1
広葉樹（枝材） 4 4
タケ亜科 1 2 3
計 5 11 3 7 23 49
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　三本木Ⅲ遺跡では、Ｈ－21号住居址はすべてクリであった。Ｈ－22号住居址から出土した炭化材は、

クリが15点で最も多く、広葉樹が4点、タケ亜科が2点の他は、ヌルデとエゴノキ属が各1点確認された。

形状は、クリは芯持丸木とみかん割り状、破片がみられた。ヌルデはみかん割り状、エゴノキ属は芯去

削出？であった。広葉樹は直径1cm以下の芯持丸木、タケ亜科は破片であった。

　以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、走査型電子顕微鏡写真を図版に示す。

（1）クリ　Castanea crenata Siebold et Zucc.　ブナ科　図版1　1a－1c（H21：No.1）、2a（Ｊ11：12

区3層）

　大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材

である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で主に単列で

ある。

　クリは温帯下部から暖帯に分布する落葉高木である。材は重硬で、耐朽性および耐湿性に優れ、保存

性が高い。

（2）ヌルデ　Rhus chinensis Mill.　ウルシ科　図版1　3a－3c．ヌルデ（Ｈ22：No.11－2）

　大型の道管が、年輪のはじめに単独もしくは数個複合して配列する半環孔材である。晩材部では道管

の大きさは徐々に減じ、年輪の終わりでは小道管が集団をなして接線状～斜線状に配列する。道管の穿

孔は単一である。放射組織は平伏細胞と直立細胞が混在する異性で、1～3列幅である。

　ヌルデは温帯から熱帯に分布する落葉高木である。材は切削および加工が容易だが、耐朽性および保

存性はあまり高くない。

（3）エゴノキ属　Styrax　エゴノキ科　図版1　4a－4c（Ｈ22：No.12－2）

　小型の道管が、放射方向に数個複合して分布する散孔材で、晩材部で道管が小型になり数も減る。軸

方向柔組織は短接線状となる。道管の穿孔は10段程度の階段状である。放射組織は1～4列幅で、異性

である。

　エゴノキ属は温帯から熱帯にかけて分布する落葉小高木で、エゴノキとハクウンボク、コハクウンボ

クの3種がある。材はやや重硬で、緻密である。

（4）広葉樹　Broadleaf wood　図版1　5a－5c（H22：杯内－2）、6a（Ｈ22：No.11－4）

　道管と放射組織、木部繊維で構成される広葉樹である。1年輪未満の枝材で、木材組織の配列が未熟

で識別できず、広葉樹までの同定となった。

（5）タケ亜科　Subfam. Bambusoideae　イネ科　図版1　7a（Ｊ11：10区3層－2）、8a（Ｈ22：No.10－3）

　柔細胞と維管束で構成される単子葉類である。維管束が柔細胞中に散在する不斉中心柱で、維管束を

囲む維管束鞘は外側ほど厚くなる。

　タケやササの仲間で日本では12属が含まれるが、稈の組織のみから属や種を識別するのは難しい。

4.考察

　同定の結果、縄文時代前期前葉の三本木Ⅱ遺跡と奈良・平安時代の三本木Ⅲ遺跡は、どちらも住居址

構築材としてクリが優勢であった。クリは重硬だが加工はそれほど困難ではなく、耐朽性や保存性の高

い材である（平井，1996）。三本木Ⅲ遺跡で確認されたヌルデは、比較的軽軟な材で、加工は容易であ

る。林縁や開けた土地など日当たりの場所に生育する陽樹である。また、エゴノキ属は比較的重硬で緻

密な材である。試料は0.5cm幅ほどで芯去削出と思われるため、建築材ではなく器具材などの可能性も
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ある。広葉樹は直径1cm以下であり、枝材と思われる。タケ亜科は、H－22号住居跡のNo.3－2では折

り重なってた状態で検出されており、壁材や床材の可能性がある。

　近隣の中野谷地区遺跡群では、中原遺跡と東畑遺跡、細田遺跡で縄文時代前期の住居跡から出土した

炭化材はクリとカバノキ属、細田遺跡と中原遺跡の奈良・平安時代の住居跡から出土した炭化材はコナ

ラ属クヌギ節やコナラ属コナラ節、原遺跡では奈良時代の住居址出土炭化材はクリとクヌギ節であった

（金原，1994：古環境研究所，2004）。また、三本木Ⅱ遺跡の縄文時代前期前葉の住居構築材では、ク

リを多用する点で周辺地域の中野谷地区遺跡群の用材傾向と一致する。奈良・平安時代の三本木Ⅲ遺跡

では、中野谷地区遺跡群で確認されたコナラ属はみられなかった。

　北関東における建築材の用材傾向は、縄文時代草創期～前期はクリ、コナラ属コナラ節、オニグルミ、

カエデ属などの落葉広葉樹が利用され、中期～後期はクリの利用が顕著になる。弥生～古墳時代はコナ

ラ属クヌギ節やコナラ属コナラ節の利用が主体となるが、古墳時代末期～平安時代初期になるとクリが

増加し、平安時代ではコナラ属クヌギ節とコナラ属コナラ節が主体でクリは減少する（高橋，2012）。

したがって、今回の分析結果は北関東における建築材の用材傾向と一致すると考えられる。

　両遺跡で多用されていたクリは、温帯に分布する落葉広葉樹であり、縄文時代前期と奈良～平安時代

はどちらの時代も遺跡周辺に生育していたと推測される。安中市に所在する中野谷遺跡群で行われた花

粉分析から、縄文時代前期から中期にかけては、コナラ亜属を主体としてクルミ属やクマシデ属－アサ

ダ属、ニレ属－ケヤキ属などの落葉広葉樹林が成立していたと推測されている。また、浅間Bテフラ降

下直前ではコナラ亜属を主体とした落葉広葉樹林やアカガシ亜属を主体とした照葉樹林、スギ属などの

温帯性針葉樹林が成立していたと推測されている（古環境研究所，1994）。したがって、三本木Ⅱ遺跡、

三本木Ⅲ遺跡ともに、周辺に生育していた樹木からクリを住居構築材として選択して利用していたと思

われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（黒沼保子）
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谷地区遺跡群」：62－70，安中市教育委員会．
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高 橋　敦（2012）北関東・甲信．伊東隆夫・山田昌久編「木の考古学－出土木製品用材データベース

－」：157－178，海青社．
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付表 1　樹種同定結果一覧
遺跡 遺構 地区 No. 器種 樹種 形状 残存径（cm） 年輪数 時代 年代測定番号

三本木Ⅱ

J－30

－ 1

住居構築材

クリ 破片 2.5×1.5 10

縄文時代前期前葉

PLD－25844
－ 2 クリ 破片 3.0×1.3 7
－ 3 クリ 破片 3.7×3.0 14 PLD－25845
－ 4 クリ 破片 1.0×1.0 5 ？
－ 5 クリ 破片 3.0×2.2 5
－ 6 クリ 破片 1.8×1.2 5
－ 7 クリ 破片 0.6×0.3 3
－ 8 クリ 破片 0.7×0.5 3
－ 9 クリ 破片 0.5×1.0 1
－ 10 クリ 破片 3.7×2.5 5 PLD－25846
－ 11 クリ 破片 0.3×0.3 5

J－11

8区 3層

住居構築材

クリ 破片 0.8×1 2

縄文時代前期前葉
10区 3層 タケ亜科 破片 0.6×0.2 －
11区 2 クリ 破片 0.8×0.2 1

3 クリ 芯持丸木 直径1.2 6
3層 クリ 破片 0.8×0.8 3

J－45
12区 2層

住居構築材
クリ 破片 1.5×1.0 6

縄文時代前期前葉3層 クリ 破片 1.7×1.0 5 PLD－25848
－ 住居コーナー クリ 破片 1.2×0.6 3

三本木Ⅲ

H－21

－ 1

住居構築材

クリ 芯持丸木 直径7.0 8

奈良・平安時代
（8世紀後半？）

－ 2 クリ 芯持丸木 直径5.5 10
－ 3 クリ 芯持丸木 直径6.5 8
－ 4 クリ ミカン割り状 半径4.0 5
－ 5 クリ 破片 2.5×3.0 7
－ カマドNo.1 燃料材 クリ ミカン割り状 半直3.0 4
－ カマドNo.2 燃料材 クリ 破片、ミカン割り状 半直2.5 3

H－22

－ 1

住居構築材

クリ ミカン割り状 4.0×3.5 6

奈良・平安時代
（8世紀前半）

－ 2 クリ 芯持丸木？ 5.0×2.5 5 ？
－ 3－1 クリ 板目 8.0×3.0 7
－ 3－2（壁材？） タケ亜科 破片 0.8×0.2 －
－ 4 クリ 芯持丸木？ 6.0＋3.3 6 ？
－ 5 クリ ミカン割り状 半径4.0 6
－ 6 クリ ミカン割り状 半径6.5 19
－ 7－1 クリ 芯持丸木 直径6.5 7 ？
－ 7－2 広葉樹 芯持丸木（枝） 直径0.3 ～ 0.5 1
－ 8 クリ 芯持丸木 直径14.0 16 ？
－ 9 クリ 芯持丸木？ 直径10 15
－ 10－1 クリ 破片（2方向） 2.0×4.5 8
－ 10－2 クリ 5.0×1.5 9
－ 10－3 タケ亜科 破片 0.8×0.2 －
－ 11－1 クリ 半割？ 直径5.5 7
－ 11－2 ヌルデ ミカン割り状 1.2×0.2 3
－ 11－3 クリ 破片 1×0.3 －
－ 11－4 広葉樹 芯持丸木（枝） 直径0.7 1
－ 12－1 広葉樹 芯持丸木（枝） 直径0.5 1
－ 12－2 エゴノキ属 芯去削出？ 0.5×0.3 4
－ 13 クリ 芯持丸木 7.0×3.0 6
－ 杯内－1

不明
クリ 破片 2.0 ～ 3.0 4

－ 杯内－2 広葉樹 芯持丸木（枝） 0.5 ～ 0.7 1
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図版 1　三本木Ⅱ遺跡、三本木Ⅲ遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真

1a-1c．クリ（H-21：No.1）、2a．クリ（J-11：12 区 3 層）、3a-3c．ヌルデ（H-22：No.11-2）、4a-4c．エゴ

ノキ属（H-22：No.12-2）、5a-5c．広葉樹（H-22：杯内 -2）、6a．広葉樹（H-22：No.11-4）、7a．タケ亜科（J-11：

10 区 3 層 -2）、8a．タケ亜科（H-22：No.10-3）

a：横断面、b：接線断面、c：放射断面



－ 348 －

２　三本木Ⅱ遺跡出土の炭化材放射性炭素年代測定

1.はじめに

　三本木Ⅱ遺跡から出土した試料について、加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定

を行った。

2.試料と方法

　試料は、Ｊ－30号住居址から出土した炭化材が3点（PLD－25844～25846）と、Ｊ－11号住居址

から出土したオニグルミの炭化種実が１点（PLD－25847）、Ｊ－45号住居址から出土した炭化材が１

点（PLD－25848）の、合計5点である。炭化材の樹種はすべてクリで、いずれも最終形成年輪が残存

しておらず部位不明であった。なお、考古学的な所見によれば、住居址の時期はいずれも縄文時代前期

前葉（関山Ⅰ・Ⅱ式期）と推定されている。

　測定試料の情報、調製データは表1のとおりである。試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、

コンパクトAMS：NEC製 1.5SDH）を用いて測定した。得られた14C濃度について同位体分別効果の補

正を行った後、14C年代、暦年代を算出した。

表1　測定試料および処理   

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-25844 遺構：J-30号住居址
試料No.1

種類：炭化材（クリ）
試料の性状：不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,水酸化ナ
トリウム：1.0N,塩酸：1.2N）

PLD-25845 遺構：J-30号住居址
試料No.3

種類：炭化材（クリ）
試料の性状：部位不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,水酸化ナ
トリウム：1.0N,塩酸：1.2N）

PLD-25846 遺構：J-30号住居址
試料No.10

種類：炭化材（クリ）
試料の性状：部位不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,水酸化ナ
トリウム：1.0N,塩酸：1.2N）

PLD-25847 遺構：J-11号住居址
試料No.1

種類：炭化種実（オニグルミ）
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,水酸化ナ
トリウム：1.0N,塩酸：1.2N）

PLD-25848
遺構：J-45号住居址
調査区：12区
層位：3層

種類：炭化材（クリ）
試料の性状：部位不明
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,水酸化ナ
トリウム：1.0N,塩酸：1.2N）

　

3.結果

　表２に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年

較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した
14C年代を、図１に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸めていない値

であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

　14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、14C

の半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差（±1σ）は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が68.2％で
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あることを示す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C年代に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、および半減期の違い（14Cの半減期5730

±40年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

　14C年代の暦年較正にはOxCal4.1（較正曲線データ：IntCal13）を使用した。なお、1σ暦年代範囲は、

OxCalの確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同

様に2σ暦年代範囲は95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦

年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較

正曲線を示す。

表2　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果     

測定番号 δ13C（‰） 暦年較正用年代
（yrBP±1σ）

14C 年代
（yrBP±1σ）

14C年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-25844
（J-30号住居址 No.1） －26.63±0.26 5714±24 5715±25 4581BC（68.2%）4502BC

4652BC（ 1.5%）4641BC
4617BC（92.3%）4484BC
4479BC（ 1.7%）4465BC

PLD-25845
（J-30号住居址 No.3） －27.60±0.22 5726±26 5725±25 4607BC（68.2%）4522BC 4681BC（11.2%）4635BC4621BC（84.2%）4495BC

PLD-25846
（J-30号住居址 No.10） －28.06±0.20 5756±25 5755±25

4667BC（ 3.2%）4662BC 
4654BC（11.1%）4639BC 
4617BC（53.9%）4550BC

4689BC（95.4%）4541BC

PLD-25847
（J-11号住居址 No.1） －28.54±0.20 5788±24 5790±25 4690BC（68.2%）4608BC 4709BC（95.4%）4556BC

PLD-25848
（J-45号住居址 12区3層）－26.03±0.25 5659±24 5660±25 4516BC（68.2%）4459BC 4544BC（95.4%）4452BC

４.考察

　以下、各試料の暦年較正結果のうち2σ暦年代範囲（確率95.4%）に着目して、遺構ごとに結果を整

理する。縄文時代の土器編年と暦年代の対応関係については工藤（2012）を参照した。

　Ｊ－30号住居址から出土した炭化材No.1（PLD－25844）は、4652－4641 cal BC（1.5%）、4617

－4484 cal BC（92.3%）、4479－4465 cal BC（1.7%）であった。炭化材No.3（PLD－25845）は、

4681－4635 cal BC（11.2%）および4621－4495 cal BC（84.2%）であった。炭化材No.10（PLD－

25846）は、4689－4541 cal BC（95.4%）であった。これらの年代は、いずれも縄文時代前期前半に

相当する。

　Ｊ－11号住居跡から出土した炭化種実No.1（PLD－25847）は、4709－4556 cal BC（95.4%）であっ

た。これは、縄文時代前期前半に相当する。

　Ｊ－45号住居跡から出土した炭化材（PLD－25848）は、4544－4452 cal BC（95.4%）であった。

これは、縄文時代前期前半に相当する。

　今回、年代測定を行った試料は、いずれも縄文時代前期前半の暦年代範囲を示しており、考古学的な

所見による遺構の推定時期である関山Ⅰ・Ⅱ式期とも一致する。ただし、木材は最終形成年輪部分を測
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定すると枯死・伐採年代が得られるが、内側の年輪を測定すると最終形成年輪から内側であるほど古い

年代が得られる（古木効果）。今回の試料では、Ｊ－30号住居址の炭化材（PLD－25844～25846）と、

Ｊ－45号住居址の炭化材（PLD－25848）が最終形成年輪を欠く部位不明の炭化材であり、年代測定

の結果が古木効果の影響を受け、木材が枯死・伐採された年代よりもやや古い年代を示している可能性

がある。

（パレオ・ラボAMS年代測定グループ：伊藤　茂・安昭炫・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・小林紘

一・Zaur Lomtatidze・Ineza Jorjoliani・黒沼保子）
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図１　暦年較正結果
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３　三本木Ⅱ遺跡出土の黒曜石産地分析

1.はじめに

　安中市鷺宮に所在する三本木Ⅱ遺跡より出土した黒曜石製石器について、エネルギー分散型蛍光X線

分析装置による元素分析を行い、産地を推定した。

2.試料と方法

　分析対象は、縄文時代前期の黒曜石製石器40点（No.1～40）である（表1）。試料は、測定前にメラ

ミンフォーム製スポンジを用いて、測定面の表面の洗浄を行った。

　分析装置は、エスアイアイ・ナノテクノロジー株式会社製のエネルギー分散型蛍光X線分析計

SEA1200VXを使用した。装置の仕

様は、X線管ターゲットはロジウム

（Rh）、X線検出器はSDD検出器であ

る。測定条件は、測定時間100sec、

照射径8㎜、電圧50kV、電流1000

μA、試料室内雰囲気は真空に設定

し、一次フィルタにPb測定用を用

いた。

　黒曜石の産地推定には、蛍光X線

分析によるX線強度を用いた黒曜石

産地推定法である判別図法を用い

た（望月，1999など）。本方法では、

まず各試料を蛍光X線分析装置で測

定し、その測定結果のうち、カリウ

ム（K）、マンガン（Mn）、鉄（Fe）、

ルビジウム（Rb）、ストロンチウム

（Sr）、イットリウム（Y）、ジルコ

ニウム（Zr）の合計7元素のX線強

度（cps；count per second）について、以下に示す指標値を計算する。

1）Rb分率=Rb強度×100/（Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr強度）

2）Sr分率=Sr強度×100/（Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr強度）

3）Mn強度×100/Fe強度4）log（Fe強度/K強度

4）log（Fe強度/K強度）

　そして、これらの指標値を用いた2つの判別図（横軸Rb分率－縦軸Mn強度×100/Fe強度の判別図

と横軸Sr分率－縦軸log（Fe強度/K強度）の判別図）を作成し、各地の原石データと遺跡出土遺物のデー

タを照合して、産地を推定する。この方法は、できる限り蛍光X線のエネルギー差が小さい元素同士を

組み合わせて指標値を算出するため、形状、厚み等の影響を比較的受けにくく、原則として非破壊分析
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･30
･31

･32

 1.白滝
 2.赤井川
 3.上士幌
 4.置戸
 5.豊浦
 6.旭川
 7.名寄
 8.秩父別
 9.遠軽
10.生田原
11.留辺蘂
12.釧路
13.木造
14.深浦
15.青森
16.男鹿
17.北上川
18.宮崎
19.色麻
20.仙台

21.塩竈
22.羽黒
23.新発田
24.新津
25.高原山
26.和田
27.諏訪
28.蓼科
29.箱根
30.天城
31.神津島
32.隠岐

図1　黒曜石産地分布図（東日本）

× 三本木Ⅱ遺跡
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が望ましい考古遺物の測定に対して非常に有効な方法であるといえる。ただし、風化試料の場合、log（Fe

強度/K強度）の値が減少する（望月，1999）。試料の測定面にはなるべく奇麗で平坦な面を選んだ。

　原石試料は、採取原石を割って新鮮な面を露出させた上で、産地推定対象試料と同様の条件で測定し

た。表2に判別群一覧とそれぞれの原石の採取地点および点数を、図1に各原石の採取地の分布図を示す。

3.分析結果

　表３に石器の測定値および算出した指標値を、図2と図3に黒曜石原石の判別図に石器の指標値をプ

ロットした図を示す。なお、視覚的にわかりやすくするため、図では各判別群を楕円で取り囲んである。

表 1　分析対象
分析
No.

登録
番号

出土
遺構 区 層 その他 器種 時期

1 AT-001 J-9 3 1 石鏃

関山Ⅰ

2 AT-012 J-9 13 1 石核 A

3 AT-017 J-10 3 1 石鏃

4 AT-018 J-10 3 サブ 1 石鏃

5 AT-048 J-10 7 2 原石 A

6 AT-067 J-11 16 1 石鏃

7 AT-068 J-11 15 2 石鏃

8 AT-080 J-11 3 3 SCA

9 AT-087 J-11 11 3 石核 A

10 AT-088 J-11 11 2 石核 A

11 AT-093 J-11 14 1 石核 A

12 AT-103 J-12 7 2 石核 A

13 AT-106 J-13 15 サブ 石鏃未成品

14 AT-115 J-14 5 1 石鏃

関山Ⅱ15 AT-119 J-18 18 2 拡張 石核 A

16 AT-121 J-18 7 2 原石 A

17 AT-126 J-19 6 ベルト 2 石鏃
関山Ⅰ

18 AT-133 J-19 4 1 石核 A

19 AT-139 J-20 8 2 石鏃
関山Ⅱ

20 AT-140 J-20 12 3 No.1 SCA

21 AT-146 J-21 14 ベルト 2 石鏃

関山Ⅰ22 AT-155 J-21 2 1 石核 A

23 AT-159 J-21 6 ベルト 1 原石 A

24 AT-160 J-22 11 ベルト 1 原石 A
関山Ⅱ

25 AT-163 J-23 4 1 石鏃

26 AT-176 J-25 5 3 No.1 石匙 A

関山Ⅰ27 AT-177 J-25 1 3 石匙 A

28 AT-178 J-25 P-2 石核 A

29 AT-183 J-41 11 サブ 石鏃 関山Ⅱ

30 AT-188 J-33 10 ベルト 3 石鏃 関山Ⅰ

31 AT-200 J-35 4 1 石鏃未成品

関山Ⅱ
32 AT-207 J-35 3 トレンチ 原石 A

33 AT-215 J-43 5 1 石核 A

34 AT-232 J-17 2 ベルト 2 原石 A

35 AT-263 J-29 1 1 原石 A 有尾

36 AT-264 J-36 8 1 石鏃

諸磯 b37 AT-273 J-47 15 2 石核 A

38 AT-276 J-48 8 3 石核 A

39 AT-292 D-107 No.1 原石 A 関山Ⅱ

40 AT-295 S-7 周辺 SCA 諸磯 b

表 2　東日本黒曜石産地の判別群
都道府県 エリア 判別群名 原石採取地

北海道

白滝
白滝1 赤石山山頂（43）,八号沢露頭

（15）
赤石山山頂,八号沢露頭,八号
沢,黒曜の沢,幌加林道（36）

白滝2 7の沢川支流（2）,IK露頭（10）,十勝石沢露頭直下河床（11）,ア
ジサイの滝露頭（10）

赤井川 赤井川 曲川･土木川（24）

上士幌 上士幌 十勝三股（4）,タウシュベツ川右岸（42）,タウシュベツ川左岸
（10）,十三ノ沢（32）

置戸
置戸山 置戸山（5）
所山 所山（5）

豊浦 豊浦 豊泉（10）
旭川 旭川 近文台（8）,雨紛台（2）
名寄 名寄 忠烈布川（19）

秩父別
秩父別1

中山（66）秩父別2
秩父別3

遠軽 遠軽 社名淵川河床（2）
生田原 生田原 仁田布川河床（10）

留辺蘂
留辺蘂1

ケショマップ川河床（9）
留辺蘂2

釧路 釧路 釧路市営スキー場（9）,阿寒川右岸（2）,阿寒川左岸（6）

青森
木造 出来島 出来島海岸（15）,鶴ヶ坂（10）
深浦 八森山 岡崎浜（7）,八森山公園（8）
青森 青森 天田内川（6）

秋田 男鹿
金ヶ崎 金ヶ崎温泉（10）
脇本 脇本海岸（4）

岩手 北上川
北上折居1

北上川（9）,真城（33）北上折居2
北上折居3

宮城

宮崎 湯ノ倉 湯ノ倉（40）
色麻 根岸 根岸（40）

仙台
秋保1

土蔵（18）
秋保2

塩竈 塩竈 塩竈（10）

山形 羽黒
月山 月山荘前（24）,大越沢（10）
櫛引 たらのき代（19）

新潟
新発田 板山 板山牧場（10）
新津 金津 金津（7）

栃木 高原山
甘湯沢 甘湯沢（22）
七尋沢 七尋沢（3）,宮川（3）,枝持沢（3）

長野
和田

西餅屋 芙蓉パーライト土砂集積場（30）
鷹山 鷹山（14）,東餅屋（54）

小深沢 小深沢（42）
土屋橋1 土屋橋西（10）
土屋橋2 新和田トンネル北（20）,土屋橋北西（58）,土屋橋西（1）
古峠 和田峠トンネル上（28）,古峠（38）,和田峠スキー場（28）

ブドウ沢 ブドウ沢（20）
牧ヶ沢 牧ヶ沢下（20）
高松沢 高松沢（19）

諏訪 星ヶ台 星ヶ台（35）,星ヶ塔（20）
蓼科 冷山 冷山（20）,麦草峠（20）,麦草峠東（20）

神奈川
箱根

芦ノ湯 芦ノ湯（20）
畑宿 畑宿（51）

鍛冶屋 鍛冶屋（20）

静岡
上多賀 上多賀（20）

天城 柏峠 柏峠（20）

東京 神津島
恩馳島 恩馳島（27）
砂糠崎 砂糠崎（20）

島根 隠岐
久見 久見パーライト中（6）,久見採掘現場（5）
箕浦 箕浦海岸（3）,加茂（4）,岸浜（3）
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　分析の結果、2点が鷹山群（長野県、和田エリア）、3点が小深沢群（長野県、和田エリア）、6点が鷹

山群と小深沢群の重複域、11点が土屋橋1群（長野県、和田エリア）、1点が土屋橋2群（長野県、和田

エリア）、1点がブドウ沢群（長野県、和田エリア）、1点が高松沢群（長野県、和田エリア）、8点が星ヶ

台群（長野県、諏訪エリア）、6点が冷山群（長野県、蓼科エリア）の範囲にそれぞれプロットされた。

No.34は、図2では星ヶ台群の範囲にプロットされたが、図3では星ヶ台群の下方にプロットされた。こ

れは先述したように遺物の風化による影響と考えられ（望月，

1999）、星ヶ台群に属する可能性が高い。　表3に、判別図

法により推定された判別群名とエリア名を示す。

　表4に、時期別の産地推定結果を示す。関山Ⅰでは和田エ

リア、蓼科エリア産が多いが、関山Ⅱ以降は試料点数が少な

いものの、諏訪エリア産が増える傾向がみられた。

表 3　測定値および産地推定結果

No. K強度
（cps）

Mn強度
（cps）

Fe強度
（cps）

Rb強度
（cps）

Sr強度
（cps）

Y強度
（cps）

Zr強度
（cps） Rb分率 Mn*100

Fe Sr分率 logFe
　 K 判別群 エリア 時期 No.

1 83.3 33.0 384.0 317.4 56.8 130.7 243.3 42.42 8.61 7.60 0.66 土屋橋1 和田 関山Ⅰ 1

2 288.3 97.3 1683.3 589.8 766.8 297.4 1075.9 21.60 5.78 28.09 0.77 冷山 蓼科 関山Ⅰ 2

3 301.1 127.5 1389.9 1148.9 168.2 456.4 776.2 45.06 9.18 6.60 0.66 土屋橋2 和田 関山Ⅰ 3

4 240.1 91.1 1184.0 815.2 226.2 339.0 730.6 38.62 7.69 10.71 0.69 土屋橋1 和田 関山Ⅰ 4

5 252.5 98.4 1168.4 842.5 185.8 344.5 672.4 41.19 8.42 9.09 0.67 土屋橋1 和田 関山Ⅰ 5

6 161.9 75.7 668.6 715.1 69.6 298.9 401.8 48.14 11.32 4.68 0.62 小深沢 和田 関山Ⅰ 6

7 261.8 127.6 1043.4 1294.4 82.5 548.3 708.8 49.14 12.23 3.13 0.60 鷹山or小深沢 和田 関山Ⅰ 7

8 236.3 92.5 1047.8 872.2 158.0 362.9 666.7 42.34 8.83 7.67 0.65 土屋橋1 和田 関山Ⅰ 8

9 247.5 97.9 1078.5 906.7 167.2 377.8 682.4 42.49 9.07 7.84 0.64 土屋橋1 和田 関山Ⅰ 9

10 235.4 115.3 988.5 1072.6 113.6 447.3 624.8 47.50 11.67 5.03 0.62 小深沢 和田 関山Ⅰ 10

11 146.0 52.0 720.9 334.0 196.3 155.1 453.5 29.32 7.21 17.24 0.69 ブドウ沢 和田 関山Ⅰ 11

12 267.8 90.9 1606.7 557.8 752.3 288.5 1045.8 21.09 5.66 28.45 0.78 冷山 蓼科 関山Ⅰ 12

13 313.8 154.9 1252.5 1543.7 118.7 644.7 847.5 48.94 12.37 3.76 0.60 鷹山or小深沢 和田 関山Ⅰ 13

14 298.9 118.8 1135.1 760.3 288.4 378.7 736.1 35.14 10.47 13.33 0.58 星ヶ台 諏訪 関山Ⅱ 14

15 169.3 69.0 771.8 631.0 113.4 263.2 476.4 42.52 8.94 7.64 0.66 土屋橋1 和田 関山Ⅱ 15

16 169.6 60.1 779.4 495.1 184.9 217.5 544.3 34.34 7.71 12.83 0.66 髙松沢 和田 関山Ⅱ 16

17 100.8 42.0 472.3 374.0 67.7 153.2 274.8 43.00 8.89 7.78 0.67 土屋橋1 和田 関山Ⅰ 17

18 146.7 52.7 921.4 286.0 428.9 160.8 587.7 19.55 5.72 29.31 0.80 冷山 蓼科 関山Ⅰ 18

19 231.1 80.0 1467.9 472.5 695.5 246.4 913.8 20.29 5.45 29.87 0.80 冷山 蓼科 関山Ⅱ 19

20 131.6 53.9 570.4 480.4 92.5 210.3 385.8 41.10 9.45 7.92 0.64 土屋橋1 和田 関山Ⅱ 20

21 293.2 118.5 1104.6 759.6 286.6 377.1 734.6 35.20 10.73 13.28 0.58 星ヶ台 諏訪 関山Ⅰ 21

22 338.0 127.7 1595.2 1136.4 311.5 474.7 1010.6 38.74 8.01 10.62 0.67 土屋橋1 和田 関山Ⅰ 22

23 261.6 131.5 1034.3 1268.7 81.3 532.4 704.0 49.05 12.72 3.14 0.60 鷹山 和田 関山Ⅰ 23

24 288.2 113.9 1086.0 721.3 278.1 360.3 704.2 34.95 10.49 13.47 0.58 星ヶ台 諏訪 関山Ⅱ 24

25 199.9 76.2 752.4 483.0 183.1 237.9 455.2 35.54 10.12 13.47 0.58 星ヶ台 諏訪 関山Ⅱ 25

26 250.7 82.9 1449.3 501.5 651.9 255.5 916.7 21.56 5.72 28.03 0.76 冷山 蓼科 関山Ⅰ 26

27 264.7 88.7 1568.4 530.8 704.5 268.5 957.7 21.56 5.65 28.62 0.77 冷山 蓼科 関山Ⅰ 27

28 207.6 105.2 823.0 1016.3 71.0 433.6 568.0 48.65 12.78 3.40 0.60 鷹山 和田 関山Ⅰ 28

29 343.2 120.5 1159.9 769.2 285.9 378.6 724.8 35.64 10.39 13.24 0.53 星ヶ台 諏訪 関山Ⅱ 29

30 258.3 98.8 1196.5 949.2 208.1 398.2 774.7 40.73 8.26 8.93 0.67 土屋橋1 和田 関山Ⅰ 30

31 352.8 164.3 1427.9 1521.9 125.9 633.2 879.0 48.16 11.51 3.98 0.61 小深沢 和田 関山Ⅱ 31

32 250.2 97.0 918.4 616.2 231.4 310.6 611.8 34.81 10.56 13.07 0.56 星ヶ台 諏訪 関山Ⅱ 32

33 291.1 143.6 1163.7 1446.3 92.4 601.6 782.6 49.48 12.34 3.16 0.60 鷹山or小深沢 和田 関山Ⅱ 33

34 389.6 117.1 1122.6 794.0 274.5 381.6 727.0 36.47 10.43 12.61 0.46 星ヶ台? 諏訪? 関山Ⅱ 34

35 340.9 136.6 1268.9 831.2 318.3 411.5 805.1 35.13 10.76 13.45 0.57 星ヶ台 諏訪 有尾 35

36 261.0 133.0 1083.3 1318.6 81.0 548.7 724.7 49.33 12.27 3.03 0.62 鷹山or小深沢 和田 諸磯b 36

37 339.1 165.4 1340.4 1542.4 104.2 641.3 831.5 49.45 12.34 3.34 0.60 鷹山or小深沢 和田 諸磯b 37

38 342.2 131.8 1239.4 833.8 314.9 417.5 839.8 34.66 10.63 13.09 0.56 星ヶ台 諏訪 諸磯b 38

39 295.8 113.1 1403.0 935.4 209.6 382.8 745.7 41.14 8.06 9.22 0.68 土屋橋1 和田 関山 39

40 258.3 127.7 1031.0 1213.9 87.6 509.2 676.1 48.82 12.39 3.52 0.60 鷹山or小深沢 和田 諸磯b 40

表 4　時期別の産地推定結果
時期 和田 諏訪 蓼科 計

関山Ⅰ 16 1 6 23
関山Ⅱ 5 6 1 12
有尾 ― 1 ― 1
諸磯 b 3 1 ― 4
計 24 9 7 40
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4.おわりに

　三本木Ⅱ遺跡より出土した縄文時代前期の黒曜石製石器計40点について、蛍光X線分析による産地

推定を行った結果、25点が和田エリア、9点が諏訪エリア、6点が蓼科エリア産と推定された。

（竹原弘展）

引用文献

望 月明彦（1999）上和田城山遺跡出土の黒曜石産地推定．大和市教育委員会編「埋蔵文化財の保管と

活用のための基礎的整理報告書2―上和田城山遺跡篇―」：172－179，大和市教育委員会．

＜関山式期の黒曜石産地分析の結果について＞
　三本木Ⅱ遺跡では、多数の黒曜石の原石・石核類、石器類が出土した。そこで、本遺跡で利用された

黒曜石の産地を明らかにするために蛍光Ｘ線分析を行った。

　黒曜石の産地分析では、最初に出土した全石器を肉眼観察し、同質の石材分類（個体別分類）と器種

による分類（石器成品と原石・石核類）により分析資料を選別した。本遺跡での黒曜石の特徴は、黒色

で透明度が高く不純物が少ないものと黒色～灰黒色で透明度がやや低く不純物（球カ）を含むものに分

けれ、さらに、蛍光Ｘ線分析法による産地分析では、信州系の産地を中心に産地が細かく分類されるこ

とが判明した。本遺跡における産地の特徴をみると関山Ⅰ式期は、和田峠系が主体を占め、諏訪エリア

と蓼科エリアが少数となる傾向に変わりはないが、冷山系は関山Ⅰ式期のみにみられ、関山Ⅱ式期以降

は、星ヶ台系がやや多くなるといった同一遺跡内で時期による産地の違いが存在することが認められた。

また、分析は、関山式期を中心としているが、比較資料として同一遺跡内の諸磯ｂ式期の資料を少数分

析したところ、関山式期と同一産地である結果となった。

　次に市内３遺跡の関山式期の黒曜石産地をみると、注連引原遺跡で星ヶ塔系（諏訪エリア）、中原遺跡、

中原遺跡で和田峠系（和田エリア）が主体で、男女倉系（和田エリア）、星ヶ塔系（諏訪エリア）、その

他の順となる。八城二本杉東遺跡も同じく、和田峠系（和田エリア）が主体となり、星ヶ塔系（諏訪エ

リア）となり、男女倉系が含まれるのがこの段階の特徴である（大工原2003）。三本木Ⅲ遺跡の黒曜石

産地にも男女倉系が含まれている。この地域の黒曜石産地は、和田峠系が主体を占め、それに星ヶ塔系

が加わる傾向となった。この傾向は前期後半になると変容し、星ヶ塔系が主体を占めるようになる。県

内における関山式期の黒曜石産地を比較すると、下箱田向原遺跡（渋川市）、上白井西伊熊遺跡（渋川市）、

見立十三塚遺跡（渋川市）においても市内地域と同様な傾向が認められた。なお、上白井西伊熊遺跡（渋

川市）では、高原山産が１点含まれているが、旧石器時代の黒曜石に高原山系が存在することから、混

在とみるべきであろう。                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （井上）
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写　真　図　版

縄文時代前期の獣面把手付深鉢（J－ 51 号住）



図版１

三本木Ⅱ遺跡　全景写真（合成）



図版２

三本木Ⅱ遺跡　関山Ⅰ・Ⅱ式期の住居址群（Ｊ－ 10・11・17 号住居址）

三本木Ⅱ遺跡　Ｊ－９号住居址（関山Ⅰ式期）

三本木Ⅱ遺跡　Ｊ－ 11 号住居址炉

三本木Ⅱ遺跡　Ｊ－９号住居址炉

三本木Ⅱ遺跡　Ｊ－ 13 号住居址炉



図版３

三本木Ⅱ遺跡　Ｊ－ 43 号住居址（関山Ⅱ式期）

三本木Ⅱ遺跡　Ｊ－ 43 号住居址炉

三本木Ⅱ遺跡　Ｊ－ 23 号住居址炉

三本木Ⅱ遺跡　Ｊ－ 43 号住居址出入り口施設

三本木Ⅱ遺跡　Ｊ－ 27 号住居址炉



図版４

三本木Ⅱ遺跡　ＳＵ－１号巣穴状遺構（諸磯ｂ式期）

三本木Ⅱ遺跡　Ｊ－ 44 号住居址（諸磯ｂ式期）

三本木Ⅱ遺跡　Ｄ－ 56 号土坑（関山式期）

三本木Ⅱ遺跡　Ｊ－ 46 号住居址埋設土器

三本木Ⅱ遺跡　Ｄ－ 37 号土坑（諸磯ｂ式期）



図版５

三本木Ⅱ遺跡　古代道路状遺構（西側）

三本木Ⅱ遺跡　古代道路状遺構（東側）



図版６

三本木Ⅱ遺跡　古代道路状遺構確認状況（東側）

三本木Ⅲ遺跡　古代道路状遺構Ｍ－ 4号溝

三本木Ⅱ遺跡　側溝断面（Ｍ－４号溝 12 区）

三本木Ⅱ遺跡　側溝断面（Ｍ－４号溝１区）

三本木Ⅱ遺跡　Ｓ－ 12 号配石



図版７

三本木Ⅲ遺跡　Ｈ－ 15・16 号住居址

三本木Ⅲ遺跡　Ｈ－７～９号住居址

三本木Ⅲ遺跡　Ｈ－ 21・22 号住居址

三本木Ⅲ遺跡　Ｈ－ 13・14 号住居址

三本木Ⅲ遺跡　Ｈ－ 15 号住居址竃

三本木Ⅲ遺跡　Ｈ－８号住居址竃

三本木Ⅲ遺跡　Ｈ－ 23 号住居址竃

三本木Ⅲ遺跡　Ｈ－ 14 号住居址竃



図版８

平塚古墳　Ｋ－４・５号古墳

三本木Ⅲ遺跡　ＨＴ－６・７号掘立柱建物址

平塚遺跡　Ｋ－３号古墳

三本木Ⅲ遺跡　ＳＦ－１号遺構

平塚古墳　Ｋ－３号古墳主体部Ｄ－ 83 号土坑



図版９

J 14{}住縄文土ffil(61) 
J -IP:;}住縄文土RR(35) 

J -17匂IH戸体上2~ (69) 
J -18号住縄文土総(77)

J 18号住縄文土2R(86) 

J -20f}住縄文土お(102)
J -23号住炉体土総 (122)

J -25号住

縄文土2R(137) 

J -27勾{主 純文よ~ (159) J -33号住縄文土3~ (199) J -35号住純文土諸 (210)



図版 10

J -43号住
J -38号伎縄文土総 (230) J -38号住i縄文土総 (232)

縄文土穏 (271・272)

J -43号住縄文土器 (255) J -43号住縄文土器 (270)

D-56号土坑縄文土穏 (329)



図版 11
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図版 12
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図版 13

古代 8世紀後半の土器群(三本木町遺跡 H-9号住)

古代 9世紀前半の土器群(三本木田遺跡 H-16号住)



図版 14

土師怨係外面の f中」の捜~ (三本木I日追跡H-16号住)

古代石製紡錘!Ii(三本木町遺跡)

上野~有重量短要員る:遜(平塚遺跡〉

須tt6g豊富底部の f中」の鍛'.](三本木m遺跡 H-16号住)

-・田園田

・田園圃-

.・
古代鉄製品〈三本木m遺跡)

K-4号古墳出土の土器群(平塚遺跡、)
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所
ふ り が な

収遺跡名 所
ふ り が な

在地
コ　ー　ド 北　緯       　東　経

°′″         °′″ 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

三
さん

本
ほん

木
ぎ

Ⅱ 安
あんなかしさぎのみやあざさんほんぎ

中市鷺宮字三本木 102113 Ｇ２３Ｇ 36°29′14″   138°87′29″             20130311～20130329
20130401～20130927 21,200㎡ 鷺宮物流団地

造成事業

三
さん

本
ほん

木
ぎ

Ⅲ 安
あんなかしさぎのみやあざさんほんぎ

中市鷺宮字三本木 102113 Ｇ２３Ｈ 36°29′27″   138°87′36″            20130311～20130329
20130724～20130927  4,500㎡

平
ひら

塚
つか

安
あんなかしさぎのみやあざひらつか

中市鷺宮字平塚 102113 Ｇ２３Ｉ 36°29′14″   138°87′61″            20130311～20130329
20130822～20130927  1,300㎡

落
おち

合
あい

Ⅱ 安
あんなかしさぎのみやあざおちあい

中市鷺宮字落合 102113 Ｇ２３Ａ 36°29′13″   138°87′12″             20130214～20130220 　　48㎡ 市道改良工事

所収遺跡名 種類 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

三本木Ⅱ 集落

交通

その他

縄文前･中期

奈良･平安

中世

縄文住居47軒、土坑106基、集石土坑４
基、集石４基、埋
設土器１基、巣穴状遺構１か所、ピット
多数
古代住居１軒、土坑９基、集石２基、古
代道路１か所
溝１条他

縄文土器（早期、関山式、
有尾・黒浜式、諸磯ｂ式、
五領ヶ台式、加曽利ＥⅢ式、
堀之内２式土器等）。
縄文石器（黒曜石製石鏃・
錐他、石匙、打製石斧、ス
クレイパー等の剥片石器、
磨製石斧、磨石・凹石類、
石皿、砥石、石製品他。

８～９世紀代の土師器・須
恵器（暗文土器、「中」と墨
書された土師器、上野型有
蓋短頸壺蓋、小形短頸壺、
長頸壺等）。
古代鉄製品（鎌、刀子、Ｕ
字型鋤・鍬先等）。
古墳時代金銅製耳環。
古代の権衡（竿秤の錘）。

縄文時代では、関山式期併
行期の信州、東海地域等の
異系統土器（堂之上Ｚ式・
上の坊式・中越式他）が出
土。
関山Ⅰ～Ⅱ式期、有尾・黒
浜式の居住単位を把握でき
る良好な集落を検出。集落
は時期ごとに東から西へと
居住区域が変遷する様子が
認められた。
石鏃を主体とした黒曜石製
石器（石器製作関連遺物、
原石・石核多数）、石匙、
片刃の打製石斧を中心とす
る石器群。黒曜石は産地分
析によって信州系が主体を
占めることが判明した。

古代の道路状遺構は、両
側側溝をもつ幅約10ｍで
真っ直ぐに延びるもので官
道に匹敵する規模をもつ。
横野台地での検出は、西横
野地区に次ぐ２例目であり、
伝路の可能性を含めその性
格が注目される。
古代の集石では、検出例が
少ない石郭状で、墓の可能
性が考えられる

平塚遺跡では、古墳時代終
末期の古墳が新たに３基検
出され、５基以上の古墳群
を形成することが判明。

三本木Ⅲ 集落 奈良･平安

中世

奈良・平安住居17軒、掘立柱建物址８棟、
竃・炉状遺構１基、竪穴状遺構１基、土
坑７基・溝２条他

溝３条他

平塚 古墳 古墳終末期 古墳３、土坑１基

落合Ⅱ 古墳 古墳終末期 古墳１
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